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＜本調査研究の概要＞ 

 
１ 調査研究の目的 
 保育の受け皿整備に伴い必要となる保育人材を確保するための効果的な方策について示唆を得る

ために、保育士試験合格者の保育所等への就業状況等に関する現状を把握し、保育士試験合格者が保

育の担い手として定着するために必要な方策等について調査研究を行う。 
 
２ 調査研究の内容 
 本調査研究は、大きく分けて 3 つの調査研究を実施している。以下に各調査研究の詳細を記す。 
 
（１）自治体における保育士確保施策に関する調査 
【調査内容】 

地方自治体等の取組みについて、公表されている情報から調査する。また、試験で保育士資格を

取得した保育士のみならず潜在保育士等に対する自治体の支援・施策についても同時に調査を実施

した。 
①自治体ホームページ（HP）の閲覧調査  
②自治体へのインタビュー調査 

【調査対象】 
①・待機児童数平成 29 年 4 月 1 日時点で 200 人以上だった市区町村の自治体（厚生労働省通知）：

33 ヵ所 
・待機児童数平成 29 年 10 月 1 日時点で 300 人以上だった市区町村の自治体（厚生労働省通知）：    

8 ヵ所 
・保育所等施設の利用定員数が 2 年連続（平成 29 年 4 月 1 日時点、平成 30 年 4 月 1 日時点）

で 1 位の自治体：1 ヵ所  
  ・上記市区町村の自治体と関連する都道府県の 14 ヵ所 
                                 計 57 ヵ所を対象 
 
②インタビュー調査の自治体は、保育士確保施策等に関する HP 閲覧調査の対象となった 57 カ所

の自治体のうち都道府県 14 カ所を除いた 34 カ所の自治体から、東京都に属する自治体 1 カ所、

指定都市に属する自治体 1 カ所、関西圏に属する自治体 1 カ所を選択し、3 つの地域の自治体を

対象とした。 
 
【調査方法】 

①自治体ホームページ（HP）の閲覧調査 
試験で保育士資格を取得した保育士に対する自治体の施策等について、HP 内で閲覧をした。

その後、試験で保育士資格を取得した保育士に対する自治体の各種支援、施策を検討するにあた

り、厚生労働省公表の「保育士確保プラン」における保育士確保施策の基本となるⅠ～Ⅳの 4 本

の柱（待機児童解消加速化プランによる施策メニュー：Ⅰ人材育成、Ⅱ就業継続支援、Ⅲ再就職

支援、Ⅳ働く職場の環境改善）から、Ⅰ～Ⅲの 3 本の柱の項目に焦点をあて検討した。 
②自治体へのインタビュー調査 

半構造化面接によるインタビュー調査を実施した。得られたインタビューの内容を整理するた  
め、HP 調査と同様に自治体の取組等については「保育士確保プラン」における保育士確保施策  
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の基本の 3 つの柱（Ⅰ～Ⅲ）の内容を基に分類・検討した。 
＜質問項目＞：保育士確保に関する施策、保育現場への就業支援や就業継続支援等、試験で保育士 

資格を取得した方への就業支援について 
【調査時期】 
①平成 30 年 8 月～9 月 
②平成 30 年 11 月～平成 31 年 1 月 

 
（２）保育士試験合格者の就業状況等に関する調査（質問紙調査） 
【調査の内容】 

保育士試験実技試験（後期）受験者のうち合格者を対象とする質問紙調査を実施し、受験者の属

性や資格取得の動機や保育所への就業希望の有無、就業状況等に関する実態を明らかにする調査を

実施した。 
＜質問項目＞：回答者の属性 、保育士試験受験の動機等 、保育士として就業する意思、 

就業に際しての不安や必要とする支援等 、就業継続のインセンティブ、 
就職内定先について 

【調査の対象】 
  平成 30 年度保育士試験実技試験合格者（後期）4,384 名のうち回答の得られた 1,081 名を分析

対象とした。 
【調査の方法】 
  平成 30 年度保育士試験実技試験（後期：12 月 9 日）会場において、質問紙調査票を受験者全員

に配付し、実技試験の合格通知を受け取った者のみ、質問紙に回答し、返信用封筒にて返送するよ

う説明した。 
【調査の時期】 

平成 30 年 12 月 9 日に保育士試験実技試験（後期）会場にて配付、実技試験合格発表後、平成

31 年 2 月 5 日までに返送とした。 
 
（３）保育士資格の新規取得者が保育の担い手として定着するために必要な方策に関する研究（聴き

取り調査） 
【調査の内容】 

保育士資格取得者が保育の担い手として定着するために必要な方策について示唆を得るために、

以下の３つのインタビューを実施した。 
①試験で保育士資格を取得した保育士へのインタビュー 
②保育士養成校で保育士資格を取得した保育士へのインタビュー 
③試験で保育士資格を取得した保育士が就業している施設長（または採用担当者）および保育団体

へのインタビュー 
【調査の方法】 

①構造化インタビュー（グループ形式） 
＜質問項目＞：受験の動機、就業前の不安、就業直後の不安や支援、就業後の専門性の向上に係る

課題役に立つ支援、就業継続の要因等 
②構造化インタビュー（グループ形式） 
＜質問項目＞：保育士養成校における資格取得を目指した動機以外、①と同様の項目 
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③半構造化インタビュー 
＜質問項目＞・施設長（採用担当者）への質問：試験保育士を採用に至った経緯、就業前の試験保

育士への支援、試験保育士が就業継続するための支援、保育士試験の課題等 
           ・保育団体関連事業担当者へ質問：保育士の確保や就業継続を支援するために必要

な施策、試験保育士が就業するために必要な施策等 
【調査の対象】 
①試験で保育士資格を取得し、保育所等に保育士として就業している 27 名（全員女性） 
②保育士養成校で保育士資格を取得し、保育所等に保育士として就業している者 14 名（うち男性 5
名） 

③現在多くの、もしくは複数の試験保育士を雇用している関東の 5 法人。また、3 つの保育団体関連

事業担当者 
 
【調査の時期】 
 ①平成 30 年 10 月～平成 31 年 1 月 
 ②平成 30 年 12 月～平成 31 年 1 月 
 ③平成 30 年 12 月～平成 31 年 1 月（施設長または採用担当者） 
  平成 31 年 1 月 ～平成 31 年 2 月（保育団体の関連事業担当者） 
 
３ 倫理的配慮 
（１）質問紙調査について 
質問紙調査実施にあたり、まず都道府県担当者に対して、後期実技試験会場で全受験者に向けて、

調査の目的、調査方法、研究への参加協力について明記した文書とともに、質問紙を配付することに

ついて承諾を得た。 
保育士試験実技試験（後期）受験者に対しては、質問紙を実技試験会場で全員に配付し合格通知が

届いた方に回答を依頼した。また質問紙を配付する際、都道府県の同意を得ていること、調査は無記

名で実施すること、回答は個人の自由意志に基づき実施されること、同意をしない場合でも回答者が

不利益を被ることはないこと、質問紙の回答が返送されたことにより本調査への同意が得られたとす

ること等を明記した「調査協力のお願い」文書も併せて配付をした。 
 

（２）聴き取り調査について 
聴き取り調査にあたり、調査の対象となる参加協力者に対して研究の目的と意義、研究方法、研究

への参加協力の自由意志と拒否権、プライバシー及び個人情報の保護及び取扱い、研究結果の公表方

法、研究に関する質問、意見の連絡方法等について文書等で説明し同意を得た。 
 
質問紙調査及び聴き取り調査ともに、依頼文には研究の目的と意義、研究結果の公表方法、研究に

関する質問、意見の連絡方法等を明記した。また、回答されたデータはすべて統計的に処理し、個人

や所属が特定される形で結果を公表することはないこと、特定の USB メモリーに保存したうえ、回

答された質問紙、聴き取り調査のデータとともに施錠できるロッカー等に保存し業務終了後、一定期

間経過後に溶解処理にて廃棄すること等も併せて明記した。 
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はじめに 
 
Ⅰ．研究の目的 
 本研究の目的は、保育士の確保及び定着のための方策のあり方について明らかにすることである。 
そのために、保育士試験及びその受験者・合格者の実態を把握し、就業意欲及び継続勤務意欲の

向上や、そのための就業前の不安軽減、また就業後の資質向上についての方策について検討する。

その際、保育士試験により資格を取得して就業している者と指定保育士養成施設卒業により資格取

得して就業している者との異同にも配慮する。加えて、地方自治体の取り組み状況について明らか

にし、施設長や保育団体等の見解について探る。 
これらの調査結果から、保育士確保及び定着のための方策のあり方について示唆を得るとともに、

得られた示唆を踏まえて、可能な方策について提案を行う。 
 

Ⅱ．研究の背景 

 近年、保育ニーズの高まりにより保育施設の整備が進んでいる。特に待機児童数が顕著な地域に

おいては、急激に施設数が増加している。一方で、施設整備のスピードに保育士数の確保が追い付

いていないために、保育の一部について、保育士資格を有しない者を配置せざるを得ず、施設の開

設が断念されるケースも生じている。 
 こうした状況に対応するために、厚生労働省は、保育士確保に向けて、「保育を支える保育士の確

保に向けた総合的取組」（2013 年）、「保育士確保プラン」「保育の担い手確保に向けた緊急的な取り

まとめ」（2015 年）、「保育士確保集中取組キャンペーン」（2017 年、2019 年）等の取組を矢継ぎ早

に繰り出している。それらは、①保育士資格の新規取得者の確保 、②保育士の就業継続支援（処遇

改善、キャリアアップのための研修体制の構築、保育所の勤務環境改善、保育士宿舎借り上げ支援

等）、③離職者（潜在保育士）の再就職支援等から成っている。こうした中で、保育士資格取得につ

いてはより容易になるような措置が行われてきており、乳幼児期の教育・保育の重要性への社会的

な注目が集まる中、保育士の専門性及び保育の質よりもまずは保育の提供量の確保を目指さざるを

得ない状況である。この状況下で、保育士試験による保育士資格取得促進のために 2016 年から全

都道府県において保育士試験が 2 回実施されることになった。 
 しかし、保育士資格を取得する者あるいは所持している者の数だけでいうと、必要な保育士数を

十分過ぎるほど上回っている。ということは、指定保育士養成施設を卒業するにせよ、保育士試験

を受験するにせよ、資格取得者が就業していない、あるいは離職して復帰しない、あるいは早期離

職するといった問題状況があると考えてよいだろう。こうした状況をより適切に把握し、効果的な

施策を検討するために、この調査研究を行うものである。 
 
Ⅲ．保育士試験に関する先行する調査研究等 

 保育士確保に関連して保育士試験による資格取得等に関する調査研究としては、全国保育士養成

協議会現代保育研究所（2001）「保育士試験制度の課題と今後の方向性に関する調査」1）、があるが、

近年は顕著な保育士不足から、例えば、次のような調査が行われている。東京都福祉保健局（2014）
「東京都保育士実態調査報告書」2）、全国保育士養成協議会（2015）「保育士養成のあり方に関する

調査」3）等である。 
 これらはいずれも本研究で明らかにしたいと考えている、保育士試験により資格取得をしている

者の、就業前の不安軽減、就業意欲や就業継続のための環境づくりの必要性を示唆するものである

が、保育士試験合格者全体を対象としてその動向を追う研究はこれまでになく、また多くの自治体

の取り組みについての詳細な調査は管見の限り見当たらない。ここに本研究の意義を見出すことが

できると考えられる。 

─ 5 ─



 
 

- 6 - 
 

Ⅳ．本研究の概要 

 
１. 自治体における保育士確保施策について 

まず、地方自治体等による保育士確保及び定着のための取り組みについて、待機児童数が多い市

区町村、及び利用定員が非常に多い、または増加の顕著な市区町村等、保育士確保施策を積極的に

行っている可能性が高い自治体を選び、自治体 HP から閲覧できる保育士確保施策について、その

内容を明らかにする。 
また、そのうち東京都、関西圏、政令指定都市の示唆的な取り組みを進めていると思われる３つ

の自治体については、インタビュー調査を実施した。保育士確保施策の実情により迫るために、①

保育士確保に関する施策、②保育現場への就業支援や就業継続支援等、③試験で保育士資格を取得

した方への就業支援について明らかにする。 
 

２. 保育士試験合格者の就職状況等に関する調査 

 次に、保育士試験に合格した者の就職状況等について質問紙調査を実施し、受験者の属性や、資

格取得の動機や保育所への就業希望の有無、就業状況等に関する実態を明らかにする。 
 この調査では、第一に、保育士として就業する意思の有無とその理由、保育士として働く場合に

求める条件、保育士として働きたい職場、保育士試験を受験した動機について明らかにする。第二

に、就業することへの不安の有無とその理由、働くに際して学ぶ必要があると思う知識・技術につ

いて、保育現場における実習や研修の必要性、必要な場合の実習や研修を行う施設と期間、必要だ

と思う理由、保育士として働くために必要な就業支援について明らかにする。第三に、調査時点に

おける保育現場勤務内定の有無、内定者の勤務先種別、就職先選択に際し重視した点について明ら

かにする。 
 
３. 保育士資格の新規取得者が保育の担い手として定着するために必要な方策の研究 

（１）試験で保育士資格を取得した保育士へのインタビュー 
保育士資格の新規取得者が保育の担い手として定着するために必要な方策について示唆を得るた

めに、まず、試験で保育士資格を取得し、保育所等に保育士として就業している者を対象としたイ

ンタビュー調査を実施する。質問項目は以下の 9 点である。 
①保育士資格取得を希望した理由 
②試験で保育士資格を取得することにした理由 
③保育現場の就業先を決める（就活）プロセス（保育士資格取得後） 
④就業前に不安に感じていたこと（保育士資格取得後） 
⑤就業前に受けた支援（保育士資格取得後） 
⑥就業前に受けたかった支援（保育士資格取得後） 
⑦就業後に不安に感じていたこと（保育士資格取得後） 
⑧就業後に受けたかった支援（保育士資格取得後） 
⑨就業を継続するために必要だと感じていること。 

 
（２）保育士養成校で保育士資格を取得した保育士へのインタビュー 

次に、保育士養成校で保育士資格を取得し、保育所等に保育士として就業している者を対象とし

たインタビュー調査を実施する。質問項目は以下の 9 点である。 
①保育士資格取得を希望した理由 
②保育士養成校で保育士資格を取得することにした理由 
③保育現場の就業先を決める（就活）プロセス 
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④就業前に不安に感じていたこと 
⑤就業前に受けた支援 
⑥就業前に受けたかった支援 
⑦就業後に不安に感じていたこと 
⑧就業後に受けたかった支援 
⑨就業を継続するために必要だと感じていること 

 
（３）試験で保育士資格を取得した保育士が就業している施設長および保育団体へのインタビュー 
保育士資格取得者が保育の担い手として定着するために必要な方策について示唆を得るため、保

育士試験による資格取得者を採用した経験がある施設の施設長等、および保育団体の関連事業担当

者にインタビュー調査を実施する。 
施設長等については、以下の 4 点について尋ねる。 
①試験で保育士資格を取得した方を採用するに至った経緯やプロセス 

 ②試験で保育士資格を取得した方の就業までの研修等やその必要性について 
 ③就業継続のために必要な研修や支援、それに対して課題に感じていること 
 ④保育士試験内容の内容について思うことや課題だと感じていること 
 保育団体へのインタビューについては、以下の 2 点について尋ねる。 

①保育士の確保や就業継続を支援するために必要な施策について 
②試験で保育士資格を取得された方が保育士として就業するために必要な施策について 

 
 以上の調査を踏まえて、保育士を確保するための方策と、保育士が定着するための方策について

検討する。 
 

 

＜引用文献＞ 

 

1）全国保育士養成協議会現代保育研究所（2001），「保育士試験制度の課題と今後の方向性に関す

る調査」（児童環境づくり等総合調査研究事業報告書、主任研究者：大嶋恭二） 
2）東京都福祉保健局（2014），「東京都保育士実態調査報告書」 
3）全国保育士養成協議会（2015），「保育士養成のあり方に関する調査」（平成 27 年度子ども・子

育て支援推進調査研究事業報告書、事業の全体のとりまとめ：網野武博） 
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第１部 自治体における保育士確保施策について 

 

本調査は、保育士資格の新規取得者が保育の担い手として定着するために必要な方策の研究の端緒

を得るために、試験で保育士資格を取得した保育士に対する自治体の支援・施策について、①自治体

ホームページ（HP）の閲覧調査、②自治体へのインタビュー調査を実施することとした。また、試験

で保育士資格を取得した保育士のみならず、潜在保育士等に対する自治体の支援・施策についても、

どのような取組を行っているのか、また独自で行っている支援や特色等についても調査を試みた。尚、

自治体の HP 内で確認できた施策等については、2018 年 8 月～9 月の期間に閲覧することができた

ものである。 

 
Ⅰ．保育士確保プランにおける保育士確保施策について 

試験で保育士資格を取得した保育士に対する自治体の各種支援、施策を検討するにあたり、厚生労

働省公表の「保育士確保プラン」における保育士確保施策の基本となるⅠ～Ⅳの 4 本の柱（待機児童

解消加速化プランによる施策メニュー：Ⅰ人材育成、Ⅱ就業継続支援、Ⅲ再就職支援、Ⅳ働く職場の

環境改善）から、Ⅰ～Ⅲの 3 本の柱の項目に焦点をあて、検討することとした（図表 1-1-1）。 
 

図表 1-1-1 保育士確保プランの保育士確保施策における 3 本の柱 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

Ⅰ人材育成 

〇保育士資格を取得しやすくするための取組の実施 

・幼稚園教諭免許状を有する者の保育士資格取得特例制度の活用 

・雇用保険の被保険者に対する厚生労働大臣が指定する指定保育士養成施設の受講費支援 

・保育士修学資金貸付 

〇保育士の魅力を伝え、保育士を目指す機運を醸成 

・保育士資格を有しない未就業者の就業支援(就労訓練事業、公共職業訓練) 

〇資格としての保育士の専門性の向上 

・学生への実践的実習促進や研修による現役保育士の育成強化 

Ⅱ就業継続支援 

〇離職防止のための研修支援 

・新人保育士対象研修 

・保育の質の確保のための研修 

・研修参加に伴う代替職員の確保 

・離職防止のための研修等に係る助成の活用促進 

〇就業継続を図るための各種助成金の活用促進 

・労働環境整備を通じた職場定着のための助成金

の積極的周知 

・就業継続支援のための助成金の積極的周知 

Ⅲ再就職支援 

〇保育士・保育所支援センターの積極的な活用 

・潜在保育士等に対する就職斡旋や相談支援の実

施 

・再就職前の実技研修 等 

〇保育士マッチング強化プロジェクト 

・ハローワークにおける保育士求人に対する求

人充足サービスの強化 

・ハローワークと都道府県等との連携による就

職支援 

・「保育士職場体験講習会」(仮称)等の実施 
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１．調査対象の自治体について 

本調査は、東京都をはじめ、厚生労働省の通知に基づく待機児童数が、平成 29 年 4 月 1 日時点で

200 人以上だった市区町村の自治体を 33 カ所に、平成 29 年 10 月 1 日時点で 300 人以上だった市区

町村の自治体を 8 カ所、さらに保育所等施設の利用定員数が 2 年連続（平成 29 年 4 月 1 日時点、平

成 30 年 4 月 1 日時点）で 1 位（利用定員数が 2 年間で約 6,000 人近く増加）の自治体を 1 カ所、そ

れら市区町村の自治体と関連する都道府県の 14 カ所を加えた、計 57 カ所の自治体を調査対象とし

た（図表 1-1-2）。 
 
 
図表 1-1-2 調査対象の自治体 57 カ所 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．自治体 HPから閲覧できる保育士確保施策に関する情報の選分について 

保育士確保施策の 3 本の柱（Ⅰ～Ⅲ）の項目に沿って自治体の各種支援事業等の内容を調査するた

め、はじめに区市の自治体数が最も多い東京都から調査を行った。次に、東京都の政策を基本とする

東京都区市部と、地方都市及び関連する都道府県（以下、地方都市）に類別して全体の調査を行った。

東京都のⅠ～Ⅲの項目については、支援事業等の名称例や取組内容等を記載した。東京都区市部と地

方都市の自治体区分におけるⅠ～Ⅲの項目については、各自治体の支援事業等の名称例、括弧内は各

自治体名とその具体的な取組の名称例等を記載した。尚、東京都を除く自治体のⅠ～Ⅲの項目横にあ

る数字は、各項目に関連する内容を閲覧することができた自治体数を示す。 
  

◎東京都 

〇世田谷区 

〇目黒区 

〇大田区 

〇渋谷区 

〇品川区 

〇中野区 

〇港区 

◎神奈川県 

〇藤沢市 

〇横浜市 

〇府中市 

〇調布市 

〇三鷹市 

〇町田市 

〇日野市 

〇江戸川区 

〇足立区 

〇中央区 

〇江東区 

〇台東区 

〇板橋区 

〇葛飾区 

◎香川県 

〇高松市 

◎千葉県 

〇市川市 

〇習志野市 

◎広島県 

〇広島市 

◎岡山県 

〇岡山市 

◎宮城県 

〇仙台市 

◎福島県 

〇福島市 

◎兵庫県 

〇明石市 

〇西宮市 

〇宝塚市 

〇神戸市 

◎大阪府 

〇大阪市 

〇吹田市 

◎福岡県 

〇大野城市 

〇福岡市 

◎鹿児島県 

〇鹿児島市 

◎大分県 

〇大分市 

◎沖縄県 

〇沖縄市 

〇うるま市 

〇浦添市 

〇那覇市 
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Ⅱ．自治体 HPから閲覧できる保育士確保施策について 

 
はじめに、東京都の HP から閲覧できた保育士確保に関する主な施策内容を示す（図表 1-2-1）。 

 
図表 1-2-1 東京都 HP より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、東京都の区市部 19 カ所（14 区 5 市）の HP を調査した（図表 1-2-2）。 
 

図表 1-2-2 調査対象の区市部（14 区 5 市） 
 
 
 
 
 

  

〇世田谷区 

〇目黒区 

〇大田区 

〇渋谷区 

〇品川区 

〇中野区 

〇港区 

〇江戸川区 

〇足立区 

〇中央区 

〇江東区 

〇台東区 

〇板橋区 

〇葛飾区 

〇府中市 

〇調布市 

〇三鷹市 

〇町田市 

〇日野市 

Ⅰ人材育成 

〇保育士資格を取得しやすくするための取組の実施 

〇保育士の魅力を伝え、保育士を目指す機運を醸成 

〇国家資格としての保育士の専門性の向上 
・「保育士試験」年 2 回実施 
・幼稚園教諭免許状を有する者の保育士資格取得特例制度 
・保育士修学資金貸付事業：月額 5 万円 2 年間上限 120 万

円 
・保育従事職員資格取得支援事業補助 
・次世代の保育人材確保 
・高校生対象 保育施設の職場体験 

・一般社団法人東京都民間保育園協会：求人・求職案内、

研修会、保育園フェア等の開催 

Ⅲ再就職支援 

〇保育士・保育所支援センターの積極的な活用  

〇保育士マッチング強化プロジェクト 
・合就職説明会、保育士就職支援研修、就職相談会、求人・求職案内、保育の仕事職場体験等（東京都福祉人材セ

ンター「フクシロウ」：東京都社会福祉協議会へ委託） 

・保育のおしごと応援フェスタ、保育園フェア等（東京都保育人材・保育所支援センター、東京都民間保育園協会） 
・保育士就職支援セミナー、保育実習（各 40 名、年 10 回実施）：保育士試験合格者向けのコースもある。 

・未就学児をもつ潜在保育士に対する保育所復帰支援事業(貸付) ：保育料の半額上限 2 万 7 千円、最長 1 年間 

・潜在保育士の再就職支援事業(貸付)：就職準備金の貸付、40 万円以内 
・文部科学省採択プロジェクト「ももいく」：e ラーニングサイト「ももいくゼミ」、保育士情報サイト「ももい

くナビ」、復職支援サイト「ももいくジョブ」 

Ⅱ就業継続支援 

〇離職防止のための研修支援 

〇就業継続を図るための各種助成金の活用促 
・一般社団法人東京都民間保育園協会：研修

会開催 
・保育従事職員宿舎借り上げ支援事業：一戸

あたり月 82,000 円（区市町村が交付実施

の場合） 
・未就学児をもつ保育士の子供の預かり支援

事業利用料金の一部貸付け：預かり支援に

関する事業を利用した料金の半額、年額 12
万 3 千円以内、最長 2 年間 
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図表 1-2-3 は、区市部の自治体 HP から閲覧できた保育士確保に関する主な施策内容である。 
 

図表 1-2-3 区市部自治体 HP より〈閲覧できた自治体数／区市部 19 カ所／自治体 56 カ所（東京都除く）〉 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅰ人材育成 〈5/19/56〉 
・保育士試験による資格取得支援事業 等 
（港区「保育士試験受験のための学習に要した経費の 2 分の 1 を補助（条件付）」、板橋区「現任保育従事職員資格

取得支援事業補助」、府中市「保育従事職員資格取得支援事業費補助金」ほか） 
・施設見学・バスツアー 等（江戸川区「江戸川区私立保育所見学ツアー」ほか） 
・人材確保事業

 
等（大田区「保育実践力強化研修」ほか） 

・区主催の研修会
 
、巡回支援によるサポート 等 

Ⅱ就業継続支援 〈14/19/56〉 
・保育施策 等（大田区「巡回指導」ほか） 
・区主催の研修会、巡回支援によるサポート

 
等 

・保育士の住宅確保支援、宿舎借り上げ支援制度、保育士等住居借上げ支援事業補助金、借り上げ宿舎に居住する

保育士等向けの家賃補助制度 等 
（世田谷区「保育士の住宅確保支援」、中野区「保育従事職員宿舎借り上げ」、江東区「江東区保育従事職員宿舎

借り上げ支援事業」、三鷹市「保育従事職員宿舎借り上げ支援事業」ほか） 
・処遇改善、保育士支援制度、保育従事職員就職奨励金、保育従事職員資格取得支援事業補助、保育士等のキャリ

アアップ事業に対する補助、就職祝品 等 
（大田区「保育士応援手当」、江戸川区「最大月額 5 万円の処遇改善」「就職祝品 （区内共通商品券 5 万円分）を

プレゼント」、板橋区「 「板橋区保育士等キャリアアップ補助金交付要綱」、葛飾区「保育士等キャリアアップ

補助金」、中野区「保育従事職員就職奨励金（常勤保育士対象）」、町田市「放課後児童支援員キャリアアップ

処遇改善事業」ほか） 
・保育士奨学金返済支援事業 等 （足立区「保育士奨学金返済支援事業補助」ほか） 

Ⅲ再就職支援 〈13/19/56〉 
・就職合同説明会、就職相談会・面接会・地方出張相談、就職フェア、保育再就職セミナー、就職支援セミナー、

保育フォーラム 等 
（世田谷区 「東京で働きたい保育士さんのためのお仕事相談会」、足立区「保育再就職セミナー」、江東区「保育

士就職支援研修・就職相談会」、町田市「町田市で働こう！保育のお仕事ひろば～」ほか) 
・再就職する保育士等向けの貸付制度、就職準備資金、潜在保育士の保育所復帰支援事業、保育再就職応援補助事

業、保育士優先利用 等 
（港区「未就学児をもつ潜在保育士に対する保育所復帰支援事業」「未就学児をもつ保育士の子どもの預かり支援

事業利用料金の一部貸付け」、中野区「保育士等へ就職準備資金」、江戸川区「保育士のお子さんの保育園入園

に配慮」、府中市「保育士復職支援事業費補助金」、町田市「保育士復職支援事業」 ほか） 
・保育人材募集冊子、保育人材情報ポータルサイト、アルバイト登録電子申請、保育士就職支援パンフレット 等（世

田谷区「せたがや Hoiku Work」、大田区「おおた ほいく・ぽ～と」、目黒区「めぐろ区報」、渋谷区「先輩保

育士による保育士の仕事に関するインタビュー」、中野区「区立保育園アルバイト登録」、葛飾区「こどもの笑

顔と仕事しよう！」、足立区「広報誌 HOIKU-ADACHI」、江東区「保育士就職支援パンフレット」ほか） 
・潜在保育士向けの就業体験、保育士就職支援研修、施設見学会、保育ナビゲーターによるカウンセリング、リカ

レント教育 等 
（江戸川区「江戸川区私立保育所見学ツアー」、江東区「江東区保育園就職応援セミナー」、葛飾区「就職支援コ

ーディネータ―」、日野市「潜在保育士を対象としたリカレント教育」ほか） 
・施設見学、職場体験、就労相談、就職相談会 等 
（世田谷区「ハローワーク渋谷と世田谷区産業振興公社共催：保育士再チャレンジプログラム」、足立区「ハロー

ワーク足立ハートフルワークコーナー」、中野区「中野区と杉並区とハローワーク新宿の共催：保育のおしごと

セミナー、就職相談・面接会」、日野市「ハローワーク八王子共催事業：日野市保育のしごと就職フェア」ほか） 
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そして、地方都市 36 カ所（1 府 12 県 23 市）の HP を調査した（図表 1-2-4）。 
 

図表 1-2-4 調査対象の地方都市（1 府 12 県 23 市） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 1-2-5 は、地方都市の自治体 HP から閲覧できた保育士確保に関する主な施策内容である。 
 

図表 1-2-5 地方都市 HP より〈閲覧できた自治体数／地方都市 36 カ所／自治体 56 カ所（東京都除く）〉 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◎神奈川県 

〇横浜市 

〇藤沢市 

 
◎千葉県 

〇市川市 

〇習志野市 

◎福島県 

〇福島市 

 

 

◎宮城県 

〇仙台市 

◎大阪府 

〇大阪市 

〇吹田市 

 
◎兵庫県 

〇明石市 

〇西宮市 

〇宝塚市 

〇神戸市 

◎岡山県 

〇岡山市 

 

 
◎広島県 

〇広島市 

 
◎香川県 

〇高松市 

◎福岡県 

〇福岡市 

〇大野城市 

 

◎大分県 

〇大分市 

 

◎鹿児島県 

〇鹿児島市 

◎沖縄県 

〇沖縄市 

〇うるま市 

〇浦添市 

〇那覇市 

Ⅰ人材育成 〈12/36/56〉  
 ・保育士資格取得支援事業、保育士試験による資格取得支援 等 

（横浜市「保育士資格取得講座受講料等補助」「保育士試験受験料補助」、神戸市、西宮市「保育士資格試験の

ために要した学習費用に上限 15 万円の補助（条件付）」ほか） 

 ・保育士修学資金貸付制度、保育士就学資金貸付事業 等 

（神奈川県「保育士就職準備金」、うるま市「沖縄県社会福祉協議会沖縄県福祉人材研修センター：保育士修学

資金貸付制度」ほか） 

 ・保育実習旅費支援事業 等 （高松市「市内公私立保育所等で実習する県外学生対象に往復旅費の補助」ほ

か） 

 ・正規保育士の採用試験追加実施  等 （福島市「公立保育所正規保育士の採用試験追加」ほか）  
 ・保育士資格取得に関する相談 等 （大阪市「保育士資格と幼稚園教育免許の併有に関する相談」ほか） 

 ・保育士就職フェア
 
、就職相談、就職サポート、保育士試験直前対策講座 等 

（横浜市「横浜市保育士試験直前対策講座」、香川県「かがわ保育士就職フェア（県外の保育士養成施設に通

う学生等への無料送迎バスあり）」ほか）
  

 ・就職体験、施設の見学・体験会 等 

（西宮市「西宮市市立保育園協会：インターン・ボランティアの受け入れ」、広島県「広島市私立保育園協

会：高校生保育魅力体験事業」、広島市「保育士就職体験マッチング支援事業」、浦添市「うらそえオープ

ン保育」ほか） 

─ 13 ─



- 14 - 
 

図表 1-2-5 地方都市 HP より〈閲覧できた自治体数／地方都市 36 カ所／自治体 56 カ所（東京都除く）〉 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ就業継続支援 〈11/36/56〉 
 ・公開実践保育や研修、保育所等職員研修、保育士等キャリアアップ研修、保育士としてのスキルアップ支援 等 

（仙台市「研修参加費の助成」、高松市「高松市保育研究会：がんばる保育士にスキルアップ」、兵庫県「保育実

践研修」、大分市「大分市保育所等職員研修」ほか） 
 ・保育士の宿舎借り上げ事業者の支援、保育士宿舎借上げ事業費補助金交付、正規職員への家賃補助、新生活準備

資金補助 等 （仙台市「親元から離れて暮らす保育士の家賃補助」ほか） 
 ・処遇改善、賃金改善による処遇改善、保育士処遇改善事業費補助金交付、民間保育施設の保育士確保 

（市川市「いちかわ手当」、福島市「公立保育所臨時職員の嘱託職員化・賃金改善による処遇改善」、仙台市「若

手保育士等の給与に市独自で上乗せ補助」ほか） 
 ・保育補助者雇用費貸付事業、公立保育所臨時職員の嘱託職員化、保育士の正規雇用化支援、負担軽減のための保

育支援者、保育補助者の配置支援 等 
（横浜市「代替保育従事者雇上費補助」、福島市「保育士業務をサポートする支援員の雇用支援」「保育士の相談

窓口」、仙台市「産休・育休が取得しやすい労働環境の創出（代替職員採用の補助及び補助単価の引上げ）」、沖

縄県「年休取得のための代替保育士の配置支援」ほか） 
 ・保育・介護人財サポート事業 等（広島市「公益財団法人広島市文化財団運営：買物支援サービス等」ほか） 

Ⅲ再就職支援 〈28/36/56〉 
 ・潜在保育士就職支援事業、就職応援給付事業、未就学児を持つ保育士に対する保育料一部貸付、未就学児を持つ

潜在保育士に対する保育料一部貸付、潜在保育士等職場復帰支援一時金、保育士の子どもの優先入所 等 
（神戸市「潜在保育士等職場復帰支援一時金」、大阪市「潜在保育士の復職支援」、大阪府「大阪府保育士・保育

所支援センター 保育士就職準備金貸付事業」、福島市「I ターン・U ターン・J ターンによる就労支援（引越し

代等の補助）」、高松市「潜在保育士就職支援事業 上限 10 万円負担」、福岡県「福岡県保育士就職支援資金」、

那覇市「保育のお仕事☆きらきらキャンペーン」ほか） 
 ・就職説明会・相談会、潜在保育士の再就職サポート、保育士合同就職説明会、求人求職マッチング、就職無料相

談、保育所等で働く方の相談対応、保育士就職面接会、保育所等への就職に関する相談、保育所等に勤務するこ

ととなった保育士等からの相談 等 
（横浜市「かながわ保育士・保育所支援センター 就職支援セミナー＆就職相談会、保育のしごと出張相談会、よ

こはま保育フォーラム」、神奈川県「保育のしごと出張相談会」、西宮市「西宮市私立保育協会共催 保育士就職

フェア」、明石市「明石市保育士総合サポートセンター」、福島市「ふくしま市保育人材バンク」、仙台市「保

育士リターンセミナー」、広島県「広島市私立保育園協会他共催 保育士等の合同就職面接会」、福岡市「福岡市

保育士・保育所支援センター 求職者と雇用者双方のニーズ調整」、香川県「保育士人材バンク：現職の園長によ

るセミナーや保育施設での実地体験」、鹿児島市「保育士再就職支援コーディネーター」、ほか） 
 ・求人情報・就労支援情報発信事業、ガイドブック、リーフレット、ポータルサイト、アプリ、公式動画チャンネ

ル 等 
（横浜市「横浜市私立保育園園長会：私立保育園求人情報検索アプリ『保育士になろう！』」、市川市「Ichiho」、
広島県「ハタラク ほいく ひろしま」、香川県「保育士ガイド」、沖縄県「保育士の手帳」「OKIIKU」、うるま

市「おき保」、大分市「広報番組『いいやん！大分』保育士として働きませんか？」ほか） 
 ・研修・職場見学・実習体験などの就職支援、就業支援プログラム現職園長によるセミナー、潜在保育士対象職場

体験講習会、保育士職場体験講習会、バスツアー、勤務経験のない保育士向けの研修・保育実習、潜在保育士へ

の復職しやすくするための研修 等 
（大阪府「保育士体験」「保育士復職応援セミナー」、兵庫県「潜在保育士復職支援研修会」、宝塚市「保育士人

材活用支援講座」、神戸市「保育所等見学バスツアー」、西宮市「保育士リクルートバスツアー」、明石市「バ

スで巡る施設見学ツアー」、岡山県「潜在保育士復職支援研修会」、岡山市「実習体験研修会：就実短期大学」、

広島県「園長や保育士による交流トークイベント」、那覇市「オープン保育」ほか） 
 ・保育士フォローアップ講習、保育士登録業務、求職者支援訓練・職場復帰、保育士・保育所就労支援情報コーナ

ー、保育所等合同求人説明・面接会、無料職業紹介所 等 
（広島県：広島県シルバー人材センター連合会、岡山市：マザーズハローワーク、岡山県「ハロートレーニング：

公的職業訓練 有資格者」、西宮市：ハローワーク西宮「保育士 チャレンジ！講座」、広島県「保育士就職ナビ

ひろしま～保育なんでも相談会」、吹田市「JOB ナビすいた：マザーズコーナー」、沖縄市：ハローワーク沖縄、

浦添市：ハローワーク那覇共催「保育士『見える化』求人説明・面接会」ほか） 
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試験で資格を取得した保育士に特化した施策は、各自治体の HP 内には見当たらなかった。HP に 
掲載されていた東京都の保育士確保施策は、国の政策として代表的な補助・支援等の内容であった。

また、東京都保育人材・保育所支援センターは、東京都社会福祉協議会に委託され、潜在保育士等を

対象とした就職支援や相談会等が実施されていた。東京都を除き、各自治体の HP に掲載されていた

3 つの柱に関する各種支援等についての全体的比率は、人事育成が 30.4%、就業継続支援が 42.9%、

再就職支援が 75.0%であり、多くの自治体が 3 本の柱のⅢに当たる再就職支援に関する掲載がみられ

た（図表 1-2-6）。保育士確保施策に関わる貸付や補助金事業等は、例えば高松市のような香川県の就

職準備金貸付（上限 40 万円）を受けた場合に市は上限 10 万円を補助することや、東京都キャリアア

ップ補助（4 万円）に江戸川区からの補助金（1 万円）が支給されるというように、都道府県と市区

町村独自の補助を併せて支援している自治体もみられた。各自治体に設置された保育士・保育所支援

センターは、自治体から業務委託（東京都社会福祉協議会、公益財団法人兵庫県保育協会、一般社団

法人鹿児島市保育園協会等）されながら、再就職支援事業等を連携して行っていた（自治体 HP に福

祉人材センター等へのリンクを掲載）。吹田市のように保育士・保育所支援センターの設置がない自

治体は、無料職業紹介所等と連携しながら各種支援等に努めていた。人材育成に関することでは、横

浜市のような参加費無料の試験直前対策講座や資格取得講座の受講料、試験受験料の補助等が実施さ

れていた。また、人材育成に関わる研修・セミナー、見学・体験会等については、就職フェアで保育

に関わるパンフレット等を配布したり、保育現場の説明や体験する機会を提供する等、保育・保育士

の魅力を伝えるための支援に力が注がれている。特に、保育士養成校等に通う学生を対象とする取組

は手厚く、保育士養成校との結びつきをより強めていこうとする傾向がみうけられた。とりわけ高松

市では、市内の公私立施設等で保育実習を行う県外学生に対する往復の旅費の補助等があった。再就

職・就職支援に関しても多くの自治体が保育士養成校等の学生（新卒者）を対象としつつ、常時、潜

在保育士等への再就職・就職支援を行っていた。また、ハローワークや企業との協働支援等の内容は、

人材育成のための就労・公共職業訓練等よりも、再就職・就職支援に関するセミナーや相談会、就職

フェアを実施している自治体が多かった。東京都区市部も地方都市の自治体も各地域の広報誌、冊子

やパンフレット、ポータルサイトやアプリ、動画配信サービス等の情報媒体を利用し、様々な工夫を

凝らした保育人材募集を施していた。広島県では、情報サイト「ハタラク ほいく ひろしま」を通し

て、勤務条件や職場の雰囲気をわかりやすく「見える化」することにより、保育を目指す学生や保育

士資格をもつ潜在保育士が施設で働きたいと思える魅力ある施設づくりを推進する事業を実施して

いた（Ⅰ人材育成とⅢ再就職支援を含む取組）。 
多くの自治体で取組まれている施策は、保育士確保の 3 本の柱ごとに関する補助や支援等の範囲内

に限られたものではなく、複数の旨意を包含した施策が多様な手立てを介して実施されていることが

自治体 HP の閲覧から推測された（図表 1-2-6）。 
図表 1-2-6 保育士確保施策（3 本の柱）に関する情報が HP から閲覧できた自治体の割合と支援の相互関係 

〈自治体数／全自治体数（東京都除く 56 カ所）〉 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ就業継続支援 

〈24/56〉42.9％ 

Ⅰ人材育成 

〈17/56〉30.4％ 

Ⅲ再就職支援 

〈42/56〉75.0％ 
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Ⅲ．自治体へのインタビュー調査 

 

インタビュー調査の自治体は、保育士確保施策等に関する HP 閲覧調査の対象となった 57 カ所の

自治体のうち都道府県 14 カ所を除いた 34 カ所の自治体から、東京都に属する自治体 1 カ所、指定

都市に属する自治体 1 カ所、関西圏に属する自治体 1 カ所を選択し、3 つの地域の自治体を対象に実

施した。調査の時期は、平成 30 年 11 月～平成 31 年 1 月である。 
 
〔調査方法〕 
基本的な質問項目を設定し、対象者の語りの流れによって柔軟に質問項目の追加や変更を行いなが

ら進める半構造化インタビューを実施した。質問項目は以下の 3 点である。 
 
・保育士確保に関する施策について 
・保育現場への就労支援や就業継続支援等について 
・試験で保育士資格を取得した方への就業支援について 
 
〔倫理的配慮〕 
インタビュー開始前に、研究の目的と意義、研究方法、研究への参加協力の自由意志と拒否権、研

究結果の公表方法、研究に関する質問、意見の連絡方法について依頼書に基づき口頭で説明を行い、

同意を得た。 
 

インタビューの内容を整理するため、HP 調査と同様に自治体の取組等については「保育士確保プ

ラン」における保育士確保施策の基本の 3 つの柱（Ⅰ～Ⅲ）の内容を基に分類した（図表 1-3-1,1-3-
2,1-3-3,1-3-4,1-3-5,1-3-6）。また、各自治体が実施している保育士確保への補助や支援等の取組みを

実施する中で問題・課題とする点、意見、思いなどについても、3 本の柱を軸に概ね整理し略述した

（図表 1-3-7）。 
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図表 1-3-1 自治体①の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅰ人材育成 
保育士再チャレンジ 
 潜在保育士への再チャレンジを想定した取組 
 産業振興公社、ハローワーク共催 
対象：保育士資格取得で実務未経験又はブランクが心配

な方、保育士を目指す方 
 事前講習会 （園紹介含む） 託児あり 
 職場見学・職場体験     託児なし 
保育士養成校との連携 
・相談会案内、ポータルサイト案内、各種助成・支援事

業案内の広報媒体を送付 全国約 500 カ所 
・意見交換会 

 施設と保育士養成校との結びつきを強化したい 
 過去 2 回開催 
 事前登録の学校及び面識のある教員宛てに通知 
 今年度は開催なし 
 自治体内の負担が大きくなってしまったため 
 但し、公開保育のような形式で実施 
 施設見学・保育体験 
 来年度以降の方法を現在検討中 

Ⅱ就業継続支援 
宿舎借り上げ支援事業 （H27 年～） 
都道府県の制度範囲 
  4 月 新規開設施設等を対象に事業開始 
 10 月 対象施設の拡大 
 12 月 対象を常勤保育従事職員に拡大 
 H32 年度まで事業実施を 1 年延長  
自治体独自の処遇改善助成金交付事業 （H28 年～） 
 常勤保育士を対象に 1 人 1 ヶ月 1 万円の給付 
アドバイザー派遣 業者委託 
 事業開始当初 
 委託業者から効果的な求人方法等のセミナー開催等 
 H30 年 
 ・グループ型 （保育士） 
  グループワーク主体のセミナー開催 
  対象： 1～3 年目の若手保育士 
  目的：不安や悩みの軽減、解消 
  参加者数 昨年から約 1.6 倍増加 
 

公立施設の選考枠 

対象者の年齢範囲が広がった 

保育補助者、非常勤保育士等への優先的支援はない 

Ⅲ再就職支援 
保育人材情報ポータルサイト 
 業者委託 
 自治体に届け出をしている施設には掲載可能を

案内 
保育転職フェア 
 業者委託 
 都道府県内 年 2 回開催  
 出展総数の約半数のブースを利用 
 出展できる園は自治体で選定  
 参加者 約 200 名 

事前登録・来場で粗品等の特典（ギフト券等） 
地方出張相談会 
 業者委託 
 全国 7 都市 14 回開催 
 委託業者のキャリアカウンセラーが対応 
 〇〇で働きたい保育士に施設を紹介  
 特定地域に限定せず「〇〇」で発信 
 参加者 事前登録と来場で特典付等  
 ※ 〇は都道府県名 
就職相談会 

・ハローワーク共催  
 年 1 回開催 
 自治体地区の 20 法人出展 

・都道府県主催、福祉人材センター連携 
 自治体地区の枠内で募集・調整 
 近隣の自治体地区（4 カ所）と合同 
ミニ相談会 

・ハローワーク共催  
 年 2 回 各回 3 法人 
アドバイザー派遣 業者委託 
Ｈ30 年 
 ・個別型  （事業者） 
  対象： 新規開設または既存の事業者 
  2 回限定 
  委託業者のアドバイザーが施設訪問 
  採用活動の手段・手法、施設を PR するため

のプレゼンテーションの方法等の助言 
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図表 1-3-2 自治体①の問題意識・意見・思いなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就業継続支援関係について 
・宿舎借り上げ支援事業は、大家さんと法

人での契約であり、その宿舎に保育士は入

居しているが、それを気にして直ぐには辞

めないといったことはない。住居は変わら

ず、契約者が前の園から次の園に変わった

だけ、というような意識の保育士も少なか

らずみられる。 
・1 万円の補助を意識して研修を積極的に

受け、このまま同じ施設で継続していこう

と思ってくれる保育士が実際にいるのか。 
・自治体では多様な研修を実施しているた

め、研修に参加させてもらえる施設の保育

士であれば、ミドル研修や各種研修の中で

人と触れ合ったり、新しい知識を習得して

現施設でのキャリアアップをしていきたい

と思ってくれるかもしれない。現実には 3
月に多くの退職者が出て 4 月からの新採用

者が多くなっている施設も少なくない。 
・セカンドキャリアのような形で試験を受

ける方も多いように思うが、実際には、非

常勤等で施設に就労されていた方が、試験

で資格を取得した後でも継続して同じ施設

に就労するわけでもないようである。 
・自治体として就業継続支援については少

し手薄かもしれない。実習や見学等の面

は、希望する私立や公立の施設にて個別に

相談があれば可能な範囲での対応は可能で

ある。 

再就職支援関係について 
・相談会等での出展数が多い場合、参加者は 1～2 カ所ほど回

って帰ってしまう傾向がある。出展が少数な場合は、全てを

回っていくことが多いため、採用・内定に繋がる可能性が比

較的高い傾向にある。但し、株式会社立だけの出展の場合は

低い。 
・相談会等の参加者は、社会福祉法人の施設の方が良いという

イメージをもっているようで、小規模の相談会では委託業者

から社会福祉法人を 1 つでも入れてもらいたいと求められ

る。 
・ポータルや転職フェア等から「転職」を希望して訪れる方が

多いと感じる。 
・委託業者のアドバイザーが施設訪問し、採用活動の手段・手

法（小論文やピアノ実技実施等の目的精査）、施設を PR す

るためのプレゼンテーションの方法等について助言してい

る。求人の媒体をハローワークにしか出していない施設には

他の媒体、ポータルサイトの活用等の方法もあることをアド

バイスしている。 
・保育の実技、実践などのサポートは行っていない。 

人材育成関係について 
・保育士再チャレンジの事前講習会は託児があるが、実際の職場見学や保育体験の際は一時預かりの空きがない

ため、参加者数が減少してしまう。（講習会 19 名→見学・体験 5 名） 
・実習や保育体験等の受入れに対しては、施設が人手不足で難しいということもあるかもしれない。 
・できれば養成校等と自治体が連携して、施設側にとってもとても大切なことであることを全体的に意識付けし

ていきたい。 
・どこまで個々に届くかはわからないが、学生だけではなく試験で資格を取得した保育士にも、実習等の支援が

できるような手立てを考えれば自治体がこういうことをやるよということで関心をもってもらえるようになれ

ば、意義はある。 

需要と供給のミスマッチについて 
・施設側は保育士資格取得者が欲しい。 
・常勤で働きたいが、子育てとの兼合いで

昼間だけの非常勤を希望する保育士が多

い。 
・相談者は保育に興味があり、先ずは子育

て経験を生かして補助で働いてみたい。 
・公立保育園の選考対象年齢の幅も広がっ

たが、保育補助者は資格取得希望について

の問いに「まだそこまではない」と回答。 
・朝のみ、夜のみ、時給や給与の割増を掲

げて募集している施設もある。 

自治体として 
・試験で資格を取得した保育士に対する優先的な、特別な支援

は行っていない。 
・処遇改善では前歴加算のため、保育士証や履歴書の写しを出

してもらって確認しているが、保育士試験で資格を取って就

労している保育士は少ないように思う。 
・年齢の高い方、保育補助、子育て支援員から保育士試験にチ

ャレンジして保育士になったという人はまれに見られる。 
・ハローワークの就職相談会では、個人の属性や転職なのかど

うかはわかる。 
・試験で保育士資格をこれから取得するつもりでいる、という

方が自治体の相談に来ることは少ない。 
・特に試験で取得した保育士を優先的に対して何かしているわ

けではない。 
・就職相談会はできる限り日曜日に実施したいと思っている。 
・就職相談会等が試験と重なったり、4 月を入社時期と考えな

くても良い場合、試験で取得した保育士等に対する最適な相

談会の開催時期を知りたい。 
・自治体として出来ていることがどれだけあるのか自信がな

い。 
・来年は何ができるか、そこに試験資格取得保育士にも向けた

情報発信ができれば保育士人材確保への効果があるかもしれ

ないと感じる。 
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図表 1-3-3 自治体②の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅰ人材育成 

独自の保育士配置基準 
子どもと保育士との良好な関係、質の高い保育ができ

る理由の一つ 
 
人材育成の担当課を設立 
「保育教育人材課」 
各種の研修開催  ※特に力を入れている 
役職ごと、専門単位 
公立園長 OBOG による実践形式、往還型研修 
多種多彩な講師を招致 
主任研修：人間関係の内容を実施等 

（就業継続支援要素含む） 
 
機運を高めるフォーラム  「保育フォーラム」 
実践発表、相談、アプリ作成 
園長会、社協などの取り組み 
アプリはあくまでも施設の紹介（入口） 
登録、マッチングにすると色々な負担や弊害もでる 

 
試験資格取得希望者には資格取得支援 
地域限定試験（保育士資格） 
年 3 回受験可能 
試験直前対策講座 
養成校の学生に対する就学資金貸付 
5 年勤務で免除 （定着目的含） 

 
養成校との意見交換会 
養成校へのガイダンス 
リーフレット配布 
1 つの自治体の保育の取組を学生にも知ってもらい、

且つ本市にも興味を持ってもらいたい（副次的） 
若手保育士の動画配信 （約 6 分間） 
保育士としてやりがいをもって働き、充実した暮らし

を送る姿やアドバイスの発信 
 
自治体の HP や YOUTUBE を活用 
現役保育士の動画を掲載（約 5 分） 
地方から来た学生等に安心してもらえるように 
地方出身者に対する精神面のフォローを重要視 

 
施設見学会、バスツアー、保育体験等 

施設を知ってもらうことからはじまり、保育士の魅

力を感じてもらう 
1 年生の参加も可能 

 
高校生向けインターンシップ 
夏期 
大手運営会社も独自にインターンシップを実施 

Ⅱ就業継続支援 
処遇改善 
勤務 7 年目以上 4 万円補助 
自治体が 3 分の 2 を独自手当（全員へ配当） 
園内の平等性・定着のため 費用 10 億円 

 

家賃助成 国へ要望 申請多数 
10 年間 8 万円補助  

就職準備金貸付 2 年間勤務 免除  
保育補助者に対する資格取得支援 
市内に働く保育補助者への受講料補助 
代替補助 

 
H30 年～ 派遣事業  
「〇〇保育コンサルタント」 ※〇は市区町村名 
業務委託 
社会労務士、保育業界専門コンサルタントを派遣 
マネジメントの強化 
小さな施設に対する支援 
悩み相談、人材確保のための工夫、パンフレットや

HP の作り方、有料職業紹介などのアドバイス等  
法人の体力強化 

不適切な法人運営とならないように厳しく監査 

Ⅲ再就職支援 
保育士と施設のマッチング支援 
保育士・保育所支援センター設置  

講座、面接会 
潜在保育士への就労促進キャンペーン 
面接会 3 回 
保育士・保育所支援センターの活用を PR  

県と指定都市（3 カ所）、中核市の 5 自治体で連携 
協定書作成、合同委託 
委託先 県社会福祉協会  

ハローワーク主催（連携協定）の相談会等 
潜在保育士多数 

民間就職フェア（全て転職系） 
潜在保育士微々  

自治体での転職系フェアの開催はない 
あくまでも新規・潜在保育士等が対象  
相談会 
株式会社に委託（運営委託） 
相談、面接 
出展数 30～50 法人 
来場数 減少 
足を運ばずネット等で就活 
但し、実際に面談したい希望もある  

H30 年 4 月～ 
保育士の子どもの優先的取り扱い 
最優先ではないが、H31 年 4 月から優先順位を高める 
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図表 1-3-4 自治体②の問題意識・意見・思いなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就業継続支援関係について 
 

・就労の定着 3 本柱 
 「働きやすさ」「処遇」「人材育成」
に力を入れることで定着が採用に繋が
る。どれかが欠けている施設は当然人材
確保も難しい。 

・無資格の保育補助者への資格取得の誘
導は基本的に行っていない。金銭面で効
果的とはいえないため就労支援は資格取
得のための支援のみ。 

・社労士派遣によるコンサルタント 
 土台作りを施設だけに任せず共に担っ
ていくことで自治体の施設全体を改善で
きるよう思考。 

人材育成関係について 
 

・保育士のスキルアップを支援。 
・独自の保育士配置基準は保育士不足の中で、ということでは重い課題にはなるが、これを覆すと負の連鎖が
始まってしまうかもしれないという危機感もある。 

・保育士が研修に出られるようにローテーションを組みやすくするための金銭的な加算はしているが、根本的
な問題として人手不足があるため、実際のローテーションは難しく、研修に出しづらい施設もある。 

・研修がマスト、研修に送り出せる雰囲気、送り出す心意気などを施設長が持ち合わせていないと上手くいか
なくなるというスタンスで実施しているが、運営費を加算したところで代わりの保育士がいない。 

・大きい法人施設は人材のフォローができる。小さい法人施設は難しいこともあるが、大切な研修に焦点を当
てて通知していることもあり、比較的受講率は高い。 

・研修が多いことで嫌がられているということも耳にするため、研修に出さない施設もあるかもしれない。 
・保育士にとってしっかりした施策に整っていくことができれば良い。 
・保育士の先輩から保育の業界は大丈夫であることを発信することによって信頼性が高まる。 

再就職支援関係について  
・保育士・保育所支援センターから DM
を送る潜在保育士は 13,000 人ほどい
る。 

・求職相談に来ている人数は年間 2,500
人くらい。 

・現実的にマッチングできるかは難しい
が、相談に来る方がもっと増えてほしい
ため、保育士・保育所支援センターのコ
ンシェルジュやコーディネーターが細か
く丁寧に繋げてマッチング事業を実施し
ている。 

・転々と職場を変えてしまう保育士に正
直困ってはいるが、大切な人材であるた
め、丁寧に広報してマッチングするよう
努めている。 

・5 年前の潜在保育士への取り組みを行っ
たときは多くの潜在保育士がでてきた。 

・現在は潜在保育士の掘り起こしが難し
い、「潜在の潜在の潜在」と変化してき
ている。免許はあるが絶対に働かない、
嫌になったなどの理由が聞こえてくる。 

・先輩からの紹介で採用がつながってい
た部分が減衰してきた。 

・施設側が待っていても採用希望者が来
ない時代になった。 

・SNS、アプリ、少なくとも HP づく
り、リーフレットなどでの施設の紹介、
広報活動、PR をしないと人材確保は難
しい。 

・学生自身でリクルート活動せず、職業
紹介所を介しての就職が増加している傾
向にあり、素晴らしい保育運営を行って
いても小さい法人施設は埋もれてしま
う。 

需要と供給のミスマッチについて  
・短時間労働と長時間労働のニーズの違いを調整していくこと
が難しい。個人と施設側との同意・理解・歩み寄りが必要。 

危惧・懸念されることなど 
 

・保育の運営面での悩みについて、職場の人間関係が多く、子
どもと関係がないことの相談が多い。 

・保育室などの密室で共に働く人間同士の関係性を上手く調和
させていくことが大変。一つ崩れてしまうと、逃げ場がなく
なって苦しむ保育士が多い。 

・他園との関わり、仲間づくりによって、保育士の様々な悩み
を解消できるように、相談できる場、環境を確保、保障する
ために民間の園長会等に託して合同研修会や歓迎会などの機
会をセッティングし、実施してもらっている。 

・自治体でも正式な相談機関ではないが、各区役所の子ども家
庭課の保育担当が相談にのることの情報は案内しているが、
十分な活用はなされていない。個人的な悩みは相談されたら
受ける、という範囲内で行っている。 

・昔は就労して石の上にも 3 年だったが、今は 1 年、保育業界
は半年、3 ヶ月などにもなりつつある。理由は、有料職業紹
介所で 3 ヶ月勤務しないとマージンがバックされないため。
だから保育士は 3 ヶ月働いたら次へと転職していく。施設側
は 100 万払ったのに戻ってこないなどの悩みを抱えている。 

自治体として  
・保育士試験で取得した保育士に特化した支援をしているもの
はない。資格取得者の管轄は県であるため、潜在保育士のデ
ータについても市はもっていない。 

・保育団体と連携していくことが肝要。 
・保育の魅力を伝える、広報するための前提には 「働きやす
さ、やりがい、処遇」の 3 本柱が整っていること。保育士と
して働きたい、働いてよかったと思ってもらえるように努め
る。 

・県の潜在保育士へのアンケート調査（数回分）を分析しても
らって、潜在保育士の意向を市としては知りたい。 

・保育士試験で資格を取った方は、現場で働きたいから取得さ
れたことが前提ではないかと考えている。 

・国へのはたらきかけを積極的に行っている。処遇改善、働き
やすい職場環境、保育に関わる機運の醸成。待機児童対策、
質や量の問題も解決するために。 

・保育士の処遇は幼稚園教諭と比較してもそこまで悪くはな
い。けれども、情報化社会におけるネガティブキャンペーン
によって風評被害を被っている部分がある。 

・学生の保護者に保育士は駄目だと思われたくない。 
・保育士が一概に駄目だと言われないように、自治体としての

PR も加えて保育の魅力を伝えつづけていくように努める。 
・保育の担い手を増やすために、養成校との協働で何らかの取
り組みを行いたいと考えている。 

・就労定着の要は、施設の雰囲気と人間関係。 
・自治体では個々の人間関係のフォローは行っていない。組織
のトップのマネジメントを支援して人間関係をどう整えてい
くかに尽力している（主任研修等）。 
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図表 1-3-5 自治体③の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅰ人材育成 

 

復職支援 
 再チャレンジ研修 
 公立の事業課 
 自治体としてはあまり関わっていない 
 
高校生の就業体験（インターンシップ） 
年 1 回 県の進路指導研究会で案内を

通知 
 

パンフレット（市と私立協会で作成） 
 就職フェアや養成校、支援センター等

様々なところに配布・設置 

Ⅱ就業継続支援 

 

Ｈ28～ 
 試験資格による就職試験の補助事業 
 
Ｈ29～ 
 宿舎借り上げ支援事業 
 自治体は 10 年間の支援を実施中 
 
Ｈ30～ 
 奨学金返済支援事業 
 奨学金支援 6 年間 
 奨学金返済中の方には年間最大 10 万

円を返還 

Ⅲ再就職支援 

 

就職支援 
 Ｈ27～ 就職フェア （民間保育所と共催） 
 Ｈ28～ リクルートバスツアー （民間保育所見学） 
 Ｈ29～ 養成校の就職フェア 
 
就職フェア 日曜日 
 学生と潜在保育士 混合（合同） 
 5 月：学生が多い、8 月：潜在保育士が多い 傾向 

学生や潜在保育士へ施設へのインターン、ボランティアの

受け入れの情報を発信 
実際に潜在保育士がインターンやボランティアをされてい

るかはわからない 
Ｈ30 年 
就職フェアにハローワークのブース設置 
8 月はハローワークを訪ねる方（潜在）が多かった 
潜在保育士の声 
：学生のリクルートスーツの中には入りづらい 

 
施設見学 平日 
 潜在保育士も中程度の人数が参加 
 見学の施設は保育協会が決定し、それに基づく 
 見学施設 3～4 園   約 30～40 分 
 （初回は 4～5 カ所の施設を回り、学生が疲労していたため

変更） 
 見学バスツアーは好評 
 就職フェアのチラシにバスツアーへの参加申込みを記載 
 
県と市、支援センターと連携 
 就職フェア等で、就学支援、就職サポートの登録案内やポス

ター、パンフレット等を置く 
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図表 1-3-6 自治体③の問題意識・意見・思いなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

危惧、懸念されることなど 
 

・「職業紹介会社」、「派遣会社」 について少々頭を抱えてい
る。 

・養成校の学生は、保育の情報をもとに自身では決められず、紹介
会社にその判断を委ねてしまう傾向にある。 

・1 年でやめて、新しい園を紹介するごとに紹介会社は紹介料をも
らい、就職祝い金として 10％をもらう。 

・紹介会社から 1 年ごとに就職先の状況を伺う連絡が就職後の保育
士に入る。 

・施設は職業紹介会社から保育士を紹介してもらうと紹介料で 70
万円くらい支払わなければならない。普通採用よりも出費が大き
くて困っているため、それに対する補助金が欲しいとの要望があ
る。 

・急に辞められたときは派遣で補充しなければならないため、余計
な費用がかかる。かかった費用の補助金制度を考えてほしいとの
要望もある。 

・それらに対する補助をしてしまうと、それらばかりを頼ってしま
うようになるため、自治体側はそれらに対する補助制度をつくる
ことの是非に問われている。保育士の定着や安定につながるよう
な話ではないため、自治体として思案しているところである。 

・派遣会社から施設側へ頻繁に連絡がくる。 
・職業紹介会社等を通した就職の手段が、就労が定着しない理由の
一つ。 

・職業紹介会社等による就職支援によっては、継続どころの話では
ない状態に陥る可能性が高い。 

需要と供給のミスマッチについて 
 
・勤務時間について、施設側は朝夕に勤
務する保育士が必要。 

・ハローワークへ相談に訪れる潜在保育
士は、日中に働きたい方が多い。 

自治体として 
 

・試験で保育士資格を取得した方への就労支援については特にな
い。 

・保育士資格を国家試験で取得されたかを自治体が独自で一人一人
確かめているわけではないため、国家試験で資格を取得した保育
士だけのコミュニティづくりを支援することは難しい。 

・実際に保育士確保の事業を実施している中で、いろんな方法、手
段を使わないと、保育士人材を集めることは難しい。 

・試験で保育士資格を取得した者は、保育士に憧れてはいるもの
の、過去に転職を繰り返していたりもする。 

・就労定着のためにはどうしたら良いのか。追跡していかなければ
わからないが、難しい問題かもしれない。 

・有効的な保育士確保というものはなかなかない。良い確保の方法
はないか。 

・現状、あれもこれもやって、何個もざるを仕掛けて、やっと最後
のところで拾うような感じになっている。 

・こんなんやったらどうとか、いろんな人からのアイデアが欲し
い。 

・自治体も長期の定着を求めているため、保育士の確保と長い間働
いていける、何か良い政策はないのか。 

・就職フェアの学生に対するアンケートにおいて、何を決めている
かの質問では、施設の「雰囲気」という回答が多い。リクルート
バスツアー等も行っているが、学生が本当に求めていることを具
体的に知りたい。 

人材育成関係について 
 

・養成校と試験資格取得者に差や違いがあるなど、園から耳にすることはない。 
・養成校と試験資格取得者に差があるのかわからないため、試験資格取得者が就労しやすくするための方法が今
は特に思い浮かばない。 

・保育士試験費用などの援助は、現行の試験対策の講座に対する補助金に加えて、受験費用や試験合格者に対す
る支援、補助金などがあると良いかもしれない。 

・潜在保育士、試験保育士への保育実践等の支援は市としては特にしていないが、私立保育協会の民間保育所で
の研修、キャリア研修等を利用してもらうようなかたちになる。できれば積極的に参加してもらいたい。 

・保育の資格を持ってない保育補助者が多く雇われている施設と、あまり雇われてない施設があるように思う。 
・保育士試験による資格取得支援事業は、広報もしたが、結局、申請者は 1 名のみだった（H30 年度）。 

就業継続支援関係について 
 

・経済的な負担に関しては継続支援でき
るだろう。 

・離職率を見ると、統計はとっていない
が施設によってばらつきがある。 

・給与は高くないが、有給等の休みを多
くとっている施設の保育士はあまり辞
められていない。職場の環境は大きく
影響しているように感じる。 

・無資格の保育補助者への保育士資格取
得への斡旋を耳にしたことはあまりな
い。 

再就職支援関係について 
 

・潜在保育士等が相談ブースに入りやす
くするにはどうしたらいいのかと試案
する必要がある。 

・ハローワークと協力して登録者に対し
て直接何かできないかと考えている。 

・就労方法はリクルートバスツアーとか
就職フェアでの相談ブースを活用して
もらうしかない。 

・就職支援の情報を自治体ニュースや
HP には載せているが、試験資格取得
者の目についていないため、ダイレク
トに情報が伝わっていないかもしれな
い。 

・ハローワークの保育士登録数は多くな
い。 

・民間保育所への出張フェア開催をハロ
ーワークから促しても、潜在保育士が
来てくれる可能性は低いと言われた。
平日開催だからかもしれない。 

・就職フェアの案内をポスティングや、
ハローワーク登録者への郵送で就職支
援の斡旋を視野にいれている。 

・潜在保育士を採用している施設の一覧
も作っている。 

・紹介会社を通して就職するとお祝い金
がもらえるというポイントで就職先を
選ぶ。 

─ 22 ─



- 23 - 
 

図表 1-3-7 は、3 つの地域の自治体の略述内容を整理したものである。 
 

図表 1-3-7 自治体（3 地域）の多様な取組、問題意識・意見・思いなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

再就職支援関係について 
 

・刻下、潜在保育士が集まりづらい 
・潜在保育士等の相談会や就職フェア等への参加のし

づらさ 
・ハローワークへの登録者、自治体への相談や利用者

の少なさ 
・ハローワークの相談会等参加者は潜在保育士が多

く、民間就職フェア等は転職希望者が多い傾向 
・粗品等特典付の就職フェア等への参加者は多くなる 
・アドバイザー、コンシェルジュ、コーディネーター

等の相談支援や支援センター等での丁寧なマッチン

グ事業の継続 
・潜在保育士等は HP 内の各種支援事業等の情報に気

づいていない可能性がある 
・相談会等の開催時期の適合性、取組への多様な思案 
・平日の体験会等開催における一時保育保障の難しさ 
・施設側の人材確保に関する方法の支援や強化 
・ポータルサイトやアプリ等を用いた情報配信の周知 

就業継続支援関係について 
 

・就労定着の要は施設の雰囲気と人間関係の改

善 
・経済的支援は本質的な就労定着には繋がらな

い 
・キャリアアップ研修会等、保育士参加のため

の支援の強化 
・アドバイザー巡回指導、コンサルタント等派

遣事業の拡大 

人材育成関係について 
 

・再チャレンジ、キャリアアップ、各種研修会等の継

続的支援と新たな構想の模索（就業継続支援含む） 
・施設内の人手不足による研修会等への参加の難しさ 
・講習や体験会等における託児支援の整備 
・施設側の施設見学・体験等実施に関する理解と有用

性の周知 
・保育士試験による資格取得支援事業への申請者少数 
・保育士試験合格者に特化した補助や支援等の必要性 
・保育業界に対する不安感等の淘汰 
・高校生、学生等への機運を高めるフォーラム、イン

ターンシップ、ガイダンス等実施における保育士の

職務認知や情報配信 

自治体として 
 

・保育士試験で資格を取得した保育士への支援

を意識した特別な取組は行っていない 
・養成校や保育団体との連携強化と方法改善 
・転職を繰り返すことへの支援と方略 
・働きやすさ、やりがい、処遇の調和と安定 
・保育の魅力を伝え続けること、方法の案出 
・国への積極的なはたらきかけ 
・相談支援、コミュニティづくりのための協働

支援の強化 

需要と供給のミスマッチについて 
 

・労働時間のニーズの相違を調整していくこと

の難しさ 
・無資格の保育補助者への保育士資格取得に関

するはたらきかけと考え方の不一致 

危惧・懸念されることなど 
 

・有料職業紹介所の存在と今後 
・施設側の有料職業紹介所、派遣会社利用に関

わる補助金等の要望 
・保育士等の各種支援事業等の施策の趣意に対

する智覚・悟性の程度 
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Ⅳ．まとめ 

 

試験で保育士資格を取得した保育士に対する自治体の各種支援事業等の施策について、自治体 HP
の閲覧および自治体へのインタビュー調査から現状を把握することから試みた。 
平成 30 年 8 月から 9 月の期間における各自治体の HP では、試験で保育士資格を取得した保育士

に関する補助や支援、それに特化した施策については見つけることができなかった。また、3 カ所の

地域の自治体インタビュー調査の中からも、試験で保育士資格を取得した保育士に対する特別な措置

は施されていないことがわかった。 
自治体の HP から閲覧することができた各種支援事業等を保育士確保施策の基本となる 3 本の柱

（Ⅰ～Ⅲ）の項目に焦点をあてて類別し全体の傾向をみたところ、3 本の柱として分類した各種支援

事業等では全体の割合の結果からも読みとれるように、再就職支援（就職支援）に関する取組が多か

った。 
 

1．人材育成と就業継続支援に関すること 
人材育成や就業継続に関わる各種支援等では、自治体が独自で費用を捻出し執り行っている地域も

みられ、保育士配置をはじめ、処遇改善、キャリアアップ研修会の奨励、参加のための補助・支援等

が実施されていた。自治体インタビューによると、就業継続については、経済的な支援だけでは本質

的な就業定着には結びつかないとの存意もあり、働きやすさや処遇を整えるための各種支援等の必要

性と共に、様々な手段を思案しながら保育士として働くことの魅力を広く伝え続けていくこと、保育

業界に関する風評被害等にも歯止めをかけるための然るべき施策を講ずることが人材確保のために

必要であるとしていた。 
 

2．再就職支援に関すること 
再就職支援に関わる就職相談会や就職フェア等は養成校の学生等を対象としているものが多くみ

られ、保育士の魅力を伝え、保育士を目指す機運を醸成するような人材育成の機会と掛け合わせて開

催されている。自治体インタビューから、学生が多く参加するような場合は、多勢のスーツ姿の中に

一人で参加することに気後れしてしまう潜在保育士等も少なくはないとのことであった。ギフト券等

の特典があるような就職フェア等においては、参加者数が増加する傾向にあるようである。就職フェ

ア等への参加の有無に関わらず、再就職・就職希望者の動向として、社会福祉法人の施設を自ら選ん

で面談に行く姿がみられるとのことだった。また、大規模な就職相談会よりも小規模の相談会等の方

が、再就職・就職希望者が足を運ぶ施設数が多く、採用や内定に結びつく可能性が高まるようである

という話もあった。就職相談会や再チャレンジ等のセミナーや講習会の多くは土日開催のため、託児

所等の環境を準備できる場合が多いが、実際の施設現場体験や保育の実践的な活動等への参加機会に

おいては平日の開催が多くなるため、託児の環境を保障することができず、現実的な参加者数の減少

はやむを得ないとの意見もあった。 
一方で、施設側が自治体の支援等を受けて、HP 作成やポータルサイト、アプリ等のインターネッ

トを活用した求人情報等の発信を積極的に導入する傾向にあるとのことであった。その背景には、先

輩保育者や保育関係者からの保育士人材紹介の減衰、インターネットを介して就職活動を行っている

就職希望者の増加等がある。しかしながら、インターネット等の情報媒体はあくまでも就職に関する

「窓口」でしかなく、ツールの一つであるとの考えだった。就職希望者の多くは、保育現場に足を運

び、保育の様子を見たり、園長等と面談をすることを希望していると推察している。また、施設側も

それを望んでいると考えている。試験で保育士資格を取得した保育士や潜在保育士等も含め、再就職・

就職希望者に対する保育現場体験や保育実習等を実現可能にするためには、施設側の理解や人手不足
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解消等の受入態勢の支援とあわせて、実際に参加する再就職・就職希望者の託児を保障することも自

治体として要する支援の一つとなると考えられる。 
 

3．需要と供給のマッチング等に関わること 
自治体インタビューでは、保育補助者への保育士資格取得の斡旋を行っている施設や自治体は概し

て多くないのではないか、という話があった。それは、施設側と働く側の希望する就業時間等の不一

致がその要因の一つであるが、保育補助者として働く側が資格の必要性を感じていないこともその要

因になっているようだ。また、自治体へ来訪する相談者からは「日中、子育ての合間に」等の希望が

多く出てくるとのことだった。そのため、保育補助者等も含め、保育士として現場に就業・定着する

ための方策、手立てを一層思案する必要もある。このような中、近年では就業時間等のニーズの不調

を均衡にすべく、コンシェルジュやコーディネーターによるマッチング支援事業を丁寧且つ細やかに

遂行している自治体も増えつつあり、今後より積極的に進められていくと考えられる。 
 

4．自治体として、意見・思い・懸念されることなど 
各自治体では再就職・就職希望者への就労の斡旋、保育士貸付制度、優先利用、宿舎借り上げ等の

補助・支援等の情報の発信を実施してはいるが、ハローワークの登録者数や各種支援事業等に対する

申請数が然して多くないことが自治体インタビューの中であがっている。実際には自治体の HP を見

ている潜在保育士等が少ないかもしれないことや、試験で保育士資格を取得した保育士や潜在保育士

等へ情報が及んでいないかもしれない等の心配する声もあった。 
また、自治体が案じていることの一つに、当節増加する有料職業紹介所、人材派遣会社等の利用に

関することがある。施設側も再就職・就職希望者も互いに利用している。実態として、就職内定者に

対する就職祝い金や就労後のフォローの在り方が、就業定着を阻害している要因の一つであるとも考

えられている。そして施設側では、有料職業紹介所への求人情報の掲載・採用に関わる費用、人手不

足による人材派遣会社への依頼等に係る莫大な費用の負担を少しでも軽減させたいことから、自治体

への補助金要請等の声が多数あがってきているとのことだった。さらに、各種の補助や支援事業等の

趣意が現職保育士・潜在保育士等へ十分に伝わっておらず、保育士としての品格、悟性を疑うような

人材が増えたりしないか、ということも僅かではあるが懸念していた。 
今後、自治体としては養成校や保育団体等との連携をより強め、保育の魅力を伝えるための支援等

の内容もさらに深めていきたいとの意向だった。一方で、自治体の取組の対象に試験で資格を取得し

た保育士等が視野に入っていないことはないという話もあった。けれども、一般に潜在保育士といわ

れる保育士の存在が、世間から徐々に稀薄化してきている部分も現実にはあるという。したがって、

それらに関わる緊切な問題、不足されている部分を補うような施策を案出し続けることは、自治体と

しても絶えず心に留めておかなければならないことだと認識していた。ただ、新しい支援・取組、施

策については大変頭を悩ませている部分であることも事実だった。 
最後に、自治体が今後も努力を要する点では、人手不足解消のために求人情報や各種支援事業等の

情報が潜在保育士にまで伝わるような普及手段をはじめとし、受入側と働く側のニーズの理解と調整、

保育士個々人のケア、コミュニティづくりの方法や機会の保障、施設側へのアドバイザー派遣やコン

サルタント事業等の保育士人材確保のための「働く職場の環境改善」であろう。人材確保において「働

きやすさ、やりがい、処遇」の 3 つ環境改善のための支援を行うことに、自治体はこれからも最善の

努力をつくしていくとのことであった。 
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5．施策の取り組み方 
保育士確保施策の基本の柱に関わる各種支援事業等について、自治体としての考え方や支援事業等

の内容には垣根のようなものはなく、複数の趣旨を重ね合わせ、絡ませ合いながら、繋がりをもって

一体的に試案され、総合的な考えの中で人材確保に関わる多種多様な取組が実施されていた（図表 1-
4-1）。 

 
《3 本の柱（Ⅰ～Ⅲ）が重なり合う補助・支援事業等の例》 
・養成校等の学生と潜在保育士等を対象とした就職相談会・施設見学ツアー（ⅠとⅢ：大田区） 
・保育士資格取得支援事業：保育士資格取得講座受講料補助者に対する代替保育従事者雇上費補助

（ⅠとⅡ：横浜市） 
・潜在保育士と現職保育士を対象とした潜在保育士復職支援研修会（ⅡとⅢ：兵庫県） 

 
図表 1-4-1 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治体は人材確保に関する施策の発案に奮闘 

「働く職場の環境改善」 

「人材確保」のためにも 

得策が欲しい 

  Ⅱ 就業継続支援 

Ⅰ人材育成 

人材確保 

Ⅲ 再就職支援 

働く職場の環境改善 
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第２部 保育士試験合格者の就職状況等に関する調査（質問紙調査） 
 
Ⅰ．質問紙調査の概要 
 
１．調査の目的・方法 
（１）調査の目的 
 本調査の目的は、保育士試験合格者の保育所等への就業希望の有無、就業に際しての不安や必要と

する支援等に関する現状を把握し、保育士試験合格者の就業と保育士職への定着を促す要因を質問紙

調査から捉え、効果的な就業支援のあり方を探ることである。 
 
（２）調査の方法 
①調査対象者 

平成 30 年度保育士試験実技試験（後期）合格者 4,384 名のうち、1,081 名から回答を得た。回収

率は 24.7％であった。 
 

②調査時期 

平成 30 年 12 月 9 日に保育士試験実技試験会場にて配付、実技試験合格発表後、平成 31 年 2 月

5 日までの返送を依頼した。 
 
③調査方法と手続き 

 保育士試験実技試験（平成 30 年 12 月 9 日）会場において、質問紙調査票を受験者全員に配付し、

実技試験の合格通知を受け取った者のみ、質問紙に回答し、返信用封筒にて返送するよう説明した。 
 

④調査内容 

 調査内容は以下の通りである。 
 
【設問１】フェイスシート 
 性別、年齢、居住地、同居者、最終学歴と卒業年、最終卒業校（短期大学、大学、大学院、専修学

校、その他）の専攻、保育士試験の受験回数、現在の就業状況、保育現場での就業経験の有無、未就

業者の理由、保有している資格・免許について 
 
【設問２】保育士として就業する意思について 
 保育士として就業する意思の有無とその理由（自由記述）、保育士として働く場合に求める条件、保

育士として働きたい職場、保育士試験を受験した動機について 
 
【設問３】就業に際する不安について 
 就業することへの不安の有無（5 件法）とその理由（自由記述）、働くに際して学ぶ必要があると思

う知識・技術について、保育現場における実習や研修の必要性、必要な場合の実習や研修を行う施設

と期間、必要だと思う理由、保育士として働くために必要な就業支援（6 項目、5 件法） 
 
【設問４】内定先について 
 調査時点における保育現場勤務内定の有無、内定者の勤務先種別、就職先選択に際し重視した点（自

由記述） 
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⑤分析方法 

 数量的データについては統計ソフト SPSS（IBM 社）を使用し分析を行った。各設問項目について、

単純集計を行った後、必要とされる就業支援に関して検討を行うため、保育士として就業する意思に

関する設問項目や、また就業に際する不安に関する設問項目を基に、関連があると考えられる各設問

項目とのクロス集計を行った。 
 また、自由記述については、得られたデータを文字データ化し、カテゴリー分類をしながら分析を

行った。 
 

⑥倫理的配慮 

研究目的と調査方法の概要、結果の処理方法及び成果の発表方法、プライバシーの保護に関する事

項、研究協力の任意性及び協力しないことによる不利益が生じないことを書面にて説明し、回答の返

送をもって調査への同意が得られたこととした。 
 
Ⅱ．調査結果の集計 
 
１．回答者の属性 
（１）性別・年齢 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「性別」、「年齢」について、全体及び性別人数とその割合を示した。全体では 40 歳代 31.8％、30 歳

代 30.4％、次いで 50 歳代 17.3％、20 歳代 15.3％、60 歳代 5.0％の順となっていた。女性も男性も

20歳代

16.2%

30歳代

30.8%40歳代

31.5%

50歳代

17.3%

60歳代以上

4.2%
無回答

0.1%

図表2-1-2 年齢別人数（女性）

(n=984)

20歳代

15.3%

30歳代

30.4%
40歳代

31.8%

50歳代

17.3%

60歳代以上

5.0%
無回答

0.2%

図表2-1-1 年齢別人数（全体）

(n=1,081)

20歳代

6.2%

30歳代

26.8%

40歳代

35.1%

50歳代

17.5%

60歳代以上

13.4%

無回答

1.0%

図表2-1-3 年齢別人数（男性）

(n=97)
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共に 40 歳代、30 歳代、50 歳代の順に多かった。一方、女性の 20 歳代は 16.2％であるのに対し男性

の 20 歳代は 6.2％、また女性の 60 歳代は 4.2％であるのに対し男性の 60 歳代は 13.4％と違いがみ

られた。 
 
（２）居住地 

①地域区分別人数 

 

 
居住地については、地域区分別の人数とその割合を示した。関東地方に居住する人が 40.7％と一番

人数が多かった。次いで近畿地方が 20.1％の順で多く、関東の約半分の人数であった。一方、四国が

2.3％、北海道 2.0％の順で少なかった。

北海道

2.0%東北

4.3%

関東

40.7%

中部

15.3%

近畿

20.1%

中国

4.4%

四国

2.3%

九州

10.0%
無回答

0.8%

図表2-1-5 居住地の地域

(n=1,081)

北海道,22 

東北,47 

関東,440 

中部,165 

近畿,217 

中国,48 

四国,25 
九州,108 

図表 2-1-4 居住地の地域別人数 
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②都道府県別人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊人数の最大値を赤、中間値を薄緑、最小値を薄青としてグラデーションで示している。 
 

都道府県 人数 都道府県 人数 都道府県 人数 都道府県 人数 都道府県 人数 
東京都 190 北海道 22 熊本県 13 青森県 7 山梨県 5 
大阪府 115 茨城県 20 栃木県 11 奈良県 6 鳥取県 4 
神奈川県 96 沖縄県 18 三重県 11 高知県 6 秋田県 4 
千葉県 73 鹿児島県 18 愛媛県 11 石川県 6 佐賀県 3 
愛知県 58 新潟県 18 岐阜県 11 岩手県 6 和歌山県 3 
埼玉県 44 滋賀県 17 山形県 11 群馬県 5 徳島県 3 
兵庫県 41 広島県 17 長崎県 8 宮崎県 5 福島県 3 
福岡県 38 宮城県 16 山口県 7 大分県 5 
静岡県 38 岡山県 15 富山県 7 香川県 5 
京都府 24 長野県 15 福井県 7 島根県 5 

図表 2-1-6 居住地の都道府県別人数 

図表 2-1-7 居住地の都道府県別人数順 
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②都道府県別人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊人数の最大値を赤、中間値を薄緑、最小値を薄青としてグラデーションで示している。 
 

都道府県 人数 都道府県 人数 都道府県 人数 都道府県 人数 都道府県 人数 
東京都 190 北海道 22 熊本県 13 青森県 7 山梨県 5 
大阪府 115 茨城県 20 栃木県 11 奈良県 6 鳥取県 4 
神奈川県 96 沖縄県 18 三重県 11 高知県 6 秋田県 4 
千葉県 73 鹿児島県 18 愛媛県 11 石川県 6 佐賀県 3 
愛知県 58 新潟県 18 岐阜県 11 岩手県 6 和歌山県 3 
埼玉県 44 滋賀県 17 山形県 11 群馬県 5 徳島県 3 
兵庫県 41 広島県 17 長崎県 8 宮崎県 5 福島県 3 
福岡県 38 宮城県 16 山口県 7 大分県 5 
静岡県 38 岡山県 15 富山県 7 香川県 5 
京都府 24 長野県 15 福井県 7 島根県 5 

図表 2-1-6 居住地の都道府県別人数 

図表 2-1-7 居住地の都道府県別人数順 
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図表 2-1-7 は、居住地について都道府県別人数とその割合を示したものである。東京都が 190 人

と最も多く、次いで大阪府の 115 人である。その他 45 道県が 100 人以下であり、うち 21 県が 10
人以下であった。 
 
（３）同居について 

①同居者の内訳 

 
同居者（複数回答）の内訳を見ると、配偶者と同居する人は 69.6％であり、未就学の子どもと同

居する人は 31.8％であった。 
 
②同居者の構成 

 
＊内円は同居する配偶者または親、外円は配偶者または親の同居パターンに応じた末子の年齢を表す。 

0.6%
4.3%

9.3%
3.9%

16.4%
23.0%

11.6%
21.8%

31.8%
69.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

無回答

その他

同居者なし

配偶者の父母

自身の父母

高校生以上

中学生

小学生

未就学の子ども

配偶者

図表2-1-8同居者の内訳（複数回答）

(n=1,081)

なし, 14.2%

親, 15.0%

配偶者, 63.8%

配偶者/親, 5.6%

一人暮らし, 9.3%

未就学児, 0.8%
小学生, 1.1%

中学生, 0.7%

高校生以上, 2.3%

同居子どもなし, 
11.6% 未就学児, 0.7%

小学生, 0.2%

中学生, 0.3%
高校生以上, 2.2%

同居子どもなし, 
11.1%

未就学児, 28.3%

小学生, 9.7%

中学生, 4.5%

高校生以上, 10.2%

同居子どもなし, 
1.0%

未就学児, 1.9%

小学生, 0.9% 中学生, 0.3%
高校生以上, 1.4% 無回答, 1.4%

図表2-1-9 配偶者・親の同居と末子の年齢

(n=1,081)
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同居子どもなし

77.2%

未就学児

4.9%

小学生

1.2%

中学生

1.9%
高校生以上

14.8%

図表2-1-11親のみ同居の場合の末子の年齢

(n=162)

同居子どもなし

18.3%

未就学児

35.0%小学生

16.7%

中学生

5.0%

高校生以上

25.0%

図表2-1-13 配偶者・親同居の場合の末子の年齢

(n=60)

 
  

  

 
図表 2-1-10～2-1-13 は、配偶者と親の同居有無と末子の年齢の組み合わせを示している。配偶者

と同居していない場合（図表 2-1-10 ,図表 2-1-11 ）には同居する子どもがいない割合はその場合、

同居する子どもの末子の年齢では、高校生以上が配偶者・親共に同居なし 16.2％、親のみ同居 14.8％
で一番多かった。配偶者と同居している場合（図表 2-1-12 ,図表 2-1-13 ）には、子どもが同居して

いる割合配偶者同居 82.6％、配偶者・親同居 81.7％である。同居する子どもの末子の年齢では、未

就学児が一番多く、配偶者同居の場合 44.3％、配偶者・親同居の場合 35.0％であった。 
 
 
 
 
 

同居子どもなし

64.9%
未就学児

5.8%

小学生

7.8%

中学生

5.2%

高校生以上

16.2%

図表2-1-10配偶者・親共に同居なしの場合の末子の年齢

(n=154)

同居子どもなし

17.4%

未就学児

44.3%

小学生

15.2%

中学生

7.1%

高校生以上

15.9%

図表2-1-12 配偶者同居の場合の末子の年齢

(n=690)
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③同居する世帯の子どもの有無と子どもの年齢 

 

 

 
 
＊内円は末子の年齢、外円は末子の年齢ごとの兄弟の年齢の組み合わせを表す。 
＊「未就学」は未就学児、「小」は小学生、「中」は中学生、「高以上」は高校生以上を指す。 

 
 
図表 2-1-14 は、同居する子どもの年齢を示している。末子の年齢では、未就学児がいる人が 31.9％

である。未就学児と小学生を合わせると 43.7％であり、同居する子どもが全て中学生以上の人は

21.9％であった。同居する子どもの年齢構成では、未就学児のみの人が 22％と最も多く、次いで高

校生以上のみの人が 16.1％、未就学児と小学生がいる人が 8.7％の順であった。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

同居子どもなし, 
34.3%

未就学児, 31.9%

小学生, 11.8%

中学生, 5.8%

高校生以上, 16.1%
同居子どもなし, 

34.3%

未就学のみ, 21.6%

未就学/小, 8.7%

未就学小/中, 0.5%
未就学/小/中/高以上, 

0.5%

未就学/小/高以上, 
0.1%

未就学/中, 0.2%

未就学/中/高以上, 
0.1%

未就学/高以上, 0.3%

小のみ, 5.7%

小/中, 3.4%

小/中/高以上, 1.2%

小/高以上, 1.5%

中のみ, 2.5%

中/高以上, 3.3%
高以上, 16.1%

図表2-1-14 同居する子どもの年齢

(n=1,081)
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（４）最終卒業学校 
①最終卒業学校の種別 
 

 
 
図表 2-1-15 は、最終卒業学校（または卒業見込み）についての結果を示している。4 年制大学卒

業が 54.1％と最も多く、次いで短期大学卒業 15.6％、高等学校卒業が 14.5％であった。 
 

②卒業年 

 
 

 
図表 2-1-16 は、最終卒業学校を卒業した年（卒業見込みを含む）を基にした、卒業からの経過年

数である。卒業 11～15 年の人が 15.0％と最も多く、次いで卒業後 16～20 年 14.2％、6～10 年

12.4％、21～25 年 11.8％の順であった。 
 
 
 
 

中学校, 0.1%

高等学校, 
14.5%

短期大学, 
15.6% ４年制大学, 54.1%

大学院, 
4.7%

専修学校, 
7.9%

その他, 2.2%

無回答, 0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学校 高等学校 短期大学 ４年制大学 大学院 専修学校 その他 無回答

(n=1,081)

9.1%
3.0%

6.5%
7.9%
8.1%

11.8%
14.2%

15.0%
12.4%

7.4%
4.7%

0% 5% 10% 15% 20%

無回答
卒業後41年以上
卒業後36〜40年
卒業後31〜35年
卒業後26〜30年
卒業後21〜25年
卒業後16〜20年
卒業後11〜15年

卒業後6〜10年
卒業後5年以内

卒業⾒込み

(n=1,081)

図表 2-1-15 最終卒業学校 

図表 2-1-16 卒業後経過年数 
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③専攻 

 
 
図表 2-1-17 は、短期大学、４年制大学、大学院、専修学校、その他での専攻について、子どもと

の関係の有無を示している。74.8％の人が子どもと関係がない専攻であった。 
 
（５）保育士試験受験回数 

 
 

 
図表 2-1-18 は、保育士試験の受験回数についての結果を示している。受験回数 2 回目の人が

32.9％と最も多く、次いで 3 回目が 22.1％であった。また、10.1％の人が 6 回以上受験している。 
 
 
 
 

子どもと関係が

ある

21.3%

子どもと関係がない

74.8%

無回答

3.8%

図表2-1-17 大学等での専攻

(n=914)

0.3%

10.1%

6.6%

13.0%

22.1%

32.9%

15.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

無回答

６回以上

５回目

４回目

３回目

２回目

初めて

(n=1,081)

図表 2-1-18 保育士試験受験回数 
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（６）就業と職業 

①就業経験 

 
 
図表 2-1-19 は、現在またはこれまでの就業経験及び現在職業に就いている場合の勤務形態につい

て示している。現在就業している人が 71.9％を占めており、うち常勤の人が 37.0％、非常勤の人が

25.7％であった。また、現在または過去に就業経験がある人は 94.4％であった。 
 
 
②保育現場における就業経験 

 
 

過去に就いていた

ことがある

22.5%

就いたことはない

5.5%

無回答

0.2%

常勤

37.0%

非常勤

25.7%

その他

8.8%

無回答

0.4%

現在就いている

71.9%

図表2-1-19 就業経験及び現在の勤務形態

(n=1,081) (n=777)

ある

48%
ない

50%

無回答

2%

図表2-1-20 保育現場における就業経験（全体）

(n=1,020)
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図表 2-1-20～2-1-22 は、現在または過去の保育現場における就業経験の有無について、全体及び

性別の割合を示している。全体、女性、男性共に保育現場での就業経験は 50％前後であった。 
 
 

③就業経験のある保育現場 

 
 

 
 
図表 2-1-23 は、現在または過去に保育現場における就業経験があると答えた人の、就業先保育現

場の種別を示している。認可保育所が 37.7％と最も多かった。その他として、「放課後等デイサー

ビス」「幼稚園」が多く挙げられた。 
 
 
  

0.2%
16.8%

11.9%
3.9%

3.1%
1.2%

17.6%
4.5%

7.4%
3.5%

6.1%
12.3%

37.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

無回答

その他

保育所以外の児童福祉施設

企業主導型保育事業所

居宅訪問型保育

家庭的保育

放課後児童クラブ

地域子育て支援拠点

認定こども園

事業所内保育所

小規模保育所

認可外保育施設

認可保育所

(n=488)

ある

47.6%ない

50.1%

無回答

2.3%

図表2-1-21 保育現場での就業経験（女性）

(n=926)

ある

50.0%
ない

50.0%

無回答

0.0%

図表2-1-22 保育現場での就業経験（男性）

(n=94)

図表 2-1-23 就業経験のある保育現場 
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（７）保有資格・免許等 

 
 
 

 
  
図表 2-1-24～2-1-26 は、現在保有している資格・免許について、全体及び性別ごとの割合を示し

ている。全体及び女性では、中学校教諭、高等学校教諭を保有する人が 10％前後であり、続いて子

育て支援員、介護福祉士の順に多かった。男性では介護福祉士が 16.5％、子育て支援員が 11.3％の

順に多く、続いて高等学校教諭、中学校教諭が 9.3％であった。その他の資格・免許等としては、

「チャイルドマインダー」、「ホームヘルパー」、「介護支援専門員」、「栄養士」、「管理栄養士」、「調

理師」等が多く挙げられた。 
 

0.7%
1.1%
1.2%
1.9%
2.6%
3.1%
4.0%
4.6%

8.0%
8.6%

9.7%
10.5%

21.0%
49.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

幼稚園教諭

精神保健福祉士

特別支援学校教諭

ベビーシッター

看護師

小学校教諭

社会福祉士

放課後児童指導員

介護福祉士

子育て支援員

高等学校教諭

中学校教諭

その他

無回答

(n=1,081)

0.0%
0.0%
1.0%
1.0%

3.1%
3.1%

6.2%
8.2%
9.3%
9.3%

11.3%
16.5%

24.7%
39.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

看護師

幼稚園教諭

精神保健福祉士

ベビーシッター

小学校教諭

特別支援学校教諭

社会福祉士

放課後児童指導員

中学校教諭

高等学校教諭

子育て支援員

介護福祉士

その他

無回答

(n=97)

図表 2-1-24 保有資格・免許等（全体） 

図表 2-1-25 保有資格・免許等（女性） 
0.8%
1.0%
1.1%
2.0%
2.8%
3.2%
3.8%
4.3%

7.2%
8.3%

9.8%
10.7%

20.6%
50.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

幼稚園教諭

特別支援学校教諭

精神保健福祉士

ベビーシッター

看護師

小学校教諭

社会福祉士

放課後児童指導員

介護福祉士

子育て支援員

高等学校教諭

中学校教諭

その他

無回答

(n=974)

図表 2-1-26 保有資格・免許等（男性） 
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２．保育士として就業する意思について 

（１）保育士として就業する意思の有無について 

 

 
              図表 2-1-27 保育士として就業する意思について 
 

保育士として就業する意思について尋ねたところ、全回答者 1,081 人のうち、就業する意思があ

る者は 898 人（84.1％）、就業する意思がない者は 170 人（18.9％）であった。 
 

(２) 就業する意思に関する具体的な理由(自由記述)  

①就業する意思があると回答した者の理由について 

 
  図表 2-1-28 働く意思があると回答した者の理由について 

  
「働く意思がある」と回答した者の理由について内容を整理すると、図表 2-1-28 のように大きく 15
項目に分類することが出来た。就業理由としては、「子どもと関わる仕事がしたい」が 26.1％最も

84.1 ％

18.9％

1.2％

働く意思がある 働く意思はない 無回答

(n=1,081)

1.8%
2.4%
2.6%
2.7%
2.8%

3.4%
3.9%

4.9%
5.4%

6.8%
8.1%

11.3%
17.1%

26.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

経営

経済的理由

転職

今すぐではない

他の福祉施設勤務

やりがい

条件があえば

社会復帰

子育て経験

資格を生かしたい

子どもが好き

社会貢献

保育補助

子どもと関わる仕事がしたい

(n=737） 
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多く、ついで「現在『保育補助』をしているため資格を取得し働きたくなった」が 17.1％多かった。

以下、自由記述の抜粋を示す。 
 
自由記述（抜粋） 

金銭的理由 

経済的に働く必要があり年齢で他の職がむずかしい 

家族が認可園を立ちあげ、手伝おうと思ったから 

今すぐというわけではないが、働くことを望んでいる 

今すぐにではないが、子どもと関わりたいと思っている 

育児経験を活かしたいと思い 

自分の子育ての経験を生かして子どもたちの成長のサポートがしたい 

子育てでの経験を活かして地域の子どもの保育に関わりたいと考えています 

子どもが好きだから 

子どもが好きだから。頑張っている若いお母さんたちの力に少しでもなれればいいなと思います 

子どもが好きで、子どもの発達に携わりたいから 

子どもがいる環境で働きたいから  

子どもと関わる仕事がしたいと思っていたから 

せっかく苦労して取得した資格なので 

せっかく資格をとったのだから生かしたい 

会社を定年退職後に社会の役に立つ仕事をしたいから 

子ども、保護者の手助けをしたい 

実際に子育てし、年齢も重ね、気持にも余裕が持てる今、保育士として、働いてみたいと思ってい

ます 
息子達も社会人となったのを機に、赤ちゃんのお世話をするという幸せな仕事をしたいと思ったか

ら 

条件が合えば働いてみたい 

児童指導員として現在勤務しているが、保育士の専門性の必要を感じるから 

１０年以上保育補助職員として働いているので自然と資格をとる気になった 

現在、公立保育園で、保育補助の仕事をしており、今後も、更に保育園で働く為のスキルアップ 

やりがいがある仕事だと思うから 
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②働く意思がないと回答した者の理由について 

 

 
 図表 2-1-29 働く意思がないと回答した者の理由について 

 
 「就業する意思がない」と回答した者の理由について内容を整理すると、図表 2-1-29 のように大

きく 6 項目に分類することが出来た。就業しない理由としては、「現職を辞める予定がなし」が最

50.6％も多く、ついで現職に生かすため、キャリアアップのために「資格が必要」であるからが

14.3％と多かった。「給与が安くて働けない」という回答も、多く挙げられていた。反対に、経験も

知識もないためなど「不安」を理由とする回答は 3.2％と少なかった。以下、自由記述の抜粋を示

す。 
 
自由記述（抜粋） 

今現在のところ。子どもの手が離れたら考えたい 

給料が安いため 

保育士の仕事は魅力的だが収入面では生活が難しいため 

現在の仕事を今のところやめるつもりは無く、万が一やめた場合に子供（未就学児）２人いる為 

現在の仕事を続けたいので 

園長職に就いているため 

保育について学び、子育ての予習がしたかったので受けたが、現在は会社員のため転職予定はない 

学童クラブの支援員で知識として資格取得を望んでいる為 

働く自信がない 

 
 

3.2%

3.6%

13.6%

14.3%

14.3%

50.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

いずれ働きたい

不安

知識獲得

給与安い

資格が必要

現職を辞める予定なし

(n=155) 
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（３）保育士とし働く場合に求める条件や重視する点について 
 

 
図表 2-1-30 保育士として働く場合に求める条件や重視する点  

 
保育士として働く場合に求める条件や重視する点について尋ねたところ、最も多い回答は、「仕事

量が適正であること」63.3％であり、次いで「休暇が保障されること」60.9％、「家事、子育て、介

護等に理解があること」59.8％と続いていた。半数以上を占める項目には、「やりがいを感じられる」、

「保育士の人数が適正であること」、「勤務日数」や「通勤時間」、「残業代が支払われること」が挙

げられていた。少ない回答は、「健康状況の改善」、「求人情報の提供」などであった。 
 また、以下の図表は、記述式の項目に回答者が答えた結果である。 
 

1.9%

3.5%

8.1%

10.2%

20.9%

25.3%

27.8%

30.7%

34.3%

35.2%

35.6%

38.5%

46.2%

48.1%

48.7%

53.4%

54%

55.7%

58.4%

59.3%

59.8%

60.9%

63.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

無回答

その他

求人情報の提供

健康状況の改善

異動がないこと

キャリアアップが可能

研修等への参加

働くことが可能な家庭の状況

雇用形態（パート・非常勤採用）

雇用形態（正規職員採用）

生涯働ける職場

給与等

福利厚生が充実

施設の運営（保育）方針

勤務時間

残業代が支払われること

通勤時間

勤務日数

保育士の人数が適正または充実

やりがいを感じられる

家事や子育て、介護に理解ある職場

休暇（育児、慶弔、有給等）が保障

仕事量が適正

(n=1,081)
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①希望する勤務日数 

 
図表 2-1-31 希望する勤務日数 （n=508） 

 
②希望する勤務時間 

 

 
図表 2-1-32 希望する勤務時間  （n=486） 

 

1⽇
0.4%

2⽇
1.8%

3⽇
12.4%

4⽇
13.8%

5⽇
71.1%

6⽇
0.6%

1⽇ 2⽇ 3⽇ 4⽇ 5⽇ 6⽇

3時間未満
2.1%

3〜4時
間未満
8.2%

4〜5時間未満
12.1%

5〜6時間未満
16.9%

6〜7時間未満
6.6%

7〜8時間未満
52.1%

8時間以上
2.1%

3時間未満 3〜4時間未満 4〜5時間未満 5〜6時間未満
6〜7時間未満 7〜8時間未満 8時間以上

 希望する勤務日数の平均値は 4.55
日であり、最小希望時間は 1 日、最大

希望時間は 6 日であった。 
もっとも多い希望日数の回答は 5 日

（71.1％）、次いで 4 日（13.8％）であ

った。 

 希望する勤務時間の平均値は 6.75 時

間であり、最小希望時間 2 時間、最大

希望時間 11 時間であった。 
もっとも多い希望時間の回答は7～8時

間未満（52.1％）、次いで 5～6 時間未

満（16.9％）であった。 
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③希望する通勤時間 

 
図表 2-1-33 希望する通勤時間  （n=579） 

  
 
 

④希望する年収 

 
図表 2-1-34 希望する年収   （n=390） 

 

30分未満
83.1%

30分〜60分
未満

16.8%

60分以上
0.2%

30分未満 30分〜60分未満 60分以上

100万円未満
26.4%

100〜200
万円未満

12.3%200〜300
万円未満

27.4%

300〜400
万円未満

24.1%

400〜500
万円未満

8.2%

500万円以上
1.5%

100万円未満 100〜200万円未満
200〜300万円未満 300〜400万円未満
400〜500万円未満 500万円以上

 希望する通勤時間の平均値は

31.05 分であり、最小希望時間 1 分、

最大希望時間 80 分であった。 
最も多い希望時間の回答は 30 分

未満（83.1％）であった。 

 希望する年収の平均値は 248．42 万

円であり、最小金額は 5 万円、最大希

望年収 700 万円であった。 
最も多い年収の回答は 200 万円～

300 万円未満（27.4％）であり、次い

で 400～500 万円未満（26.4％）であ

った。 
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（４）保育士として働きたい職場について 

 

 
  

図表 2-1-35 が示すように、就業する意思があると回答した人のうち、保育士としてどの職場で働

きたいかを複数回答で回答を求めたところ、最も多かった所は「認可保育所」であった（65.5％）。

次いで、「小規模保育所」（48.7％）、「事業所内保育所」（39.8％）、児童養護施設や乳児院など「保

育所以外の児童福祉施設」（36.7％）、「認定こども園」（36.5％）であった。「家庭的保育（保育ママ）」

（13.0％）や「居宅訪問型保育（ベビーシッター等）」（11.9％）を希望する者は全体のなかでは少

なかった。 
 その他の回答としては、病児や療育関係、放課後等デイサービスといったいわば公的な要素の多

い職場のほか、託児スペースが設けられている美容院や歯科医院内での職場もあげられており、多

様な希望があげられていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

65.5%

48.7%

39.8%

36.7%

36.5%

30.2%

26.8%

24.8%

22.7%

13%

11.9%

8.7%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

認可保育所

小規模保育所

事業所内保育所

保育所以外の児童福祉施設（児童養護施設や乳児院等）

認定こども園

地域子育て支援拠点（子育て広場等）

放課後児童クラブ（通称：学童クラブ）

企業主導型保育事業所

認可外保育施設

家庭的保育（保育ママ）

居宅訪問型保育（ベビーシッター等）

その他

無回答

図表2-1-35 保育士試として働きたい職場（複数回答）

(n=1,081) 
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（５） 保育士試験を受験した動機（理由）について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 保育士試験を受験した動機（理由）を複数回答で求めたところ、図表 2-1-36 のような結果となっ

た。もっとも多かった受験動機は（理由）、「子どもと接することが好きだから」（61.0％）であった。

次いで、「保育士に興味があったから」（55.1％）、「職業選択の幅を広げるために」（47.2％）、「いつ

か役に立つかもしれないと思ったから」（44.4％）、「子育て経験が生かせると思ったから」（42.6％）

となっていた。 
 また、「働きながら勉強して資格を得られるから」（32.3％）、「自分のペースで勉強し取得したい

から」（23.4％）、「養成課程の費用を節約したいから」（9.2％）といった、自分の生活に無理のない

範囲で資格取得を考えていた回答者もみられた。 
他には、「保育士への転職を考えたから」（28.9％）、「無資格で保育所（園）等で働いており資格

が必要になった（ほしくなった）から」（21.4％）、「保育実習を行わずに取得できるから」（10.0％）

といった動機（理由）などもあげられていた。 
 「その他」の回答の中には、「園長を兼務しており、マンパワー不足で困難していたため何か出来

61%

55.1%

47.2%

44.4%

42.6%

32.3%

28.9%

23.4%

21.4%

17.9%

17.3%

17%

13%

10.2%

10%

9.2%

8%

6.6%

6%

4.2%

3.2%

1.6%

0.6%

0.5%

0.4%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

図表2-1-36 保育士試験を受験した動機（理由）（複数回答）

(n=1,081)
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ればと考えた」「保育所開設の為」「施設長として園（保育及び組織）を改革していく上で必要性を

感じたため」「日・祝・夜間なども受け入れられる託児所をやりたいと思ったから」など保育所運営

のために受験したという動機の記述がみられた。また、「現在の自分の子育てに役立つと思ったか

ら」「現在の仕事に役立つから」「保育の精神は、高齢者への対応にも役立つと思ったので」など、

自分自身の子育てや仕事等に役立つと思ったからという理由も多くあげられていた。その他に、保

育士不足であるため役立ちたいという思いから受験した、免除があったため受験した、乳児や保育・

幼児教育への関心、自分の子どもや身近な子どもの障害理解、処遇改善のため、子どもに親が学ぶ

姿を見せたい、など多岐にわたる理由があげられていた。 
 
 
３．就業に際する不安について 
 
（１） 保育士として働くことへの不安について 

 

 
 

 
  

保育士として働く場合に不安を「感じない」「あまり感じない」と回答した人は 17.2％で，「やや

感じる」「感じる」と回答した人は 65.6％である。全体の約 6 割の人は、資格取得後の就業に際し

て、何かしらの不安を感じていることがわかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

感じない, 5.7%

あまり

感じない, 11.5%

どちらとも

いえない, 16.0%

やや感じる, 
40.0%

感じる, 25.4%

無回答, 1.4%

(n=1,081)

図表 2-1-37 保育⼠として働くことへの不安 
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（２）保育士として働くことへの不安を感じない理由・不安を感じる理由（自由記述） 

①働くことへの不安を感じない理由 

 
 
  

不安を「感じない」「あまり感じない」と回答した理由について尋ねた。内容を分類したところ、

大きく分けて 11 項目となった。不安を感じない理由としては、すでに子どもと関わる仕事をして

いる、あるいは仕事をしたことがある、が最も多く、次いで子育て経験がある等、自身の経験によ

る回答が多かった。 
 

②働くことへの不安を感じる理由 

 
 
 不安を「やや感じる」「感じる」と回答した理由について尋ねた。内容を分類したところ，大きく

分けて 13 項目となった。不安を感じる理由としては，給与や勤務時間などの待遇や，職場環境が

良くないイメージがあるなど，施設の労働条件，労働環境に関するものが 31.8％最も多かった。次

いで，保育や子育ても含めて，子どもと関わった経験が不足している，実習等による保育現場の経

35.5%

10.2%

7.5%

5.9%

5.9%

4.8%

3.2%

3.2%

1.6%

1.1%

0.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

子どもと関わる仕事の経験がある

子育て経験がある

やりがいを感じる，楽しみである

保育現場の体制，制度は整っている

やってみないとわからない

子どもが好き

保育について学んでいる

社会経験がある

労働条件等で少しだけ不安

仕事は大変なものだから

施設で働くつもりはない

(n=186)

31.8%
24.3%

12.6%
10.6%

9.8%
6.2%
6.1%

5.4%
4.2%

1.7%
1.4%
1.4%
1.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

労働条件，労働環境

保育・子育て・実習等の経験の不足

年齢・体力

保育の専門性（知識・技術）の不足

保育者間の人間関係

保護者対応

家庭との両立

責任のある仕事への不安

女性社会，古い体制

子育て経験だけでは不安

事故・病気などへの緊急対応

自身の適性

男性保育士の不安

(n=707)

図表 2-1-38  不安に感じないと回答した者の理由について 

図表 2-1-39  不安に感じると回答した者の理由について 
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験が不足しているという，自身の経験不足に対する不安が 24.3％多く，養成校で行うような実習を

経験していないこと，勉強だけで実務経験が伴っていないことなどが多くあげられていた。さらに，

保育の専門性の不足で具体的に多く挙げられていた内容としては，保育の記録や指導計画等の資料

作成に関する知識の不足，ピアノや造形などの保育実技に関する不安 10.6％であった。 
 
（３）保育士として働く際に学ぶ必要があると思う知識や技術 

 

 
 
 
 
 保育士として働く際に，学ぶ機会が必要だと思う内容について尋ねたところ，最も多い回答は「障

害のある子どもへの支援」（74.1％）であり，次いで「保育や子育てに関する最新の保育事情」（69.8％），

「食育やアレルギーへの対応」（68.2％），「安全管理や事故防止」（62.6％）と続いた。「パソコン操

作について」を必要と考えている人は最も少なかった。 
 その他として，一般常識，マナー，ソーシャルスキルトレーニング ，外国人対応などがあげられ

ていた。 
 
 
 
 
 
 
 

74.1%
69.8%

68.2%
62.6%

58.2%
58.0%

56.2%
51.8%
51.4%
51.0%

49.2%
30.9%

29.7%
25.9%

24.1%
15.2%

2.5%
1.9%

0% 20% 40% 60% 80%

障害のある子どもへの支援

保育や子育てに関する最新の保育事情

食育やアレルギーへの対応

安全管理や事故防止

子どもの発達

感染症防止などを含む保健衛生

音楽や身体表現、造形などの保育実技

乳児の保育方法

指導計画・支援計画などの保育計画の作成方法

遊びや生活を援助する保育の環境構成

保護者との関係づくりの方法

保育所保育指針

園と小学校との連携

職場でのコミュニケーション方法

園内研修などでの発表・研究方法

パソコン操作について

その他

無回答

(n=1,081)

図表 2-1-40  保育⼠として働く際に学ぶ機会が必要だと思う知識や技術【複数回答】 
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（４）実際に保育士として働くにあたっての保育現場における実習や研修の必要性について 

①保育現場における実習や研修の必要性の有無 

 
 
実際に保育士として働くにあたり、保育現場における実習や研修の必要性について尋ねたところ、

回答者の約 7 割の人が保育現場における実習や研修が「必要だと思う」(73.0%)と回答していること

が分かった。 
 

②希望する実習や研修の施設について 

 
 
 
 保育現場における実習や研修が必要だと回答した者の中で、どのような施設を希望するか尋ねた

ところ、回答者の約 7 割が認可保育所（69.6％）での実習や研修を望んでいることが分かった。ま

た、認定こども園（24.2％）や保育所以外の児童福祉施設（13.8％）、小規模保育所（13.2％）にお

いても、実習や研修を望んでいることが分かった。 
 
 

必要だと思う

73.0%

必要ないと

思う

4.6%

どちらとも

いえない

22.1%

無回答

0.3%

69.6%
24.2%

13.8%
13.2%

8.7%
7.2%

5.6%
4.3%
4.2%

2.8%
1.6%

認可保育所

認定こども園

保育所以外の児童福祉施設（児童養護施設や乳児院等）

小規模保育所

地域子育て支援拠点（子育て広場など）

幼稚園

事業所内保育所

その他

放課後児童クラブ（通称：学童クラブ）

企業主導型保育事業所

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

(n=1,081) 

(n=789) 

図表 2-1-41 保育現場における実習や研修の必要性 

図表 2-1-42 希望する実習や研修の施設【複数回答】 
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③実習や研修の期間について 

 
「4 日～1 週間未満」（24.7％）「1～2 週間未満」（24.5％）を合わせると約 5 割になり、回答

者の半数が 2 週間未満の実習や研修を望んでいることが示された。 
 

（５）実習や研修を必要だと思う理由について 

 
 
 
 5 割を超えた回答が、「保育現場における経験がなく不安なため」（70.5％）「保育士の業務内容を

理解したいため」（62.7％）「園（施設）の生活と 1 日の流れを理解したいため」（57.3％）であった。

実習や研修が必要だと思う理由として、保育現場における経験がなく不安を感じていることや、保

育士な業務内容や 1 日の流れといった基本的な内容を学びたいといった意見が多かった。他方で、

「保育実技を習得したい」（27.4％）「子どもの発達過程を学びたい」（24.7％）「保育士の職業倫理

を理解したい」(18.1%)という回答は相対的に低い値を示した。 

4日～1週間

未満

24.7%

1～2週間未

満

24.5%2～3日
16.3%

3週間～1ヶ月

間未満

13.6%

2～3週間未満

8.2%

1ヶ月間以上

8.0%

1日
3.3%

無回答

1.4%

70.5%
62.7%

57.3%
40.1%
39.8%

39%
37.5%

35.2%
34.2%
33.8%

27.4%
24.7%

18.1%
3.2%

0.1%

0% 20% 40% 60% 80%

保育現場における経験がなく不安なため

保育士の業務内容を理解したいため

園（施設）の生活と１日の流れを理解したいため

子どもの生活や遊びに対する援助を学びたいため

職員間の分担や連携のあり方を理解したいため

園（施設）の保育内容を理解したいため

子どもの健康や安全に対する援助を学びたいため

園（施設）の保育環境を理解したいため

保育記録の作成方法を学びたいため

指導計画などの保育の計画を理解したいため

音楽や身体活動などの保育実技を習得したいため

子どもの発達過程を学びたいため

保育士の職業倫理を理解したいため

その他

無回答

(n=789) 
図表 2-1-43 実習や研修の期間 

(n=789) 

図表 2-1-44 実習や研修を必要だと思う理由【複数回答】 
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（６）保育士として実際に働くため就業支援について 

 

 
図表 2-1-45 保育の知識や技術を習得できる講座 

 
 
 

 

 
図表 2-1-46 園・施設の就業担当者と面会できるセミナー 

 

 
図表 2-1-47  採用条件や試験などの求人情報の提供 

 

 
図表 2-1-48 就業予定の園・施設における職場体験 

1.3% 3.1%
8.1%

28.4%

56.3%

2.7%
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

3%

8.3%

22.8%

34.2%

28.5%

3.1%

0%

10%

20%

30%

40%

1.6%
4.3%

14.2%

30.8%

45.5%

3.5%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

1.9% 3.4%

10.6%

36.3%

44.8%

3.1%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

(n=1,081) (n=1,081) 

(n=1,081) (n=1,081) 
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図表 2-1-49 個別相談ができる窓口や機関 

 

 
図表 2-1-50  就業後も相談できる窓口や機関 

  
保育士として働くための就業支援について質問した結果、「保育の知識や技術を習得できる講座」

「採用条件や試験などの求人情報の提供」「就業予定の園・施設における職場体験」「個別相談が

できる窓口や機関」「就職後も相談できる窓口や機関」といった項目で、「やや必要である」「必

要である」と回答した者が 7 割を超えており、必要度の高い就職支援として考えられていることが

示された。他方、「園・施設の就職担当者と面会できるセミナー」は、「どちらでもない」と回答

した者が 2 割を超えており、相対的に必要度が低いことが示された。 
 
４．内定先について 
（１）保育士資格が取得できた場合の内定先の有無 

 
図表 2-1-51 内定先の有無について 

 保育士資格が取得出来た場合の内定先について尋ねたところ、回答者の 7 割以上が、調査回答時

に内定先が決まっていない状況であった。 
 
 
 

1.5% 4%

16.9%

36.1% 38.5%

3.1%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

1.4% 3.8%

15.1%

32%

45.1%

2.7%
0%

10%

20%

30%

40%

50%

内定している

26%

内定していない

73%

無回答

1%

(n=1,081) (n=1,081) 

(n=1,081) 
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（２）内定している者の内定先の内訳（保育現場の種別） 

 
 
 
 内定先が決まっている回答者のうち、約 4 割が「認可保育所」（42.4％）と最も多く、かつ他の事

業種別と比べても明確な差が明らかであった。 
なお、内定先の内訳種別で 3 番目に比率が高い「その他」は 27 件中 16 件が、放課後等児童デー

サービス事業などの児童発達支援に関連する事業所であった。 
 

（３）内定先の選定で重視したこと（自由記述） 

 
  

内定先を選ぶにあたり、重視したことについて自由記述内容を基に同様の意味内容を分類化した

結果、「その他」を含む 14 項目を抽出した。この項目のうち最も比率が高かったのは、合格する以

0.0%
1.1%
1.4%
2.5%
3.3%

4.7%
5.4%
5.8%

7.2%
9.1%
9.8%
10.1%

42.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

居宅訪問型保育（ベビーシッター等）

無回答

家庭的保育（保育ママ）

地域子育て支援拠点（子育て広場等）

事業所内保育所

放課後児童クラブ（通称：学童クラブ）

認可外保育施設

企業主導型保育事業所

小規模保育所

保育所以外の児童福祉施設（児童養護施設や乳児院等）

その他

認定こども園

認可保育所

1.5%
1.7%
2.0%

3.2%
3.2%

5.5%
5.8%

6.7%
8.2%

8.7%
10.5%

11.1%
12.2%

19.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

教育・研修環境

建物・設備

子育て・前職の経験の活用

子どもと関われる喜び

知人の勧誘

福利厚生

その他

給与

保育業務内容

職場の人間関係

ワークライフバランス

園・事業所の運営・理念方針の賛同

通勤・アクセス

継続雇用

(n=276） 

図表 2-1-52 内定している者の内定先の内訳（保育現場の種別）【複数回答】 

(n=276) 

図表 2-1-53 内定先の選定で重視したこと 
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前より既に保育補助等で現在の事業所で働いているという「継続雇用」の回答であった（19.5％）。

ついで「通勤・アクセス」、「園・事業所の運営・理念方針の賛同」「ワークライフバランス」の順で

比率が高かった。なお、「その他」の項目の内訳は、「実家が保育所」や「嫁ぎ先が保育所」「公立で

あるところ」などが含まれていた。 
 回答者の内定先の選定に当たって重視した点は、賃金等の処遇よりも、物理的・精神的負担や苦

労がないなどの個人の生活欲求・志向が選択される傾向にあることが推察された。 
 
 
Ⅲ．就業支援に関する主な分析 

 

１．保育士として就業する意思に関して 

（１）性別による比較 

 

 
図表 2-2-1  「就業する意思」と「性別」とのクロス集計 

 
 就業する意思について性別で比較すると、女性も男性も、就業する意思があると回答した者の割

合（男性：72.3％、女性 85.2％）が、就業する意思がないと回答した者の割合（男性：27.7％、女

性：14.8％）より高く、女性より、男性のほうが就業する意思のない者の割合が高かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⼥性（n=974）
85.2%

男性(n=94)
72.3%

⼥性（n=974）
14.8%

男性(n=94)
27.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⼥性（n=974）

男性(n=94)

就業する意思あり 就業する意思なし
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（２）年齢による比較 

 
図表 2-2-2 「就業する意思」と「年齢」とのクロス集計 

 
 就業する意思について年齢別に比較すると、年齢が高くなるほど、就業する意思があると回答し

た者の割合が高い結果であった。 
 
（３）最終卒業学校による比較 

 
図表 2-2-3 「就業する意思」と「最終卒業学校」とのクロス集計  

 
 就業する意思について最終卒業学校別に比較した結果、専修学校を除いて最終学歴が高くなるほ

ど、就業する意思がある者の回答が低くなる傾向がみられた。 
 
 

75.6%

79.8%

85.3%

93.4%

96.2%

24.4%

20.2%

14.7%

6.6%

3.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代(n=164)

30歳代(n=327)

40歳代(n=341)

50歳代(n=182)

60歳代以上(n=52)

就業する意思あり 就業する意思なし

87.5%

83.1%

100.0%

95.3%

92.8%

80.1%

64.7%

12.5%

16.9%

0.0%

4.7%

7.2%

19.9%

35.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他(n=24)

専修学校(n=83)

中学校 (n=1)

高等学校(n=150)

短期大学(n=167)

4年制大学(n=583)

大学院(n=51)

就業する意思あり 就業する意思なし
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（４）大学等での専攻別による比較 

 
図表 2-2-4 「就業する意思」と「大学等での専攻別」とのクロス集計 

 
 就業する意思について、大学等での専攻別に比較した結果、子どもと関係がない専攻の者（83.5％）

のほうが、子どもと関係がある専攻の者（75.1％）より、就業する意思があると回答した割合が高

かった。 
 
 
（５）同居する子どもの年齢による比較 

 
図表 2-2-5 「就業する意思」と「同居する子どもの年齢」とのクロス集計 

 
就業する意思について同居の子どもの年齢別に比較した結果、顕著な差は認められなかった。結

果を見ると、「小学生のみ」子どもがいる人の就業する意思が最も高く、次いで「小学生＋未就学児」

の子どもがいる人であった。 
 
 
 
 
 

就業する意思あり, 
75.1%

就業する意思あり, 
83.5%

就業する意思なし, 
24.9%

就業する意思なし, 
16.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもと関係がある(n=193)

子どもと関係がない(n=680)

就業する意思あり 就業する意思なし

83.2%

88.3%

93.5%

82.4%

16.8%

11.7%

6.5%

17.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他(n=679)

小学生＋未就学児(n=94)

小学生のみ (n=62)

未就学児のみ(n=233)

就業する意思あり 就業する意思なし

─ 57 ─



- 58 - 
 

（６）居住地域区分別の比較 

 
図表 2-2-6 「就業する意思」と「居住地域区分別」とのクロス集計 

就業する意思について居住地域区分別に比較した結果、顕著な差は認められなかった。一番、

就業する意思がある者が多い地域は、「中部」（87.7％）、次いで「九州」（86.9％）、「関東」（83.7％）、

「近畿」（83.6％）と続いていた。 
 

（７）「就業する意思」と「就業する場合に求める条件や重視する点」との関連 

①就業する意思がある者の「就業する場合に求める条件や重視する点」 

 
 図表 2-2-7 就業する意思がある者の「就業する場合に求める条件や重視する点」 

81.0%

82.6%

83.7%

87.7%

83.6%

77.1%

76.0%

86.9%

19.0%

17.4%

16.3%

12.3%

16.4%

22.9%

24.0%

13.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北海道

東北

関東

中部

近畿

中国

四国

九州

就業する意思あり 就業する意思なし

3.6%
8.4%

9.6%
22.5%

23.9%
26.7%

31.8%
33.1%

35.4%
37.0%

38.9%
44.5%

48.9%
50.3%

52.0%
55.8%

57.7%
58.9%
59.4%

61.0%
61.4%

63.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

その他

求人情報

健康状況

異動がない

キャリアアップ

研修等への参加

家庭の状況

正規雇用

給与等

生涯、働けること

非正規雇用

福利厚生

保育方針

勤務時間

残業代の支払

通勤時間

勤務日数

保育士の人数

休暇の保障

子育てへの理解

やりがい

仕事量の適正
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就業する意思がある者の「就業する場合に求める条件や重視する点」を、割合が高い順に見たと

ころ、「仕事量の適正」（63.3％）、次いで「やりがい」（61.4％）、「子育てへの理解」（61.0％）、「休

暇の保障」（59.4％）、「保育士の人数」（58.9％）、勤務日数（57.7％）、通勤時間（55.8％）、残業代

の支払（52.0％）、勤務時間（50.3％）などが上位にあがった。これらの多くは労働条件に関する内

容である。割合が少なかった項目は、「求人情報」（8.4％）、「健康状況」（9.6％）である。 
 
②就業する意思がない者の「就業する場合に求める条件や重視する点」 

 
図表 2-2-8 就業する意思がない者の「就業する場合に求める条件や重視する点」  

 
 
 就業する意思がない者の「就業する場合に求める条件や重視する点」を割合が高い順に見たとこ

ろ、「休暇の保障」（70.6％）、次いで「仕事量の適正」（64.1％）、「残業代の支払」（61.8％）、「福利

厚生」「保育士の人数」（56.5％）、「給与等」（55.9％）などの労働条件が上位にあがった。割合が少

なかった項目は、「求人情報」、「非正規雇用」などである。 
 
 

3.5%

6.5%

12.9%

13.5%

13.5%

25.3%

30.0%

31.8%

32.4%

42.4%

45.3%

47.1%

47.1%

47.6%

50.0%

54.7%

55.9%

56.5%

56.5%

61.8%

64.1%

70.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

その他

求人情報

非正規雇用

異動がない

健康状況

家庭の状況

生涯、働けること

研修等への参加

キャリアアップ

勤務時間

保育方針

通勤時間

正規雇用

勤務日数

やりがい

子育てへの理解

給与等

保育士の人数

福利厚生

残業代の支払

仕事量の適正

休暇の保障

(n=170) 
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２．保育士として働きたい職場 

 
（１） 性別による比較 

 

 
図表 2-2-9 「保育士として働きたい職場」と「性別」とのクロス集計 

 
 
 図表2-2-9は、保育士として働きたい職場を性別でみたものである。女性（65.9％）も男性（60.3％）

も「認可保育所」を希望する割合が 6 割以上で最も多かった。男性の場合は、これに続いて「保育

所以外の児童福祉施設」が希望の職場であることがわかった(38.2%)。女性の場合は、「小規模保育

所」も 50.2％の割合で希望する職場としてあげられているほか、「事業所内保育所」「認定こども園」

「保育所以外の児童福祉施設」「地域子育て支援拠点施設」が 3 割以上であげられており、男性より

も幅広い職場を考えている様子がみられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

65.9%

50.2%

41.3%

37.1%

36.6%

31.3%

26.7%

25.4%

22.8%

13.4%

12.3%

8.7%

60.3%

29.4%

20.6%

29.4%

38.2%
16.2%

27.9%

17.6%

22.1%

8.8%

7.4%

8.8%

0% 20% 40% 60% 80%

認可保育所

小規模保育所

事業所内保育所

認定こども園

保育所以外の児童福祉施設

地域子育て支援拠点

放課後児童クラブ

企業主導型保育事業所

認可外保育施設

家庭的保育

居宅訪問型保育

その他

⼥性(n=830) 男性(n=68)
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（２）年齢による比較 

 
図 2-2-10 「保育士として働きたい職場」と「年齢」とのクロス集計 

 
 年齢別に保育士として働きたいと思う職場についてみると、図表 2-2-10 のような結果となった。

「認可保育所」はどの年代においても最も割合が高かった。「小規模保育所」「事業所内保育所」は、

20 代～50 代において上位を占めていた。「保育所以外の児童福祉施設」は、40 代、50 代において

4 番目に多い希望する職場となっていた。 
 

60.5%

47.6%

37.9%

37.9%

34.7%

33.9%

27.4%

20.2%

18.5%

16.1%

8.9%

8.9%

72.4%

54.8%

41.0%

45.6%

35.2%

24.9%

25.7%

36.0%

28.0%

10.0%

11.5%

8.8%

66.3%

48.8%

44.7%

36.1%

44.0%

27.1%

25.4%

29.9%

26.5%

12.7%

14.8%

9.6%

58.8%

45.9%

32.4%

24.7%

32.4%

23.5%

23.5%

30.0%

14.1%

11.2%

16.5%

1.8%

60.0%

1.6%

2.0%

1.7%

1.2%

1.7%

0.8%

1.7%

0.8%

0.6%

0.6%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

認可保育所

⼩規模保育所

事業所内保育所

認定こども園

保育所以外の児童福祉施設

放課後児童クラブ

企業主導型保育事業所

地域⼦育て⽀援拠点

認可外保育施設

居宅訪問型保育

家庭的保育

その他

20代(n=124) 30代(n=261) 40代(n=291) 50代(n=170) 60代(n=50)
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（３）保育現場における就業経験による比較 

 
図表 2-2-11「保育士として働きたい職場」と「保育現場における就業経験」とのクロス集計 

 
現在あるいは過去に保育現場（保育所・施設等）において就業したことがあるかどうかで「保育

士として働きたい職場」をみたのが図表 2-2-11 である。保育現場での就業の経験の有無にかかわら

ず、「認可保育所」を働きたい職場として多くの回答者があげていた（経験なし 68.8％；経験あり

61.8％）。「小規模保育所」は、「認可保育所」に次いで希望する職場としてあげられていた（経験な

し 53.2％；経験あり 44.1％）。 
また、「家庭的保育」や「居宅訪問型保育」は、保育現場の就業の有無によらず、働きたい職場と

してあげられる割合は低かった。 
 保育現場における就業の有無で、保育士として働きたい職場の違いがみられたのは、児童養護施

設や乳児院などの「保育所以外の児童福祉施設」であった。保育現場での就業経験がある回答者は、

「認可保育所」「小規模保育所」に次いで「保育所以外の児童福祉施設」を保育士として働く職場と

してあげていることがわかった。 
 
 

68.8%

53.2%

48.3%

42.2%

38.0%

35.9%

30.7%

30.2%

30.2%

13.4%

13.4%

9.5%

61.8%

44.1%

31.7%

29.6%

35.0%

26.1%

17.9%

15.9%

22.6%

12.4%

10.0%

8.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

認可保育所

小規模保育所

事業所内保育所

認定こども園

保育所以外の児童福祉施設

地域子育て支援拠点

企業主導型保育事業所

認可外保育施設

放課後児童クラブ

家庭的保育

居宅訪問型保育

その他

保育現場での就業経験なし(n=410) 保育現場での就業経験あり(n=429)
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（４） 大学等での専攻別による比較 

 

 
図表 2-2-12 「保育士として働きたい職場」と「大学等での専攻別」による比較 

 
 
 回答者がこれまで修学した専攻が子どもに関連した専攻であったかどうかで働きたい職場をみた

のが図表 2-2-12 である。子どものことに関係する専攻で修学した回答者は、「保育所以外の児童福

祉施設」を最も希望の多かった「認可保育所」(63.4 %)に次いで希望しており、その割合も 45.5%
と全体のなかでも多かった。子どもに関係のない専攻で修学した回答者では、「保育所以外の児童福

祉施設」で働きたいと思う割合は 32.9％で、順位は 5 番目となっていた。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

67.3%

50.7%

43.0%

39.1%

32.9%

32.0%

28.0%

27.8%

25.0%

12.9%

12.5%

8.6%

63.4%

34.5%

27.6%

33.8%

45.5%

29.0%

29.7%

17.2%

18.6%

8.3%

9.0%

10.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

認可保育所

小規模保育所

事業所内保育所

認定こども園

保育所以外の児童福祉施設

地域子育て支援拠点

放課後児童クラブ

企業主導型保育事業所

認可外保育施設

家庭的保育

居宅訪問型保育

その他

子どもに関係ない専攻(n=568) 子どもに関係ある専攻(n=145)
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（５） 同居する子どもの年齢による比較 

 
図表 2-2-13 「保育士として働きたい職場」と「同居する子どもの年齢」による比較 

 
 子育てがひと段落したら働き始めたいという思いを持つ人が多いが、その時期は各家庭によって

さまざまである。ここでは、未就学児のいる世帯と、小学生のいる世帯、未就学児と小学生のいる

世帯とで分けて、保育士として働きたい職場について検討した（図表 2-2-13）。 
 まず、未就学児のみの子どものいる世帯では、「認可外保育施設」が 2 番目に希望する職場として

あげられていた（55.2％）。回答者自身が、乳幼児の育児中である場合、預けて働くことを考えると

1 位の「認可保育所」（77.1％）とあわせて就業先として希望することが考えられる。 
 小学生のみの子どものいる世帯では、「小規模保育所」が働きたい職場として最も多くあげられて

いた（86.2％）。また、「地域子育て支援拠点」は 46.6％の割合であげられており（3 位）、他の世帯

よりも高い割合となっていた。 
 未就学児と小学生のいる世帯においては、「認可保育所」（75.9％）、「小規模保育所」（57.8％）、

「認定こども園」（49.4％）であった。 

75.9%

57.8%

49.4%

48.2%

38.6%

33.7%

33.7%

31.3%

27.7%

13.3%

13.3%

8.4%

65.5%

86.2%

34.5%

37.9%

41.4%

46.6%

43.1%

17.2%

22.4%

12.1%

12.1%

8.6%

77.1%

26.0%

46.4%

48.4%

32.3%

40.1%

55.2%

28.1%

28.6%

11.5%

13.5%

9.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

認可保育所

小規模保育所

認定こども園

事業所内保育所

保育所以外の児童福祉施設

地域子育て支援拠点

認可外保育施設

企業主導型保育事業所

放課後児童クラブ

居宅訪問型保育

家庭的保育

その他

未就学児と小学生同居(n=83) 小学生のみ同居(n=58) 未就学児のみ同居(n=192)
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（６） 保育士として働くことへの不安による比較 

 
図表 2-2-14 「保育士として働きたい職場」と「保育士として働くことへの不安」による比較 

 
 保育士として働くことの不安の感じ方の有無で、働きたい職場の割合をみたのが図表 2-2-14 であ

る。保育士としての就業に不安が高い傾向が全体的にみられたが（第 1 章）、不安の感じ方によっ

て、おおきな職場選択の違いはみられなかった。 
 
 
 
 
 
 

67.3%

52.8%

42.9%

38.1%

37.9%

33.5%

29.9%

26.2%

24.0%

12.6%

12.1%

6.9%

65.1%

40.3%

34.2%

34.9%

36.2%

23.5%

22.8%

23.5%

20.1%

12.1%

12.1%

10.7%

60.3%

43.7%

36.8%

33.3%

33.3%

27.0%

20.1%

23.0%

20.7%

14.4%

11.5%

12.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

認可保育所

小規模保育所

事業所内保育所

認定こども園

保育所以外の児童福祉施設

地域子育て支援拠点

放課後児童クラブ

企業主導型保育事業所

認可外保育施設

家庭的保育

居宅訪問型保育

その他

不安を感じる(n=562) どちらともいえない(n=149) 不安を感じない(n=174)
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（７）保育士試験を受験した動機（理由）について 

 

①性別による比較 

  
   

図表 2-2-15 は、女性と男性で保育士試験の受験動機をみたものである。受験の動機としては、男

女ともに「子どもと接することが好きだったから」（女性：61.5％、男性：55.7％）「保育士に興

61.5%

55.5%

47.6%

45.8%

44.1%

32.3%

29.3%

24.4%
21.4%

18.5%

18.2%

16.7%

12.0%

10.7%

10.1%

9.5%

8.0%

7.1%

6.3%

3.6%

3.2%

1.5%

0.5%

0.5%

0.2%

55.7%

51.5%

43.3%

9.3%

47.4%
32.0%

24.7%

13.4%

20.6%

12.4%

8.2%

20.6%

22.7%

5.2%

9.3%

6.2%

7.2%

1.0%

3.1%

10.3%

4.1%

2.1%

1.0%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

子どもと接することが好きだったから

保育士に興味があったから

職業選択の幅を広げるために

子育て経験を生かせると思ったから

いつか役に立つかもしれないと思ったから

働きながら勉強して資格を得られるから

保育士への転職を考えたから

自分のペースで勉強し取得したいから

無資格で保育所（園）等で働いており資格が必要なった（ほしく

なった）から

保育士資格なら取れるかもしれないと思ったから

就職に困らないと思ったから

将来の自分の子育てに役立つと思ったから

その他

何も資格を持っておらず人から認められたいと思ったから

保育実習を行わずに取得できるから

養成課程の費用を節約したいから

同僚や友人からのアドバイスを受けて

学歴（学士や〇〇学校卒業など）は特に必要なかったから

親や家族など人に勧められたから

職務上の指示命令により

養成課程よりも楽に取得できるから

保育士試験の一部科目免除の指定を受けている学校を卒業してい

る（在学していた）から

大学、短大、専修学校等の養成課程で修学する自信がないから

養成課程における人間関係（友人関係等）が面倒だったから

在学中の学校の方針により

女性(n=984) 男性(n=97)

図表 2-2-15 「保育士試験を受験した動機（理由）」と「性別」とのクロス集計 
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味があったから」（女性：55.5％、男性：51.5％）、「職業選択の幅を広げるために」（女性：47.6％、

男性：43.3％）「いつか役に立つかもしれないと思ったから」（女性：44.1％、男性：47.4％）が

多くあげられていたが。「子育て経験を生かせると思ったから」という理由は、女性においては

45.8％と上位にあげられていたが、男性では 9.3％と低い割合であった。 

 

 

②年齢別による比較 

 動機の割合が高かった項目（6 番以内） 

20 代 
 

子どもと接す

ることが好き 

67.9% 

保育士に興味

があった 

66.1% 

職業選択の幅

を広げるため 

57.6% 

いつか役に立

つかも 

51.5% 

自分の子育て

に役立つ 

39.4% 

保育士への転

職を考えた 

24.8% 
30 代 
 

子どもと接す

ることが好き 

57.4% 

保育士に興味

があった 

56.5% 

いつか役に立

つかも 

53.5% 

職業選択の幅

を広げるため 

51.4% 

子育て経験を

生かせる 

48.9% 

保育士への転

職を考えた・働

きながら勉強

して資格 

35.0% 
40 代 
 

子どもと接す

ることが好き 

62.5% 

保育士に興味

があったから 

53.5% 

子育て経験を

生かせる 

50.9% 

職業選択の幅

を広げるため 

47.4% 

いつか役に立

つかも 

43.3% 

働きながら勉

強して資格 

35.2% 
50 代 
 

子どもと接す

ることが好き 

58.8% 

保育士に興味

があった 

49.7% 

子育て経験を

生かせる 

46.0% 

職業選択の幅

を広げるため 

36.4% 

働きながら勉

強して資格 

33.2% 

働いており資

格が必要 

30.5% 
60 代 
 

子どもと接す

ることが好き 

57.4% 

保育士に興味

があった 

40.7% 

子育て経験を

生かせる 

38.9% 

働いており資

格が必要 

25.9% 

いつか役に立

つかも 

25.9% 

職業選択の幅

を広げるため 

24.1% 
図表 2-2-16 「保育士試験を受験した動機（理由）」と「年齢」による比較 

 
 年代別に受験の動機をみると、どの年代も「子どもと接することが好きだった」「保育士に興味が

あったから」が上位を占めていた。30 代以上では、「子育て経験を生かせる」という理由があげら

れていた。また、「職業選択の幅を広げるために」受験したという理由も、各世代において 6 番目以

内にあげられていた。 
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③保育士として就業する意思による比較 

 
図表 2-2-17 「保育士試験を受験した動機（理由）」と「保育士として就業する意思」とのクロス集計 
 

 図表 2-2-17 の青の棒グラフは、保育士として就業する意思のある回答者の保育士試験の受験動機

の割合を示している。最も多かった動機は、「子どもと接することが好きだから」が 64.8％、「保育

士に興味があったから」が 58.5％、「子育て経験を生かせると思ったから」が 46.4％であった。保

育士資格を取得し働きたいと思う回答者は、子どものいる現場での就業が目的としてあると考えら

れる。「保育士への転職を考えたから」は、33.4％であった。 
 一方、保育士として働く意思のない回答者の保育士試験の受験動機の割合を見ると、最も多かっ

64.8%

58.5%

46.4%

46.2%

40.0%

33.4%

32.4%

24.1%

23.9%

18.9%
18.2%

15.5%
10.5%

10.1%

10.1%

9.5%
8.2%

6.7%

5.8%

4.0%

3.1%

1.3%
0.7%

0.2%

0.0%

42.9%

38.2%

22.9%

53.5%

67.6%

5.9%

32.4%

20.0%

8.8%

9.4%

17.6%

25.3%

8.2%

27.1%

4.1%

13.5%
5.3%

5.9%

7.6%

4.1%

4.1%

2.9%

0.0%

1.8%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80%

子どもと接することが好きだったから

保育士に興味があったから

子育て経験を生かせると思ったから

職業選択の幅を広げるために

いつか役に立つかもしれないと思ったから

保育士への転職を考えたから

働きながら勉強して資格を得られるから

自分のペースで勉強し取得したいから

無資格で保育所（園）等で働いており資格が必要なった（ほし

くなった）から

就職に困らないと思ったから

保育士資格なら取れるかもしれないと思ったから

将来の自分の子育てに役立つと思ったから

何も資格を持っておらず人から認められたいと思ったから

その他

養成課程の費用を節約したいから

保育実習を行わずに取得できるから

同僚や友人からのアドバイスを受けて

学歴（学士や〇〇学校卒業など）は特に必要なかったから

親や家族など人に勧められたから

職務上の指示命令により

養成課程よりも楽に取得できるから

保育士試験の一部科目免除の指定を受けている学校を卒業して

いる（在学していた）から

大学、短大、専修学校等の養成課程で修学する自信がないから

養成課程における人間関係（友人関係等）が面倒だったから

在学中の学校の方針により

保育士として就労意思あり(n=898) 保育士として就労意思なし(n=170)
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た動機は、「いつか役に立つかもしれないと思ったから」が 67.6％であった。「職業選択の幅を広げ

るため」が 53.5％、「子どもと接することが好きだったから」が 42.9％であった。今すぐに保育士

資格を活用して働くというよりも、選択肢のひとつとして考えている様子がうかがえた。「保育士へ

の転職を考えたから」は、5.9％であった。 
 
④保育現場における就業経験による比較 

 
 

 図表 2-2-18 は、保育現場での就業経験有無別にみた受験動機の結果である。保育現場での就業経

験のある回答者の受験動機（理由）の割合を示している青の棒グラフを見ると、現在あるいは過去

に保育現場で働いている（いた）回答者の特徴としては、「無資格で保育所（園）で働いており資格

63.1%

46.5%

45.7%

38.1%
37.9%

34.0%

29.7%

23.2%

20.3%

15.2%

14.3%

12.7%

12.3%

11.1%
10.2%

10.0%

8.0%
8.0%

7.8%

5.5%

2.7%

1.6%
0.8%

0.6%

0.2%

57.3%
0.6%

62.0%

55.0%

30.7%

53.6%

57.1%

37.2%

27.2%

20.7%
22.5%

20.9%

14.3%

9.8%

5.7%

9.2%

1.0%

6.1%

12.9%
6.3%

3.9%

1.4%

0.4%

0.4%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

子どもと接することが好きだったから

無資格で保育所（園）等で働いており資格が必要なった（ほしく

なった）から

保育士に興味があったから

職業選択の幅を広げるために

働きながら勉強して資格を得られるから

子育て経験を生かせると思ったから

いつか役に立つかもしれないと思ったから

保育士への転職を考えたから

自分のペースで勉強し取得したいから

就職に困らないと思ったから

保育士資格なら取れるかもしれないと思ったから

将来の自分の子育てに役立つと思ったから

その他

何も資格を持っておらず人から認められたいと思ったから

同僚や友人からのアドバイスを受けて

養成課程の費用を節約したいから

職務上の指示命令により

学歴（学士や〇〇学校卒業など）は特に必要なかったから

保育実習を行わずに取得できるから

親や家族など人に勧められたから

養成課程よりも楽に取得できるから

保育士試験の一部科目免除の指定を受けている学校を卒業してい

る（在学していた）から

大学、短大、専修学校等の養成課程で修学する自信がないから

養成課程における人間関係（友人関係等）が面倒だったから

在学中の学校の方針により

保育現場での就労経験あり(n=488) 保育現場での就労経験なし(n=511)

図表 2-2-18 「保育士試験を受験した動機（理由）」と「保育現場における就業経験」とのクロス集計 
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が必要になった（ほしくなった）から」が 46.5％であり、理由としては 2 番目に多くあげられてい

た。受験動機の自由記述に保育所の運営のためや、無資格で保育園で働いていることに限界を感じ

たこと、待遇面での違いを感じてなどが記述されており、保育所等において働くための資格の必要

性を感じていたことが推察される。 
 また、保育現場での就業経験のない回答者のグラフを見ると、もっとも多い受験動機（理由）は、

「保育士に興味があったから」（62.0％）であり、次いで「子どもと接することが好きだったから」

（57.3％）、「いつか役に立つかもしれないと思ったから」（57.1％）となっていた。 
 
⑤大学等での専攻別による比較 

 
 

子どもと関係がある学部・学科の専攻であったかどうかで、「保育士試験受験の動機（理由）」に

ついてみた結果を図表 2-2-19 に示す。子どもに関係のある専攻であった回答者では、「子どもと接

することが好きだったから」(65.6%)、「職業選択の幅をひろげるために」(56.9%)となっていた。子

58.3%

57.6%

48.2%

47.4%

46.6%

32.0%
30.8%

24.3%

20.8%
19.3%

19.3%

18.3%

13.0%

11.1%

9.9%
9.4%

6.9%

6.9%

6.0%

3.8%

3.5%

1.0%

0.6%

0.1%

0.1%

65.6%

52.8%
26.2%

56.9%

45.6%
23.1%

28.2%

22.6%

12.8%

12.8%

11.8%

19.5%
16.4%

8.7%

7.2%

8.2%

5.1%

2.6%

1.5%

2.6%

4.6%

3.1%
0.0%

0.5%
1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

子どもに関係のない専攻(n=684) 子どもに関係のある専攻(n=195)

図表 2-2-19「保育士試験を受験した動機（理由）」と「大学等での専攻別」とのクロス集計 
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どものことに関係のない専攻であった回答者は、「子どもと接することが好きだったから」(58.3%)、
「保育士に興味があったから」(57.6%)、「子育て経験を生かせると思ったから」(48.2%)、「職業選

択の幅をひろげるために」(47.4%)、「いつか役に立つかもしれないと思ったから」(46.6%)が上位を

占めていた。 
 
⑥同居する子どもの年齢による比較  

 
 

 3 タイプの世帯ごとで保育士試験の受験動機をみると、「子育て経験を生かせると思ったから」は

共通して多い動機としてあげられていた。「子どもが未就学児のみ」(78.6%)あるいは「子どもが小

学生のみ」(75.8%)の世帯の回答者は、「自分のペースで勉強し取得したいから」保育士資格を取得

する方法として試験を選択している様子がうかがえた。 

77.7%

61.7%
59.6%

56.4%

55.3%

34.0%

31.9%

30.9%
25.5%

23.4%
14.9%

14.9%

12.8%

10.6%

9.6%

7.4%

7.4%
5.3%

4.3%

3.2%

2.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

66.1%

48.4%

67.7%

37.1%

62.9%

32.3%

29.0%

17.7%
75.8%

16.1%

32.3%

8.1%

3.2%

9.7%

8.1%

12.9%

9.7%

9.7%

3.2%
4.8%

9.7%

0.0%

1.6%

0.0%

0.0%

61.1%

40.2%

55.1%

58.1%

49.6%

26.9%

34.6%

21.8%

78.6%

25.2%

9.0%

14.5%

31.2%

6.8%

12.0%

6.4%

10.3%

6.4%
3.0%

3.8%

8.1%

0.0%

1.3%

0.9%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育て経験を生かせると思ったから

保育士に興味があったから

子どもと接することが好きだったから

いつか役に立つかもしれないと思ったから

職業選択の幅を広げるために

働きながら勉強して資格を得られるから

保育士への転職を考えたから

保育士資格なら取れるかもしれないと思ったから

自分のペースで勉強し取得したいから

就職に困らないと思ったから

無資格で保育所（園）等で働いており資格が必要なった（ほしくなった）から

保育実習を行わずに取得できるから

将来の自分の子育てに役立つと思ったから

養成課程の費用を節約したいから

その他

同僚や友人からのアドバイスを受けて

何も資格を持っておらず人から認められたいと思ったから

学歴（学士や〇〇学校卒業など）は特に必要なかったから

養成課程よりも楽に取得できるから

職務上の指示命令により

親や家族など人に勧められたから

在学中の学校の方針により

保育士試験の一部科目免除の指定を受けている学校を卒業している（在学してい

た）から

大学、短大、専修学校等の養成課程で修学する自信がないから

養成課程における人間関係（友人関係等）が面倒だったから

未就学児と小学生同居(n=94) 小学生のみ同居(n=62) 未就学児のみ同居(n=234)

図表 2-2-20 「保育士試験を受験した動機（理由）」と「同居する子どもの年齢」とのクロス集計 
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⑦保育士として働くことへの不安による比較 

 
 

 図表 2-2-21 は、保育士として就業することへの不安の感じ方によって、保育士試験の受験動機を

みたものである。 
 3 群で共通していた受験動機は、「子どもと接することが好きだったから」がもっとも割合が高く、

「保育士に興味があったから」が 2 番目に割合が高い理由となっていた。 
 不安を感じていない回答者の受験動機をみると、「無資格で保育所（園）等で働いており資格が必

要になった（ほしくなった）から」という理由が、上位にあげられていた(40.9%)。 

57.7%

56.4%

51.5%

50.5%

41.9%

31.5%

30.1%

22.3%

19.8%

18.1%

17.8%

15.1%

14.3%

11.0%

11.0%

9.5%

8.3%

6.8%

6.5%

3.5%

3.3%

2.1%

0.6%

0.4%

0.3%

66.5%

57.2%

44.5%

42.2%

45.7%

32.4%

28.9%

23.1%

12.1%

13.9%

19.7%

26.0%

9.2%

9.2%

7.5%

8.1%

6.9%

8.7%

5.8%

4.6%

2.9%

0.6%

0.0%

0.6%

0.0%

69.4%

49.5%

35.5%

25.8%

43.5%

36.6%

25.3%

28.5%

12.4%

18.8%

17.2%

40.9%

11.3%

7.0%

9.1%

9.7%

7.0%

4.3%

4.8%

5.9%

3.2%

0.5%

0.5%

1.1%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

子どもと接することが好きだったから

保育士に興味があったから

職業選択の幅を広げるために

いつか役に立つかもしれないと思ったから

子育て経験を生かせると思ったから

働きながら勉強して資格を得られるから

保育士への転職を考えたから

自分のペースで勉強し取得したいから

将来の自分の子育てに役立つと思ったから

就職に困らないと思ったから

保育士資格なら取れるかもしれないと思ったから

無資格で保育所（園）等で働いており資格が必要なった（ほしく

なった）から

その他

保育実習を行わずに取得できるから

何も資格を持っておらず人から認められたいと思ったから

養成課程の費用を節約したいから

同僚や友人からのアドバイスを受けて

学歴（学士や〇〇学校卒業など）は特に必要なかったから

親や家族など人に勧められたから

職務上の指示命令により

養成課程よりも楽に取得できるから

保育士試験の一部科目免除の指定を受けている学校を卒業してい

る（在学していた）から

養成課程における人間関係（友人関係等）が面倒だったから

大学、短大、専修学校等の養成課程で修学する自信がないから

在学中の学校の方針により

不安を感じる(n=707) どちらともいえない(n=173) 不安を感じない(n=186)
図表 2-2-21 「保育士試験を受験した動機（理由）」と「保育士として働くことへの不安」とのクロス集計 
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３．保育士として働くことへの不安に関して 
（１）保育士として就業する意思による比較 

 
 保育士として就業する意思の有無による比較を行った結果、働く意思がある人は、19.7％が不安

を感じないと回答していた。働く意思がない人よりも，不安を感じない割合が高かった。一方，働

く意思がない人は、不安を感じるとの回答が 80.5％を超えており，働く意思がある人よりも不安を

感じる割合が高かった。 
 
（２）保育現場における就業経験による比較 

 
 保育現場における就業経験の有無による不安の感じ方をみたところ，保育関係での就業経験があ

る人は、不安を感じないと回答した割合が保育関係以外での就業経験がある人，就業経験がない人

よりも高かった。一方、不安を感じると回答した人は、保育関係での就業経験がない人（73.9％）

19.7%

6.5%

16.8%

13.0%

63.5%

80.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

意思あり

(n=885)

意思なし

(n=169)

感じない どちらともいえない 感じる

25.6%

11.3%

5.2%

18.5%

14.9%

10.3%

55.8%

73.9%

84.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保育関係経験あり

(n=480)

保育関係経験なし

(n=505)

就業経験無し

(n=58)

感じない どちらともいえない 感じる

図表 2-2-22  「保育士として働くことへの不安」と「就業する意思」とのクロス集計 

図表 2-2-23 「保育士として働くことへの不安」と「保育現場における就業経験」とのクロス集計 
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及び就業経験がない人（84.5％）であり、保育関係での就業経験がある人よりも、不安を感じる割

合が高いことが示された。就業経験そのものがない人や，保育に関わる仕事に就いたことのない人

には，子どもと関わる経験不足による不安を低減させる配慮が必要になることがうかがえる。 
 
（３）同居する子どもの年齢による比較 

 
 
 未就学児・小学生の有無による比較を行った結果、顕著な違いはみられなかった。未就学児のみ

（70.5％）、未就学児と小学生がいる人（73.4％）の 7 割以上が不安を感じていると回答し，未就学

児のいない人でも不安を感じると回答した人は、64.1％であった。 
 
（４）大学等での専攻別による比較 

 
 
 子どもと関係ある専攻で学んだ人と，子どもと関係ない専攻で学んだ人との比較を行った結果，

顕著な差はみられなかった。いずれも 7 割程度の人が不安を感じると回答していた。 

14.1%

18.0%

11.7%

19.4%

15.4%

18.0%

14.9%

16.5%

70.5%

63.9%

73.4%

64.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

未就学児のみ

(n=234)

小学生のみ

(n=61)

小学生と未就学児

(n=94)

それ以外

(n=677)

感じない どちらともいえない 感じる

14.4%

16.4%

14.9%

16.5%

70.8%

67.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子どもと関係ある専攻

(n=195)

子どもと関係ない専攻

(n=678)

感じない どちらともいえない 感じる

図表 2-2-24  「保育士として働くことへの不安」と「同居する子どもの年齢」とのクロス集計 

図表 2-2-25 「保育士として働くことへの不安」と「大学等での専攻別」とのクロス集計 
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（５）保育士として働くことへの不安を感じる理由（自由記述）に関する分析 

①「性別」「年齢」「同居する子どもの年齢」による比較 

 

 

 

  女性 
(n=651） 

男性 
(n=56） 

20 代 
(n=136） 

30 代 
(n=231） 

40 代 
(n=209） 

50 代 
(n=110） 

60 代以上 
(n=21） 

未就園/ 
小学生なし 

(n=385） 

未就園/ 
小学生あり 

(n=322） 

労働条件，労働環境 30.9% 42.9% 44.1% 38.5% 25.8% 17.3% 14.3% 30.1% 33.9% 

保育・子育て・実習等

の経験の不足 
24.9% 17.9% 24.3% 22.5% 28.2% 23.6% 4.8% 25.7% 22.7% 

年齢・体力 12.9% 8.9% 3.7% 6.9% 15.3% 22.7% 52.4% 14.8% 9.9% 

保育の専門性（知識・

技術）の不足 
10.3% 14.3% 11.0% 10.4% 11.0% 10.9% 4.8% 11.7% 9.3% 

保育者間の人間関係 10.0% 7.1% 12.5% 5.2% 11.0% 12.7% 14.3% 13.0% 5.9% 

保護者対応 5.8% 10.7% 6.6% 6.1% 7.2% 4.5% 4.8% 4.7% 8.1% 

家庭との両立 6.5% 1.8% 6.6% 7.8% 7.7% 0.0% 0.0% 1.0% 12.1% 

責任のある仕事への 

不安 
5.2% 7.1% 1.5% 5.2% 5.3% 10.9% 4.8% 6.0% 4.7% 

女性社会，古い体制 4.3% 3.6% 2.9% 4.8% 4.3% 4.5% 0.0% 4.4% 4.0% 

子育て経験だけでは 

不安 
1.7% 1.8% 0.0% 0.9% 4.3% 0.9% 0.0% 0.5% 3.1% 

事故・病気などへの緊

急対応 
1.4% 1.8% 0.7% 1.3% 1.9% 1.8% 0.0% 1.0% 1.9% 

自身の適性 1.5% 0.0% 0.0% 3.0% 1.4% 0.0% 0.0% 0.5% 2.5% 

男性保育士の不安 0.2% 12.5% 0.0% 1.3% 1.9% 0.0% 0.0% 0.8% 1.6% 

 
 

保育士として働くことへの不安を感じた理由としてあげた割合について、顕著な差がみられた「性

別」「年齢」「未就学児・小学生の有無」について取り上げる。「労働条件，労働環境」については，

女性よりも男性の方が高く，年齢は若いほど高かった。「年齢・体力」は，年齢が高いほど不安が高

かった。「家庭との両立」は，未就園児・小学生がいる方が高かった。男性保育士ならではの不安理

由の具体例としては，「異性の保育士とうまくやれるかどうか」「女児の扱い」「女性社会が根強いた

め，保護者からの理解が得られるかどうか」「周囲からの反応」などがあげられていた。 
 
 
 
 
 

図表 2-2-26 「保育士として働くことへの不安を感じる理由」と「性別」「年齢」「同居する子どもの年齢」との関連 
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（６）保育士として働く際に学ぶ必要があると思う知識や技術に関する分析 

①「保育士として就業する意思」「保育現場における就業経験」「同居する子どもの年齢」「大学等で

の専攻別」による比較 

 

 

 

  
全体 

(n=1,081) 
就業意思あり 

(n=898) 
就業意思なし 

(n=170) 

保育就業 
経験あり 
(n=488) 

保育就業 
経験なし 
(n=511) 

就業経験 
なし 

(n=59) 

保育や子育てに関する最新の保育

事情 
69.8% 69.2% 72.4% 69.9% 70.3% 61.0% 

保育所保育指針 30.9% 30.7% 32.4% 34.0% 28.2% 27.1% 

子どもの発達 58.2% 57.6% 61.2% 62.7% 53.6% 62.7% 

音楽や身体表現、造形などの保育

実技 
56.2% 56.6% 55.3% 58.0% 55.2% 52.5% 

指導計画・支援計画などの保育計

画の作成方法 
51.4% 52.2% 50.0% 54.1% 48.7% 59.3% 

乳児の保育方法 51.8% 51.1% 57.1% 53.5% 48.9% 64.4% 

遊びや生活を援助する保育の環境

構成 
51.0% 50.9% 51.8% 54.7% 47.7% 54.2% 

安全管理や事故防止 62.6% 62.7% 64.1% 62.1% 63.0% 62.7% 

食育やアレルギーへの対応 68.2% 67.3% 72.9% 65.2% 70.6% 67.8% 

感染症防止などを含む保健衛生 58.0% 56.8% 65.3% 58.2% 57.7% 59.3% 

保護者との関係づくりの方法 49.2% 48.2% 55.9% 50.0% 47.6% 52.5% 

障害のある子どもへの支援 74.1% 73.8% 75.9% 73.6% 74.2% 78.0% 

園と小学校との連携 29.7% 27.6% 40.6% 29.9% 27.6% 45.8% 

パソコン操作について 15.2% 15.1% 15.3% 19.5% 12.9% 5.1% 

職場でのコミュニケーション方法 25.9% 24.5% 32.9% 26.6% 24.5% 30.5% 

園内研修などでの発表・研究方法 24.1% 23.9% 25.3% 24.4% 23.5% 23.7% 

その他 2.5% 1.8% 6.5% 3.5% 2.0% 0.0% 

無回答 1.9% 1.7% 2.4% 1.6% 2.2% 1.7% 

 

 
 
 
 
 

図表 2-2-27 「保育士として働く際に学ぶ必要があると思う知識と技術」と「保育士として就業する意思」「保育現場

における就業経験」との関連 
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未就学児 

のみ 

(n=234) 

小学生 

のみ 

(n=62) 

未就学児と 

小学生 

(n=94) 

それ以外 

(n=691) 
子ども専攻 

(n=195) 

子ども以外 

専攻 

(n=684) 
保育や子育てに関する最新の保育事

情 
77.4% 58.1% 71.3% 68.0% 66.7% 70.9% 

保育所保育指針 34.6% 33.9% 26.6% 30.0% 35.4% 29.5% 

子どもの発達 62.8% 50.0% 56.4% 57.6% 61.0% 58.5% 

音楽や身体表現、造形などの保育実

技 
65.0% 43.5% 66.0% 53.0% 57.4% 56.9% 

指導計画・支援計画などの保育計画

の作成方法 
58.5% 51.6% 52.1% 48.9% 57.9% 49.9% 

乳児の保育方法 53.8% 51.6% 45.7% 52.0% 54.9% 52.2% 

遊びや生活を援助する保育の環境構

成 
61.5% 45.2% 56.4% 47.2% 57.4% 50.3% 

安全管理や事故防止 62.4% 62.9% 60.6% 63.0% 61.5% 63.5% 

食育やアレルギーへの対応 71.4% 66.1% 66.0% 67.6% 67.2% 69.6% 

感染症防止などを含む保健衛生 63.2% 53.2% 50.0% 57.7% 56.4% 58.8% 

保護者との関係づくりの方法 51.3% 38.7% 52.1% 49.1% 53.3% 49.4% 

障害のある子どもへの支援 73.5% 75.8% 76.6% 73.8% 75.9% 74.1% 

園と小学校との連携 34.6% 30.6% 25.5% 28.5% 38.5% 28.1% 

パソコン操作について 15.4% 19.4% 7.4% 15.8% 19.0% 12.4% 

職場でのコミュニケーション方法 30.3% 16.1% 22.3% 25.8% 30.3% 25.0% 

園内研修などでの発表・研究方法 27.8% 21.0% 23.4% 23.2% 26.7% 23.5% 

その他 2.6% 1.6% 2.1% 2.6% 3.1% 2.3% 

無回答 1.3% 3.2% 1.1% 2.0% 0.5% 2.0% 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

図表 2-2-28「保育士として働く際に学ぶ必要があると思う知識と技術」と「同居する子どもの年齢」「大学等での専攻

別」との関連 
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図表2－2－3－　　保育士として働く際に学ぶ必要があると思う知識や技術上位5項目

全体
働く意思

あり
働く意思

なし
保育就労
経験あり

保育就労
経験なし

就業経験
なし

未就学児
のみ

小学生
のみ

未就学児と
小学生

それ以外 子ども専攻
子ども以外

専攻

1位
障害のある
子どもへの
支援

障害のある
子どもへの
支援

障害のある
子どもへの
支援

障害のある
子どもへの
支援

障害のある
子どもへの
支援

障害のある
子どもへの
支援

保育や子育
てに関する
最新の保育
事情

障害のある
子どもへの
支援

障害のある
子どもへの
支援

障害のある
子どもへの
支援

障害のある
子どもへの
支援

障害のある
子どもへの
支援

2位

保育や子育
てに関する
最新の保育
事情

保育や子育
てに関する
最新の保育
事情

食育やアレ
ルギーへの
対応

保育や子育
てに関する
最新の保育
事情

食育やアレ
ルギーへの
対応

食育やアレ
ルギーへの
対応

障害のある
子どもへの
支援

食育やアレ
ルギーへの
対応

保育や子育
てに関する
最新の保育
事情

保育や子育
てに関する
最新の保育
事情

食育やアレ
ルギーへの
対応

保育や子育
てに関する
最新の保育
事情

3位
食育やアレ
ルギーへの
対応

食育やアレ
ルギーへの
対応

保育や子育
てに関する
最新の保育
事情

食育やアレ
ルギーへの
対応

保育や子育
てに関する
最新の保育
事情

乳児の保育
方法

食育やアレ
ルギーへの
対応

安全管理や
事故防止

音楽や身体
表現、造形
などの保育
実技

食育やアレ
ルギーへの
対応

保育や子育
てに関する
最新の保育
事情

食育やアレ
ルギーへの
対応

4位
安全管理や
事故防止

安全管理や
事故防止

感染症防止
などを含む
保健衛生

子どもの発
達

安全管理や
事故防止

子どもの発
達

音楽や身体
表現、造形
などの保育
実技

保育や子育
てに関する
最新の保育
事情

食育やアレ
ルギーへの
対応

安全管理や
事故防止

安全管理や
事故防止

安全管理や
事故防止

5位
子どもの発
達

子どもの発
達

安全管理や
事故防止

安全管理や
事故防止

感染症防止
などを含む
保健衛生

安全管理や
事故防止

感染症防止
などを含む
保健衛生

感染症防止
などを含む
保健衛生

安全管理や
事故防止

感染症防止
などを含む
保健衛生

子どもの発
達

感染症防止
などを含む
保健衛生

図表2－2－3－　　保育士として働く際に学ぶ必要があると思う知識や技術下位5項目

全体
働く意思

あり
働く意思

なし
保育就労
経験あり

保育就労
経験なし

就業経験
なし

未就学児
のみ

小学生
のみ

未就学児と
小学生

それ以外 子ども専攻
子ども以外

専攻

1位
パソコン操
作について

パソコン操
作について

パソコン操
作について

パソコン操
作について

パソコン操
作について

パソコン操
作について

パソコン操
作について

職場でのコ
ミュニケー
ション方法

パソコン操
作について

パソコン操
作について

パソコン操
作について

パソコン操
作について

2位

園内研修な
どでの発
表・研究方
法

園内研修な
どでの発
表・研究方
法

園内研修な
どでの発
表・研究方
法

園内研修な
どでの発
表・研究方
法

園内研修な
どでの発
表・研究方
法

園内研修な
どでの発
表・研究方
法

園内研修な
どでの発
表・研究方
法

パソコン操
作について

職場でのコ
ミュニケー
ション方法

園内研修な
どでの発
表・研究方
法

園内研修な
どでの発
表・研究方
法

園内研修な
どでの発
表・研究方
法

3位
職場でのコ
ミュニケー
ション方法

職場でのコ
ミュニケー
ション方法

保育所保育
指針

職場でのコ
ミュニケー
ション方法

職場でのコ
ミュニケー
ション方法

保育所保育
指針

職場でのコ
ミュニケー
ション方法

園内研修な
どでの発
表・研究方
法

園内研修な
どでの発
表・研究方
法

職場でのコ
ミュニケー
ション方法

職場でのコ
ミュニケー
ション方法

職場でのコ
ミュニケー
ション方法

4位
園と小学校
との連携

園と小学校
との連携

職場でのコ
ミュニケー
ション方法

園と小学校
との連携

園と小学校
との連携

職場でのコ
ミュニケー
ション方法

園と小学校
との連携

園と小学校
との連携

園と小学校
との連携

園と小学校
との連携

保育所保育
指針

園と小学校
との連携

5位
保育所保育
指針

保育所保育
指針

園と小学校
との連携

保育所保育
指針

保育所保育
指針

園と小学校
との連携

保育所保育
指針

保育所保育
指針

保育所保育
指針

保育所保育
指針

園と小学校
との連携

保育所保育
指針

図表 2-2-29 「保育士として働く際に学ぶ必要があると思う知識と技術」の上位５項目 

図表 2-2-30 「保育士として働く際に学ぶ必要があると思う知識と技術」の下位５項目 

─ 78 ─



- 79 - 
 

 学ぶ必要があると思う知識や技術について，グループごとにまとめた。その結果，上位 5 項目の

順番を比較してみると，未就学児のみのグループ以外は，「障害のある子どもへの支援」が 1 位にな

っている。就業経験のないグループでは，それ以外のグループで 8～10 位の「乳児の保育方法」が

3 位に入っている。未就学児のいるグループでは，「音楽や身体表現、造形などの保育実技」が 5 位

以内に入っている。 
 下位 5 項目は，順番に多少の差はあるが，グループによる項目に大きな違いはみられなかった。 
 
４．保育現場における実習や研修の必要性に関して 

 
（１）性別による比較 

 
図表 2-2-31 「保育現場における実習や研修の必要性」と「性別」とのクロス集計 

 
性別による比較を行った結果、実習や研修の必要性に顕著な違いは見られなかった。性別に関わ

らず、7 割以上の回答者が実習や研修が必要であると回答した。 
 
 
（２）年齢による比較 

 
図表 2-2-32 「保育現場における実習や研修の必要性」と「年齢」とのクロス集計 

 

73.4%

70.8%

4.5%

6.3%

22.1%

22.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性(n=982)

男性(n=96)

必要である 必要ではない どちらともいえない

69.7%

68.1%

75.9%

78.6%

6.1%

7.0%

3.2%

2.5%

24.2%

24.9%

20.9%

18.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代(n=165)

30歳代(n=329)

40歳代(n=344)

50歳以上(n=238)

必要である 必要ではない どちらともいえない

(n=1,076) 

(n=1,078) 
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年齢による比較を行った結果、20 歳代と 30 歳代と 40 歳代・50 歳以上で実習や研修の必要性に

違いが見られた。すなわち、30 歳代以下は、実習や研修が必要であると回答した者が 7 割以下であ

ったが、40 歳代以上は 75％を超えていた。40 歳代を境にして必要と回答した者の割合が多くなっ

ていることが示された。 
 
 
（３）大学等での専攻別による比較 

 
図 2-2-33 「保育現場における実習や研修の必要性」と「子ども関係の専攻の有無」とのクロス集計 

 
大学等での専攻別による比較を行った結果、実習や研修の必要性に顕著な違いは見られなかった。

子ども関係の専攻の有無に関わらず、7 割以上の回答者が実習や研修が必要であると回答した。 
 
 

（４）保育現場における就業経験による比較 

 
図 2-2-34 「保育現場における実習や研修の必要性」と「保育現場での就業経験の有無」とのクロス集計 

 
保育現場における就業経験の有無による比較を行った結果、実習や研修の必要性に顕著な違いは

みられなかった。現場での就業経験の有無に関わらず、7 割以上の回答者が実習や研修が必要であ

ると回答した。 
 

72.3%

73.5%

4.1%

4.5%

23.6%

22.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子どもと関係がある専攻(n=195)

子どもと関係がない専攻(n=682)

必要である 必要ではない どちらともいえない

71.5%

75.6%

5.7%

3.7%

22.8%

20.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保育現場での就労経験がある(n=487)

保育現場での就労経験がない(n=509)

必要である 必要ではない どちらともいえない

(n=877) 

(n=996) 
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（５）保育士として就業する意思による比較 

 

 
図表 2-2-35 「保育現場における実習や研修の必要性」と「保育士として就業する意思の有無」とのクロス集計 

 
保育士として就業する意思の有無による比較を行った結果、実習や研修の必要性に顕著な違いは

見られなかった。就業する意思の有無に関わらず、7 割以上の回答者が実習や研修が必要であると

回答した。 
 
 
（６）保育職への内定の有無による比較 

 

 
図表 2-2-36 「保育現場における実習や研修の必要性」と「保育職への内定の有無」とのクロス集計 

 
保育現場における実習や研修の必要性と保育士として勤務する保育現場が内定しているかどうか

をクロス集計した結果、実習や研修の必要性に顕著な違いは見られなかった。内定の有無に関わら

ず、7 割以上の回答者が実習や研修が必要であると回答した。 
 
 
  

72.8%

75.1%

4.5%

5.9%

22.8%

18.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

働く意思がある(n=896)

働く意思はない(n=169)

必要である 必要ではない どちらともいえない

72.7%

73.7%

5.5%

4.1%

21.8%

22.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

内定している(n=275)

内定していない(n=788)

必要である 必要ではない どちらともいえない

(n=1,065) 

(n=1,063) 
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（７）保育士として働くことへの不安による比較 

 

 
図表 2-2-37 「保育現場における実習や研修の必要性」と「保育士として働くことへの不安」とのクロス集計 

 
「保育現場における実習や研修の必要性」と「保育士として働くことへの不安」をクロス集計し

た結果、不安を感じる回答者とそれ以外の回答者で実習や研修の必要性に違いがみられた。すなわ

ち、保育士として働くことに不安を感じる回答者は、実習や研修が必要であると 76.5％答えていた。

不安を感じているからこそ、保育現場での実習や研修が必要であると考えていることが示唆された。 
 

67.2%

64.2%

76.5%

7.5%

7.5%

3.3%

25.3%

28.3%

20.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

不安を感じない(n=186)

どちらともいえない(n=173)

不安を感じる(n=706)

必要である 必要ではない どちらともいえない
(n=1,065) 

─ 82 ─



- 83 - 
 

（８）実習や研修を必要だと思う理由と「保育士として働くことへの不安」及び「年齢」との関連 
 

順位 

保育士として働くことへの不安 年齢 

感じない

(n=125) 

どちらとも

いえない

(n=111) 

感じる

(n=540) 
20 歳代

(n=115) 
30 歳代

(n=224) 
40 歳代

(n=261) 
50・60 歳

代(n=187) 

1 位 

園（施設）

の生活と１

日の流れを

理解したい

ため

（52.0%) 

保育現場に

おける経験

がなく不安

なため

（60.4%) 

保育現場に

おける経験

がなく不安

なため

（78.7%) 

保育現場に

おける経験

がなく不安

なため

（81.7%) 

保育現場に

おける経験

がなく不安

なため

（70.5%) 

保育現場に

おける経験

がなく不安

なため

（72.8%) 

保育現場に

おける経験

がなく不安

なため

（59.8%) 

2 位 

保育士の業

務内容を理

解したいた

め（52.0%) 

保育士の業

務内容を理

解したいた

め（56.8%) 

保育士の業

務内容を理

解したいた

め（66.9%) 

保育士の業

務内容を理

解したいた

め（63.5%) 

保育士の業

務内容を理

解したいた

め（64.7%) 

保育士の業

務内容を理

解したいた

め（65.5%) 

園（施設）

の生活と１

日の流れを

理解したい

ため

（56.7%) 

3 位 

保育現場に

おける経験

がなく不安

なため

（45.6%) 

園（施設）

の生活と１

日の流れを

理解したい

ため

（49.5%) 

園（施設）

の生活と１

日の流れを

理解したい

ため

（60.2%) 

園（施設）

の生活と１

日の流れを

理解したい

ため

（60.9%) 

園（施設）

の生活と１

日の流れを

理解したい

ため

（54.5%) 

園（施設）

の生活と１

日の流れを

理解したい

ため

（58.6%) 

保育士の業

務内容を理

解したいた

め（55.6%) 

4 位 

園（施設）

の保育環境

を理解した

いため

（43.2%) 

子どもの生

活や遊びに

対する援助

を学びたい

ため

（47.7%) 

職員間の分

担や連携の

あり方を理

解したいた

め（39.4%) 

園（施設）

の保育内容

を理解した

いため

（45.2%) 

職員間の分

担や連携の

あり方を理

解したいた

め（42.4%) 

子どもの生

活や遊びに

対する援助

を学びたい

ため

（41.0%) 

子どもの生

活や遊びに

対する援助

を学びたい

ため

（39.6%) 

5 位 

子どもの健

康や安全に

対する援助

を学びたい

ため

（38.4%) 

職員間の分

担や連携の

あり方を理

解したいた

め（34.2%) 

園（施設）

の保育内容

を理解した

いため

（43.1%) 

園（施設）

の保育環境

を理解した

いため

（42.6%) 

子どもの生

活や遊びに

対する援助

を学びたい

ため

（40.6%) 

職員間の分

担や連携の

あり方を理

解したいた

め（40.6%) 

園（施設）

の保育内容

を理解した

いため

（38.5%) 

図表 2-2-38「実習や研修を必要だと思う理由」と「保育士として働くことへの不安」及び「年齢」とのクロス集計 
 

ここでは、保育現場における実習や研修の必要性とのクロス集計で差が見られた「保育士として

働くことへの不安」及び「年齢」を取り上げ、「実習や研修を必要だと思う理由」との関連を検討し

た。図表 2-2-38 を見ると、保育士としては働くことへの不安を「感じない」と回答した者以外は、

研修や実習を必要だと思う理由として、「保育現場における経験がなく不安なため」と回答した者が

最も多かった。その中でも特に、「保育士として働くことに不安を感じる」（78.7％）と「20 歳代」

（81.7％）の多くがこの理由をあげていた。第 2 位、第 3 位の項目はほぼ同じ項目で、あまり差が
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見られなかった。 
 また、「保育士として働くことに不安を感じる」（39.4％）と 30 歳代（42.4％）と 40 歳代（40 .6％）

が、「職員間の分担や連携のあり方を理解したいため」という理由を多くあげていた。他の群と比べ

て職場の人間関係を築くことに着目していることが示唆された。30 歳代以上の群は、「子どもの生

活や遊びに対する援助を学びたいため」という理由を多くあげていた。具体的な援助内容や方法を

学びたいといった姿勢がうかがえた。 
 
５．内定先に関する分析 

（１）性別による比較 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
図表 2-2-39「保育職への内定の有無」と「性別」との比較 

 
 男女ともに回答者の 26％が、内定先が決まっており、約 7 割が内定先が決まっていない状況であ

った。男女とも同様の傾向であった。 

 

 

 

 

 

内定している

26%

内定していない

73%

無回答

1%

(n=984） 

内定している

26%

内定していない

70%

無回答

4%

(n=97） 

⼥性 

男性 

─ 84 ─



- 85 - 
 

（２）内定した保育現場の種別と内定先の選定で重視したこととの関連 

 

    内定した保育

種別 

 

重視したこと 

認可保育所 

(n=117) 
認定こども園 

(n=28) 

保育所以外の 

児童福祉施設 

(n=25) 
小規模保育事業 

(n=20) 

子どもとの関わり喜び 2 （1.7％） 2 （7.1％） 4 （16％） 0 （0％） 

経験の活用 0 （0％） 1 （3.6％） 1 （4％） 0 （0％） 

ワークライフバランス 15 （12.8％） 4 （14.3％） 3 （12％） 3 （15％） 

運営・理念方針 22 （18.8％） 4 （14.3％） 0 （0％） 2 （10％） 

業務内容 7 （6％） 5 （17.9％） 2 （8％） 4 （20％） 

継続雇用 27 （23.0％） 7 （25.0％） 4 （16％） 5 （25％） 

人間関係 13 （11.1％） 7 （25.0％） 1 （4％） 1 （4％） 

教育・研修環境 1 （0.9％） 1 （3.6％） 1 （4％） 0 （0％） 

建物設備 4 （3.4％） 1 （3.6％） 0 （0％） 0 （0％） 

通勤アクセス 22 （18.8％） 8 （28.6％） 2 （8％） 4 （20％） 

知人の勧誘 4 （3.4％） 1 （3.6％） 0 （0％） 1 （4％） 

給与 14 （12.0％） 3 （10.7％） 0 （0％） 0 （0％） 

福利厚生 13 （11.1％） 1 （3.6％） 1 （4％） 0 （0％） 

その他 9 （7.7％） 1 （3.6％） 2 （8％） 3 （15％） 

    図表 2-2-40 「内定した保育現場の種別」と「内定先の選定で重視したこと」との関連 

 

 内定した回答者のうち、保育現場種別の上位４施設・事業所に内定した回答者における選定にお

いて重視したことの分布を示した。 

 「継続雇用」はどの保育現場種別でも重視していた。認定こども園に内定していた回答者は、「通

勤アクセス」を重視した割合（28.6％）が最も多かった。認可保育所に内定して回答者は、「通勤ア

クセス」（18.8％）と共に、「運営・理念方針」（18.8％）も重視した割合が高かった。 
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  認可保育所 認定こども園 
保育所以外の 
児童福祉施設 

小規模保育 

1 位 継続雇用 通勤アクセス 
継続雇用 

継続雇用 
子どもとの関わり喜び 

2 位 
通勤アクセス 継続雇用 

ワークライフバランス 
通勤アクセス 

運営・理念方針 人間関係 業務内容 

図表 2-2-41「内定した保育現場の種別」と「内定先の選定で重視したこと」(上位２位まで)との関連 
 

 「通勤・アクセス」は保育所以外の児童福祉施設を除く施設・事業では、共通の上位項目であっ

た。保育所以外の児童福祉施設は、「子どもとの関わる喜び」、「ワークライフバランス」が上位であ

り、他の保育現場種別とは異なる傾向であった。 

 

 

Ⅳ．総合考察 

 

１．「保育士として就業する意思」について 
 保育士として就業する意思について、84.1％の者が就業する意思を持っていることが明らかにな

った。多くの保育士試験合格者は、資格取得のみを考えて受験したのではなく、保育士としての就

業を視野に入れて受験したことがわかる。就業の理由としては、「子どもと関わる仕事がしたい」が

最も多かったが、次に多かったのは「現在『保育補助』をしていて資格が必要となった」、という者

であった。「保育補助」の内容について、今回の調査で把握することはできなかったが、「保育補助」

している者の中には、子育て支援員等の講習を受けた者が含まれていることも予想されるなど、保

育や子育てに関心の高い者がいる可能性が高い。今後「保育補助」の実態をより詳細に調査するこ

とは、就業意思が高く、保育実践に意欲的に取り組む保育士を生むことに貢献するのではないかと

考える。 
就業する意思と保育士試験合格者の最終学歴との関係を見ると、最終学歴が高くなるほど就業す

る意思が下がる傾向がみられた。最終卒業校における専攻についての回答から、子どもと関係の無

い学科・専攻の出身者は 74.8％であった。これに保育士試験合格者の 71.9％が現在就業しているこ

とを併せて考えると、4 年制大学以上の出身者は、子どもや保育とは関係の無い、自身の職業上の

専門性に沿って現在働いていることが予想される。そのため最終学歴の高い者ほど就業する意思が

低くなることに繋がっていると考えられる。言い換えれば、最終学齢の高い者は、転職をして保育

士として就業する意思が、他と比較して低い傾向があると思われる。 
また、就業する意思のない者は、その理由を保育士に関する経験や知識がないことから生じる不

安とする者は少なく、最も多い理由は「現職を辞める予定がない」、というものであった。給与が低

いことを理由にあげる者は 14.3％であり、就業しない理由として高いものではなかった。このこと

から、一般的な保育士の低賃金イメージは、必ずしも保育士としての就業を阻害しているものでは

ないことがわかる。この点については、保育士就業意欲を持つ非就業の潜在保育士に対して、保育
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士として働く上で最も重要だと考えることについて調べた研究１）において紹介された、「重要なこ

との上位 3 位までに“金銭的報酬が高いこと”を選択しなかった者が約 8 割」という結果との関連が

うかがえる。 
  
２．「保育士として働く場合に求める条件や重視する点」について 
 保育士として働く場合に求める条件や重視する点は、「仕事量が適正」「休暇が保障」等、勤務環

境や職場環境に関する項目を選択する者が多く、「給与等」を重視する者は 38.5％と、半数に満た

なかった。また、希望する年収として最も多かったのが 200 万円～300 万円の範囲で、これは国税

庁が示した、１年を通じて勤務した給与所得者の１人当たりの平均給与、432 万円注２）と比べると

明らかに低い。保育士試験合格者の年齢の多くを占めるのが 30 歳～50 歳代であること、配偶者が

いる者が約 7 割であることを踏まえると、自分一人で高い経済的な報酬を得ることを求める必要性

がないことも予想されるが、適度な仕事量の中で得られる現実的な年収を想定して回答したという

側面もあると考えられる。 
 また、「家事や子育て、介護に理解ある職場」を求める者も約 6 割おり、この点も保育士試験合格 
者の年齢を考えたとき、子育てや介護の時期と重なっている可能性が高く、就業支援を行う際に考

慮すべき点の一つといえるだろう。 
 
３．「保育士として働きたい職場」について 
 保育士として働く場は、認可保育所が 65.5％と最も多かったが、それに次ぐのが、小規模保育所、 
事業所内保育所といった地域型保育事業や、保育所以外の児童福祉施設に関わる現場であった。指

定保育士養成施設を卒業した者がこれらの現場に就職するケースが少ない３）ことを鑑みると、保育

士試験合格者の就職支援を行う際、地域型保育事業の領域や保育所以外の児童福祉施設を意識した

支援を行うことに意味があるといえるだろう。 
 また、子どもの関係のある学科を卒業した者の方が、そうでない者に比べて保育所以外の児童福

祉施設を希望する傾向がみられた。これは、子どもに関係のある学科の場合、保育士の職務内容の

多様性について学ぶ機会が保障されている可能性が高く、このことが関係しているのではないかと

考えられる。 
 
４．「保育士試験を受験した動機について」 
 保育士試験を受験した動機については、「子どもと接することが好きだった」「保育士に興味があ

ったから」が上位であるが、「いつか役に立つかもしれない」という回答が半数近くあった。特に、

保育士として就業する意思がない者に限ると、この回答が最上位であった。現時点では就業する意

思はないが、いつか就業するかもしれないという部分を含んでいるということでもあり、この点は

就職支援を行うタイミングの難しさを示しているともいえよう。 
 また、「子育て経験を生かせるから」という回答は、全体の 42.6％であったが、男女別に見ると、 
女性が 45.8％であるのに対し、男性は 9.3％である。子育て行為が経験として生かせる営みである

という認識が男女間で明らかに違いがあることがわかるが、家庭における子育ての中心が女性であ

ることをうかがわせる結果でもある。 
 
５．保育士として働く場合の不安について 
 保育士として働く場合に何らかの不安を感じる者は全体の三分の二程度であったが、その不安の

理由として最も多かったのは「労働条件、労働環境」で、「保育・子育て・実習等の経験の不足」を

上回っていた。先に保育士として働く場合に求める条件や重視する点において、勤務環境や職場環

境を重視する傾向があることを述べたが、その結果と、不安の理由についての回答結果は関連が深
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いと考えられる。また、不安の低い者の方が、保育士試験を受験した動機について「子育て経験を

生かせると思ったから」「無資格で保育所（園）等で働いており資格が必要になった（ほしくなった）

から」をあげる傾向がみられた。併せて「就業経験の有無」と不安の関係をみると、就業経験があ

る者の方が不安が低く、なかでも保育現場での就業経験がある者が最も不安が低かった。このこと

から、子どもと関わった経験が不安と関連があることがうかがえる。 
 また、「小学生と未就学の子ども」をもつ者の不安が相対的に高いことがわかり、子育て期の試験

合格者が保育士として就業する上で、子育て支援の視点からのサポートが必要なこともわかる。 
 
６．「保育士として働くときに、学ぶ必要があると思うこと」について 
 「保育士として働くときに、学ぶ必要があると思うこと」については、「障害のある子どもへの支 
援」「保育や子育てに関する保育事情」等の、保育士しての業務の中でもより高い専門性が求められ

る項目が最上位であった。その他、半数以上の者が、保育実技や保育の方法（環境構成・指導計画

の作成等）に関わる項目について学ぶ必要を感じており、保育士試験合格者が保育士として就職す

る前に、実習、研修等の機会を保障し、これらの不安の低減を図ることの必要性が示唆される。 
 
７．「保育現場における実習や研修」について 
 回答者の約 7 割が実習や研修を必要と考えており、希望する場所は認可保育所が約 7 割と最上位 
であった。先に、保育士として働きたい場所として、地域型保育事業の領域や保育所以外の児童

福祉施設を希望する者が少なくないと述べたが、実習や研修に関しては、多くが認可保育所を望ん

でいた。認可保育所における実習や研修の内容として、「保育士試験合格者がどのような内容を望ん

でいるのか」、本調査における試験保育士（第３部Ⅰ）のインタビューからは示唆がえられていると

こではあるが、今後詳細な調査の必要があるだろう。年齢別にみると、30 歳代以下に比べて 40 歳

代以上の方が、実習や研修の必要性を感じている者が多く、75％を超えていた。全体的に「保育士

として働くことへの不安」が高い者の方が、実習や研修の必要性を感じているが、40 歳代以上は、

体力面で不安感じている者が 30 歳代以下に比べて多く、この点が実習や研修の必要性と繋がって

いると考えられる。 
また、実習や研修を必要と考える理由としては、「経験が無く不安」「保育士としての業務内容を

理解したい」等が上位の回答であり、保育実技や子どもの発達過程等、保育実践に直接的に結びつ

く内容については、相対的に下位であった。保育所や保育士の業務の概要を把握することを求めて

いる傾向は、希望する実習、研修期間に関する回答からもうかがうことができる。約半数が 2 週間

未満を望んでいるが、養成校における保育所実習が、保育実習Ⅱ（選択必修科目）を含めれば 4 週

間確保され、指導計画立案等、具体的な保育実践まで想定した実習内容になっていることを踏まえ

ると、保育士試験合格者が望む実習や研修と、養成校における保育実習を同様のものと捉えるべき

かも検討する必要がある。本調査における試験保育士インタビュー（第３部Ⅰ）からは、示唆をえ

られている内容もあるが、今後更なる調査が必要である。 
 
８．「保育士として実際に働くための就業支援」について 
 就業支援として求める項目として、「保育の知識や技術を習得できる講座」では「必要である」

56.3％、「やや必要である」28.4％とあわせて、84.7％がその必要性を感じている。また、実習や研

修が必要だと思う理由として、知識や技術の獲得に関連する「保育記録の作成方法を学びたい」

（34.2％）、「指導計画などの保育計画を理解したい」（33.8％）、「音楽や身体活動などの保育技術を

習得したい」（27.4％）、「子どもの発達過程を学びたい」（24.7％）は 3 割程度であった。このよう

なことから、保育の知識や技術の獲得の必要性を認識はしているものの、これらを獲得する方法と

しては講座形式が望まれていると思われる。他方、就業予定の園での職場体験を望む者は半数近く
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おり、就業予定の園において、職場に慣れるための一定期間が確保されていることを望む傾向があ

ることがわかる。 
 また、「やや必要である」を加えると 77.1％が就職後も相談できる窓口や機関があることを望ん

でいた。養成校を卒業した保育士には、出身の養成校という就職後も相談できる機関があるのに対

し、試験合格者にはそれがない。今後、保育士試験合格者にとっての相談先の確保について検討を

進める必要があるだろう。 
 
９．「内定先」について 
 保育士試験に合格した時点で、すでに内定先の現場がある者は四分の一であり、そのうちの約４

割が認可保育所への内定であった。内定先の選定の際重視したことについて、認可保育所に内定し

ている者は、運営方針や給与を重視していた。これは、保育士試験合格者が働く場合に条件とする

こと、重視することに対する回答結果とは異なった傾向であり、その理由についてさらに調査する

必要があると思われる。 
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第３部 保育士資格の新規取得者が保育の担い手として定着するための必要な方策の研究 
（聴き取り調査） 

 
本調査は、保育士資格の新規取得者が保育の担い手として定着するために必要な方策について示唆

を得るため、①試験で保育士資格を取得した保育士、②保育士養成校で保育士資格を取得した保育士、

③試験で保育士資格を取得した保育士を採用した経験がある施設の施設長等および保育団体、を対象

としたインタビュー調査を実施した。なお、以下では、保育士試験に合格して保育士資格を取得した

保育士を「試験保育士」、指定保育士養成施設において必要な科目を履修し卒業することにより保育

士資格を取得した保育士を「養成校保育士」と表記する。 
 
Ⅰ．試験で保育士資格を取得した保育士へのインタビュー 
 
１．研究の目的 

 保育士資格取得者が保育の担い手として定着するために必要な方策について示唆を得るため、試験

で保育士資格を取得し、保育所等に保育士として就業している者を対象としたインタビュー調査を実

施することとした。本調査を通じて、試験による資格取得者の就業や継続に関して課題になっている

ことを明らかにし、就業及び継続意欲や資質向上のための方策を提案する。 
 
２．研究方法 

（１）調査対象 
 試験で保育士資格を取得し、保育所等に保育士として就業している者を対象としたインタビュー調

査を実施した。調査対象は、現在（2019 年 3 月）、保育所等に保育士として就業している 27 名、全

員女性である。 
 
（２）調査方法 

調査時期は、平成 30 年 10 月～平成 31 年 1 月である。対象者には、個人の属性等が分かるように、

インタビュー前にフェイスシートを記入してもらった。インタビューは、質問項目を設定し、それら

の質問について答えていただく構造化インタビューを 2～4 名でのグループ形式で実施した。質問項

目は以下の 9 点である。 
 ・保育士資格取得を希望した理由 
・試験で保育士資格を取得することにした理由 
・保育現場の就業先を決める（就活）プロセス（保育士資格取得後） 

 ・就業前に不安に感じていたこと（保育士資格取得後） 
・就業前に受けた支援（保育士資格取得後） 
・就業前に受けたかった支援（保育士資格取得後） 

 ・就業後に不安に感じていたこと（保育士資格取得後） 
・就業後に受けたかった支援（保育士資格取得後） 

 ・就業を継続するために必要だと感じていること 
 
（３）倫理的配慮 
 インタビュー開始前に、研究の目的と意義、研究方法、研究への参加協力の自由意志と拒否権、研

究結果の公表方法、研究に関する質問、意見の連絡方法について依頼書に基づき口頭で説明を行い、

同意を得た。 
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３．結果 
 
 インタビュー調査を分析した結果、保育士資格を取得する前の経験から、27 名の対象者を 4 つに

分類することができた。4 つの分類は、以下の通りである。なお、ここでの「子どもと関係のある専

攻」とは、保育士養成校ではなく幼稚園教諭一種もしくは二種を取得できる専攻のことをさす。 
 
分類①「子どもと関係ない専攻」卒業・無資格での保育所就業後に保育士資格を取得した者 
分類②「子どもと関係ない専攻」卒業・保育士資格取得後に保育所に就業した者 
分類③「子どもと関係ある専攻」卒業・幼稚園での就業経験がある者 
分類④「子どもと関係ある専攻」を在学中に保育士資格を取得した者 

 
インタビュー調査を分析した結果を個人ごとに以下に示す。分析して生成されたカテゴリーの一覧

は図表 3-1-1 の通りである。 
図表 3-1-1 試験保育士インタビューにおいて生成されたカテゴリーと語りの例 
質問

項目 カテゴリー 要約 語りの例 

保
育
士
資
格
取
得
を
希
望
し
た
理
由 

子どもと接することが好

き 
子どもが好きで、子どもがいる世

界の中に身を置きたい 

もう純粋に赤ちゃんが好きっていう。小さな人たちのそ

ばにいることができることって、どんなことかなって考

えたときに、この職業がいいのかなというか、そう、自

分の身をその世界の中に置きたい、みたいなところがあ

って。 

保育士に興味 
子どもを預けた保育園で保育士

と触れ合うことをきっかけに興

味を持つ 

自分が、息子が 3 人いるので保育預けていたんですね。

なので、息子もすごい保育園好きだったし、私もやっぱ

り先生たち大好きだったので。 

保育士への転職を考えた 他の仕事に就業中、転職を考える 4 年大を卒業して、普通の仕事をしていたんですけど、

転職をちょっと考えていて。 

職業選択の幅を広げる 職場復帰をしたときの選択肢を

広げたい 

結婚、出産を機に退職して、その後、家庭に入ってる間

に学び直しをして、後々、職場復帰をしたときの選択肢

を広げておきたいっていうこともあって、資格取得を目

指しました。 

就職に困らない 保育士資格があったほうが生き

延びていけると思う 

どうしようかなってなったときに、やっぱり幼稚園と小

学校だけだとこれからは保育士があったほうが今後た

ぶん生き延びていけるだろうと思って。 
長く続けられる職業 長く続けられる仕事 仕事し続けられるものって考えて。 

生計を立てるため 
仕事をしていなかったが、離婚に

よって子どもと生活をしていく

必要が生じる 

すごく明確な理由があって、自分子どもがいるんですけ

れども、当時結婚していたんですが、ちょっと離婚の危

機を迎えて、実際に離婚したんですけれども、そのため

に絶対仕事をしなければ、仕事してなかったので。 
いつか役立つかもしれ 
ない 資格があると役立つ 資格を持っていたら役立つかなと思って。 

保育士資格なら取れるか

もしれない 
知識が少しあったため、資格取得

しやすそうだと感じる 

身近なことだったので、資格を取りやすかったという

か、知っている知識もあったので、手に取りやすい資格

だったので勉強を始めて取りました。 
子育て経験を生かせる 子育ての経験が生かせる 子育ての経験も生かせたりとか。 

新しいことへの挑戦 
我が子の頑張りに触発されて、自

分も何か新しいことに挑戦して

みたい 

うちの子が高校生になって海外留学していたので、あの

子が頑張っているんなら、自分も何か頑張って取ってみ

ようかなと、「取ってみようかな」っていうか、「何か頑

張りたいな」という気持ちがあって。 

保育の学びなおし 
幼稚園での保育実践を通して自

分の力不足を感じ、保育について

学びなおしたいと感じる 

私は大学を卒業した後、幼稚園教諭として私立幼稚園に

勤務しておりました。勤務してる間に、やっぱり座学で

在学中に学んでいたことと、実際、保育中にいろいろな

ことがありますので、自分の経験不足、力不足、知識不

足をちょっと痛感しまして、もう一度、学び直したいっ

ていう気持ちがあり。 
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保育の奥深さとやりがい 
子どもと関わっていると、仕事な

のに心から笑える瞬間があり、保

育のやりがいを感じる 

仕事なのに素で笑える瞬間があるというか、子どもたち

が常に良くも悪くも 100 パーセントで、それに思わず

ふって笑ってしまう瞬間があって、今まで仕事をしてき

て、そういうことがなかったんですよね。達成感とかは

あったんですけど。本当に面白くて、仕事中にこんなに

笑うっていうのがなくて。 
自分自身が成長できる 
職業 自分自身が成長できる職業 自分も成長できる職業なのかなと思って。 

保育者として専門的な視

野が広がる 

正規職員になることで保育者と

しての専門的な視野が広がる 

すごくいろいろ考えるじゃないですか、先々のことを考

えたりとか、この子具合が悪いから早く寝かせてあげよ

うとか、外で遊んでたら、早く入れてあげなきゃねとか、

そういう部分も見ていかなきゃいけないし、周りの大人

とのコミュニケーションも取ってかなきゃいけないし、

なんかすごくもっと正職になったらいろいろ見えてく

る部分ももちろんあって。 

教育・保育で社会貢献 
サスティナブルな社会の実現を

目指して、教育・保育の現場で貢

献したい 

大学時代はデザインとかを学んでたんですけど、それで

デザインでできることとかも大学時代に勉強してきて、

サスティナブルデザインっていうところで専門に勉強

してたんですけど、じゃあサスティナブルな社会って何

だろうっていうことで考えてて、一番ってやっぱり教育

なんじゃないかなっていうふうに思うところもあって、

で、保育士の資格を取って、新たなところで働いて、社

会貢献できたらいいなっていうふうに考えて取りまし

た。 

友人からのアドバイス 保育士資格を取得した友人から

話を聞く 
友達が保育士資格を受けて取得した方がたまたまいた

ので、その方にお話を聞いたりして。 

身内が保育士 母親が保育士のため保育士を身

近に感じている 

うちの家族の者が、母も保育士をしているので、自分の

保育士という仕事に対してものすごく身近なものに感

じていて。 

無資格で働いていて資格

がほしくなった 
子育て経験レベルで話すことに

問題を感じ、資格がほしくなった 

これはちょっと近所のおばさんが子育て経験があるレ

ベルでお伝えしてはいけないなと思って、そこからじゃ

あ挑戦してみようかなと思ったので、かなり 40 歳ぐら

いで挑戦することに決めました。 

格差を感じた 
無資格だと責任のある仕事を持

たせてもらえず、悔しい思いをし

た 

「無資格でいいよ」って言ってくれた幼稚園とかに働か

せてもらってフリーで働いていたんですけど、やっぱり

玄関に立ってはいけないとか、自分が子どもを見ていた

のにけがしたとか何かあったときに保護者に直接伝え

られない。先生、正職に話をして、その仲立ちになった

先生が保護者に説明するみたいな感じだからうまく伝

わっていなかったりもあるし。なので、それが直接言え

ないのが、その無資格だけが関係なのかって思うと悔し

い気持ちとかもあったりとかして資格を取ろうと思い

ました。 
       

試
験
で
資
格
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働きながら勉強して資格

を取得 

すでに保育所で非常勤として働

いていたので、働きながら勉強し

て資格を取りたい 

私は、非常勤で働きながら、なんかやっぱり働きながら

取れるっていう。なんか学校に行くっていう考えは全然

なくて、勉強しながら、働きながら、なんか取れるかな

っていう気持ちで。独学っていうか。 

自分のペースで勉強して

資格を取得 
今の生活を何も変えることなく、

資格取得のための勉強ができる 
今の生活が何も変わることなく、やりたいことに向かえ

るっていう選択肢がそこだったかなと思います。 

子育てしながら資格を 
取得 

子育て中だったため学校に通っ

て勉強するゆとりがない 
子育て中だったっていうのが一番大きいです。通って、

勉学するゆとりがない。 

家庭との両立 
誰にも内緒で資格取得を目指し

たため、家族に迷惑をかけずに資

格取得の勉強をしたい 

私、誰にも内緒で取り始めたので、家族にも内緒で取り

始めたので、＜中略＞まさか皆仕事を辞めて保育士にな

る、なんて誰も思っていなくて。だったので、誰にも迷

惑を掛けずに、私がやりたいことをやるっていう選択肢

がそこだったかなっていう感じ。 
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学校への通学の困難さ 子どもがいたので学校に通うの

は難しい 

子どもがいたので、外に出れないなと思ったので。学校、

通うのも調べたんですけど、やっぱり今の子どもがいる

状況ではちょっと無理だなと思ったので、ちょっと自分

の家で勉強をして取ってみようということで、やはり試

験にしました。 
学費を節約 お金の問題 お金の問題もあるし。 

取得までの期間の短さ 最短だと 1 年で取得できる可能

性がある 

私が取ろうと思った時がもう 6 月ぐらいで、養成校だと

3 年ぐらいかかる。頑張れば 1 年でも取れるっていうの

が魅力のところだったので、そちらを選びました。 

年齢 年齢 年齢的にもう 1 回学校に通うっていう年齢ではなかっ

た。 
就学する必要性を感じ 
ない 

既に海外の養成校で実習を経験

している （海外の養成校で）もう実習も全部やりましたし。 

就学するのは面倒 学校へ通うことは面倒 ちょっと学校行くの面倒くさいなと思って。 

 
免除科目があった 試験で免除される科目がある 

私は学生時代に幼稚園教員になる資格を持っていたの

で、幼稚園教員の資格があると免除される科目が幾つか

ありまして、保育・福祉の分野の単位、科目を受験すれ

ば、実技も免除というところが大きくて。 

マークシート化 試験がマークシート化された 

全部、記述のときに一度、受けて、これは歯が立たない

と思って、そのときに 1 回、諦めたんです。そのときは

多分、免除もすごく少なくて、ほぼ全部、同じように筆

記試験を受けなければいけなかったので。そこから数年

たって、またちょっと思い返してみたときに「あ、少し

ハードルが下がったな」と。マークシートで、免除も少

し増えていて、これならいけるかもと思って再チャレン

ジしたっていう形で。 

大学在学中に取得したい 大学在学中に資格を取得したい 

大学出てからあらためて専門学校に行こうっていう発

想は本当、ゼロで、大学に行きながら試験、頑張って 2
年で何とか取れば、大学行きながら、本当、授業の延長

線上じゃないんだけど、＜中略＞大学生活の中で取れる

なら、それが一番だなと思って。 

大学の学習の延長線 試験科目に大学での学習と共通

するものがある 

大学でやってることに近い内容も、発達心理学とか、あ

ったので、「ここの科目は大丈夫なのかな」みたいな安

心感は何個かはあったので、それもあって、安心があっ

たのかなと思います。 

在学中の学校の方針 在学中の学校の方針 在学中であったので、同時並行して、取るってなるとや

っぱり国家試験のほうかな。 

先輩からのアドバイス 先輩から在学中に試験で保育士

資格を取得する人が多いと聞く 

先輩の方たちから「試験で取れるから、卒業生で保育士

資格を持ってる人はすごく多い」っていうのは聞いてい

たので、気持ちが固まった部分もあって。 

友人からのアドバイス 保育士資格を試験で取得したマ

マ友からアドバイスを受ける 
ママ友で国家試験を受けた人がいて、その人のアドバイ

スで受けることにした。 

周囲の経験者の存在 
周りに試験で保育士資格を取得

した人がいて、自分にもできると

感じる 

先輩たちのことも見てたので、きっと取れる、勉強すれ

ば取れるんだろうっていう、何となく、安心感とかも少

しあったので、あんまりそれ以外の選択肢がなかったで

すね。 

勤務先に試験保育士がい

た 
勤務先の園に保育士試験を受け

る人が複数いた 
そこの園が、他に働いてるパートの先生とかでも保育士

資格を試験で取るっていう先生が何名かいて。 

勤務先が試験料支出 勤務先の園が保育士試験の受験

料を 2 回まで支出してくれる 

会社自体も、2 回目かな、までは保育士試験の受験料を。

＜中略＞やはりサポートがすごいあったので、そのサポ

ートを受けつつ、あと社長たちからの適度なプレッシャ

ーを受けながら、なので自分に負けずに勉強もできて。 
       

就
職
活
動
の 

プ

ロ
セ
ス 

就職セミナー参加 就職セミナーに出向く 私も就職セミナーに出向いて見つけたんですけれども。 
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ハローワークで情報収集 ハローワークで情報収集する 職安？今でいうハローワークに行って、何気なくパラパ

ラ見てたら出会ったというか。 

市の広報で情報収集 区の広報で保育所のパート職員

募集を知り応募する 

広報に募集が出てたので。区の広報に。あ、もうこれは

やるしかないと思って、申し込んだら、あっという間に。

なんか、資格があるだけで、何の経験もないし、落ちる

だろうなと思ったら、次の日には即電話だったので、ほ

んと人がいないんだなと思いました。 
新聞広告 新聞を見ていて見つける ある日新聞を見ていたら。 

誘われた施設に 知人が運営している園に誘われ

る 

知り合いが保育園を運営していて、資格を取ったらおい

でっていうふうに言ってもらっていたので、取ったら、

すぐそこっていう感じでした。 

知人の紹介 知人に園を紹介される 
派遣で出会ったベテランの保育士さんがいらっしゃい

まして、もうリタイアされた方なんですけど、その方が、

「人を探してるから、よかったらどう？」っていう。 

 
 
友人の紹介 

保育士の友人と保育観について

話すうちに、友人の勤める園が良

いのではと紹介される 

たまたま保育士をしている友人とちょっと話す機会が

あって＜中略＞保育観についてすごいいろいろ話して

いるうちに「それ、うちの園が近いかもしれない」って

いうふうに、友人が自分が勤めている法人を紹介してく

れて。 

派遣会社の紹介 派遣会社に登録し、園を紹介され

る 

自分の条件と、どの園がいいんだろうというのが、どう

やって就職活動をしていいんだろうと思って、ちょっと

どこで募集してるかとかを 1 個 1 個、探すよりは、もう

派遣会社に登録して。急いでもいなかったっていうのも

あるんですけど、そこで、ほんとに自分のちょうどいい

というか、働けそうなところがあったら紹介していただ

こうという感じで。 
紹介会社のチラシを見て 仕事紹介会社のチラシを見る ○○です、そのチラシを見て。 

求人サイトで情報収集 求人サイトをみて情報収集 求人のホームページを見て、そこから自分に合うという

か。 

新規園の求人募集を知る 新しくできた保育園が求人募集

していることを知る 

新しくできたばっかりの保育園があったので、そこが募

集してることは前から知っていて、建設途中から知って

たので、友達も情報くれたりとかして、貼り紙を実際見

に行って電話かけてっていう経緯でした。 

求人のあった園に見学 求人があった園に見学に行く 求人誌みたいな、広告みたいなものに載ってた 2 つの園

を見学に行って。 

大学に求人のあった園を

見学 
大学に求人が来ていた園を見て

回る 大学に求人が来てた園をいろいろ回ってたんですけど。 

知人の保育士から情報取

集 
アルバイト先の保育士から情報

を得る 

アルバイトしてた先も公立の保育園だったので、そこ

で、そこの先生たちから自治体の試験の情報とかもくれ

たっていうのもあって、「じゃあやっぱりここを受けて

みようかな」みたいな気持ちになったかな。 
通いやすさ 自宅から近くて通勤しやすい 家近いといろんな面でいいかなって思って。 

保育理念に共感 園の保育理念、保育内容に共感す

る 

私がやりたい感じで子どもたちを見れるのかなってい

うふうに思ったのでこちらに就職しようと決めたって

いう感じです。 

じっくり園を選びたい 資格取得後に急いで就職するよ

り、ゆっくり園を探したい 

家の中で「どうしようかな。何かないかな」みたいなの

は探していたけれど、でも今すぐにどうこう、もなかっ

たし、っていう感じかな。＜中略＞それこそ家族の事情

もあったりとかで、自分がまだちょっと自由でいたいと

いうか、あまりとらわれてない状態でいたい時期が、夏

ぐらいに、ちょっとあったので、そこらまでゆっくり探

そうかな、ぐらいの感じで。 

子どもの生活圏を中心に

探す 
子どもが通う小学校の校区界隈

で園を探す 

子どもの小学校どういうところで生活するかなってい

うイメージをしたら、あまり幼稚園時代とお友達関係

が、私自身変わるのも嫌だったので、多分校区で言った

らこの小学校になるだろう。そこを中心に考えていっ

て。 
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自分が成長できる環境 自分の興味のあることが学べそ

うな園に勤めたい 

認可外の保育園になるんですけど、そこが音楽保育園を

うたっていて、リトミックだったり音楽の教育をすごい

しっかりしてるところで、音楽、もともと好きなので、

そういうところで学んでみたいっていうところから。 

保育者や園の雰囲気 保育者や園の雰囲気で決める 働いている方の雰囲気とか、園の雰囲気とかが全然違く

て、それで、その雰囲気で決めてしまった。 

子育て経験を認められる 
0 歳児を安心して任せられる人

が少ないという話を聞き、子育て

経験が活かせると感じる 

ゼロのお部屋の、そこの保育園長先生とか理事長の話の

中では、ゼロを安心して任せられる人ってそんなにたく

さんいないっていう話で、子育て経験があって、安心し

て任せられる人がほしいな、みたいな、そんな口車に乗

ってしまって。 

障がい児に関心 障がい児の担当となり、関わる中

で障がい児の保育に興味を持つ 

重度の障がい児の子が園に入ってきて、その子を任され

たんです、ほんとは正職が見なきゃいけないけど、内々

で、「フリーのあなたが見て」みたいな感じで。保護者

と面談とかするのは正職みたいな感じで。1 年間、その

子を見てたんですけど。部屋を飛び出しちゃうとか、そ

ういう子なんですけど、その時にすごくかわいくって、

障がい児も見たいなと思って。 
福利厚生等の待遇 福利厚生等の待遇を考慮する いろいろ福利厚生ですとか。 

園探しの困難さ 求人がある園がどこがよいか分

からない 
何をどういうふうに精査して、区別して見ていったらい

いのかが全然分からなくて。 

働きながら就活する困難

さ 
働きながら自分で就職活動する

のは難しく、園を見つけられない 

働きながらやっぱり就職活動ってすごく難しくって、自

分で動いてみたんですけど、なかなか見つけられなかっ

たので。 

待遇を考慮し公立を希望 長く働き続けるため待遇を考慮

し、公立園を希望する 

じゃあどういう場所で働こうってなったときに、なるべ

く長く続けたい、なるべく長くできるのはって考えたと

きに公立だって思って。たぶん公立ならシフトとか守ら

れてる感じ、自分たちも守られてるいい環境の中で働け

るんじゃないかっていうのもあって。今後結婚したり出

産したりしても産休育休が取れる、また復帰できるって

いうのもあって。 

自分が成長できるため公

立を希望 

年齢層がさまざまでベテラン保

育士がいる環境で経験を積みた

いと思い、公立園を希望する 

公設公営のところだとかなり年齢層もさまざまだし、ベ

テランの先生方もいらっしゃったので、こういう環境に

最初いた方が、＜中略＞支えてもらえる、じゃないんだ

けど、安心して働けるところに行きたいなっていうのが

あって、それもあって、公立にこだわった部分はありま

した。 

資格取得見込みでもよい

ことが後押しに 
資格取得見込みでも構わないと

いう点が後押しになる 

今、保育士の試験を頑張って取ってるけど、もしかした

ら落ちるかもしれないし、資格も取れないけどって言っ

たら、「見込みの人でも OK だ」って言うから、じゃあ、

今のところを辞めて、もう少し障害児とかを勉強したい

なと思って、受かって、4 月から、その支援センターで

働いてるっていう感じです。 

資格取得後も就業継続 資格取得前から勤務していた園

で資格取得後も継続して働く 

今年の 8 月に私は資格を取ったんですが、その前の 4 月

から正社員として働かせてもらって、資格を取って保育

士として、また登録し直してという形で、今の職場で。 
       

就
業
前
の
不
安 

正規職員としての責任 正職職員としてすべてを任され

ることに不安を感じる 

そこに突然、正規でぽんって飛び込んで、「はい、じゃ

あ、今日からこれ、全部やってください」っていうのは

やっぱ不安でした。 

担任を持つこと 
集団に対して関わった経験がな

いため、担任をもつことに不安を

感じる 

子育て経験はあるから、子ども 1 対 1 の対応はできる

だろうと。ただ、集団に対しての対応っていうのが経験

が一切ないので、それをやれって、担任だって言われて

も、まずできないだろうなっていうのが一番大きいで

す。 

経験不足 保育の現場を見たこともなく、よ

く分からないため不安を感じる 

自分の子どもは育ててはいましたけども、保育の現場っ

ていうのは保育園に通わせてもいなかったので、見たこ

ともなかったし、よく分からなかったので。 
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人間関係 
一緒に働く人と保育観が大きく

違うと働きづらいのでは、と不安

を感じる 

あとはやっぱり人ですね。一緒に働く、結局、保育って

連携を取らないといけないので、例えば保育観があまり

にも違ったりすると働きづらいやろうな、とかそういう

不安は、正職としてなると思ったときにありましたね。 

家庭との両立 家庭と仕事の両立ができるかど

うか不安を感じる 

就業する前に不安だったのは、やっぱ家庭との両立。子

どもがいて、それぞれ小学校だったり中学校だったりっ

ていう、ありますので、そういう家庭の用事と就業の調

整ができるかどうかっていうことが不安で。 

非常勤経験による不安軽

減 
保育所に非常勤で勤務していた

ことが不安軽減につながる 

パートとして入ったときは、何も分からない状態だった

ので、本当に言われていることをやるだけで、でもその

経験が正職として、今 1 年目でやってますけど、すんな

り仕事に入っていけたかな、というのも大きいですね。 

一般職経験による不安軽

減 

会社で若い新入社員と関わって

きた経験があるので、大きな不安

は感じない 

それでも会社ももう本当、毎年、新入社員も入って来て

いたので、(若い人たちと一緒に働くことについては)そ
んなに大変そうだなとも思わなかった。 

保育士としての責任 保育士という肩書や責任に対す

るプレッシャーや緊張を感じる 

今までは補助、保育の補助とかで、補助が付いていたも

のが、さあ保育士ですっていう肩書をちゃんと持って、

でも初めて現場に立つっていうのは、ほんとに不安しか

ないというか。 

 
保育の専門的内容 

保育に関する専門的な内容にな

ると、言葉に詰まる 

世間話はできるんです、保護者の方と。でもやっぱり専

門的なこととかになると、ちょっと言葉が詰まるという

か、一気に私も、「あ、や、あ」みたいな感じになって、

すごく分かりやすくなっちゃって。 

保護者対応 
非正規職員ではなく正規職員に

なった際の保護者との関わり方

に不安を感じる 

今の保護者の方とはちょっと付き合いが長いので、そう

いう部分も笑ってくださるんですけれど、これが果たし

て 4 月に（正規職員に）なったときに新しい保護者の方

と向き合ったら、きっと保護者の方不安で、イライラさ

れるだろうなと思って。 

保育所の生活 保育所の実際の生活や時間配分

についてやや不安を感じる 

幼児との生活では、保育園って時間が長いなっていう、

子どもが集団生活をしている時間が長いなっていうこ

とは理解できてましたので、どういう時間配分になるん

だろうっていう、実際の生活に対する、不安とまではい

かないですけれども、どういうふうにしていったらいい

んだろうっていうところ。 

乳児保育 乳児保育に対して不安を感じる 

乳児に関しては、子育ても未経験ですし、たくさんの乳

児を一度に預かるっていう経験もしてませんので。せい

ぜい自分の兄弟の子どもを 1 週間ぐらい預かるとか、そ

ういうことで、ミルクをあげたりとか、おむつの交換を

したりとか、乳児のぬくもりっていうのは感じてたつも

りではいたんですけれども、果たして 1 対 1 じゃない、

実際、それをどのように自分が学んできたことを大事に

しながらしていくんだろうっていう漠然な不安はあり

ました。 

ピアノの実技経験の少な

さ 
保育に関するピアノの実技経験

がないこことに不安を感じる 

実技面でピアノを弾いたことがなかったので、どの程度

必要になってくるのかなっていうこともあって、弾けた

らほんとにいいんだけれども、今の状況で弾けない中で

の見切り発車のように、資格だけ先に先行してるような

感じもあったので、そうした面でもうちょっと時間を余

裕を持ってできたら良かったなって。 

書類関係 保育関連の書類がよく分からな

い 

やっぱ書類関係とかの、なんか週案とか計算とかの。試

験で勉強は、テキストとかでは出てるけど、これを実際、

就職したらどうするのかなみたいなことが。やってみた

ら、教えていただいてるので、できましたけど、もう最

初が、これが謎の部分というか。 

事務仕事の量 
書類に追われて子どもを見られ

ない園があると聞いて不安を感

じる 

正職としてなる上での不安は、やっぱり書類に追われて

子どもを見る時間がない園とかもある話をよく聞いて

いたので、そういう子どもを見れないような園だったら

どうしようか、とか、そういう不安と。 

保育技術のなさ 
手遊び、わらべ歌、体操など、保

育技術が全くないことに不安を

感じる 

やっぱり、手遊びとか、その辺でやっているわらべ歌と

か、体操とかやってるんですけど、そういう、自分の実

技面、全くないんで。 
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実際の仕事内容 
保育士が実際にどう動き、どんな

仕事をしているのかわからない

ため不安に感じる 

試験ってほんとに、この資格の紙をもらうためだけにや

って、頭詰め込んでだから、実際、実習とかもしてない

し、保育園の先生が実際にどういうふうに動いて、どう

いう仕事をしてるのかっていうのは、保護者としてと

か、なんとなくは分かるけど、実情は分からないから。 

暗黙のルールがあるかも

しれないこと 

保育士内の暗黙のルールがある

かもしれないことに不安を感じ

る 

不安に思ってることというのは、意外と保育士の中の暗

黙のルールみたいなものがあるらしく。 

収入の確保 就職先がなかったら収入が途絶

えて困る 

私、切れ目なく幸いなことに働くことができたんですけ

れども、たまたま働けたんだけれども、よく自分の心を

考えてみると、切れ目なしに働きたい。（就業先がない

と）やはり収入が途絶えてしまうし、将来の不安があっ

て。やっぱり幼稚園のときも、若いときは十分にいただ

いてるかなとは思ったんだけれども、そのときは夢中

で、足りてはいたけれども、よくよく周りを見渡してみ

ると、一般企業に比べて収入が少ないっていうことがあ

った上での、次なかったら困るなっていう思いが強かっ

たっていうのを思い出しました。 
 
 
学歴 高卒を理由に採用を断られ、自分

の学歴で保育士として働いても

いいのかなと不安に感じる 

どこの園も短大卒以上って書いてあったり、書いてなく

ても、お電話して話をすると「すみません」というのが

あったので、そのときは働く直前までは、学歴コンプレ

ックスまではいかないですけど、「高卒だけど、いいの

かな」っていう不安が、働く前は、やっぱりなんかこう

植え付けられちゃったっていうか。 

年齢 若い人たちと一緒にやっていけ

るかなと少し不安を感じる 

私は、ある程度歳がいってから行ったので、若い人たち

と一緒にやって行けるのだろうか、ぐらいの感じだった

かな。 

社会的地位の低さ 

○○大学卒で保育者になることに

対して「もったいない」と言われ、

保育職の社会的な地位の低さを

感じる 

4 大卒で現場に出る、保育の現場に出るっていうことが

あまり身近な人にはいなくて、うちの○○大学でもそん

なに多くはなくって、＜中略＞公立のところにちょっと

だけアルバイトに行ったことがあったんですけど、その

先で「え？ その大学なのに、もったいないね」って（園

の保育士から）言われたことがあって、「でもそういう

認識なんだろうな」と思って、その保育の現場に出る、

大学出たのに現場に出るみたいなのって、そういうふう

に周りから見られるっていうのもある。 

養成校出身者との意識の

ギャップ 

学びの課程が異なる人たちと意

識のギャップがどの程度あるの

かと不安に感じる 

専門学校を出た人と、自分と、意識のギャップがどれく

らいあるものなのかっていうのが分からなくって、＜中

略＞自分が理想としているものがあるから、そこと、実

際出たときに、話が通じなかったり、じゃないけど、基

礎的に持ってるものが違ったらどうしようっていう不

安は、かなり、それがたぶん一番大きくて、私の場合は。 

大学での学びと現場との

ギャップ 

大学で培った保育観や目指した

い保育と実際の保育現場にどの

程度ギャップがあるのかと不安

に感じる 

結構、保育観みたいなことを持って、「こういう保育が

したいよね」「こういう保育がいいよね」っていうのが、

大学の間にかなりあったから、実際の現場に出たとき

に、全然違ったときに、果たして耐えられるのかってい

う不安が一番大きくて、でも現場に出るまで消えること

はなかったですね、その不安は。その不安を持ちながら

就職しました。 

社会復帰への不安 子育てによるブランクが長いた

め社会復帰に不安を感じる 

結婚して、子供を生んだので、12～13、13～14 年、も

う全然、社会と関わりなく。＜中略＞再就職の時に、社

会復帰の不安はあったんですけど。 

フリー採用のため不安な

し 
フリーで責任がなく不安がなか

った 

担任ではなかったので、多分比較的、もう責任のないと

いうか、単純なことをやらせていただいていたので、入

ってすぐに困ったことというのはなくて。 

非常勤採用のため不安な

し 
非常勤で責任がなく不安がなか

った 

最初は非常勤だったので、何かを任せられるわけでもな

かったので、不安はなく、興味っていうか、楽しいとい

う気持ちで過ぎていった感じです。 

海外の保育経験があり不

安なし 

海外で保育の経験があったため、

実技的なことでの不安はなかっ

た 

私の場合はもう海外でそういう一応練習はしてきたの

で、何かそういう実技的なこととか、そういうのに関し

て全く不安みたいなことっていうのは、大体どこの保育

園もやることは一緒だろうなっていう感じだったから、

それは特になかったですけど。 
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出身養成校での相談 
出身養養成校で、卒業後も相談に

乗ってもらったり話を聞いても

らう 

今の公立の試験を受けたりっていうところでは、すごく

大学の先生の力が大きかったなと思うので。まあ私は働

いてたっていうのもあるけど、卒業したり仕事を辞めて

からも、いろいろ相談に乗ってもらったり、いろいろ話

を聞いてくれたりっていう、そういう場とかそういう存

在ってのはすごく大きいなと感じました。 

出身養成校での論文添削

等指導 
出身養成校で論文添削指導を受

ける 

大学の○○先生とかにもいろいろ（公務員試験対策で）論

文見てもらったりとか、面接の相談とかも△△先生にさ

せてもらったりとかして。 

同窓の先輩の話を聞く機

会 

大学の先生が保育現場に出た先

輩の話を聞く機会を作ってくれ

て、それが後押しになる 

うちの大学を出て、公立の保育現場に出た人を、先輩を、

教授通じて紹介してもらって、2 人紹介してもらって、

大学で話を聞く機会を作っていただいて、私ともう 1
人、あと 2 人だったかな、現場に出ようかなって思って

る人たち、「どうですか、実際？」みたいな話を聞きま

した。＜中略＞その話が聞けたことは私にとって大きか

ったかなと思って。＜中略＞不安はあるけど、でも、そ

ういう、同じ人がいる、同じような人がいるのだから、

私も頑張れる、みたいな。 
       

就
業
前
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保育体験の機会 一日保育体験のような機会で園

との相性を肌で感じたい 

保育って、数十分とか、それこそ午前中の 1 時間だけと

かって入っても、実は全体的なものは感じ取れなかった

りするので、「どうぞ見学に来てください」っていうよ

りは、それこそ、「1 日保育士体験みたいなのでどうぞ」

って言われると、また違うかもしれないけれど。＜中略

＞皆が就職するときに求めてるっていうのは、実は、全

然就職セミナーとか、そういうことではない気がして、

本当に「ここの園が自分に合っているのか」っていうの

を肌で感じられる時間が実は一番必要なのかなと。 

就職先での体験実習 
保育士と現場のマッチングのた

めにも就職する前に試せる期間

があるとよかった 

ちょっとお試し期間的なのがあると、すごくいいです

ね、お互いにね。向こうも。マッチングしたらいいです

よね。実習生さんが気に入って正規になる方、多いです

よね。 

救命に関する知識と対処

法の講習等 

乳幼児の救急救命に関する具体

的な対処法などの講習を受けた

かった 

園内研修であったり外部研修であったり、救急救命の講

習が入る前からできてると、乳児だと指で心臓マッサー

ジするとか、そういったことが実際の大人とはやっぱり

かなり違ってきたり、あと喉に詰まらせてしまったりと

かっていったときの対応なんかは、いつ必要になるかが

分からないので。 

書類関係 保育関連の書類について知る機

会があるとよかった 

これも難しいのかもしれないですけど、その不安だった

書類関係のものとかが何か分かるような支援があれば

とは思いますが。思いっ切り個人情報というか、そうい

うものなので、難しいかもしれないんですけど、そうい

う書類関係に、どういうものなのかっていうのが漠然と

でよかったので分かると、もっと安心だったかなとは思

います。 

指導計画の書き方 週・日案の書き方を練習しておけ

ばよかった 

実習みたいなことは全くしてなかったので、週・日案の

書き方一つもそうですけど、指導案というんですかね。

やっといたら良かったなというのはありましたね。 

ピアノの実技・技能を高め

る機会 
保育に関するピアノの実技・技能

を高める機会があるとよかった 

実技面でピアノを弾いたことがなかったので、どの程度

必要になってくるのかなっていうこともあって、弾けた

らほんとにいいんだけれども、今の状況で弾けない中で

の見切り発車のように資格だけ先に先行してるような

感じもあったので、そうした面でもうちょっと時間を余

裕を持ってできたら良かったなって。 

実際の保育内容に関する

情報 

その園の実際の保育内容や保育

方法がわかるような情報が得ら

れるとよかった 

どんな保育をしてるのかっていうところが分かれば、た

ぶん、自分の思いとそんなに違わないところに入って行

けるんだけれど、それが見えないから、入って行って「あ

れ？」って思う人が多くって、そこがそれこそ離職につ

ながっていったりすることもあるのかなって。 
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専門的知識や技術の不足 
工作や遊びなど、いろいろなプロ

グラムなどの引き出しが少ない

ことに不安を感じる 

「引き出しは少ないな」と思いました。実技的な。歌は

あれですけど、工作とか、いろんな子どもへのプログラ

ムっていうか、遊びの幅とかも、自分で思ってたよりも

出て来ないことが多くて、だから、就職してから自分で

いろんなこと調べて、そこから勉強して、何とか日々や

っていく、みたいな。 

経験不足 未経験の仕事をどのように身に

付けていけるか不安を感じる 

一番の不安は、仕事のまだ未経験なところをどうやって

手にしていくかというか、そこですかね。そこが、ちょ

っと調べたりもあるんですけど、どうしても園の先生に

聞かないと分からないみたいなところは、先生を見つけ

て、先生のお時間があるときに聞いてっていうのが、そ

れがなかなか難しいなと思ってます。 

適切な保育方法 園の保育方法が適切なものかど

うか判断がつかず不安に感じる 

これがやり方なんだって言って、慣れていったときに、

これは本当に、その保育園のルールなのか、うちの園の

ルールなのかって比べたときに、それがやっぱりこう、

何が正解か分からなくて。 

暗黙のルール 
保育では、慣習になっていること

や当たり前とされていることが

多いと思われ、疑問を感じる 

慣習になっちゃってるというか、これを、「こうなって

当たり前」みたいなところがすごくある世界だなと、私

は思っていて、「こうあるべき」みたいな、「何々するべ

き」っていうところがすごくあると思うので。＜中略＞

だけど意外と悪気がなくて、もちろん正義でやっている

ので、あれなんですけど、でも、そういうことが少しず

つ積み重なってるんじゃないかなと思うところはある

かな。 

相談できる余裕がない 相談したいことを日々相談でき

る余裕がない 

他の方とのシフトの関係とかで、なんかいろいろ聞きた

いことがあっても、なかなか聞きづらいといいますか、

先生方がワッと動いてる感じといいますか、そこで「ち

ょっと先生、すいません」っていうのをなかなか、聞か

なきゃいけないけど、聞き逃すとか、いつ聞いたらいい

んだろうみたいな、それが結構、今でも不安で。 

相談相手がいない 
試験保育士は同級生等に相談が

できないため、勤務する園の中で

解決しなければならない 

（養成校だと）やっぱり同級生に相談できるっていう面

はありそうですね。試験だとやっぱりそうした、一緒に

頑張ろうみたいなことはないので、今いる園の中で解決

していくっていうのは、大きくなってきますね。 

支援が必要な子どもへの

対応 
発達障害が疑われる子どもへの

対応に不安を感じる 

私は 1 年目のときに、ちょっと発達障害のある子とか、

グレーゾーンの子が入るというかたちで、保育時間、働

くことが多くて、1 年目そういう感じで何もそこの知識

がないまま、どこまでこの子の行動を許していいんだろ

うっていうようなことも、その子それぞれに保育の目

的、目標とかあると思うんですけれども、先生方もなか

なか忙しくて、そういう部分今にも通じるんですけれど

も、どう対応するべきかっていうことをなかなか共有で

きないので。 

子どものトラブルへの対

応 
子ども同士のトラブルへの対応

の仕方がわからず困る 

例えば、子ども同士がけんかをしている場面、どうやっ

て仲裁に入ったらいいかとか、あとそれも年齢別によっ

て、やっぱり 4～5 歳になってくると随分違うと思うし、

子どもの性格によっても違うと思うんですけど、それが

一番困りました。 

最初から担任 1 年目から担任となることに不

安を感じる 

人の入れ替わりもすごく激しい園なので、たまたま最初

に入ったクラスが、私ともう 1 人、新しい先生と、産休

明けてすぐの先生と、保育士としてはベテランなんです

けれども、うちの法人としてはまだ半年っていう先生の

4 人で組んで担任っていう状況になっていて。 

責任者として従事するこ

と 

正規職員として働き始めて短い

期間のうちにリーダーを任され

ることに不安を感じる 

今の保育園が結構若い人が多くって、もう 3 年目にして

リーダー任されちゃって、それで後輩引っ張ってってほ

しいっていうのを園長先生のほうから言われてるんで

すけど、もっと自分も学びたいことあるしっていう不安

が。 
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係を受け持つ 仕事をしつつ、係の仕事もやるこ

とに困難さを感じる 

今 2 年目なんですけど、1 年目のときは係はなしで過ご

させてもらってて、今年、初めての係を持って、他の先

生方はなんかこう何個か掛け持ちで係をしてる状況で

も私は 1 つなんですが、それでもいっぱいいっぱいで。

そういうところも、去年はどうだったかとか、書類がど

こに、「前の年度のを見れば分かるよ」って言うんだけ

ど、その前の年度のがどこにあるのかとか、もう、そう

いうところから 1 個 1 個、手探りでやってるし、やらな

きゃいけないんでしょうけど、そういうところもなかな

か。仕事をしつつ、係の仕事もやるのって大変なんだな

っていう、そういうところが不安というか。 
キャリアのある保育士が

いない 
自分より上のキャリアのある保

育士がいないこと 
上の立場の人が全然いないので、ちょっとそこが不安で

すね。 

教えてもらう機会がない 
先輩保育士にわからないことを

教えてもらえる状況にないこと

を苦しく感じる 

一応、新人 2 人、ベテラン 2 人だったので「この 2 人に

聞いてください」っていう扱いではあったんですけど、

そうはいっても、4 人担任なので、＜中略＞だから、毎

月クラス会議のたびに「あなたたち 2 人はこれができて

ない、あれができてない、これができてないことについ

て、どう思いますか」って言われる、みたいな 1 年で。 

責任の重大さ 
保育経験が浅いうちに一人で一

時保育を任され、役割・責任の重

さに不安を感じる 

私は今、一時保育の担当をしておりまして、一時保育に

専任の先生がいないんですね。パートで回していってい

ます。入ってすぐに、1 人で 4 人を任されたことが 1 日

あって、人数は少ないは少ないんですけども、一時保育

なので毎日が 4 月のような感じで、自分も子どもを育て

てたので、おんぶにだっこで、てんやわんやっていうの

は、慣れてはいたんですが。 

安全確保 保育士不足で子どもの安全確保

が困難なことに不安を感じる 

トイレの中を見るためには、全く見えないところに移動

しなくてはいけないので、そうするとうんちが出ちゃい

ました、おトイレ行きたいって言ってる子がいますって

いうと、ほんとに少数で見なくてはいけないような状況

にもなったりするので。 

 
子育てと集団保育のギャ

ップ 

自分の家庭での子育てと、園での

集団生活とのギャップを強く感

じる 

小さな子たちの集団生活っていうのが、私はうちの子

を、3 歳半ぐらいまで、うちで、家の中で育てたので、

あの、自分の子育てじゃないけど、子が育っていく環境

とのギャップはすごく感じたかな。 

園理解が不十分 幼稚園と保育園の違いについて

理解不足で不安を感じる 

保育をすることだったり自分のポジションに不安はな

かったんですけれども、幼稚園と保育園で先ほども管轄

が違うっていうことがチラッと出ましたけれども、保育

園と行政との仕組みだったりとか、そういったことまで

はなかなかテスト勉強では学べなかったので、ちょっと

そこが、ゼロではないんですけど、知らなかった自分が

ちょっと不安を感じた部分であります。 

他職員との連携 
非正規で就業時間が短いため、他

の職員との連携・調整が必要だと

感じる 

ただ、非正規で自分の就業時間が短いので、やっぱ、さ

っき、今度のお話で、何か他の職員との調整しなければ

いけないとか、いついつまでにっていう期限があるもの

についての、自分の中で調整をうまくしておかないと自

分の勤務と重ならないとか、そういった関係で、予定を

きちんと組むことが大事だなっていうことは感じてい

ます。 

保育には明確な答えがな

いこと 

人と人とが関わる保育では明確

な答えがないということに不安

を感じる 

やはり輪郭が持てないというか、グレーなところがいっ

ぱいあるというか、やはり保育園って人と接するので、

答えがないから。 

収入 収入が低く、将来へ不安を感じる 

最初は幼稚園での経験と、あと就職したときのポジショ

ンが、資格がなくても大丈夫だよっていうポジションで

したので、契約職員だったの、非正規でしたので、やは

りこれも収入が幼稚園で正規で働いてたときよりも非

常に低いものでした。ですから、目指した保育はあって

保育園には行ったんですけれども、でも、このままじゃ

生活できない。非常に困ってたっていうことではないん

ですけれども、でも 10 万いきませんでしたので。7 万

円ぐらいだったかな。 
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借り上げ制度等各種助成

金の停止・廃止 

処遇改善費や借り上げ制度が無

くなったら今の給料で生活して

いけるか不安を感じる 

今回就職活動した時に、すごくほんとにあらためて保育

士の方の給料って、ほんとに切ないなと思いまして、ち

ょっと高いと思うと、込み込みで 22 万とか、込み込み？

と思って、処遇改善費とか、借り上げ制度とかもやって

らっしゃらない園ももちろんありますし、でも借り上げ

制度があっても、あれって時限法律みたいなもんですよ

ね。じゃこれがなくなったときに、このお給料で生活で

きるのかなとか。 
       

就
業
後
に
受
け
た
か
っ
た
支
援 

相談できる環境 自分の不安を相談できる場がほ

しかった 

自分が不安に思ってることを話せる場っていうのが、や

っぱ保育中ですと、そこがないまま、もう嵐のように過

ぎていくので、その時間とかがあれば、その場その場で

自分の気になったこと、不安とかも、もっとうまくなら

していけたのかなとは。 

経験談を聞く機会 経験者の話を聞く機会があると

よかった 経験してる方の話だったり。 

適切な保育方法を検討す

る場 

園の保育方法に対して疑問を感

じ、適切な保育方法を考えられる

場が必要となり研究会に出かけ

た 

「これでいいのかな」っていうのは絶えずあって、だか

らこそ、園で仕事を始めてから、すごくいろんな研究会

とかに行くようになりました。自分の疑問をちゃんと分

かった上で、現場がこれでいいのかなっていう気持ちが

すごくあった。 

他クラスの保育見学 
他のクラスの保育士はどのよう

に保育しているのかを見学でき

る機会があるとよかった 

今 2 歳なんですけど、なかなか幼児さんとかが見に行け

なくて、たまに 1 歳さんとか手伝ったりは行くんですけ

ども、他の先生たちはどうやってるんだろうとか、やっ

ぱり先生方のカラーがあるじゃないですか。他の先生は

どうやってんのかなとか、幼児さんだったらどういうこ

とやんのかなっていうのは見たいなっていうのはあり

ますね。 

新人研修や園内研修の機

会 
就業後に園の研修等で保育活動

を学べる機会があるとよかった 

研修も何もなく 6 月に入って、7 月にはもう 1 人で回し

ていたので、研修が欲しかったなっていう、研修という

か、もうちょっと時間が欲しかったなっていうのはあり

ます。 

各種研修等の情報・機会 
園長先生からいろいろな研修の

情報と研修参加を勧めてもらえ

るとよかった 

私もパートなので、なかなか園長先生に研修行きたいと

も言いづらいし、何があるのかもよく分からないし、で

も行きたいっていう気持ちはあります。 

園外の人に相談できる機

会 
園外の人に相談できる機会、窓口

があるとよかった 

学校に行ってないので、つながりがないじゃないです

か。本当に困ったときに相談できるまでの関係に園の人

となっていればいいと思うんですけれど、そうじゃなけ

れば、何かちょっと「どうですか、就職して」みたいな、

全く関係ないところで話せる人がいたほうがいい場面

もあるのかなというふうに思う。 

他園の試験保育士との交

流 

疑問に思うことを、他園の試験保

育士に相談できる機会があると

よかった 

いろいろ戸惑うことがあった時に、ほかの園もこうなの

かなとか、すごく気になったことがあって。ほかの意見

も聞きたいなって思ったときに、国家試験で通っている

と、そういう同期みたいな人がいなかったので、それは

すごくもどかしい思いはしました。 

他園の保育士との交流 他園の保育士と交流できる機会

があれば嬉しいと感じる 

休みの日に行けるものが、（外部の研修会の）情報がす

ごく入ってくるのであれば、今でも行きますね。＜中略

＞そこで人ともまたつながれるし。そういう機会がある

とすごくうれしいなと思います。 

各種研修への参加費用等

の援助 

パートが地域の研修等に参加す

るには自費負担となるため、参加

費用の援助があるとよかった 

実は私、今パートで働いていて、どうしてもパートの人

って、研修がないといいますか、園内研修はあるんです

けれども、例えば○○区だったら、○○区でやる研修に参

加できないわけではないとは思うんですけれど、どうし

てもちょっと自費で参加しなきゃいけないとかで。 

無料講習会の開催 非正規でも年に 1 回程度、無料講

習会があるとよかった 

支援と考えると、やっぱり先ほどのお話とも通ずるかと

思うんですけど、やっぱりちょっと正職員でなくても、

年に 1 回ぐらい受けれるちょっと無料のものがあった

り。 
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一人親の保育者への支援 一人親で子育て中の保育士にと

って、夏休みが少しでも取れるよ

うな支援があるとよかった 

私は働きたい気持ちはあるけど、やっぱり子どもの小さ

い時期の夏休みを学童の風景だけにはさせたくないの

で、すごく今年の夏、初めての夏休みで工夫がすごく大

変だったんです。また暑かったから大変だったっていう

のもあるんですけれども。そのときに夏休みの休暇が少

しでもあれば、でもたくさん欲しいんですけど。少しで

もあればもうちょっと良かったのにっていうのと、来年

も再来年もまだ夏休みは続くんだって思うと、冬休みも

春もですけれども。子どもを育てながら私の場合シング

ルマザーなので、夏休みがないっていうのは、かなりき

つかったですね。 

乳児保育 
おむつ替えなどの乳児保育技術

を習得できる研修があるとよか

った 

おむつの替え方、沐浴の仕方。そういったところの学習

が実際の実務でできるようなところの勉強会みたいな

のが、資格取った後に希望者だけでもあれば、行ってお

けば、絶対に実践で現場に出たときは役に立つ。 

現在の保育を学ぶ機会 最新の保育の現状について知る

機会がほしかった 

すぐにかどうかは分からないんですけども、やっぱり自

分の今までの経験等で偏りがあってはいけないですし、

ブランクっていうものも一応あるので、実際、以前、働

いていたときの時代背景とか認識とかと、今の特に保護

者が求めているものと、変わってきてますんで、そうい

った変わった部分、今の現状等を知る機会は欲しいなと

思います。 

園独自の実践知を知る機

会 

園の実践知や暗黙のルールにつ

いて最低限知るべき内容が明示

化されているとよかった 

私もですけど、周りも含めて、自分も含めて、教えるの

も教わるのも下手だなっていうのは、現場に出て、すご

く思いましたね。＜中略＞私みたいに、新しい保育士が、

（その園の暗黙のルール等）ある程度最低ライン知って

おかなきゃいけないことみたいなのは、きちんと固めて

おいていただけると。教えるほうも大変じゃないです

か、と思うんです。本当に大変な中で指導してもらった

なって思うんですけど、それがあれば、お互い、楽だっ

たろうなっていう。 

メンター制度の適切な 
運用 

メンター制度があるはずなのに、

それが誰かを知ったのは 2 年目

だった 

（メンターが）いるはずなんです。制度上はあるはずな

んですけど。＜中略＞でも私は、それが誰だったのかを

2 年目になってから知りました。 
       

就
業
継
続
の
た
め
に
必
要
な
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金銭的な処遇改善 
パートの時給も正職員の給与も

圧倒的に少ない、労働に対する対

価が低い 

私は全く別の仕事を長く今もやってるんですけど、やっ

ぱりそういう違う業種から見ると、やっぱりそのパート

にしても、その労働に対しての時給がもう安すぎて。多

分、正職の方も、実際中に入ってみると、ここまでの労

働でってなると、本当にもうちょっと他の業界から見る

と、本当にボランティア精神とか、優しい気持ちがない

と、その子どもに対する愛情がないと続けられない仕事

だなっていうふうに、心から思っていて、本当にそのお

給料が。 

業務範囲の明確化 
保育士が担う仕事が次々と増え

て保育に余裕が持てないため、業

務範囲の改善が必要 

いつもあくせくして、余裕がなくてってなっちゃうのか

なっていう気はしてます。＜中略＞1 次保育はやるわ、

保護者支援はやるわ、地域の行事は手伝わなきゃいけな

いわで、もう仕事は増える一方。 

事務仕事の効率化 
書類の作成が日中の時間だけで

は終わらず、家に持ち帰っている

状態を何とかしてほしい 

やっぱり家まで書類、持って帰らないと、昼間の時間だ

けじゃ、お便り帳書いて日誌書いてぐらいが精いっぱい

で、その後の何か児童票とかそういうのまでには、やっ

ぱり手を付けられないので、結局やっぱり非常勤であっ

ても、持って帰ってやらなきゃいけないっていう。 

休暇の取りやすさ 

休みが取れない。保育士が不足し

ているため休むと他職員に迷惑

に迷惑がかかると言われ、連休も

ほどんど取れない 

あとはもう 1 つ辞めようかって考えるのは、やっぱり休

みが取れない。保育士不足だから、休むと相手に迷惑が

掛かる、組んでる先生に迷惑が掛かるっていうから。も

っと社会人ってか会社で働いてるころは、もう気軽に自

分が旅行行きたいとかって「休みます」とか普通に連休

申請して、有給は、権利じゃないですか。権利として行

使していたものが、保育士になってから一切それができ

ないというか。＜中略＞実際私らも今年も 3 日間しか取

れてないんですね、連休。 
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家庭との両立 家庭と仕事を両立するためのタ

スク管理 

家庭と仕事と両立するためのタスク管理というか、今、

何が一番、最優先かとか。＜中略＞独身でやってたとき

は、家事等は親に頼んだりとか、ほんとに仕事だけして

ればいいっていうことも、あと土日は自分のためにフリ

ーで使えるんですけど。そこも子どもの用事とかで埋ま

ってくるので、今、何を一番するべきかっていうことを

考えるようになりました。 

働きやすさ 総合的な働きやすさ 
今、いろいろ問題になってるけど、もっとちゃんとして

ほしい、いろいろ、制度とか。働く環境としてやっぱり

守られてるからできるよねっていうのが大きいのかな。 

希望部署への配属 
幼児クラスの配属を希望してい

るが、ずっと乳児クラスのまま

で、希望する部署で働けない 

私元々、幼児志望だったんですよ。ずっと毎年毎年、幼

児希望って書いてるんですけど、なぜか乳児に回されち

ゃって、なかなか幼児を体験できないんですけど。 

保育士配置基準の見直し 
保育士一人当たりの負担が大き

いので、職員配置の基準の見直し

が必要だと感じる 

やはり大変っていう仕事といわれてるので、保育士の 1
人の負担が非常に大きい。＜中略＞保育士の 1 人当たり

の基準、職員配置の、それをもうちょっと、何ていうん

だろう、1 人が、1 人当たりの基準をもうちょっと負担

が少なくなるようにしたら、1 クラスで何人って大人が

必要だっていうとこで、それぞれが負担が減っていくの

かなっていうところ。 
 
 
 
 
保育士配置の整備 園における保育士の適切な配置

が重要だと感じる 

うちの園も全然人がいないほうの園なので、もう一人い

ればなっていう。加配のお子さんとかもいて、そこに付

いてくれる先生もいるんですけど、付いてくれないとき

もあったりとかして、そしたらもう、担任 1 人その子に

付くしかないとかっていう状況もあったり。ほんとに毎

日毎日違うっていうのもあるし、足り過ぎてるのも問題

だし、足りな過ぎてるっていうのも仕事にならない、残

ってやんないといけないみたいな状況になっちゃって

る原因ですよね。 

福利厚生の充実 様々な福利厚生の充実が必要 

待遇が変わったりすれば、やっぱりもうちょっと……、

かなって思いますよね。福利厚生だったり、産休育休制

度だったり、賃金のことだったり。＜中略＞そうですね、

ストレスチェックとか。そういうのもきっちりしてかな

いと、ほんとにきついから。 

実労働時間の見直し 実労働時間が長くて、休憩時間も

取れない 

あと長時間ですよね。やっぱり朝番とか、遅番があって、

やっぱりその労働時間そのものが 8 時間で、プラス本当

に昼休みも取れない、休憩も取れない、もうそれこそ市

立のときは、やっぱり公務員前提だったので、休み時間

も確実にもう取らないと、逆に駄目、ぐらいの厳しい感

じだと、休憩と。だったんですけど、やっぱりそうもな

かなかいかないのは現状、そうなので。そこら辺の改善

を。8 時間大変だと思います。7 時間、8 時間、実労時

間が。 

長期的に続く家賃補助 5 年以上続く家賃補助があると

良い 

ここは家賃補助もやってまして、それがあるのはかな

り、8 万。ただそれもかなり条件とかかなりいろいろな

るので、またちょっと別になってくるかなと。長く続け

るってなったら、あれ 5 年間だけなので。 

雇用の保障 保育士過多に伴う雇用契約の矛

盾を改善してほしい 

「もう人が多いから帰ってください」って言われて、「じ

ゃあその分の時給って、保障されるんですか」って言っ

たら、「いや」って言われたから、「じゃあ私、帰りませ

ん」って言って、残って作業をさせてもらうことになっ

たんです。そうなるとじゃあ、○○さんは帰らない人なん

だねってなって、他の人が今度帰ることになっちゃうん

です。 

人的確保 

保育士の人数が充分に整い、保育

時間中に一部の保育士が事務作

業にも取り組むことができる体

制が必要 

うちは逆に、すごく人が潤ってるんです。多分それをす

ごく意識してて、みんなが休みやすいように、正職の先

生たちがすごく抜けて一般事務をできるようにってい

うふうにすごく配慮されてるんです。 

外部の相談機関 疑問や辛さなど、何でも相談でき

る外部の相談機関があるとよい 
疑問や辛さなど、何でも相談できる外部の窓口のような

ものがあると、嬉しいかも。 
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人間関係の良さ 子どもにも影響するため、保育士

同士の人間関係の良さが大事 

人間関係が特に。そこがやっぱり一番かなって思いま

す。子どもをちゃんと見てあげるってなったときに、や

っぱり大人の関係が大事かなと。前もそのパートのとき

に、担任の先生同士でけんかしていたりとか。子どもの

前で。やっぱりそれを見ると、子どもも気付いたりする

し。 

信頼できる同僚 信頼できる関係を築けている同

僚がいると保育を続けていける 

子どもたちのためにってやってこれたのは、思うと、そ

の一緒に働いてきた仲間がいたからだろうなって。仕事

場の中でやっぱり信頼できる関係築けている人がいる

と違うなってすごく感じますね。 

信頼できる上司 助けてくれたり、アドバイスをし

てくれる上司の存在 
困っているときにすっと手、差し伸べてくれたりとか、

アドバイス、くれるような上司がいる。 

相談できる環境 悩みを相談できる職場環境があ

ること 

もう 1 つは職場環境で、やっぱりメンター制度のよう

な、しっかり自分の悩みも打ち明けられて改善できるよ

うなっていうところがしっかりしてないといけないん

じゃないかなっていうのは感じています。 

保育観の共有 
お互いの保育観をすり合わせら

れる、語り合う場があることが大

事 

保育観をどうすり合わせていくかっていう話を語るっ

ていう場所が生まれてきたりとかすることで、少しず

つ、現場って変わっていくんじゃないかなって。 
 
 
職員間の連携 保育士同士の連携がうまくいか

ないと、子どもたちにもそれが伝

わってしまう 

周りに一緒に働いている人が、今、結構みんなで話し合

って、みんなで意見を出し合い、意見をちゃんと聞いて、

子どもたちのためにやっていきましょうみたいなとこ

ろがあって。向こうがいいと思ってても、こっちが「え

ーっ」てなったら、それがやっぱり子どもにも伝わって

くるし。 

上司の協力 家庭との両立や子育てのために、

園長が融通を利かせてくれる 

あと今の園の働き方とかも、正規だけど、ちょっと融通

を結構、利かせてくださる園長で、なんかこう私もちょ

っと子持ちだっていうのが大きくて、これから多分、今

の園だと、だんだんそういう子持ちの保育士さんが増え

ていくんじゃないかっていう。結婚もこれからの人がい

っぱいいるし、結婚をしたらお子さんが生まれるかもし

れないし、お子さん生まれて辞められるよりは、子ども

を通わせながら少しでも働いてもらいたいっていうの

が園長の考えだっていうこととかも、結構。 

上司のリーダーシップ 
担任の補助という立場であるた

め、担任にはリーダーシップを発

揮してほしい 

特に私たちなんかは、いわゆる担任の先生の補助なの

で。なので、やっぱり担任の先生ありきだから、担任の

先生がちゃんとやってくれるというか、ちゃんと考えて

くれる人じゃないと、結局。で、担任の先生に子どもた

ちも付いていくわけで。 

中間管理職の役割 
保育士のメンタルな部分を支え

るには、中間管理職の人たちの理

解が重要だと思う 

それこそメンタルな部分で、どう支えていってあげるか

っていうのは、実は上の中間管理職の人たちが分かって

いかないと、今のこの離職率の高さはどうにも解消でき

ていかないと、私は思っています。 

ハラスメントの予防・解決 
保育現場には無自覚・無邪気なパ

ワハラがあって、カルチャーショ

ックを受けた 

保育業界って、無自覚なパワハラっていうか、そういう

のがあるのかなって。そう、無邪気な。ちょっと企業経

験が長かったので、そういうのがすごいカルチャーショ

ックで、申し訳ないんですけど、だから保育業界って地

位が高くなんないのかなって。 

年齢層のバランスが取れ

た職員構成 

就業した当初は若い保育士ばか

りで上下関係も厳しかったが、園

長が改革を進めて現在では 20～
50 代の様々な年代の保育士い

て、園の雰囲気が格段に良くなっ

ている 

私が最初に正職として入ったころは、若い先生ばかり

で、環境的には女の世界。上下関係厳しくてみたいな、

多少はあります、学生のノリが抜けない感じの。まだ開

園して 5 年ぐらいだから、若い先生ばっかりのときだっ

たので。そこにポンと入って。園長、それによって、逆

にこの年代がいたほうがいいのではないかという、ちょ

っと中和させる役目というか、という感じのきっかけに

ちょっとなって、そこのその辺りから、いろんな年代の

先生が。だから今、20 代も 30 代も 40 代も 50 代もい

るんですね。それによって園の環境が、ぐっと雰囲気が

良くなって。で、改革に園長が取り組んでくれたこと、

環境、人的環境の改革っていうか。 

低意識の職員の不採用 人手過多が招く保育士の職務怠

慢と保育の質の低下を感じる 

うちの園のパートさんのレベルって、ほんとにパートの

おばちゃんみたいな感じになってしまっている。人が潤

うのも、ある意味ちょっと仕事のレベルがだらけちゃう

のかなと思いますね。 
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園全体の質の向上 
保育士同士の向き合い方を変え、

園全体の質を向上させていくこ

とが必要 

何となく個人の意見だけで、お山の大将的なこのクラス

は私が持ってるんでいきますみたいな、そういう感じに

なってしまうと、トータルとして園でどうなっていくの

かなっていうところが、ちょっと気になっているので、

そうしたことまで含めての仕事のやり方であるとかが、

うまく回っていくと園の信頼も厚くなっていったり、保

育者同士も向き合い方が変わってくるのかなと思うの

で、そうした辺りがちょっと今必要なのかなって思いま

す。 

体力 体力が必要 体力って、すごい必要なんだなと思って働いておりま

す。 

子どもへの思い 子どもがかわいいという思いが

モチベーションにつながる 

モチベーションですかね。子どもと仲良くなって、やっ

ぱりかわいいなとかうれしかったなっていう、そういう

思いが仕事をやってる中で 1 つでも 2 つでもあれば多

分、親ではないけども、こんなに慕ってくれてっていう

思いがあれば続けられると思いますけどね。 

保育が楽しいという気持

ち 
子どもと接することが楽しいな

と思う気持ち 

実際、辞めないで続けてるっていうのは、やっぱり子ど

もと接してることが好きなんだなって思って、なんか難

しいことは全然、言えないんですけど、楽しいなって今

は思っているので、そこの気持ちを大事にできたらなっ

ていうか、そしたら続けていけるのかなって思うこと

も。 
 
 
 
保育への情熱 

保育以外の業務や残業等へ取り

組む気持ちを支えているのは、保

育や子どもに対する情熱 

お部屋のこととかも、掃除とかも先生が全部やるじゃな

いですか。環境を変えたりとかっていうのも全部先生だ

し、じゃあいつやるの、残ってやってくしかないってい

う状況が結構続いちゃって、それを支えられるのってや

っぱり情熱しかない。今のところ、その保育士が持って

る保育に対しての情熱とか、子どもに対しての情熱しか

ない。お金ではなくって。 

専門的知識と技術の向上 保育所には乳児も幼児もいるた

め、全体的な学びが必要 

乳児も幼児もいるので、全体的なことを学んで。今ずっ

と乳児担当してるので、乳児の研修しか行ってないです

し、ちょっと幼児もちゃんと学んでいきたいなっていう

のはあります。これから一応辞めるつもりないので、今

の園を。たぶんずっと乳児なわけもないと思いますし、

幼児も勉強していきたいなという気持ちがあります。 

保育者としての強み 

自分の保育者としての強みを持

ち、質の高い保育ができていると

いう自覚が持てるようになるこ

と 

やはり一人一人の強み、専門性ってやっぱり強みだと思

うんですけど、自分が子どもに対して何ができるか、ど

んなことを教えるっていうと上からですけど、どういう

ふうに質高く援助できるかっていう強み、自分の中での

強みがあれば、継続していけるかなっていうのと。 

やりがい 自分が必要とされているという

やりがいを感じること 
あとはお金だけじゃなくて、やりがいっていう意味で

は、すごく自分自身が必要とされる現場なので。 

日常の保育の積み重ね 
日々変化する保育の中から様々

なことを学び、経験を重ねていく

こと 

今すぐどうこうってことじゃないんですけども、経験か

なとかちょっと思っております。私はまだ 6 月に働き始

めたばかりで、ちょっとなかなか経験もまだ浅いので、

経験かなと。だからもうとにかく日々行って仕事をし

て、学んで、毎日違うことが起きるので、それで学んで

いくことかなと思います。 

楽しさを見出す 楽しさを見出すこと 自分がどこかで楽しさを見いだせないと、やっぱり続か

ないのかなっていうふうに思う。 

仕事のモチベーション 
保育の仕事の重要性を理解し、仕

事に対するモチベーションを持

つこと 

自分自身が仕事を継続するために必要だと感じてるこ

とは、やっぱり仕事に対するモチベーションで。保育、

他人の子どもを育ててるわけですけれども、それがいか

に重要であるか、日本のために、世界のために、地域の

ためにどう影響するのかっていうところをしっかり自

分の中で、また園の中で落としていく、それを共有して

いくっていうことでモチベーションが上がって。 

理想とする保育者として

将来像 

園内の人脈、保育士仲間だけに頼

らず、自分自身が将来どうありた

いかをイメージすることが大事 

まだ理想とする年配の方の（先輩保育士に出会っておら

ず）自分の将来像みたいなものを描けていないんですよ

ね。なので継続していくためには、そういう（園内の同

僚との）出会いだけに頼らずどういうふうに自分が将来

ありたいかっていうことを、まだイメージできてないん

ですけども。 
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より深く学べる環境 

自分の興味のある分野を掘り下

げて、より深く学び続けること

で、保育士としてのキャリアを積

み重ねたい 

どういうふうにキャリアを積み上げて、専門性っていう

のを保育士としても、いろんな多岐にわたると思うんで

すけれども、もうちょっと自分の興味のある分野を掘り

下げて勉強していくことで、キャリアを積み上げて、私

がそこに必要とされる理由っていうものをつくってい

きたいなというふうに思います。 

研修参加 自分から研修に参加することで

専門性を深める 
やっぱり自分で研修に行ったりとかっていうことでし

か深められないと思うので。 

コミュニケーション能力 コミュニケーション能力がある

こと 

コミュニケーション能力というか、それがやっぱり取れ

るというのが一番すごく大きいなというふうに思って

いて。 

忍耐 
子どもとの関わり、保護者との関

わり、先輩との関わりのすべてに

忍耐が必要 

もうほんと忍耐、忍耐。子どもと関わるのにも忍耐が必

要だし、そんな簡単に言うこと聞かないし。じゃ、こう

したら、ああしたらってこっちも考えて。毎日向き合っ

て、みたいな。もう忍耐。親も忍耐。何言われるか分か

んない、だからこうして先回りして考えて。忍耐。先輩

との関わりだって、あ、この先輩、こうかな、じゃあも

っとこうしないといけないな、もうこれも忍耐。もうほ

んと常に気、張ってるしっていうので、ほんと忍耐がな

いとできないなとかって感じるっていうのもあります。 
 
 
 
 
社会的地位の向上 

保育職の社会的地位を上げない

と、保育士を続ける人も新しく入

ってくる人も減ってしまうと感

じる 

こんなに現場ではこうやって頑張って、人数がいない中

やってるのに、その意味は全く世間の人とか国には伝わ

ってなくて、保育の意義は伝わらず、ただただ見てるだ

けっていうふうに思われて、こうなっていくと、もっと

保育士のなり手も少なくなっていくし、それこそ、何だ

ろうな……。＜中略＞もっと保育っていうものの地位を

っていうか、世間の中での地位を上げないと、長い目で

見たときに、続けていく人はどんどん減っていくだろう

な、新しく入って来る人たちもどんどん減っていくだろ

うなって思うので。 

保育に対する社会的理解

の促進 
子どもや保育自体が社会的に下

に扱われていると感じる 

そもそも、社会的に、保育士うんぬんの前に、子どもが、

っていうのがあるかもしれないんですけど、保育という

もの、そのものが下に扱われてるような気はしていて。 

園全体に対する支援 園全体をサポートすることが働

く環境をよくする 
園全体をサポートするような、上の方も含めっていうの

があると、園の働く環境が良くなるのかな。 

若年層の保育職定着に対

する方策 

20 代や 30 代の若い保育士が違

う職業に移りたくなる気持ちも

理解できるような現状に問題が

ある 

私はもう 40 過ぎているので、もうこの道しかないのか

なと今は思うんですけど、やっぱり 20 代、30 代の保育

士の先生方はシフトチェンジできるから、違う業界に流

れていくだろうなって思うんです。 

試験保育士の実習制度 

保育士試験のハードルを下げる

だけでなく、試験保育士にも実習

制度を導入し、就業前に保育現場

の現実を理解してもらうべき 

増やしたいっていう気持ちは分かるんですけど、試験の

時に、年に 2 回になってすぐの時に、会場に来てる人た

ちの、申し訳ないですけど、なんかロックミュージシャ

ンみたいな人もいたし＜中略＞「この人が？」みたいな。

私としては戦慄でした。だから、何でもかんでもウエル

カムにして、それで嫌ならどんどん辞めていくというの

であればどうなんだろうと思います。だって、やっぱり

学科で勉強することと現実は全然違いますもんね。そこ

で「えっ？」て思う人もいっぱいいるから。辞める人を

減らすには、やっぱり実習制度みたいなのを入れたほう

がいいのかもしれないですね。それで分かってもらっ

て、現実を。 

保育士資格の厳格化 

養成校でも保育士試験の受験を

必要とする等、試験の制度・内容

の見直しによって保育士の質保

障を図るべき 

栄養士とかも、大学行ってても国家試験は受けなきゃい

けないじゃないですか。だけど、今のところ、出ればも

らえちゃうっていう。養成校ではもらえてしまうってい

うところがあるじゃないですか。レベルを上げていくっ

ていう、もし、そう考えるのであれば、養成校に行って

ても、国家試験を受けなくてはこの資格がもらえない、

とかっていう状況になると、実は少し変わってくるのか

もしれないですよね。国家試験の内容も、少し、本当に

実践に即した、レベルアップをした問題とかっていうの

になってくると、もしかしたら、今考えてるような底上

げというか、「誰でもなれるんだよ」っていうのじゃな

くなってくるのかもしれない。 
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分類①・試験保育士 1：子どもと関係のない専攻・保育所就業後に保育士資格取得 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：専修学校（子どもと関係のない専攻） 
 出産後、A 公立保育所に非正規で就業し、保育士資格を取得。その後、B 保育所にて非正規から正

規となり、現在に至る。 
 
 保育士資格取得を希望した理由は、＜無資格で働いていて資格がほしくなった＞ためである。試験

で保育士資格の取得を希望した理由は、子育て中による＜学校への通学の困難さ＞であった。 
現在の就業先である B 保育所には、「どこで募集しているかとかを 1 個 1 個探すよりは、もう派遣

会社に登録して」＜派遣会社の紹介＞で就業に至っており、自分で園探しをするよりも派遣会社に登

録する方が楽で効率的だと感じていたことがうかがえる。B 保育所に就業するにあたり、＜保育士と

しての責任＞、＜家庭との両立＞、＜書類関係＞を就業前の不安として感じていた。しかし、就業前

に受けた支援は＜特になし＞であった。そのため、就業前に受けたかった支援としては、＜保育体験

の機会＞、＜書類関係＞をあげている。 
保育士資格取得前から保育所での就業経験があったが、保育士資格を取得することにより、保育士

としての責任を感じていることがわかる。また、保育士資格を取得したからこそ、指導計画等の書類

を書くことを想像し、それが就業前の不安につながっていると考えられる。このようなことが、＜保

育体験の機会＞、＜書類関係＞という就業前に受けたかった支援につながっている。さらに、子育て

中であることから、＜家庭との両立＞を不安に感じていることがわかる。 
就業後の不安としては、＜係を受け持つ＞、＜相談できる余裕がない＞があげられているが、就業

後に受けたかった支援は＜特になし＞であった。また、就業継続のために必要なこととして、＜人間

関係の良さ＞、＜上司の協力＞、＜相談できる環境＞、＜体力＞をあげている。就業後の不安として、

これまでに経験したことがない仕事＜係を受け持つ＞に従事するようになり、相談したいという思い

がありながらも、園として＜相談できる余裕がない＞状況にあることが、就業継続に必要な＜人間関

係の良さ＞、＜上司の協力＞、＜相談できる環境＞につながっていることがわかる。また、保育は＜

体力＞が必要な仕事であり、特に、子育て中の保育士には、その分より体力が必要になることを実感

しているのではないかと推察される。 
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分類①・試験保育士 2：子どもと関係のない専攻・保育所就業後に保育士資格取得 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：高等学校（子どもと関係のない専攻） 

高校卒業後、A 公立保育所に非正規で就業し、保育士資格を取得。その後、結婚・出産を経て、B
保育所に非正規として就業し、現在に至る。 
 
 保育士資格取得を希望した理由は、＜保育士に興味＞を持ったためである。試験で保育士資格の取

得を希望した理由は、＜働きながら勉強して資格を取得＞であった。 
現在の就業先である B 保育所には、子どもの小学校入学を契機に、＜派遣会社の紹介＞で就業に至

っている。B 保育所に就業するにあたり、＜社会復帰への不安＞を感じていた。しかし、就業前に受

けた支援および受けたかった支援は＜特になし＞であった。 
保育士資格取得前から保育所での就業経験があったことから、再就業にあたって保育に関する不安

や受けたかった支援は特になかったのだと推察される。しかし、資格取得後に離職し、結婚・出産、

子育てによるブランクが長かったことから、＜社会復帰への不安＞を感じていることがわかる。 
就業後の不安、就業後に受けたかった支援は＜特になし＞であった。これについては、「園内で研修

したり」、「職員同士でいろいろな話をしやすい環境なので」という語りがあることから、園内研修の

機会や職員同士で保育について気軽に相談し合える環境が、就業後の不安の解消につながっていると

考えられる。 
就業継続のために必要なこととしては、＜事務仕事の効率化＞、＜休暇の取りやすさ＞、＜金銭的

な処遇改善＞があげられている。「家に書類を持って帰らないと、昼間の時間だけではお便り帳書い

て日誌書いてぐらいが精一杯」という語りから、勤務時間だけでは終わらない量の書類作成の仕事が

大きな負担となっている状況がうかがえ、＜事務仕事の効率化＞が就業継続に必要だと感じている。

また、「休みは、有給が余っていても取れない」、「主任に言ったんですけど『みんな取れないのよ。取

れなくて当然なのよ』みたいなことを言われてガーンって」とショックを受けたことが語られており、

＜休暇の取りやすさ＞が必要だと感じていることがわかる。そして、このように多忙かつ休みが取り

にくいという現状が、＜金銭的な処遇改善＞を求める思いにもつながっていると推察される。 
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分類①・試験保育士 3：子どもと関係のない専攻・保育所就業後に保育士資格取得 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：高等学校（子どもと関係のない専攻） 
高校卒業後、幼児・児童へのスポーツ指導に携わった後、A 保育所に非正規で就業し、保育士資格

を取得。その後、B 保育所に正規として就業し、現在に至る。 
 
 保育士資格取得を希望した理由は、＜子どもと接することが好き＞、＜保育士に興味＞、＜保育士

への転職を考えた＞ためである。試験で保育士資格の取得を希望した理由は、＜働きながら勉強して

資格を取得＞、＜学費を節約＞であった。 
現在の就業先である B 保育所には＜派遣会社の紹介＞がきっかけであったが、＜保育理念に共感

＞したことが就業を決める大きな要因になっていた。B 保育所に就業するにあたり、＜事務仕事の量

＞、＜人間関係＞を就業前の不安として感じていた。しかし、保育士資格取得前の A 保育所での非常

勤経験が不安軽減＜非常勤経験による不安軽減＞にもなっており、そのため、就業前に受けた支援お

よび受けたかった支援は＜特になし＞であった。 
保育士資格取得前に保育所での就業経験について、「いろいろな先生を見て、私自身もいろいろな

保育観が芽生えてきたので、その経験があったからこそ、今の正職 1 年目がすんなりできている」と

語っており、こうした経験が、就業先を決めるにあたって園の保育理念や保育内容に共感できる園で

働きたいという思いと、＜非常勤経験による不安軽減＞につながっていることがわかる。そして、資

格取得前の就業経験を通して、「書類に追われて子どもを見る時間がない園もある話をよく聞いてい

た」、「保育って連携を取らないといけない」という認識を持っていたことから、書類を書くことや職

場での職員間の連携を想像し、それが＜事務仕事の量＞、＜人間関係＞という就業前の不安につなが

っていたと考えられる。 
就業後の不安としては、＜支援が必要な子どもへ対応＞があげられているが、就業後に受けたかっ

た支援は＜特になし＞であった。保育士資格を取得して正規職員となったからこそ、＜支援が必要な

子どもへの対応＞という保育士の専門性がより求められる事柄に対して不安を感じていたのだと推

察される。そして、就業継続のために必要なこととして、＜人間関係の良さ＞、＜事務仕事の効率化

＞をあげており、就業前から感じていた不安とも関連していることがうかがえる。 
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分類①・試験保育士 4：子どもと関係のない専攻・保育所就業後に保育士資格取得 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：高等学校（子どもと関係のない専攻） 

 高校卒業後、A 保育所にて非正規での就業を経て、B 保育所に非正規として就業し、保育士資格

を取得。B 保育所では、保育士資格取得の直前から正規となり、現在に至る。 
 
 保育士資格取得を希望した理由は、＜保育士に興味＞、＜保育士への転職を考えた＞である。試験

で保育士資格の取得を希望した理由は、＜働きながら勉強して資格を取得＞、＜自分のペースで勉強

して資格を取得＞、＜学費を節約＞、＜勤務先に試験保育士がいた＞、＜勤務先が試験料支出＞であ

った。 
現在の就業先である B 保育所には、＜自分が成長できる環境＞だと思い就業に至り、＜資格取得後

も就業継続＞している。「音楽の教育をすごくしっかりしているところで、音楽もともと好きなので、

そういうところで学んでみたいというところから」と語っており、園の保育内容・方法に魅力を感じ、

自分も成長できそうだと思ったことが就業の決め手となっている。B 保育所に就業するにあたり、こ

れまでの就活過程で高卒であることを理由に不採用となった経験があったことから、＜学歴＞を就業

前の不安として感じていた。就業前に受けた支援および受けたかった支援は＜特になし＞であった。 
就業後の不安は＜特になし＞。しかし、就業後に受けたかった支援として、＜経験談を聞く機会＞、

＜相談できる環境＞をあげており、こうした思いが、就業継続のために必要なこととしてあげられて

いる＜人間関係の良さ＞にもつながっていると考えられる。また、「実際、辞めないで続けているって

いうのは、やっぱり子どもと接しているのが好きなんだなと思って」との語りから、＜保育が楽しい

という気持ち＞が就業継続の基盤や支えとなっていることがうかがえる。 
なお、就業後に保育士資格を試験で取得するにあたっては、＜勤務先に試験保育士がいた＞ことや

＜勤務先が試験料支出＞してくれたことが資格取得への後押しになったようだ。「サポートを受けつ

つ、あと社長たちからの適度なプレッシャーを受けながらなので、自分に負けずに勉強できて」と語

っており、試験で資格取得を希望する者にとって、就業先からのサポートは資格取得のためのモチベ

ーションの維持につながることが指摘されている。 
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分類①・試験保育士 5：子どもと関係のない専攻・保育所就業後に保育士資格取得 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：専門学校（子どもと関係のない専攻） 
 専門学校卒業後、A 保育所に非正規で就業し、保育士資格を取得。その後、B 保育所に正規として

就業し、現在に至る。 
 
 保育士資格取得を希望した理由は、＜子どもと接することが好き＞、＜保育士に興味＞、＜無資格

で働いていて資格がほしくなった＞である。試験で保育士資格の取得を希望した理由は、＜就学する

のは面倒＞、＜働きながら勉強して資格を取得＞、＜自分のペースで勉強して資格を取得＞であった。 
現在の就業先である B 保育所には、偶然目にした＜新聞広告＞で見つけた＜就職セミナー参加＞

がきっかけとなり、就業に至った。セミナーに参加していた複数の園のうち、自宅から近い園に決め

ており、＜通いやすさ＞が就業先を決める要因となっていたことがわかる。 
B 保育所に就業するにあたり、＜正規職員としての責任＞、＜人間関係＞を就業前の不安として感

じていた。しかし、就業前に受けた支援は＜特になし＞であった。そのため、就業前に受けたかった

支援としては、＜保育体験の機会＞をあげている。保育士資格取得前から保育所での就業経験があっ

たが、保育士資格を取得して正規で就業することにより、保育士として果たすべき責任や役割をより

強く感じ、それが就業前の不安につながっていたと考えられる。このようなことが、保育現場での経

験はあるものの、より責任のある立場での保育実践について知りたいという思いを生み、＜保育体験

の機会＞という就業前に受けたかった支援につながっていたと推察される。 
就業後の不安としては、「今の園が結構若い人が多くて、もう 3 年目にしてリーダー任されちゃっ

て」、「上の立場の人が全然いないので、そこが不安」、「もっと自分も学びたいことあるし」と語って

おり、＜責任者として従事すること＞、＜キャリアのある保育士がいない＞、＜専門的知識や技術の

不足＞をあげている。就業後に受けたかった支援は、様々な研修を受講できていることから＜特にな

し＞であった。しかし、こうした就業後の不安は、就業継続のために必要なことにあげられている＜

専門的知識と技術の向上＞や＜希望部署への配属＞につながっていると考えられる。保育士としての

経験が浅いうちに責任者を任されることが、就業後の不安の主な要因となっており、こうした不安が

就業継続のために必要なことにも関連していることがうかがえる。 
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分類①・試験保育士 6：子どもと関係のない専攻・保育所就業後に保育士資格取得 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：専門学校（子どもと関係のない専攻） 
 専門学校卒業後、一般企業に就業した後に A 保育所に非正規で就業し、保育士資格を取得。その後、

A 保育所で非正規から正規となり、現在に至る。 
 
 保育士資格取得を希望した理由は、＜子どもと接することが好き＞、＜保育士に興味＞のためであ

る。試験で保育士資格の取得を希望した理由は、＜働きながら勉強して資格を取得＞、＜学校への通

学の困難さ＞であった。 
現在の就業先である A 保育所には、＜派遣会社の紹介＞で就業に至り、＜資格取得後も就業継続＞

している。資格取得後に A 保育所で正規として就業するにあたり、「正職の人がどんな仕事をして、

どんな書類を書いてるっているのはわかっていたので、そこは同じ園にいたし」と語っており、資格

取得前からの就業経験と、資格取得後も同じ園で就業継続することが不安軽減＜非常勤経験による不

安軽減＞につながったと推察される。そのため、就業前に受けた支援および受けたかった支援は＜特

になし＞。 
就業後の不安としては、＜子どものトラブルへの対応＞、＜支援が必要な子どもへの対応＞があげ

られている。「例えば、子ども同士がけんかをしている場面でどうやって仲裁に入ったらよいかとか、

それも年齢別によって、4～5 歳になってくると随分違うと思うし、子どもの性格によっても違うと思

うんですけど」との語りにあるように、＜子どものトラブルへの対応＞について、子どもの年齢や性

格に合わせたより適切な対応を模索し、不安に感じていることがわかる。また、個々の子どもの特性

に応じた専門的で適切な対応＜支援が必要な子どもへの対応＞について、不安に感じている。これま

でに非常勤として保育経験があることから、個別具体的な保育場面に意識が向き、より適切な関りや

対応の必要性を感じていることがうかがえ、それが就業後の不安にもつながっているのではないかと

推察される。しかし、就業後に受けたかった支援については、特に語られていない＜特になし＞。 
そして、就業継続のために必要なこととしては、＜人間関係の良さ＞、＜休暇の取りやすさ＞があ

げられている。 
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分類①・試験保育士 7：子どもと関係のない専攻・保育所就業後に保育士資格取得 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：専門学校（子どもと関係のない専攻） 
専門学校卒業後、海外の養成校で現地の保育士資格を取得し、帰国。その後、複数の保育所にて非

正規での就業を経て、E 保育所に非正規として就業、保育士資格を取得し、現在に至る。 
 
 保育士資格取得を希望した理由は、＜無資格で働いていて資格がほしくなった＞、＜格差を感じた

＞ためである。試験で保育士資格の取得を希望した理由は、＜働きながら勉強して資格を取得＞、＜

学費を節約＞、＜就学する必要性を感じない＞であった。海外の養成校で現地の保育士資格を取得し

て保育所での就業経験もあったが、日本では無資格となるため給与面等での格差を感じ、保育士資格

取得を希望するに至っている。 
現在の就業先である E 保育所へは、＜知人の紹介＞で就業を決めており、＜資格取得後も就業継続

＞している。就業するにあたり、「もう海外でそういう一応練習はしてきたので、何かそういう実技的

なこととか。大体どこの保育園もやることは一緒だろうなっていう感じだったから」と語っており、

＜海外の保育経験があり不安なし＞であった。海外での実習や保育経験によって、国は違っても保育

には共通するものがあるだろうという思いを持ち、就業前の不安なしにつながっていることがわかる。

そのため、就業前に受けた支援および受けたかった支援も＜特になし＞であった。 
就業後の不安は＜特になし＞であったものの、就業後に受けたかった支援としては、＜相談できる

環境＞があげられている。「カウンセリングみたいな形は必要なのかなと思います。いろいろな悩み

があって、もちろん子どものこともそうだろうし、対親御さんもあるだろうし、もちろん同僚同士と

か」というように、さまざまな悩みを＜相談できる環境＞を求めていることがわかる。そして、「支援

よりも全体的な待遇ですよね」、「とても給料が安いし、やっていることに対しての対価としては全然

合っていないじゃないですか」と語っており、＜金銭面の処遇改善＞、＜休暇の取りやすさ＞などの

全体的な待遇の改善が就業継続に必要だと感じている。さらに、非正規職員と正規職員の業務範囲が

曖昧で、非正規であっても人によって業務内容や責任が流動的であると指摘しており、＜業務範囲の

明確化＞の必要性が語られている。その一方で、「職員間の連携」の重要性も指摘されている。 
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分類①・試験保育士 8：子どもと関係のない専攻・保育所就業後に保育士資格取得 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：短期大学（子どもと関係のない専攻） 
 短大卒業後、ベビーマッサージ教室を経て、A 保育所に非正規として就業。その後、保育士資格取

得見込みで B 発達支援センターに非正規として就業、その直後に保育士資格を取得し、現在に至る。 
 
 保育士資格取得を希望した理由は、＜無資格で働いていて資格がほしくなった＞、＜格差を感じた

＞ためである。試験で保育士資格の取得を希望した理由は、＜働きながら勉強して資格を取得＞、＜

学費を節約＞であった。 
 無資格で保育所で働いている中で、「玄関に立ってはいけないとか、自分が子どもを見ていてケガ

したとか何かあった時に保護者に直接伝えられない」というように、責任のある仕事を持たせてもら

えないことに＜格差を感じた＞ことから、資格取得を希望するに至っている。 
現在の就業先である B 発達支援センターには、＜障がい児に関心＞が向いていく中で、＜知人の紹

介＞がきっかけとなり、＜資格取得見込みでもよいことが後押しに＞なって就業を決めている。資格

取得後の就業前の不安は＜特になし＞。また、就業前に受けた支援および受けたかった支援も＜特に

なし＞であった。保育士資格取得前から保育所での就業経験があったことに加えて、資格取得に向け

て頑張っていることが新しい就業先に理解され、資格取得見込みでもよいとされたことが、就業前の

不安のなさにつながっていると推察される。 
就業後の不安は＜特になし＞であったものの、就業後に受けたかった支援として、＜相談できる環

境＞があげられている。これは、就業継続のために必要なことにあげられている＜人間関係の良さ＞、

＜信頼できる同僚＞、＜保育観の共有＞にもつながっていると考えられる。「次の再就職、別の所で働

く時に、条件として絶対入れたいと思うのは、環境、職場の雰囲気とか、職員同士の雰囲気とかかな。

そこが良ければ続けられるなっていう気もします」という語りもあり、＜人間関係の良さ＞を含めた

職場環境の良好さを就業継続のために不可欠な要素として実感していることがわかる。さらに、「や

っぱりお金、それに見合ったお給料」という語りからは、労働に見合った賃金を求め、＜金銭的な処

遇改善＞を就業継続のために必要なこととして考えていることがわかる。 
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分類①・試験保育士 9：子どもと関係のない専攻・保育所就業後に保育士資格取得 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：短期大学（子どもと関係のない専攻） 
 短大卒業後、一般企業に就業した後に A 保育所に非正規で就業し、保育士資格を取得。その後、B
保育所に正規として就業し、現在に至る。 
 
 保育士資格取得を希望した理由は、＜子どもと接することが好き＞、＜保育士に興味＞、＜保育の

奥深さとやりがい＞、＜自分自身が成長できる職業＞、＜保育者としての専門的な視野が広がる＞で

ある。試験で保育士資格の取得を希望した理由は、＜働きながら勉強して資格を取得＞、＜学費を節

約＞であった。 
現在の就業先である B 保育所には、＜派遣会社の紹介＞で就業に至った。「働きながら就職活動っ

てすごく難しくって、自分で動いてみたんですけど、なかなか見つけられなかったので」と語ってお

り、＜働きながら就活する困難さ＞を感じ、いろいろな園の求人情報を受動的に得られる派遣会社へ

の登録を選択したことがうかがえる。 
B 保育所に就業するにあたり、＜担任を持つこと＞、＜保育の専門的内容＞、＜保護者対応＞を就

業前の不安として感じている。「保育園って結構 1 年目から担任を持つじゃないですか。それが不安

で」と語っているように、保育士資格取得前から保育所での就業経験があったものの、資格を取得し

て正規職員として新しい責任を負うことを想像し、それが就業前の不安につながっていると考えられ

る。しかし、就業前に受けた支援および受けたかった支援は＜特になし＞であった。 
就業後の不安としては、＜保育には明確な答えがないこと＞、＜借り上げ制度等各種助成金の停止・

廃止＞があげられている。人と人とが関わる保育では明確な答えがないと思われることが、就業後の

不安につながっていると考えられる。そして、保育士の給与が低いことへの実感から、＜借り上げ制

度等各種助成金の停止・廃止＞への不安を感じており、就業後に受けたかった支援の＜各種研修への

参加費用等の援助＞、＜無料講習会等の開催＞にもつながっている。正規、非正規にかかわらず、金

銭的な負担なく各種の研修を受けられる必要性が指摘されている。さらに、就業継続のために必要な

こととして、＜専門的知識と技術の向上＞、＜金銭的な処遇改善＞、＜社会的地位の向上＞などをあ

げており、就業後に不安を感じていたことが関連していると考えらえる。 
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分類①・試験保育士 10：子どもと関係のない専攻・保育所就業後に保育士資格取得 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：4 年制大学（子どもと関係のない専攻） 
大学卒業後、学習塾就業を経て、A 保育所に非正規として就業。その後、B 保育所に非正規として

就業、保育士資格を取得し、現在に至る。 
 
 保育士資格取得を希望した理由は、＜無資格で働いていて資格がほしくなった＞、＜格差を感じた

＞である。試験で保育士資格の取得を希望した理由は、＜年齢＞、＜取得までの期間の短さ＞、＜学

費を節約＞であった。A 保育所で非正規として働いていた際に、無資格であることからパワハラを受

け、有資格者と無資格者との格差を感じたことが、保育士資格の取得を希望する動機となっている。 
現在の就業先である B 保育所には、＜ハローワークで情報収取＞し就業に至っており、＜資格取得

後も就業継続＞している。就業するにあたり、就業前の不安は＜特になし＞。また、就業前に受けた

支援および受けたかった支援も＜特になし＞であった。保育士資格取得前から保育所での就業経験が

あり、保育士資格取得後も同じ園で非正規での就業を継続することから、就業前の不安は特に感じず、

受けたかった支援もなかったのだと推察される。 
就業後の不安は＜特になし＞であったものの、就業後に受けたかった支援として、＜相談できる環

境＞をあげている。これは、就業継続のために必要なこととしてあげられている＜人間関係の良さ＞、

＜上司のリーダーシップ＞にもつながっていると考えられる。また、正規・非正規の保育士の仕事に

ついての共通認識がなく、その線引きが個々の保育士で異なることから生じる混乱について語ってお

り、＜業務範囲の明確化＞が就業継続に必要だと指摘されている。さらに、保育士試験を受験した際

の会場での体験について、「この人が？みたいな。私としては戦慄でした。だから、何でもかんでもウ

ェルカムにして、それで嫌ならどんどん辞めていくというのであればどうなんだろうと」、「辞める人

を減らすには、やはり実習制度みたいなものを入れた方がいいのかもしれない」と語っており、現在

の保育士試験のあり方に疑問を呈し、＜試験保育士の実習制度＞の必要性について言及している。試

験合格だけで保育士資格が得られるのではなく、試験で合格した後に、保育所で実習を行い、保育現

場の現実を理解した上で資格が得られるべきだと感じているようだ。 
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分類①・試験保育士 11：子どもと関係のない専攻・保育所就業後に保育士資格取得 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：4 年制大学（子どもと関係のない専攻） 
 大学卒業後、公立保育所に非正規で就業し保育士資格を取得。その後、B 保育所にて正規で就業し、

現在に至る。 
 
 保育士資格取得を希望した理由は、＜無資格で働いていて資格がほしくなった＞ためである。試験

で保育士資格の取得を希望した理由は、＜働きながら勉強して資格を取得＞、＜自分のペースで勉強

して資格を取得＞であった。 
現在の就業先である B 保育所には、＜知人の紹介＞がきっかけとなり、自宅から近いことから＜通

いやすさ＞が決め手となって就業に至っている。B 保育所に就業するにあたり、「実技面でピアノを

弾いたことがなかったので、どの程度必要になってくるのかなって」というように＜ピアノの実技経

験の少なさ＞を就業前の不安として感じていた。しかし、就業前に受けた支援は＜特になし＞であっ

た。そのため、就業前に受けたかった支援として、＜ピアノの実技・技能を高める機会＞、＜救命に

関する知識と対処法の講習等＞をあげている。 
保育士資格取得前から保育所での就業経験はあるものの、非正規では保育中にピアノを弾く機会が

なかったことから、正規就業前にピアノの技能を向上させることのできる支援を求めていたことがわ

かる。また、「看護師がいない時間帯があったり、実際にけいれんとかもあったりすることを今見てい

ると」、「いつ必要になるかが分からないので」と語っており、正規として働く上で、特に子どもの命

に関わることの具体的な対処法を知りたいと思っていたことがわかる。 
就業後の不安として、＜安全確保＞、＜子どものトラブルへの対応＞をあげおり、就業前に受けた

かった支援として感じていたことが、就業後の不安にもつながっていることがうかがえる。なお、就

業後に受けたかった支援については特には語られていない＜特になし＞。そして、就業継続のために

必要なこととして＜人間関係の良さ＞、＜保育観の共有＞、＜園全体の質の向上＞があげられている。

また、「私は年配の方に入ってくるので」、「体力の維持がすごく必要だなと思っていて」と語ってお

り、年齢を重ねながら長く保育士を続けるためには、＜体力＞が不可欠であり、それに加えて＜家庭

の両立＞も必要となることを実感している。 
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（１）まとめ：試験保育士分類①（子どもと関係のない専攻・保育所就業後に保育士資格取得） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①保育士資格取得を希望した理由 
 保育士資格取得を希望した理由として、＜子どもと接することが好き＞、＜保育士に興味＞がある。

保育士資格取得前から保育所に就業していた方たちであるが、資格取得を希望する動機の根底には、

これまでの経験や自分の子育ての中で子どもと関わることを楽しいと感じ、保育士に興味を持ったこ

とがきっかけとしてある（試験保育士 2・3・4・5・6・9）。また、＜保育士への転職を考えた＞は、

高校卒業後、アルバイトなどの就業経験を経て保育士への転職を考えた方であった（試験保育士 3・
4）。しかし、最終学歴が高卒のため、すぐには受験資格が得られず、受験資格を得るための保育現場

勤務を積み、受験要件を満たした後に保育士資格を取得している。 
 試験保育士 9 は、保育所で非正規として働いている中で、「仕事なのに素で笑える瞬間があるとい

うか、子どもたちが常に良くも悪くも 100 パーセントで、それに思わずふって笑ってしまう瞬間があ

って」、「本当に面白くて、仕事中にこんなに笑うっていう」＜保育の奥深さとやりがい＞を感じ、「正

職になったらいろいろ見えてくる部分ももちろんあって」という語りのように、正規職員になること

で＜保育者としての専門的な視野が広がる＞と考え、＜自分自身が成長できる職業＞と思ったことが

保育士資格取得を希望した理由になっている。保育所に就業しているからこそ、子どもと関わり、子

どもの思いを共有する中で保育士という仕事のやりがいを感じており、それが資格取得を希望する原

動力になっていると推察される。 
さらに、＜無資格で働いていて資格がほしくなった＞（試験保育士 1・5・7・8・10・11）があり、

「そろそろ（正規で）就職しないとなって思って」（試験保育士 5）、「これはちょっと近所のおばさん

が子育て経験があるレベルでお伝えしてはいけないなと思って」（試験保育士 11）の語りのように、

無資格で就業している現在の状況を変えたい、向上したいという思いが資格取得希望につながってい

ることがうかがえる。それと関連する理由として、＜格差を感じた＞（試験保育士 7・8・10）があげ

られている。試験保育士 7 は、海外の養成校で現地の保育士資格を取得しているが、「でも、結局日

本に帰ってきたら無資格で、そうするとやっぱり給料面とかも全然違うし」の語りのように、資格が

ないことによる給与面での格差を感じている。また、「ちょっとパワハラ的なものがありまして、それ

で、資格、あの人に取れたんだったら私も取って、この保育園は辞めようかなと考えたのがそもそも
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の始まり」（試験保育士 10）の語りのように、パワハラを受け、有資格者と無資格者との格差を感じ

たという方もいる。さらに、無資格で就業中に「玄関に立ってはいけないとか、自分が子どもを見て

いてケガしたとか何かあった時に保護者に直接伝えられない」、「無資格だけが関係なのかって思うと

悔しい気持ちとかあったりして」（試験保育士 8）というように、責任のある仕事を持たせてもらえな

いことに格差を感じている。このように、無資格であることから感じた格差には、金銭面、パワハラ

といった当人にとってはネガティブな要因と、責任を持ちたいというポジティブな要因があることが

うかがえ、こうした＜格差を感じた＞ことが資格取得を希望する動機となっている。 
 
②保育士資格を試験で取得した理由 
 保育士資格を試験で取得したのは、＜働きながら勉強して資格を取得＞（試験保育士 2・3・4・5・
6・7・8・9・11）したいために、＜自分のペースで勉強しながら資格を取得＞（試験保育士 4・5・
11）することができる試験で取得したことがわかる。また、＜学費を節約＞（試験保育士 3・4・7・
8・9・10）できることや、＜学校への通学の困難さ＞（試験保育士 1・6）もその理由としてあげられ

ている。その他の理由としては、海外の養成校で現地の保育士資格を取得していたため「（海外の養成

校で）もう実習も全部やりましたし」（試験保育士 7）という＜就学する必要性を感じない＞や、「ち

ょっと学校行くの面倒くさいなと思って」（試験保育士 5）＜就学するのは面倒＞と感じたことが、試

験で取得した理由となっている。さらに、自分の＜年齢＞を考えると、最短だと 1 回で取得できるか

もしれない＜取得までの期間の短さ＞がその理由としてあげられている（試験保育士 10）。そして、

＜勤務先に試験保育士がいた＞ことや、＜勤務先が試験料支出＞してくれたことが資格取得への後押

しになったと語られており（試験保育士 4）、就業先からのサポートは試験で資格取得するためのモチ

ベーションの維持につながることが示唆されている。 
 
③就職活動のプロセス 

就業する園を決めるにあたり、＜ハローワークで情報収集＞（試験保育士 10）、＜新聞広告＞で見

つけた＜就職セミナーに参加＞（試験保育士 5）のように、外へ自ら足を運び情報収集や園探しをし

ている方もいるが多くはない。最も多くの方が、＜派遣会社の紹介＞（試験保育士 1・2・3・6・9）
で就業先を決めており、いろいろな園の求人情報が受動的に得られる派遣会社への登録を選択したこ

とがうかがえる（11 人中 5 人）。これに関連する理由として、＜働きながら就活する困難さ＞（試験

保育士 9）があげられており、保育所就業中であったことが、求人情報を受動的かつ容易に得られる

派遣会社への登録の選択につながっていると考えられる。また、＜知人の紹介＞（試験保育士 7・8・
11）がきっかけとなり就業している人も複数いる（11 人中 3 人）。 

就業先を決めた要因には、「私がやりたい感じで子どもたちを見れるのかなっていうふうに思った

ので」（試験保育士 3）の語りのように、＜保育理念に共感＞したことや、「重度の障がい児の子が園

に入って来て、その子を任されたんです」、「その時にすごくかわいくって、障がい児も見たいなと思

って」（試験保育士 8）の語りのように、＜障がい児に関心＞を持ったことがあげられている。その他

には、＜通いやすさ＞（試験保育士 5・11）、＜自分が成長できる環境＞（試験保育士 4）がある。 
また、＜資格取得見込みでもよいことが後押しに＞（試験保育士 8）なって就職を決めている例も

ある。そして、就業中の保育所で＜資格取得後も就業継続＞（試験保育士 4・6・7・10）する方もい

る。 
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④就業前の不安 
＜非常勤経験による不安軽減＞（試験保育士 3・6）や、＜海外の保育経験があり不安なし＞（試験

保育士 7）のように、資格取得前に保育所での就業経験があることが就業するうえでの不安軽減につ

ながっている。一方で、11 人中 7 人（試験保育士 1・3・4・5・6・9・11）が保育士資格取得をきっ

かけに正規として就業するに至っていることから、＜正規職員としての責任＞（試験保育士 5）、＜保

育士としての責任＞（試験保育士 1）を感じ、＜担任を持つこと＞（試験保育士 9）、「書類関係」（試

験保育士 1）、＜事務仕事の量＞（試験保育士 3）、＜保育の専門的内容＞（試験保育士 9）、＜保護者

対応＞（試験保育士 9）、＜ピアノ実技経験の少なさ＞（試験保育士 11）を不安に感じている。なお、

資格取得後も非正規として就業を続ける場合（試験保育士 2・7・8・10）、上述のような正規職員ゆえ

に感じる不安はあげられていない。このように、資格取得前から保育所での就業経験がある場合でも、

非正規としての補助的な役割と、正規として求められる役割や責任との違いの大きさを感じており、

正規となることで新たに生じる不安があることがわかる。これらのことから、保育士資格取得後、就

業前の不安の解消のためには、非正規から正規として担う業務内容の緩やかな移行が肝要であり、試

験保育士が感じている非正規－正規間の段差が穏やかになるような支援が求められることが推察さ

れる。 
また、責任の増大についての不安が、＜家庭との両立＞（試験保育士 1）に対する不安にもつなが

っている。その他には、＜人間関係＞（試験保育士 3・5）、子育てによるブランクが長かったことに

よる＜社会復帰への不安＞（試験保育士 2）があげられている。また、「どこの園も短大卒以上って書

いてあったり、書いてなくても、お電話すると『すみません』というのがあったので」、「高卒だけど

いいのかな、っていう不安が働く前に植え付けられちゃったというか」（試験保育士 4）の語りのよう

に、高卒であることを理由に就活過程で門前払いをされた経験から＜学歴＞に対する不安を感じる方

もいる。 
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⑤就業前に受けた支援 
 就業前に受けた支援については、特に語られていない＜特になし＞。 
 
⑥就業前に受けたかった支援 
就業前に受けたかった支援としては、「練習ではないんですけど、研修がちょっとできたら、より正

規として働きやすいのかなとは思いましたね」（試験保育士 1）の語りのように、保育士となり、正規

として働くうえで、＜保育体験の機会＞（試験保育士 1・5）をあげている。先述の就業前の不安であ

げられていた内容を勘案すれば、担任としてのクラス運営のあり方、保育計画の立て方、保護者対応、

＜書類関係＞（試験保育士 1）などのように、保育所就業後に資格を取得した試験保育士にとっては、

個々の子どもとの関わり方に止まらず、保育全般に関する仕事の実際について知るための研修の機会

が必要であると考えられる。これに関連して、＜救命に関する知識と対処法の講習等＞や＜ピアノの

実技・技能を高める機会＞（試験保育士 11）もあげられている。 
 
⑦就業後に不安に感じていたこと 
 就業後に不安に感じていたこととして、＜係を受け持つ＞（試験保育士 1）、＜責任者として従事す

ること＞（試験保育士 5）があげられている。これらは、先述の就業前の不安とつながっており、保

育士資格を取得したことで生じた役割の変化や責任の重さに不安を感じていることがわかる。しかし

ながら、園に＜キャリアのある保育士がいない＞（試験保育士 5）、＜相談できる余裕がない＞（試験

保育士 1）という状況であることに不安を感じ、どうしたら適切な保育ができるのかという思いを抱

えていることがうかがえる。 
これらのことが、＜専門的知識や技術の不足＞（試験保育士 5）、＜子どものトラブルへの対応＞

（試験保育士 6・11）、＜支援が必要な子どもへの対応＞（試験保育士 6）、＜安全確保＞（試験保育

士 11）という、保育士としての専門性が求められる具体的な保育方法に関する不安につながっている

と考えられる。さらに、「やはり輪郭が持てないというか、グレーなところがいっぱいあるというか、

やはり保育って人と接するので、答えがないから」（試験保育士 9）の語りのように、＜保育には明確

な答えがない＞という不安にもつながっている。 
 また、＜借り上げ制度等各種助成金の停止・廃止＞（試験保育士 9）もあげられている。 
 
⑧就業後に受けたかった支援 
 就業後に受けたかった支援として、＜相談できる環境＞（試験保育士 4・7・8・10）、＜経験談を聞

く機会＞（試験保育士 4）がある。これは、上述した就業後に感じていた不安とも関連していると考

えられ、不安の解消につながる支援や環境の必要性が指摘されている。 
また、＜各種研修への参加費用等の援助＞や＜無料講習会の開催＞（試験保育士 9）として、研修

を受けやすい環境を求めていることがうかがえる。 
 
⑨就業継続のために必要なこと 
【処遇・待遇等】 
「保育士ってすごく専門性が高いと思うし、奥深いし、すごく尊い仕事だと思うんですけど、でも

稼げないじゃないですか。稼ごうと思っても稼げないというか、営業とも違うし。なんかそこがもう

ちょっと比例してくると、保育士の先輩方も継続できるのかなって」（試験保育士 9）の語りのよう

に、＜金銭的な処遇改善＞（試験保育士 2・5・7・8・9）という賃金に関することがあげられている。

さらに、＜業務範囲の明確化＞（試験保育士 7・10）、＜事務仕事の効率化＞（試験保育士 2・3）、＜

希望部署への配属＞（試験保育士 5）、＜雇用の保障＞（試験保育士 9）、＜人的確保＞（試験保育士
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9）、＜休暇の取りやすさ＞（試験保育士 2・5・6・7）、＜家庭との両立＞（試験保育士 11）があげら

れている。人手不足によって、事務仕事も含め一人の保育士にかかる業務負担が過多となり、休暇の

取りにくさにもつながっていることから、現在の処遇・待遇などに対する改善を求めている。 
【園の人間関係】 
就業継続のために、＜人間関係の良さ＞（試験保育士 1・3・4・6・7・8・9・10・11）をあげてい

る人が多い（11 人中 9 人）。そして、園内に＜信頼できる同僚＞（試験保育士 8）がいることや、＜

上司の協力＞（試験保育士 1）があることは、＜相談できる環境＞（試験保育士 1）があることにも

つながる。そして、良い人間関係があることで、＜保育観の共有＞（試験保育士 8・11）や＜職員間

の連携＞（試験保育士 7）にもつながると考えられる。状況に応じた＜上司のリーダーシップ＞（試

験保育士 7・10）が必要であることも指摘されており、これらの要素が組み合わさって、＜園全体の

質の向上＞（試験保育士 11）にもつながっていくと考えられる。 
さらに、「保育業界って、無自覚なパワハラっていうか、そういうのがあるのかなって。そう、無邪

気な。」（試験保育士 9）の語りのように、無自覚、無邪気なパワハラ等が保育現場に潜んでいること

を指摘しており、＜ハラスメントの予防・解決＞が必要だと感じている。 
 また、「うちの園のパートさんのレベルって、ほんとにパートのおばちゃんみたいな感じになって

しまっている。人が潤うのも、ある意味ちょっと仕事のレベルがだらけちゃうのかなと思いますね」

（試験保育士 9）というように、人手過多や意識の低い職員が招く職務怠慢と保育の質の低下が指摘

されており、＜低意識の職員の不採用＞（試験保育士 9）についても言及されている。 
 
【保育士自身のこと】 
保育士として働き続けられるためには、＜専門的知識と技術の向上＞（試験保育士 5・9）が必要だ

と感じている。そして、「モチベーションですかね。子どもと仲良くなって、やっぱりかわいいなとか

うれしかったなっていう、そういう思いが仕事をやっている中で 1 つでも 2 つでもあれば」（試験保

育士 10）という語りのように、＜保育が楽しいという思い＞（試験保育士 4）や＜子どもへの思い＞

（試験保育士 10）があることで、働き続けるモチベーションにつながることがうかがえる。また、

日々子どもと関わる仕事であることから、＜体力＞（試験保育士 1・11）も必要な要素としてあげら

れている。 
 
【政策等】 

保育士の＜社会的地位の向上＞（試験保育士 9）の必要性があげられている。そして、「やっぱり学

科で勉強することと現実は違いますもんね。そこで『えっ？』て思う人もいっぱいいるから」、「辞め

る人を減らすには、やはり実習制度みたいなものを入れた方がいいのかもしれない」（試験保育士 10）
と語られており、試験で保育士資格を取得する場合にも実習を行う必要性＜試験保育士の実習制度＞

について言及されている。先述のように、就業前や就業後の不安が、その後に受けたかった支援にも

つながっており、そうした不安の解消が就業継続を可能にすると考えられることから、保育所就業後

に資格取得する場合であっても、試験保育士には実習が必要であるということが示唆されている。 
そして、「私はもう 40 過ぎているので、もうこの道しかないのかなと今は思うんですけど、やっぱ

り 20 代、30 代の保育士の方はシフトチェンジできるから、違う業界に流れていくだろうな」（試験

保育士 9）の語りのように、＜若年層の保育職定着に対する方策＞も必要であると指摘されている。 
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分類②・試験保育士 12：子どもと関係のない専攻・保育士資格取得後に保育所就業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：4 年制大学（子どもと関係のない専攻） 
 大学卒業後に一般企業に就業し、結婚・出産を経て、働きながら保育士資格を取得。その後、A 保

育所に非正規として就業し、現在に至る。 
 
 保育士資格取得を希望した理由は、＜新しいことへの挑戦＞、＜子どもと接することが好き＞、＜

保育士に興味＞ためである。試験で保育士資格の取得を希望した理由は、＜働きながら勉強して資格

を取得＞、＜家庭との両立＞、＜自分のペースで勉強して資格を取得＞であった。 
現在の就業先である A 保育所には＜知人の紹介＞がきっかけであったが、＜じっくり園を選びた

い＞という思いがある中で、＜保育理念に共感＞したこと、子育て経験が保育士として活かせるとい

う園長先生の言葉＜子育て経験を認められる＞が就業を決める大きな要因になったようだ。 
A 保育所に就業するにあたり、＜年齢＞を不安に感じていたようであるが、前職である一般職での

仕事経験が不安軽減＜一般職経験による不安軽減＞にもなっている。しかし、就業前に受けた支援は

＜特になし＞であった。就業前に受けたかった支援としては、＜保育体験の機会＞、＜実際の保育内

容に関する情報＞をあげており、保育現場での経験がなかったことがその要因であると考えられる。 
就業先を決めるにあたり、園の保育理念や保育内容・方法に共感できる園で働きたいという思いが

あったこと分かる。しかし、「どんな保育をしてるのかいうところが分かれば、自分の思いと違わない

ところに行けるんだけれど、それが見えないから」という語りもあり、園の HP や求人情報等からで

は、＜実際の保育内容に関する情報＞を得ることが困難であったことが推察される。そのことが、＜

保育体験の機会＞という就業前に受けたかった支援につながっていると考えられる。 
就業後の不安としては、＜子育てと集団保育のギャップ＞、＜適切な保育方法＞、＜暗黙のルール

＞を感じており、そのため就業後に受けたかった支援は＜適切な保育方法を検討する場＞、＜相談で

きる環境＞があげられている。これらは、就業継続のために必要なことにあげられている＜保育観の

共有＞にもつながっていると考えられる。実習や体験も含めて保育現場での経験がなかったことが、

就業してからの不安の要因となっており、就業継続のために必要なことにもつながっていると考えら

れる。 
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分類②・試験保育士 13：子どもと関係のない専攻・保育士資格取得後に保育所就業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：4 年制大学（子どもと関係のない専攻） 
 結婚・離婚・離婚後、保育士資格を取得。その後、A 保育所に非正規として就業し、現在に至る。 
 
 保育士資格取得を希望した理由は、＜生計を立てるため＞、＜就職に困らない＞、＜職業選択の幅

を広げる＞、＜長く続けられる職業＞、＜保育士資格なら取れるかもしれない＞、＜子育て経験が生

かせる＞、＜友人からのアドバイス＞である。試験で保育士資格の取得を希望した理由は、＜子育て

しながら資格を取得＞、＜自分のペースで勉強して資格を取得＞であった。 
現在の就業先である A 保育所には、＜子どもの生活圏を中心に探す＞中で、近隣に建設されていた

保育園の求人募集の貼り紙をみて＜新規園の求人募集を知る＞、就業に至っている。 
A 保育所に就業するにあたり、＜暗黙のルールがあるかもしれないこと＞を就業前の不安として感

じていたが、就業前に受けた支援および受けたかった支援は＜特になし＞であった。 
専業主婦として子育て中に離婚されたことで、就業して生計を立てる必要に迫られた時に、＜就職

に困らない＞、＜長く続けられる＞、そして＜保育士資格なら取れるかもしれない＞ことは保育士資

格を取得するうえで大きな原動力であったと思われる。就業先を決めるうえで＜子どもの生活圏を中

心に探す＞ことが条件となっており、一人親で子育てをしていることが大きな要因である。 
就業後の不安としては、＜相談できる余裕がない＞、＜相談相手がいない＞、＜支援が必要な子ど

もへの対応＞があげられている。これらに関連する語りとして「その子それぞれに保育の目標とかあ

ると思うんですけれども、先生方もなかなか忙しくて、どう対応するべきかっていうことをなかなか

共有できないので」とある。またこれらは、就業後に受けたかった支援にあげられている＜各種研修

会の情報・機会＞、＜療育に関する研究会等の機会＞や就業継続のために必要なことにあげられてい

る＜より深く学べる環境＞、＜理想とする保育者としての将来像＞につながっていると考えられる。

さらに、継続のために必要なことの＜休暇の取りやすさ＞、＜体力＞は一人親での子育て中であるこ

とから、よりその必要性を感じているのではないかと推察される。一方で、「自分自身が必要とされて

いる現場であるためやりがいを感じる」とあり、＜やりがい＞が実際の継続につながっている。 
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分類②・試験保育士 14：子どもと関係のない専攻・保育士資格取得後に保育所就業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：4 年制大学（子どもと関係のない専攻） 
 専業主婦として子育て中に保育士資格を取得。その後、A 保育所に非正規として就業し、現在に至

る。 
 
 保育士資格取得を希望した理由は、＜保育士に興味＞、＜保育士資格なら取れるかもしれない＞、

＜子育て経験を生かせる＞、＜いつか役立つかもしれない＞である。試験で保育士資格の取得を希望

した理由は、＜子育てしながら資格を取得＞、＜自分のペースで勉強して資格を取得＞、＜学費を節

約＞であった。 
現在の就業先である A 保育所には、＜知人の保育士から紹介＞された園であった。A 保育所に就業

するにあたり、「保育の現場は保育園に通わせてもいなかったので、見たこともなかったし、よく分か

らなかったので」と語っており、＜経験不足＞を就業前の不安として感じていた。しかし、就業前に

受けた支援は＜特になし＞であった。就業前に受けたかった支援としては、＜救命に関する知識と対

処法の講習等＞をあげている。 
 実習や体験等も含めた保育経験がなかったことが、保育所という施設で働くこと自体の理解不足に

つながっていると考えられ、それが特に、子どもの命に関わることの具体的な対処法を知りたかった

ことに関係していると思われる。 
就業後の不安としては、「意外と保育士の中の暗黙のルールみたいなものがあるらしく」＜暗黙の

ルール＞、「知らずにやっていることもあるかもしれないな」＜相談できる余裕がない＞状況の中で、

保育士経験が浅いうちに保育士としての任される役割の大きさに＜責任の重大さ＞を感じていた。こ

れらが就業に受けたかった支援の＜相談できる環境＞、＜各種研修等の情報・機会＞、＜新人研修や

園内研修等の機会＞につながっていると考えられる。 
 そして就業継続のためには、日々の保育の中で様々なことを学び、経験を重ねることの大切さ＜日

常の保育の積み重ね＞を感じながらも、正規職員の保育以外の仕事内容の量が多いことから＜業務範

囲の明確化＞、＜実労働時間の見直し＞の必要性も感じていることが分かる。 
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分類②・試験保育士 15：子どもと関係のない専攻・保育士資格取得後に保育所就業  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：高等学校卒業 
 一般企業就業後、結婚・出産を経て専業主婦として子育て中に保育士資格を取得。その後、A 保育

所において非正規から正規となり、現在に至る。 
 
 保育士資格取得を希望した理由は、＜子どもと接するのが好き＞、＜保育士に興味＞、＜いつか役

立つかもしれない＞である。試験で保育士資格の取得を希望した理由は、＜子育てしながら資格を取

得＞、＜学費を節約＞であった。 
現在の就業先である A 保育所には、＜紹介会社のチラシを見て＞応募し、園長先生と話をする中で

＜保育理念に共感＞したことが就業につながっている。 
A 保育所に就業するにあたり、「手遊びとか、わらべ歌とか、そういう自分の実技面、全くないん

で」、「集団に対しての対応っていう経験が一切ないので。それで担任と言われても、まずできないだ

ろうなっていう」と語っており、＜保育技術のなさ＞や＜担任を持つこと＞を就業前の不安として感

じていた。しかし、就業前に受けた支援は＜特になし＞であった。就業前に受けたかった支援として

は、＜保育体験の機会＞、＜就職先での体験実習＞をあげている。保育現場での経験がなかったこと

がその要因であり、保育体験の機会があることで＜保育技術＞や、集団生活における保育者の役割・

技術を学べると考えているのではないかと思われる。 
就業後の不安としては＜経験不足＞を感じおり、「行ける研修は何でも行きますみたいな感じで。

自信を付けるための方法が研修受けること」という語りから、研修に積極的に参加していたことが分

かる。就業後に受けたかった支援について語られなかった＜特になし＞のは、自ら積極的に研修に参

加していたためであろう。また、「書類関係も、実は家ではすごいやっている。毎月のクラスだよりを

作ったり」、「ものすごく給料が安いことで、何度も辞めようかなって考えましたね」、「実際私らも今

年も（有給を）3 日間しか取れてないんです」と語っており、＜事務仕事の効率化＞、＜金銭的処遇

改善＞、＜休暇の取りやすさ＞は就業継続に必要だと感じている。保育での迷いや働いているなかで

の悩みを、相談できる窓口が外部にあること＜外部の相談機関＞の必要性も感じている。 
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分類②・試験保育士 16：子どもと関係のない専攻・保育士資格取得後に保育所就業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：4 年制大学卒業（子どもと関係のない専攻） 
 一般企業就業中に保育士資格を取得し、A 保育所において正規職員として就業し、現在に至る。 
 
 保育士資格取得を希望した理由は、＜職業選択の幅を広げる＞、＜身内が保育士＞、＜保育士に興

味＞、＜保育士への転職を考えた＞、＜教育・保育で社会貢献＞である。試験で保育士資格の取得を

希望した理由は、＜働きながら勉強して資格を取得＞、＜自分のペースで勉強して資格を取得＞であ

った。 
現在の就業先である A 保育所には、＜就職セミナーに参加＞し、その中で＜保育理念に共感＞した

園に就業している。 
A 保育所に就業するにあたり、就業前の不安や就業前に受けた支援は特に語られていなかった＜特

になし＞が、就業前に受けたかった支援としては、＜保育体験の機会＞をあげている。就職後の状況

として、「本当にそばにいる先生の様子を見て、まねすることしかできなかったんで」と語っており、

保育現場での経験がなかったことで、最初は何をどのようにすればよいのか分からない状況のまま保

育を行っていたことが推察される。 
就業後の不安としては、「分からなくてやってるところもまだいっぱいあるなっていうのが漠然と

あって、そこはほんとに不安」、「それを誰に聞いたらいいのかとか」と語っており、気楽に相談でき

る環境にはないことが＜相談できる余裕がない＞ことにつながっていると考えられる。また、就業後

に受けたかった支援として、子どもの命に関わることの具体的な対処法＜救命に関する知識や技術の

研修等＞をあげている。 
 そして就業継続のためには、「うちの園も全然人がいないほうの園なので、もう一人いればなって

いう」というように、人数に余裕のある保育士の配置＜保育士配置の整備＞をあげている。また、ど

こまでが保育士専門性なのか＜保育の専門性とその学びの範囲の明瞭化＞を自分の中で理解するこ

とで、どのような研修に参加する＜研修参加＞必要があるのかが分かり、それが保育の専門家として

の強み＜保育者としての強み＞になり、＜保育への情熱＞にもつながることが指摘している。 
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分類②・試験保育士 17：子どもと関係のない専攻・保育士資格取得後に保育所就業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：4 年制大学卒業（子どもと関係のない専攻） 
 一般企業就業中に保育士資格を取得し、A 公立保育所、B 保育所において非正規ののち正規職員と

して就業し、現在に至る。 
 
 保育士資格取得を希望した理由は、＜子どもと接することが好き＞、＜保育士への転職を考えた＞

である。試験で保育士資格の取得を希望した理由は、＜働きながら勉強して資格を取得＞、＜友人か

らのアドバイス＞であった。 
最初の就業先である A 保育所には、＜市の広報で情報収集＞し、応募して就業に至ったが、公立保

育所民営化に伴い退職している。現在の就業先である B 保育所には、＜ハローワークで情報収集＞

し、園便りとかの書類関係の仕事が前職の一般企業での経験を活かせると考え、就業に至っている。

その後、保育士不足のため、保育士も兼務するようになった。 
A 公立保育所に就業するにあたり、就業前の不安や就業前に受けた支援は特に語られていなかった

＜特になし＞が、就業前に受けたかった支援としては、＜保育体験の機会＞をあげている。「研修を受

けられるような制度を作っていただけると、現場がトイレに行く時間もないぐらい忙しいっていうの

が分かると思うので。イメージでは、なんか楽しそうみたいな。」と語っており、保育現場の実際を経

験できる機会を経てから就業するほうがよいと考えていることが推察される。 
就業後の不安や就業後に受けたかった支援も、特には語られていなかった＜特になし＞。しかしな

がら、就業継続のために必要なこととして、「他の業界から見ると、本当にボランティア精神と心から

思っていて、本当にそのお給料が」、「労働時間そのものが 8 時間で、昼休みも取れない、休憩も取れ

ない」と語られており、＜金銭的な処遇改善＞、＜実労働時間の見直し＞の必要性が指摘されている。

また、現在、家賃補助が出ているが 5 年間と言われていることから、＜長期的な続く家賃補助＞の必

要性が語られていた。それと共に、最初の就業先の正規職員の先輩が、試験で資格を取得したことに

配慮し、子ども一人一人の発達などについて保育時間外に指導していただける機会があったことが大

きな学びとなったことも語られていた。 
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分類②・試験保育士 18：子どもと関係のない専攻・保育士資格取得後に保育所就業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：2 年制短期大学（子どもと関係のない専攻） 
 短期大学卒業後に保育士資格を取得し、A 公立保育所において非正規で就業し、その後正規職員と

なり、現在に至る。 
 
 保育士資格取得を希望した理由は、＜保育士に興味＞、＜就職選択の幅を広げる＞、＜就職に困ら

ない＞である。試験で保育士資格の取得を希望した理由は、＜取得までの期間の短さ＞であった。「取

得することを決めたのが 6 月だったので、養成校だと 3 年ぐらいかかる。（試験だと）頑張れば 1 年

でも取れるっていうのが魅力のところだった」と語られている。 
現在の就業先である A 保育所には、知り合いが運営している保育園に誘われ＜誘われた施設に＞、

就業に至っている。 
A 保育所に就業するにあたり、「最初は非常勤だったので、何かを任せられるわけでもなかったの

で、不安はなく」＜非常勤採用のため不安なし＞と語られている。就業前に受けた支援も＜特になし

＞であったが、就業前に受けたかった支援としては、＜保育体験の機会＞、＜指導計画の書き方＞を

あげている。「保育体験があったらよかったな。指導計画もやっといたら良かったなというのはあり

ましたね」と語っており、保育現場の実際を経験できる機会を経てから就業するほうがよいと考えて

いることが分かる。 
就業後の不安は、特には語られていなかった＜特になし＞。しかし、就業後に受けたかった支援と

しては、＜園外の人に相談できる機会＞をあげている。「学校に行ってないので、つながりがないじゃ

ないですか。『どうですか、就職して』みたいな。全く関係ないところで話せる人がいたほうがいい場

面もあるのかなというふうに思う」と語られている。また、就業継続のために必要なこととして、＜

金銭的な処遇改善＞、それ以外に「仕事場の中で信頼できる関係を築けている人がいると違うなって

すごく感じますね」等と語られており、＜働きやすさ＞や＜信頼できる同僚＞があげられる。 
また、保育士試験を受験したい人が保育補助で働きたくための園の斡旋事業があると、本人も園に

とってもメリットがあるのではないかという指摘もあった。 
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分類②・試験保育士 19：子どもと関係のない専攻・保育士資格取得後に保育所就業  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：4 年制大学（子どもと関係のない専攻） 
 一般企業に就業中に保育士資格を取得し、その後、A 保育所において正規職員となり、現在に至る。 
 
 保育士資格取得を希望した理由は、＜保育士に興味＞、＜保育士への転職を考えた＞である。試験

で保育士資格の取得を希望した理由は、働きながら勉強したほうが時間とお金を有効に使える＜働き

ながら勉強して資格を取得＞ことであった。 
現在の就業先である A 保育所には、広告に載っていた 2 つの園を見学に行って＜求人のあった園

に見学＞、＜保育者や園の雰囲気＞と＜通いやすさ＞で就業先を決めている。 
A 保育所に就業するにあたり、「担任ではなかったので、責任のないというか。単純なことをやら

せていただいていたので、不安はなく」＜フリー採用のため不安なし＞と語られている。就業前に受

けた支援も＜特になし＞であったが、就業前に受けたかった支援としては、＜保育体験の機会＞をあ

げている。「就職先決める前にいろんな施設を体験できるっていうのがあったら、もうちょっと自分

の視野も広がっていたのかなって」と語られており、複数の園の保育の実際を体験する機会があるこ

とで、様々な視点から園を比較し、その上で就業先を決めることができるほうがよいと考えているこ

とが分かる。 
就業後の不安は、特には語られていなかった＜特になし＞。しかし、就業後に受けたかった支援と

しては、＜他園の試験保育士との交流＞をあげている。「いろいろ戸惑うことがあった時に、ほかの園

もこうなのかなとか、すごく気になったことがあって。試験だと学友みたいな人がいないので」と語

られている。また、就業継続のために必要なこととして、＜金銭的な処遇改善＞をあげており、「賃金

の低さっていうのは、徐々に本当に痛感してきて」と語られている。また、＜人間関係の良さ＞と共

に、「上の人が人間関係をしっかり考えて、職場の人たちが働きやすい環境をつくっていくべきだと

思う」＜働きやすさ＞という指摘がある。そして、その＜働きやすさ＞を担保するには、園全体をサ

ポートするような公的な仕組みや支援＜園全体に対する支援＞があることの必要性も指摘されてい

た。 
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分類②・試験保育士 20：子どもと関係のない専攻・保育士資格取得後に保育所就業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：4 年制大学（子どもと関係のない専攻） 
 小学校教諭として就業中の育児中に保育士資格を取得し、その後、A 公立保育所において非正規で

就業し、現在に至る。 
 
 保育士資格取得を希望した理由は、＜子どもと接するのが好き＞、＜保育士に興味＞、＜就職選択

の幅を広げる＞であった。試験で保育士資格の取得を希望した理由は、「育児休暇中に資格を取得」で

きるためであった。子どもを保育園に預けて、保育園や保育士に触れ合うことをきっかけに興味を持

つようになったようだ。 
現在の就業先である A 保育所には、＜市の広報で情報収集＞し応募して就業に至っている。 
A 保育所に就業するにあたり、＜保育技術のなさ＞、＜実際の仕事内容＞、＜専門的知識の不足＞、

＜正規職員としての責任＞があげられている。就業前に受けた支援も＜特になし＞であったが、就業

前に受けたかった支援としては、＜保育体験の機会＞をあげており、保育現場での経験がなかったこ

とがその要因であると考えられる。また、「正規でぽんって飛び込んで、『全部やってください』って

いうのはやっぱ不安でした」と語られており、正規職員として不安から非正規での就業になったので

はないかと推察される。 
就業後の不安にも、子どもへの接し方等の技術が何もない＜経験不足＞と感じており、就業前の不

安や就業前に受けたかった支援での内容とも関連している。就業後に受けたかった支援としては、「他

の先生たちはどうやってるのかというのは見たいなっていうのはありますね」と語られており、＜他

のクラスの保育見学＞の必要性を指摘している。これは小学校での研究授業等の経験が関係している

かもしれない。 
また、就業継続のために必要なこととして、「気を使うことがいっぱいじゃないですか、安全面と

か。それに見合う本当に給料ではないかなというのは、すごく思いますね」、「正職員は事務仕事の量

がとても多い。ほとんどパソコンに向かっている日や仕事を持ち帰ることある」と語られており、＜

金銭的な処遇改善＞や＜事務仕事の効率化＞が指摘されている。 
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（２）まとめ：試験保育士分類②（子どもと関係のない専攻・保育士資格取得後に保育所就業） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①保育士資格取得を希望した理由 
 保育士資格取得を希望した理由として、＜子どもと接することが好き＞、＜保育士に興味＞がある。

「子どもが生まれて子育てをしているときに、やっぱり子どもってかわいいなみたいな。で、落ち着

いたら働けたらいいなっていう」（試験保育士 15）の語りのように、子育てをする中で子どもと関わ

る楽しさを感じ、保育士に興味をもったことが保育士資格取得を希望した理由となっている（試験保

育士 12・15・20）。また、＜保育士への転職を考えた＞人は、一般企業に就業中に保育士への転職を

考え、就業しながら保育士資格を取得した方であった（試験保育士 16・17・19）。 
試験保育士 13 は、＜生計を立てるため＞に就業を考えた際、＜就職に困らない＞、＜長く続けら

れる職業＞ということが保育資格取得を希望した理由になっている。それらと関連する理由として、

＜就職選択の幅を広げる＞（試験保育士 13・16・18・20）があり、保育士資格を取得することが就

業につながると考えていることが分かる。一方で、＜保育士資格なら取れるかもしれない＞（試験保

育士 13・14）、＜子育て経験を生かせる＞（試験保育士 13・14）＜いつか役立つかもしれない＞（試

験保育士 14・15）という意識もある。このようなことから、保育士は、就業に直結しやすい職業であ

りながら、挑戦しやすい資格であると考えていることが推察される。 
 
②保育士資格を試験で取得した理由 
 保育士資格を試験で取得したのは、＜働きながら勉強して資格を取得＞（試験保育士 12・16・17・
19）、＜子育てしながら資格を取得＞（試験保育士 13・14・15）、＜育児休暇中に資格を取得＞（試

験保育士 20）、＜家庭との両立＞（試験保育士 12）をしたいために、＜自分のペースで勉強して資格

を取得＞（試験保育士 12・13・14・16）することができる試験で取得したことが分かる。また、＜

学費を節約＞できることや、最短だと 1 回で取得できるかもしれない＜取得までの期間の短さ＞こと

も、その理由としてあげられている。 
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③就職活動のプロセス 
 就業する園を決めるにあたり、＜就職セミナーに参加＞（試験保育士 16）、＜ハローワークで情報

収集＞（試験保育士 17）と、セミナーやハローワークに足を運び積極的に情報収集している方もいる

が多くはない。たまたま＜紹介会社のチラシを見て＞、＜求人のあった園に見学＞に行き、就業先を

決めた人もいる（試験保育士 15・19）。＜知人の紹介＞（試験保育士 12・14）がきっかけとなった

り、＜誘われた施設に＞（試験保育士 18）そのまま就業している人もいる。また、試験保育士 17・
20 は＜市の広報で情報収集＞し、公立保育所に就業している。 
就業先を決める要因には、「『「こんなことやりたいんだよね』」みたいな話をじっくりしてきた中で

決めていったので」（試験保育士 12）の語りのように、＜保育理念に共感＞（試験保育士 12・15・16）
したことがあげられる。その他には、＜保育者や園の雰囲気＞（試験保育士 19）、＜子育て経験を認

められる＞（試験保育士 12）、＜通いやすさ＞（試験保育士 19）がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④就業前の不安 
 ＜一般職経験による不安軽減＞（試験保育士 12）になっていたり、＜非常勤採用のため不安なし＞

（試験保育士 18）、＜フリー採用のため不安なし＞（試験保育士 19）というように、正規採用でない

ことや担任をもたないことが就業するうえでの不安軽減につながっている。一方で、＜実際の仕事内

容＞（試験保育士 20）、＜専門的知識の不足＞（試験保育士 20）、＜保育技術のなさ＞（試験保育士

15）、＜経験不足＞（試験保育士 14）から、＜担任をもつこと＞（試験保育士 15）や＜正規職員とし

ての責任＞（試験保育士 20）に不安を感じ、非正規での就業（試験保育士 14・15・20）から仕事を

始めている方もいる。 
 
 
 
 

試験保育士

保育所等就活

就
労
前
に
受
け
た
支
援

就業前の不安 就業前に
受けたかった

支援

就業後の不安
就業継続のために

必要なこと

就業後に
受けたかった

支援

⼦どもと関係のない専攻 資格取得⇒保育所就業 9⼈

保
育
体
験
の
機
会

実
際
の
保
育
内
容
に
関
す
る
情
報

子
育
て
と
集
団
保
育
の
ギ
ャ
ッ
プ適

切
な
保
育
方
法

暗
黙
の
ル
ー
ル

責
任
の
重
大
さ

経
験
不
足

支
援
が
必
要
な
子
ど
も
へ
の
対
応

他
ク
ラ
ス
の
保
育
見
学

適
切
な
保
育
方
法
を
検
討
す
る
場

相
談
で
き
る
環
境

各
種
研
修
等
の
情
報
・機
会

他
園
の
試
験
保
育
士
と
の
交
流

日
常
の
保
育
の
積
み
重
ね

休
暇
の
と
り
や
す
さ

金
銭
的
な
処
遇
改
善

人
間
関
係
の
良
さ

事
務
仕
事
の
効
率
化

保
育
観
の
共
有

保
育
者
と
し
て
の
強
み

業
務
範
囲
の
明
確
化

働
き
や
す
さ

研
修
参
加

保
育
へ
の
情
熱

子
ど
も
へ
の
思
い

信
頼
で
き
る
同
僚

よ
り
深
く
学
べ
る
環
境

保
育
士
配
置
の
整
備

中
間
管
理
職
の
役
割

経
験
不
足

非
常
勤
採
用
の
た
め
不
安
な
し

フ
リ
ー
採
用
の
た
め
不
安
な
し

一
般
職
経
験
に
よ
る
不
安
軽
減

年
齢

担
任
を
も
つ
こ
と

暗
黙
の
ル
ー
ル
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と

保
育
技
術
の
な
さ

就
職
先
で
の
体
験
実
習

指
導
計
画
の
書
き
方

救
命
に
関
す
る
知
識
と
対
処
法
の
講
習
等

相
談
で
き
る
余
裕
が
な
い

相
談
相
手
が
い
な
い

園
外
の
人
に
相
談
で
き
る
機
会

新
人
研
修
や
園
内
研
修
等
の
機
会

一
人
親
の
保
育
者
へ
の
支
援

外
部
の
相
談
機
関

年
齢
層
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
職
員
構
成

実
労
働
時
間
の
見
直
し

長
期
的
に
続
く
家
賃
補
助

園
全
体
に
対
す
る
支
援

体
力

や
り
が
い

理
想
と
す
る
保
育
者
と
し
て
の
将
来
像

実
際
の
仕
事
内
容

専
門
的
知
識
の
不
足

正
規
職
員
と
し
て
の
責
任

 

─ 134 ─



- 135 - 
 

⑤就業前に受けた支援 
 就業前に受けた支援については、特には語られていない。 
 
⑥就業前に受けたかった支援 
 就業前に受けたかった支援としては、「2 週間保育観察や実習としてあったら、すごく気持ちは楽だ

ったろうなってすごく感じますね」（試験保育士 15）、「イメージで現場に行くと、そのギャップでも

う本当に、もう付いていけないと思うので」（試験保育士 17）の語りのように、保育や保育者の仕事

の実際等を知るための体験の機会＜保育体験の機会＞（試験保育士 12・15・16・17・18・19・20）
をあげている人が多い（9 人中 7 人）。専門的知識の不足を補うために、＜指導計画の書き方＞（試験

保育士 18）や＜救命に関する知識と対処法の講習等＞（試験保育士 14）もあげられている。 
また、試験保育士 12 が、実際の保育の様子が求人書類や園のホームページ上の情報だけでは分か

らず、入職後のミスマッチにつながりやすい＜実際の保育内容に関する情報＞ことを指摘している。

この対策として、「ちょっとお試し期間的なのがあると、すごくいいですね、お互いにね。向こうも。

マッチングしたらいいですよね。」（試験保育士 15）の語りのように、就職先を決めるための<就職先

での体験実習>が指摘されている。 
 
⑦就業後に不安に感じていたこと 
 就業後に不安に感じていたこととして、＜経験不足＞（試験保育士 15・20）や、＜子育てと集団保

育のギャップ＞（試験保育士 12）を感じる中で、保育士としての＜責任の重大さ＞（試験保育士 14）
に直面していることが見えてくる。また、保育現場ならでは、もしくは園独自の＜暗黙のルール＞（試

験保育士 12・14）があることに戸惑いながらも、＜相談できる余裕がない＞（試験保育士 13・14・
15）環境であったり、＜相談相手がいない＞（試験保育士 13）状況の中で、＜適切な保育方法＞（試

験保育士 12）が何か分からなかったり、＜支援が必要な子どものへの対応＞（試験保育士 13）の仕

方が分からないまま保育をしている状況も見えてくる。 
 
⑧就業後に受けたかった支援 
 就業後に受けたかった支援として、＜各種研修等の情報・機会＞（試験保育士 13・14・16）、＜新

人研修や園内研修等の機会＞（試験保育士 14）がある。これは、上述した就業後に不安に感じていた

こととも関連していると考えられる。また、就職園の保育方法に対して疑問を感じ、適切な保育方法

を模索するようになったことから＜適切な保育方法を検討する場＞（試験保育士 12）、全く関係ない

ところで話せる人がいたほうがいい場面もあることから＜園外の人に相談できる機会＞（試験保育士

18）、そして「戸惑うことがあった時に、他の園もこうなのかなと。ほかの意見も聞きたいなって」

の語りのように＜他園の試験保育士との交流＞（試験保育士 19）もあげられている。 
このようなことは、「不安だっていうことを園長に言った時に、『もう保育士資格取ってんだから保

育士よ』とか言われて」（試験保育士 14）の語りのように、園内の上司や同僚等に相談しやすい環境

＜相談できる環境＞（試験保育士 12・14）にないと感じていることも要因ではないかと推察される。 
 
⑨就業継続のために必要なこと 
【処遇・待遇等】 
 ＜金銭的な処遇改善＞（試験保育士 15・17・18・19・20）、＜長期的に続く家賃補助＞（試験保育

士 17）という賃金に係わることがあげられている。＜働きやすい＞の環境として、＜休暇のとりやす

さ＞（試験保育士 13・15）、＜実労働時間の見直し＞（試験保育士 14・17）、＜事務仕事の効率化＞

（試験保育士 12・15・20）、＜業務範囲の明確化＞（試験保育士 14）、＜保育士配置の整備＞（試験
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保育士 16）がある。人手不足の中で、保育士配置に余裕がなく、それが事務仕事も含め一人の保育士

への業務過多となり、残業や持ち帰り仕事につながっていると考えられる。また、人手不足は、休暇

のとりにくさにもつながっていると思われる。 
【園の人間関係】 

＜働きやすい＞環境には、＜人間関係の良さ＞（試験保育士 19）というもう一つの側面がある。園

内に、＜信頼できる同僚＞（試験保育士 18）、＜中間管理職の役割＞（試験保育士 12）を担う信頼で

きる上司がいることは、相談できる環境があることにもつながる。そして、保育内容や保育方法の土

台になる＜保育観の共有＞（試験保育士 12）をできることは、保育のしやすさ、働きやすいさにもつ

ながると考えられる。また、経験年数が浅い職員だけでは相談できる環境にはなりにくいことから、

＜年齢層のバランスが取れた職員構成＞（試験保育士 15）も必要だと考えていることが分かる。 
 

【保育士自身のこと】 
保育士として働き続けられるためには、保育士自身が、保育の主体である＜子どもへの思い＞（試

験保育士 12）をもち、＜保育への情熱＞（試験保育士 16）や＜やりがい＞（試験保育士 13）を感じ

られることが必要だと考えている。子どもと関わる仕事であることから、＜体力＞（試験保育士 13）
も必要となる。また、日々変化する保育の中から様々なことを学び、経験を重ねること＜日常の保育

の積み重ね＞（試験保育士 14）と共に、自分が子どもに対してどのように質の高い保育ができるのか

という強み＜保育者としての強み＞（試験保育士 16）の必要性を感じている。一方で、職場に理想と

する先輩保育士がおらず自分の将来像を描けていない＜理想とする保育者としての将来像＞（試験保

育士 13）状況もあり、園内に＜より深く学べる環境＞（試験保育士 13）を求めていることも分かる。

そのため、園外における＜研修参加＞（試験保育士 16）の必要性も感じているようだ。 
 
【政策等】 

職場が相談しやすい環境が整っていないこともあり、＜外部の相談機関＞（試験保育士 15）の必要

性や、自治体等からの＜園全体に対する支援＞（試験保育士 19）も求められている。 
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分類③・試験保育士 21：子どもと関係のある専攻・幼稚園勤務経験あり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：2 年制短期大学（子どもと関係のある専攻・幼稚園教諭二種免許取得） 
 幼稚園退職後、事務職就業中に保育士資格を取得し、その後、A 保育所、B 保育所において正規で

就業した後、C 公立保育所に正規として就業し、現在に至る。 
 
 保育士資格取得を希望した理由は、＜就職に困らない＞ことであった。試験で保育士資格の取得を

希望した理由は、＜働きながら勉強して資格を取得＞できたことと、幼稚園教諭免許を取得していた

ため＜免除科目があった＞ことであった。 
現在の就業先である C 公立保育所は、＜自分が成長できるため公立を希望＞、＜待遇を考慮し公立

を希望＞というように、長く働ける環境を求めて公立保育園を選択している。これは、公立保育所に

勤務する前に就業していた認可保育所での経験を「いじめみたいなものもあって」、「ローテーション

がめちゃくちゃで」と語られており、このような経験が公立選択の理由になっていると考えられる。

就業前の不安は、特に語られなかった＜特になし＞。就業前に受けた支援は、公立保育園を受験する

にあたって＜出身養成校での相談＞、＜出身養成校での論文添削等指導＞があげられている。また、

就業前に受けたかった支援も、特に語られなかった＜特になし＞。 
就業後の不安には、「事故報告書を書かなければいけないんです。その原因の突き止めが結構大変

でした。気を付けなきゃ、気を付けなきゃって思うほどかみつきとかがあって」と語られており、＜

子どものトラブルへの対応＞に不安を感じていたことが分かる。しかしながら、公立は研修が充実し

ていたことも語られており、就業後に受けたかった支援は＜特になし＞であった。 
就業継続のための必要なこととして、＜金銭的な処遇改善＞、＜福利厚生の充実＞と共に、「働く環

境として守られているからできるよねっていうのが大きいのかな」と語られており、＜働きやすさ＞

の必要性もあげられている。また、「かわいいし、その子が成長するのを見るのもうれしいしってい

う、そこも大事かなって」、「子どもと関わるのにも忍耐が必要だし、こうしたら、ああしたらってこ

っちも考えて。親も何言われるか分かんない、だからこうして先回りして考えて。忍耐。」とも語られ

ており、＜子どもへの思い＞があるからこそ、＜忍耐＞強く保育ができると感じているようだ。 
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分類③・試験保育士 22：子どもと関係のある専攻・幼稚園勤務経験あり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：4 年制大学（子どもと関係のある専攻・幼稚園教諭一種免許取得） 
 幼稚園就業中に保育士資格を取得し、その後、A 保育所に正規として就業し、現在に至る。 
 
 保育士資格取得を希望した理由は、＜子どもと接することが好き＞、＜保育士へ転職を考えた＞、

＜就業選択の幅を広げる＞である。試験で保育士資格の取得を希望した理由は、＜働きながら勉強し

て資格を取得＞、＜学校への通学の困難さ＞であった。 
現在の就業先である A 保育所は、＜求人サイトで情報収集＞し、＜福利厚生等の待遇＞と＜通勤し

やすさ＞で選んで、就業に至っている。しかし、求人サイトでの情報収集について「何をどういうふ

うに精査して、区別して見ていったらいいのかが全然分からなくて」と語っており、＜園探しの困難

さ＞を感じていた。 
就業前の不安は、「見学に行った時も、そこだけは不安だった」と＜人間関係＞をあげている。就業

前に受けた支援は、特に語られなかった＜特になし＞。また、就業前に受けたかった支援は、「体験実

習があったほうが、4 月スタートというときには気持ちに余裕を持ってできた」と語っており、幼稚

園での経験があっても、＜保育体験の機会＞の必要性を感じている。 
就業後の不安は＜適切な保育方法＞、就業後に受けたかった支援には＜乳児保育＞をあげている。

「おむつの替え方、沐浴（もくよく）の仕方。そういったところの学習が実際の実務でできるような

研修を行っておけば、実践で現場に出た時は役に立つ」と語られている。幼稚園では経験してこなか

った乳児保育の保育方法や技術に関して、就業後も不安を感じていたことが分かる。 
就業継続のための必要なこととして、「職場の人間関係とか環境が良くないと、やっぱり楽しく働

けない」、「困っているときにすっと手を差し伸べてくれたりとか、アドバイスくれるような上司がい

る」、「自分がどこかで楽しさを見いだせないと、続かないのかなっていうふうに思う」等が語られて

おり、＜信頼できる同僚＞、＜信頼できる上司＞、＜働きやすさ＞、＜楽しさを見出す＞があげられ

ている。また、未資格の非常勤の資格取得支援の充実の必要性も語られていた。 
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分類③・試験保育士 23：子どもと関係のある専攻・幼稚園勤務経験あり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：2 年制短期大学（子どもと関係のある専攻・幼稚園教諭二種免許取得） 
 幼稚園を退職後、A 保育所に就業中に保育士資格を取得し、その後、A 保育所で正規となり、現在

に至る。 
 
 保育士資格取得を希望した理由は、＜子どもと接することが好き＞、＜保育士に興味＞、＜就業選

択の幅を広げる＞、＜保育の学びなおし＞である。試験で保育士資格の取得を希望した理由は、＜働

きながら勉強して資格を取得＞、＜自分のペースで勉強できる＞、幼稚園教諭免許を取得していたた

め＜免除科目があった＞ことや、試験方式が＜マークシート化＞したこともあげられている。 
現在の就業先である A 保育所は、＜知人の紹介＞で園見学に行き、＜保育理念に共感＞したこと

と、＜通勤しやすさ＞で、就業に至っている。 
就業前の不安は、「どういう時間配分になるんだろうっていう、実際の生活に対する」、「乳児に関し

ては、子育ても未経験ですし、たくさんの乳児を一度に預かるっていう経験もしてませんので」と語

られており、＜保育所の生活＞や＜乳児保育＞に漠然とした不安を感じていた。また、「一般企業に比

べて収入が少ないっていうことがあり」と語られており、＜収入の確保＞にも不安があったようだ。

就業前に受けた支援、受けたかった支援は、特に語られていない＜特になし＞。  
就業後の不安は、幼稚園と保育園の違いについての理解が不足していることへの不安＜園理解が不

十分＞や、収入が低く将来への不安＜収入＞をあげている。就業後に受けたかった支援は、特には語

られなかった＜特になし＞。 
就業継続のための必要なこととして、＜処遇改善＞をあげており、就業前にも就業後にも収入に不

安を感じていたことが関連していると考えられる。「1 人当たりの基準をもうちょっと負担が少なく

なるようにしたら」と語っており、＜保育士配置基準の見直し＞を指摘している。メンター制度をあ

げて＜相談できる環境＞、さらに「保育、それがいかに重要であるか」という仕事のモチベーション

の重要性も指摘している。 
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分類③・試験保育士 24：子どもと関係のある専攻・幼稚園勤務経験あり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：4 年制大学（子どもと関係のある専攻・幼稚園教諭一種免許取得） 
 幼稚園を退職後、専業主婦として子育て中に保育士資格を取得し、その後、A 保育所で非正規とし

て就業し、現在に至る。 
 
 保育士資格取得を希望した理由は、＜就業選択の幅を広げる＞ことと、「幼児だけではなく、その前

の乳児のことも学びたいっていうことと、自分の子育てもあって重ね合わせて」と語られており、＜

保育の学びなおし＞もあげられている。試験で保育士資格の取得を希望した理由は、＜学校への通学

の困難さ＞、幼稚園教諭免許を取得していたため＜免除科目があった＞ことや、試験方式が＜マーク

シート化＞したこともあげられている。 
現在の就業先である A 保育所は、＜通勤のしやすさ＞もあり、＜誘われた園＞に就業している。 
就業前の不安は、家庭の用事と仕事の調整ができるかという＜家庭との両立＞があげられているが、

子育て経験があったことと、「なるべく視野を広く持とうと過ごしていましたので」という意識から、

保育に関する不安はなかったようだ。 
就業前に受けた支援、受けたかった支援は、特に語られていない＜特になし＞。就業後の不安は、 

「非正規で自分の就業時間が短いので、自分の中で調整をうまくしておかないと自分の勤務と重なら

ない」と語られており、＜他職員との連携＞の重要性もあげられている。就業後に受けたかった支援

は、＜現在の保育を学び機会＞であり、「自分の今までの経験等で偏りがあってはいけないですし、以

前働いていたときの時代背景とか認識とかと変わってきてますんで、現状等を知る機会は欲しいなと

思います」と語られている。 
就業継続のための必要なこととして、＜体力＞と＜家庭との両立＞をあげている。これは、子育て

中であることが大きく影響している。保育も＜体力＞が必要な仕事であるが、子育て中の保育士には

より体力が必要になり、家庭との両立を難しく感じることもあるのではないかと推察される。 
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（３）まとめ：試験保育士分類③（子どもと関係のある専攻（幼稚園教諭免許取得）・幼稚園勤務経験あり） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①保育士資格取得を希望した理由 
 保育士資格取得を希望した理由として、＜子どもと接することが好き＞、＜保育士に興味＞、＜保

育士への転職を考えた＞、＜職業選択の幅を広げる＞、＜就職に困らない＞がある。「まだまだ子ども

に関わった仕事をしたかったので保育士資格が必要ではないかと思い」（試験保育士 23）の語りのよ

うに、今後も子どもと関わる仕事をしたいと考えたときに、幼稚園免許だけでなく保育士資格を取得

する必要があると考えたことが取得理由になっている（試験保育士 21・22・23・24）。また、幼稚園

での保育実践を経験したことで、保育についてもう一度学びたい＜保育の学びなおし＞（試験保育士

23・24）と考えた人もいる。 
 
②保育士資格を試験で取得した理由 
 保育士資格を試験で取得したのは、＜働きながら勉強して資格を取得＞（試験保育士 21・22・23）
9）をしたいために、＜自分のペースで勉強して資格を取得＞（試験保育士 23）することができる試

験で取得したことが分かる。また、子育て中であったり（試験保育士 24）、就業中のために（試験保

育士 22）＜学校への通学の困難さ＞があることが、試験で取得する理由となっている。さらに、幼稚

園免許を取得していたことで、試験科目の中に＜免除科目＞（試験保育士 21・23・24）があったり、

試験方法が＜マークシート化＞（試験保育士 23・24）になったことも、試験で取得することを後押し

したようだ。 
 
③就職活動のプロセス 
 就業する園を決めるにあたり、＜求人サイトで情報収集＞（試験保育士 22）し就業先を決めた人も

いるが、きっかけが＜知人の紹介＞（試験保育士 23）や、＜誘われた施設に＞（試験保育士 24）そ

のまま就業した人もいる。また、試験保育士 21 は、＜待遇を考慮し公立を希望＞、＜自分が成長で

きるため公立を希望＞し、公立保育所に正規として就業している。 
就業先を決める要因には、「子どもの意思を尊重した、成長もしっかり考えている園だったらいい
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かなと。そこの担当者の方と、話を伺っているうちに、そこがと思いまして」（試験保育士 23）の語

りのように、＜保育理念に共感＞したことがあげられる。その他には、＜通いやすさ＞（試験保育士

22・23・24）、＜福利厚生等の待遇＞（試験保育士 22）がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④就業前の不安 
 就業前の不安には、幼稚園での実践経験があっても、実習等も含めて保育所での現場経験がないこ

とから、＜保育所の生活＞と＜乳児保育＞（試験保育士 23）があげられている。また、「一般企業に

比べて収入が少ないっていうことがあり」（試験保育士 23）と語られており、＜収入の確保＞にも不

安がある。子育て中である試験保育士 24 は、＜家庭との両立＞もあげている。 
 
⑤就業前に受けた支援 
 就業前に受けた支援は、公立保育所の採用試験を受けるにあたり、＜出身養成校での相談＞、＜出

身養成校での論文添削等指導＞がある(試験保育士 21)。 
 
⑥就業前に受けたかった支援 
 就業前に受けたかった支援としては、就職が決まっている園において体験実習が事前にあったほう

が不安軽減になるという指摘がある＜就職先での体験実習＞（試験保育士 22）。 
 
⑦就業後に不安に感じていたこと 
 就業後に不安に感じていたこととして、幼稚園と保育園の違いについての理解が不足している＜園

理解が不十分＞（試験保育士 23）な中で、＜適切な保育方法＞（試験保育士 22）が何か分からなか

ったり、＜子どものトラブルへの対応＞（試験保育士 21）が分からないまま保育をしている状況も見

えてくる。幼稚園での保育経験があっても、幼稚園との違いや、保育園ならではもしくは園独自の保

育方法に戸惑いを感じていることが推察される。また、収入が低く将来への不安＜収入＞もある。 
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⑧就業後に受けたかった支援 
 就業後に受けたかった支援として、＜乳児保育＞（試験保育士 22）、＜現在の保育を学び機会＞（試

験保育士 24）がある。3 歳未満児の保育経験がないことや、保育にブランクがあることがその要因に

なっているようだ。 
 
⑨就業継続のために必要なこと 
【処遇・待遇等】 
 ＜金銭的な処遇改善＞（試験保育士 21・23）という賃金に係わることがあげられている。それに付

随する＜働きやすい＞の環境として＜福利厚生の充実＞（試験保育士 21）、子育て中である試験保育

士 24 は＜家庭との両立＞をあげている。 
 
【園の人間関係】 
＜働きやすい＞環境には、人間関係も大事な要因である。園内に、＜信頼できる同僚＞（試験保育

士 22）、＜信頼できる上司＞（試験保育士 22）がいることは、＜相談できる環境＞（試験保育士 23）
があることにもつながる。 

 
【保育士自身のこと】 

保育士として働き続けられるためには、保育士自身が、保育の主体である＜子どもへの思い＞（試

験保育士 21）をもち、＜楽しさを見出す＞（試験保育士 22）ことが必要だと考えている。それは、

「保育、それがいかに重要であるか」という＜仕事へのモチベーション＞（試験保育士 23）とも関連

していると思われる。また、子どもと関わる仕事であることから、＜体力＞（試験保育士）や、子ど

もとの関わりも先輩との関わりも＜忍耐＞（試験保育士 21）が必要だと感じているようだ。 
 
【政策等】 
 働きやすい環境を作るために、＜保育士配置の基準の見直し＞（試験保育士 23）が指摘されてい

る。 
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分類④・試験保育士 25：子どもと関係のある専攻・大学在学中に保育士資格取得 
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最終学歴：4 年制大学（子どもと関係のある専攻） 
 大学在学中に保育士資格を取得。大学卒業後、A 公立保育所に正規で就業し、現在に至る。 
 
 保育士資格取得を希望した理由は、＜保育士に興味＞、＜職業選択の幅を広げる＞である。試験で

保育士資格の取得を希望した理由は、＜在学中の学校の方針＞であった。「小学校の教育実習に行っ

た時に、これは自分に向いてないなと思いまして」と語っており、小学校での教育実習をきっかけに

保育士に興味を持ったようだ。 
現在の就業先である A 公立保育所には、＜待遇を考慮し公立を希望＞し就業に至っている。「就職

して独り立ちするとなると、福利厚生面とか」と語られており、就職後に独立して生活をしていくこ

とを考慮して公立保育所を選択している。しかし、「選ぶのもやっぱり一苦労だったな」との語りもあ

り、多くの求人の中から自分の求める条件に合う園を探す＜園探しの困難さ＞も感じていた。 
A 公立保育所に就業するにあたっては、「アルバイトをずっと 1 年半ぐらいやってきたので、何か

それで1年間通して保育園の流れというのを知ることができて、不安が軽減された」と語られており、

大学在学中のアルバイト経験が＜非常勤経験による不安軽減＞につながっている。そのため、就業前

に受けた支援および受けたかった支援は＜特になし＞であった。 
就業後の不安としては、「何かもっと自分の特技というか、そういうものがあったら良かった」との

語りにあるように、保育士としての強みとなるものがないことに対してある種の＜経験不足＞を感じ

ている。そして、就業後に受けたかった支援として＜他園の保育士との交流＞をあげており、同じよ

うな条件で保育士となった人との交流を通して、現在の自分の状況を確認したり、安心したりしたい

と感じているのではないかと推察される。また、就業継続のために必要なこととして＜コミュニケー

ション能力＞をあげており、子ども、保護者、同僚など、さまざまな人と関わる仕事において、不可

欠の要素だと実感しているようだ。 
さらに、在学中のアルバイトについて「その時の経験がすごく非常勤さん側のやりとりというか、

おむつ替えたり、雑務をやったりというところがすごく正職になってから生きている」と語られてお

り、正規として就業する前の、保育所での非常勤経験の重要性が指摘されている。 
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分類④・試験保育士 26：子どもと関係のある専攻・大学在学中に保育士資格取得 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：4 年制大学（子どもと関係のある専攻） 
 大学在学中に保育士資格を取得。大学卒業後、A 保育所に正規で就業し、現在に至る。 
 
 保育士資格取得を希望した理由は、＜子どもと接することが好き＞、＜保育士に興味＞、＜職業選

択の幅を広げる＞である。試験で保育士資格の取得を希望した理由は、＜先輩からのアドバイス＞、

＜大学在学中に取得したい＞、＜大学の学習の延長線＞であった。 
現在の就業先である A 保育所には、＜友人の紹介＞で園見学に行き、園長先生と話をする中で＜保

育理念に共感＞し、就業に至っている。しかし、そこに至る過程では、＜大学に求人のあった園を見

学＞するが、自分の保育観に合う園がなかなか見つからず＜園探しの困難さ＞も感じていた。 
A 保育所に就業するにあたり、「私、教育実習が小学校で、試験（保育士）なので、本当に経験値が

ないので」、「クラスには入らせてもらってたんですけど、あくまでバイトっていうか、補助なので、

これから担任持ってできるのか」と語っており、保育所での実習経験がないことからくる＜経験不足

＞や＜担任を持つこと＞を就業前の不安として感じていた。しかし、就業前に受けた支援および受け

たかった支援は＜特になし＞であった。これについては、「でも、バイトはしてたので、あとはやるし

かないなと思って」との語りがあるように、在学中の保育所でのアルバイト経験が少なからず支えに

なっていたと考えられる。 
就業後の不安としては、＜最初から担任＞を持つこと、「毎月クラス会議のたびに、『あなたたちは 

これができてない、あれができてない、これができてないことについてどう思いますか』って言われ

るみたいな一年で」＜教えてもらう機会がない＞、＜相談できる余裕がない＞ことを感じていた。こ

れらが就業後に受けたかった支援の＜園独自の実践知を知る機会＞につながっていると考えられ、

「私みたいに、新しい保育士がある程度最低ライン知っておかなきゃいけないことみたいのは、きち

んと固めておいていただけると。教える方も大変じゃないですか、と思うんです」と実践知を伝える

方法の必要性が指摘されている。そして、就業継続のためには、＜保育観の共有＞、＜業務範囲の明

確化＞に加えて、＜保育に対する社会的理解の促進＞が必要だと感じている。 
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分類④・試験保育士 27：子どもと関係のある専攻・大学在学中に保育士資格取得 
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最終学歴：4 年制大学（子どもと関係のある専攻） 
 大学在学中に保育士資格を取得。大学卒業後、A 公立児童館に正規で就業し、現在に至る。 
 
 保育士資格取得を希望した理由は、＜子どもと接することが好き＞、＜保育士に興味＞、＜保育の

奥深さとやりがい＞、＜職業選択の幅を広げる＞である。試験で保育士資格の取得を希望した理由は、

＜周囲の経験者の存在＞、＜大学在学中に取得したい＞、＜大学の学習の延長線＞であった。 
現在の就業先である A 公立児童館には、＜知人の保育士から情報収集＞をした上で、＜自分が成長

できるため公立を希望＞、＜待遇を考慮し公立を希望＞し、就業に至っている。 
A 公立児童館に就業する前の不安としては、在学中の保育所でのアルバイト先で、「『え？その大学

なのに、もったいないね』って言われたことがあって」、「専門学校を出た人と、自分と、意識のギャ

ップがどれくらいあるものなのかっていうのが分からなくなって」、「こういう保育がいいよねってい

うのが、大学の間にかなりあったから、実際の現場に出たときに、全然違ったときに、果たして耐え

られるのかという不安が一番大きくて」と語っており、保育士の＜社会的地位の低さ＞、＜養成校出

身者との意識のギャップ＞、＜大学での学びと現場とのギャップ＞を就業前の不安として感じていた。

就業前に受けた支援としては、＜同窓の先輩の話を聞く機会＞があげられている。就業前に受けたか

った支援については、特に語られなかった＜特になし＞。 
就業後の不安としては、「それはなぜなんですか？と聞いても『いや、今までやってきたから』みた

いな人が多い」＜暗黙のルール＞、「遊びの幅とかも、自分で思っていたよりも出てこないことが多く

て」＜専門的知識や技術の不足＞を感じている。就業後に受けたかった支援としては、＜他園の保育

士との交流＞に加えて、メンター制度があったにもかかわらず「私はそれが誰だったのかを 2 年目に

なってから知りました」と語っており、＜メンター制度の適切な運用＞の必要性を指摘している。そ

して、就業継続のためには、保育士の＜社会的地位の向上＞、よい人材が現場に入って来れるような

＜金銭的な処遇改善＞、「『誰でもなれる』でなっちゃった人も結構いると思う」などと＜保育士資格

の厳格化＞の必要性について語っており、就業前に感じていた不安とも関連している。 
また、保育について真剣に話したり聞いたりする場があることで、また頑張れるとの指摘もあった。 
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（４）まとめ：試験保育士分類④（子どもと関係のある専攻・大学在学中に保育士資格取得） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①保育士資格取得を希望した理由 
 保育士資格取得を希望した理由として、＜子どもと接することが好き＞、＜保育士に興味＞がある。

「子ども、対人は生きていく中でずっとあることですし、対人の興味が尽きることはないなと思って、

好きだなっていう、結局は好きだなっていうところなんです」（試験保育士 26）の語りのように、こ

れまでに子どもと関わる楽しさを感じ、保育士に興味を持ったことが保育士資格の取得を希望した理

由となっている（試験保育士 25・26・27）。また、在学していた大学が幼稚園・小学校の教諭免許が

取れることから、「先輩たちも、その 2 つを取るんだったら保育士試験も受けて保育士資格を取る人

が何人かいて、そういう選択肢もあるんだなって」（試験保育士 27）というように、＜職業選択の幅

を広げる＞意志を持ったことがわかる（試験保育士 26・27）。これ以外にも、小学校での教育実習が

きっかけとなり、小学校教諭よりも保育士の方が自分に向いていると思い、＜職業選択の幅を広げる

＞ため保育士資格の取得を希望した例もある（試験保育士 25）。 
 そして、「学びながら現場を見たので、今までのほわんとしたイメージだけじゃなく、実際どういう

仕事をして、どういうふうに子どもと接するのか、みたいな意味を考えながらできる機会だったので、

それがかなり大きかった」（試験保育士 27）という語りのように、大学での学びと保育現場での経験

がつながり、＜保育の奥深さとやりがい＞を感じたことも、保育士資格取得への大きな原動力となっ

ていたと推察される。 
 
②保育士資格を試験で取得した理由 
 保育士資格を試験で取得したのは、＜大学在学中に取得したい＞（試験保育士 26・27）や、＜在学

中の学校の方針＞（試験保育士 25）という理由であるが、子どもと関係のある専攻のため、「大学で

やっていることに近い内容も、発達心理学とかあったので、この科目は大丈夫かなみたいな安心感は

何個かはあったので」（試験保育士 27）の語りのように、＜大学の学習の延長線＞（試験保育士 26・
27）として資格試験を捉えていたことがわかる。また、＜先輩からのアドバイス＞（試験保育士 26）、
＜周囲の経験者の存在＞（試験保育士 27）といった、実際に在学中に試験で資格取得した人が身近に

いたことも、その理由としてあげられている。 
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③就職活動のプロセス 
就業する園を決めるにあたり、＜知人の保育士から情報収集＞（試験保育士 27）や＜大学に求人の

あった園を見学＞（試験保育士 26）するが、自分の保育観や求める条件に合う園を探す＜園探しの困

難さ＞（試験保育士 25・26）を感じていることがわかる。 
 就業先を決めた要因としては、福利厚生や安定して長く勤められるよう＜待遇を考慮して公立を希

望＞（試験保育士 25・27）、「年齢層もさまざまだしベテランの先生方もいらっしゃったので、こうい

う環境に最初いた方が」＜自分が成長できるため公立を希望＞（試験保育士 27）というように、公立

園にこだわって就業している（試験保育士 25・27）。試験保育士 26 は、＜友人の紹介＞がきっかけ

となり、園の見学と園長先生と話をする中で、＜保育理念に共感＞したことが決め手となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④就業前の不安 
大学在学中の保育所でのアルバイト経験が、＜非常勤経験による不安軽減＞（試験保育士 25）に

つながっている。一方で、保育所でのアルバイト経験はあるものの、保育所での実習経験がないた

め、責任を持ってクラス運営を行うなどの＜経験不足＞（試験保育士 26）から＜担任を持つこと＞

（試験保育士 26）に対する不安を感じる方もいる。さらに、保育士 27 は、保育士の＜社会的地位

の低さ＞、学びの課程が異なる人との意識のギャップ＜養成校出身者との意識のギャップ＞、大学

で培った保育観や目指したい保育と実際の保育現場とのギャップ＜大学での学びと現場とのギャッ

プ＞に対する不安を感じていた。 
 

⑤就業前に受けた支援 
 就業前に受けた支援については、大学の先生が設定してくれた＜同窓の先輩の話を聞く機会＞（試

験保育士 27）が唯一あげられている。「不安はあるけど、でも、そういう同じような人がいるのだか

ら、私も頑張れる、みたいな」（試験保育士 27）という語りのように、同じ大学を卒業し公立保育所

で働く先輩のリアルな話を聞くことによって、上述の就業前に感じていた不安の解消につながってい

ることがうかがえる。試験保育士には多様な背景を持つ方がいることは想像に難くないが、同じよう
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な背景や経験を持ち、実際に保育現場で働いている保育士から生の声を聞く機会が、就業に結び付く

支援として効果的であることが示唆されている。 
 
⑥就業前に受けたかった支援 
 就業前に受けたかった支援については、特に語られていない＜特になし＞。 
 
⑦就業後に不安に感じていたこと 
 就業後に不安に感じていたこととして、＜経験不足＞（試験保育士 25）、＜専門的知識や技術の不

足＞（試験保育士 27）、＜最初から担任＞（試験保育士 26）があげられている。試験保育士 25・26・
27 は、いずれも在学中に保育所でのアルバイト経験があるが、補助的な役割と正規職員としての役割

の違いを認識しているからこそ生じる不安であると考えられる。また、保育現場ならでは、もしくは

園独自の＜暗黙のルール＞（試験保育士 27）があることに戸惑いながらも、＜相談できる余裕がない

＞（試験保育士 26）、＜教えてもらう機会がない＞（試験保育士 26）状況であることに不安を感じて

いる。 
 
⑧就業後に受けたかった支援 
 就業後に受けたかった支援として、＜園独自の実践知を知る機会＞（試験保育士 26）がある。これ

は、上述した就業後に感じていてた不安とも関連していると考えられる。「周りも含めて、自分も含め

て、教えるのも教わるのも下手だなっていうのは、現場に出てすごく思いました」（試験保育士 26）
の語りのように、保育現場ならでは、もしくは園独自の実践知や暗黙のルールを明示化して伝えてい

く必要性が指摘されている。このようなことが、メンター制度があるにもかかわらず実際には機能し

ていない現状に対して、＜メンター制度の適切な運用＞（試験保育士 27）を求める声にもつながって

いると考えられる。 
また、「そこで人ともまたつながれるし。そういう機会があるとすごく嬉しいなと思います」（試験

保育士 27）というように＜他園の保育士との交流＞（試験保育士 25・27）もあげられており、多様

な人と交流し意見交換したりすることで、保育のやりがいにもつながると感じていることが推察され

る。 
 
⑨就業継続のために必要なこと 
【処遇・待遇等】 
保育の意義を理解し保育の質を担保できる良い人材が保育現場に入ってくるためには、ある程度の

給与の保障が必要という考えから＜金銭的な処遇改善＞（試験保育士 27）があげられている。さら

に、「一時保育はやるわ、保護者支援はやるわ、地域の行事は手伝わなきゃいけないわで、もう仕事は

増える一方」（試験保育士 26）の語りのように、保育士が担う仕事が多岐にわたって増えすぎている

ことから＜業務範囲の明確化＞（試験保育士 26）、＜事務仕事の効率化＞（試験保育士 27）を求めて

いることがわかる。 
 
【園の人間関係】 
 保育を続けていく上で、＜保育観の共有＞（試験保育士 26）が不可欠な要素だと考えている。「本

当にいろいろな考えの方がいて当たり前だと思うんです。正解はないと思うので。でも、それをきち

んと受け止められる、まず状況がなくて、本当に日々追われていて」（試験保育士 26）という語りの

ように、お互いの保育観を共有し、適切なより良い保育実践につなげていきたいという思いを持って

いることがわかる。 
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【保育士自身のこと】 
 ＜コミュニケーション能力＞（試験保育士 25）があげられている。保育士としての仕事では、子ど

も、保護者、同僚、地域の人々など、さまざま人と日々かかわることがすべての基盤となってくるこ

とから、その必要性を実感しているようである。 
 
【政策等】 
 保育士の＜社会的地位の向上＞（試験保育士 27）の必要性を感じている。そして、その達成のため

には、「そもそも社会的に、保育士うんぬんの前に、子どもが、っていうのがあるかもしれないんです

けど、保育というもの、そのものが下に扱われているような気がしていて」（試験保育士 26）という

語りのように、保育の意義に対する社会的な理解不足を感じており、＜保育に対する社会的理解の促

進＞が必要であると感じていることがわかる。 
また、国家資格であるにもかかわらず、養成校を卒業すれば資格が取得できるという現状から、「『誰

でもなれる』って、たぶん世間の人は思ってるから」、「（そう思われていることに）憤りを感じる。で

も、『誰でもなれる』でなっちゃった人も結構いると思う」（試験保育士 26）として＜保育士資格の厳

格化＞の必要性を指摘している。看護師や管理栄養士のような他の国家資格と同様に、養成校卒業で

あっても国家試験で合格しなければならないとする等、保育士資格の抜本的な見直しが必要であると

言及している。そのような＜保育士資格の厳格化＞によって、社会的地位、社会的理解の向上が図ら

れ、その結果、先述の処遇・待遇面の改善にもつながっていくのでないかと考えていることがうかが

える。 
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４．試験保育士のまとめ 

 
①保育士資格取得を希望した理由 
 【分類①・保育所就業後に保育士資格取得】や【分類②・保育士資格取得後に保育所等就業】の人

は、子育て経験等の中で子どもと関わる楽しさを感じ、保育士に興味をもったことが保育士資格取得

のきっかけとなっている。【分類④・大学在学中に取得】の人は、幼稚園での実習等で子どもと関わる

楽しさを感じ、【分類③・幼稚園勤務経験あり】の人は、今後も子どもと関わる仕事をしたいと考えて

保育士資格を取得している。 
資格取得を希望する動機として、【分類①・保育所就業後に保育士資格取得】の人は、保育所に就業

しているからこそ、保育士という仕事にやりがいを感じている一方で、資格保持者との格差を感じた

ことが原動力になっている。【分類②・保育士資格取得後に保育所等就業】の人には、保育士は就業に

直結しやすい職業でありながら、＜保育士資格なら取れるかもしれない＞や＜子育て経験を生かせる

＞というように挑戦しやすい資格であると考えていた。 
 
【分類①・保育所就業後に保育士資格取得】 
 保育士資格取得前から保育所に就業していた方たちであるが、資格取得を希望する動機の根底には、

これまでの経験や子育ての中で子どもと関わる楽しさを感じ、保育士に興味をもったことがきっかけ

としてある。資格取得を希望する動機には、保育所に就業しているからこそ保育士という仕事にやり

がいを感じ、それが資格取得を希望する原動力になっていることも推察された。また、無資格である

ことから、金銭面や責任のある仕事を任せてもらえない等の当人にとってはネガティブな要因と、責

任を持ちたいというポジティブな要因があることがうかがえ、こうした＜格差を感じた＞ことも資格

取得を希望する動機となっている。また、最終学歴が高卒の人は、すぐには受験資格が得られず、受

験資格を得るための保育現場勤務を積み、受験要件を満たした後に保育士資格を取得している。 
 
【分類②・保育士資格取得後に保育所等就業】 
 子育ての中で子どもと関わる楽しさを感じ、保育士に興味をもったことが保育士資格取得を希望し

た理由となっている。また、一般企業に就業中に保育士への転職を考え、就業しながら保育士資格を

取得した方もいる。資格取得を希望する動機には、保育士資格を取得することが就業につながると考

えていた。その一方で、＜保育士資格なら取れるかもしれない＞、＜子育て経験を生かせる＞、＜い

つか役立つかもしれない＞という意識もあり、保育士は就業に直結しやすい職業でありながら、挑戦

しやすい資格であると考えていることが推察される。 
 
【分類③・幼稚園勤務経験あり】 
 今後も子どもと関わる仕事をしたいと考えたときに、幼稚園教諭免許だけでなく保育士資格を取得

する必要があると考えたことが取得理由になっている。また、幼稚園での保育実践を経験したことで、

保育についてもう一度学びたいと考えた人もいる。 
 
【分類④・大学在学中に取得】 

幼稚園での実習等で子どもと関わる楽しさを感じ、保育士に興味を持ったことが保育士資格の取得

を希望した理由となっている。また、在学していた大学が幼稚園を取れることから、＜職業選択の幅

を広げる＞意志を持ったことも理由であった。 
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②保育士資格取得を試験で取得した理由 
 働きながら、子育てしながら、家庭との両立しながら保育士資格を取得したいと考えたことが試験

で取得した理由であった。これらは、学校への通学の困難さとも関連している。また、学費を節約し

たい場合、取得までの期間の短さを求める場合も、試験で取得した理由になっている。幼稚園免許を

取得している人は試験科目の中に免除科目があること、大学在学中に取得した人は大学での学習の延

長線としてみなすことが、取得を後押しすることになっている。 
  
【分類①・保育所就業後に保育士資格取得】 
 ＜働きながら勉強して資格を取得＞したいために、＜自分のペースで勉強しながら資格を取得＞す

ることができる試験で取得していた。また、＜学校への通学の困難さ＞がある場合、＜学費を節約＞

したい場合、＜取得までの期間の短さ＞を求める場合も、試験で取得した理由であった。そして、就

業先からのサポートは試験で資格取得するためのモチベーション維持につながることが示唆される。 
 
【分類②・保育士資格取得後に保育所等就業】 
 ＜働きながら勉強して資格を取得＞したい他に、＜子育てしながら資格を取得＞したい場合や＜家

庭との両立＞したいために、＜自分のペースで勉強して資格を取得＞することができる試験で取得し

た。また、＜学費を節約＞できることや、＜取得までの期間の短さ＞ことも、その理由である。 
 
【分類③・幼稚園勤務経験あり】 
＜働きながら勉強して資格を取得＞をしたいために、＜自分のペースで勉強して資格を取得＞する

ことができる試験で取得していた。また、子育て中のために＜学校への通学の困難さ＞があることも、

試験で取得する理由となっている。さらに、幼稚園免許を取得していたことで、試験科目の中に＜免

除科目＞があったことも、試験で取得することを後押ししたようだ。 
【分類④・大学在学中に取得】 
 ＜大学在学中に取得したい＞や＜在学中の学校の方針＞という理由だけでなく、＜大学の学習の延

長線＞として資格試験を捉えていた。また、実際に在学中に試験で資格取得した人が身近にいたこと

も、その理由としてあげられている。 
 
③就職活動のプロセス 
 自ら積極的に情報収集や園探しをするというよりも、派遣会社や知人の紹介をきっかけとしたり、

誘われた施設にそのまま就業する人が多い。【分類①・保育所就業後に保育士資格取得】の人は、就業

中の保育所に資格取得後も就業継続する人もいるが多くはない。就業先を決める要因として、＜保育

理念に共感＞、＜通いやすさ＞がある。【分類③・幼稚園勤務経験あり】、【分類④・大学在学中に取

得】には、待遇の良さ等から公立保育所にこだわり、就職した人もいる。 
 
【分類①・保育所就業後に保育士資格取得】 
就業する園を決めるにあたり、セミナーやハローワークに足を運び情報収集や園探しをしている方

もいるが多くはない。最も多くの方が、＜派遣会社の紹介＞で就業先を決めている（11 人中 5 人）。

保育所就業中であったことが、求人情報を受動的かつ容易に得られる派遣会社への登録の選択につな

がっていると考えられる。また、＜知人の紹介＞がきっかけとなり就業している人も複数いる（11 人

中 3 人）。また、就業中の保育所で＜資格取得後も就業継続＞した方もいる（11 人中４人）。そして、

＜資格取得見込みでもよいことが後押しに＞なって就職を決めている例もある。就業先を決めた要因

には、＜保育理念に共感＞したことや＜通いやすさ＞がある。 
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【分類②・保育士資格取得後に保育所等就業】 
 就業する園を決めるにあたり、セミナーやハローワークに足を運び情報収集や園探しをしている方

もいるが多くはない。＜知人の紹介＞がきっかけとなり就業している人も複数いる（9 人中 2 人）。＜

誘われた施設に＞そのまま就業している人もいる。就業先を決める要因には、＜保育理念に共感＞、

＜保育者や園の雰囲気＞、＜通いやすさ＞、＜子育て経験を認められる＞がある。 
 
【分類③・幼稚園勤務経験あり】 
 就業する園を決めるにあたり、＜求人サイトで情報収集＞して決めた人もいるが、＜知人の紹介＞

や、＜誘われた施設に＞そのまま就業した人もいる。また、待遇等の環境から公立保育所に就業した

方もいる。就業先を決める要因には、＜保育理念に共感＞したことや、＜通いやすさ＞、＜福利厚生

等の待遇＞がある。 
 
【分類④・大学在学中に取得】 

＜知人の保育士から情報収集＞や＜大学に求人のあった園を見学＞するが、自分の保育観や求める

条件に合う園を探す＜園探しの困難さ＞を感じていることがわかる。また、3 人中 2 人は、公立保育

所にこだわって就業し、もう一人は＜保育理念に共感＞したことが決め手となっている。 
 
④就業前の不安 
 【分類①・保育所就業後に保育士資格取得】の人は、正規職員となることで新たに不安が生じてい

る。【分類②・保育士資格取得後に保育所等就業】の人は、＜経験不足＞等から、＜担任をもつこと＞

や＜正規職員としての責任＞に不安を感じている。【分類③・幼稚園勤務経験あり】の人は、実習等も

含めて保育所での現場経験がないことで生じる経験不足が要因となり、不安を感じていた。【分類④・

大学在学中に取得】の人も、保育所での実習経験がないため、経験不足から不安を感じている。 
 
【分類①・保育所就業後に保育士資格取得】 
保育士資格取得前に保育所での就業経験があることが就業するうえでの不安軽減につながってい

る。一方で、11 人中 7 人が資格取得をきっかけに正規として就業するに至っており、＜正規員として

の責任＞や＜保育士としての責任＞を感じ、＜担任を持つこと＞、＜書類関係＞、＜事務仕事の量＞、

＜保育の専門的内容＞、＜保護者対応＞、＜ピアノ実技経験の少なさ＞に不安に感じている。なお、

資格取得後も非正規として就業を続ける場合には、上述のような正規職員ゆえに感じる不安はあげら

れていない。このように、資格取得前から保育所での就業経験がある場合でも、正規となることで新

たに生じる不安があることがわかる。これらのことから、保育士資格取得後、就業前の不安の解消の

ためには、非正規から正規として担う業務内容の緩やかな移行が肝要であり、試験保育士が感じてい

る非正規－正規間の段差が穏やかになるような支援が求められることが推察される。 
 
【分類②・保育士資格取得後に保育所等就業】 

正規採用でないことや担任をもたないことが就業するうえでの不安軽減につながっている。一方で、

＜実際の仕事内容＞、＜専門的知識の不足＞、＜保育技術のなさ＞、＜経験不足＞から、＜担任をも

つこと＞や＜正規職員としての責任＞に不安を感じ、非正規での就業から仕事を始めている方もいる。 
 
【分類③・幼稚園勤務経験あり】 
 幼稚園での実践経験があっても、実習等も含めて保育所での現場経験がないことから、＜保育所の

生活＞や＜乳児保育＞について不安を感じていた。 
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【分類④・大学在学中に取得】 
大学在学中の保育所でのアルバイト経験が、＜非常勤経験による不安軽減＞につながっている一方

で、保育所での実習経験がないため、責任を持ってクラス運営を行うなどの＜経験不足＞から＜担任

を持つこと＞に対する不安を感じる方もいる。 
 
⑤就業前に受けた支援 
 就業前に受けた支援がある方はほとんどおらず、分類③子どもと関連のある専攻・幼稚園勤務経験

ある方の中で、公立保育所の採用試験を受けるにあたり、出身養成校で支援を受けていた人がいた。 
また、分類④大学大学中に取得した方の中には、大学の先生が設定してくれた＜同窓の先輩の話を聞

く機会＞もいる。 
 
⑥就業前に受けたかった支援 
 就業前に受けたかった支援には、＜保育体験の機会＞があげられているが、分類によって、求めて

いる体験の内容には違いがみられる。【分類①・保育所就業後に保育士資格取得】の人は、担任として

のクラス運営のあり方、保育計画の立て方、保護者対応等の正規として働くうえでの＜保育体験の機

会＞である。【分類②・保育士資格取得後に保育所等就業】の人は、保育経験が全くないことから、保

育や保育者の仕事の実際等を知るための＜保育体験の機会＞である。その他には、就職先を決めるた

め、もしくは就職後に戸惑わないための<就職先での体験実習>をあげる人もいる。 
 
【分類①・保育所就業後に保育士資格取得】 
保育士となり、正規として働くうえでの＜保育体験の機会＞をあげている。保育所就業後に資格を

取得した試験保育士にとっては、担任としてのクラス運営のあり方、保育計画の立て方、保護者対応

等の保育全般に関する仕事の実際について知るための研修の機会が必要であると考えられる。 
 
【分類②・保育士資格取得後に保育所等就業】 
 保育や保育者の仕事の実際等を知るための＜保育体験の機会＞をあげている人が多い（9 人中 7 人）。

具体的には、専門的知識の不足を補うために＜指導計画の書き方＞や＜救命に関する知識と対処法の

講習等＞がある。保育現場での体験には、就職先を決めるための<就職先での体験実習>をあげる人も

いた 
 
【分類③・幼稚園勤務経験あり】 
 就職が決まっている園における＜就職先での体験実習＞がある。 
 
【分類④・大学在学中に取得】 
 就業前に受けたかった支援については、特に語られていない＜特になし＞。 
 
⑦就業後に不安に感じていたこと 
 どの分類においても、経験不足、責任の重大さや役割の変化に不安を感じながらも、＜相談できる

余裕がない＞環境であったり、＜相談相手がいない＞状況の中で、＜適切な保育方法＞が分からない

まま保育をしている実態が推察された。 
 
【分類①・保育所就業後に保育士資格取得】 
 保育士資格を取得したことで生じた役割の変化や責任の重さに不安を感じている。しかしながら、
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園に＜キャリアのある保育士がいない＞、＜相談できる余裕がない＞という状況にもあり、適切な保

育方法が分からないという思いを抱えていることがうかがえた。このような状況は、保育士としての

専門性が求められる具体的な保育方法に関する不安につながっていると考えられる。 
 
【分類②・保育士資格取得後に保育所等就業】 
 ＜経験不足＞や＜子育てと集団保育のギャップ＞を感じる中で、保育士としての＜責任の重大さ＞

に直面している。また、＜相談できる余裕がない＞環境であったり、＜相談相手がいない＞状況の中

で、＜適切な保育方法＞が分からないまま保育をしている状況もみうけられた。 
 
【分類③・幼稚園勤務経験あり】 
 幼稚園での保育経験があっても、幼稚園との違いや、保育園ならではもしくは園独自の保育方法に

戸惑いを感じていることが推察された。 
 
【分類④・大学在学中に取得】 
 在学中に保育所でのアルバイト経験があるが、補助的な役割と正規職員としての役割の違いを認識

しているからこそ生じる不安であると考えられた。また、保育現場ならでは、もしくは園独自の＜暗

黙のルール＞があることに戸惑いながらも、＜相談できる余裕がない＞、＜教えてもらう機会がない

＞状況であることにも不安を感じている。 
 
⑧就業後に受けたかった支援 
 適切な保育方法＞が分からないまま保育をしている状況の中で、＜適切な保育方法を検討する場＞、 

＜園独自の実践知を知る機会＞、＜相談できる環境＞、＜経験談を聞く機会＞、＜園外の人に相談で

きる機会＞、＜他園の試験保育士との交流＞等の不安の解消につながる支援や環境の必要性が指摘さ

れている。また、【分類③・幼稚園勤務経験あり】の人からは、3 歳未満児保育に関する研修の必要性

もあげられている。 
 
【分類①・保育所就業後に保育士資格取得】 
 ＜相談できる環境＞、＜経験談を聞く機会＞がある。これは、上述した就業後に適切な保育方法が

分からないという不安とも関連していると考えられ、不安の解消につながる支援や環境の必要性が指

摘されている。また、研修を受けやすい環境を求めていることもうかがえた。 
 
【分類②・保育士資格取得後に保育所等就業】 
 ＜相談できる環境＞、＜各種研修等の情報・機会＞や＜新人研修や園内研修等の機会＞がある。こ

れは、上述した就業後の不安としてあげられていた＜適切な保育方法＞が分からないまま保育をして

いる状況と関連していると考えられる。＜適切な保育方法を検討する場＞、＜園外の人に相談できる

機会＞、＜他園の試験保育士との交流＞等による、不安の解消につながる支援や環境の必要性が指摘

されている。 
 
【分類③・幼稚園勤務経験あり】 
 3 歳未満児の保育経験がないことや保育にブランクがあることから、研修の必要性を感じていた。 
 
【分類④・大学在学中に取得】 
 ＜園独自の実践知を知る機会＞や＜メンター制度の適切な運用＞を求める声もある。また、＜他園
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の保育士との交流＞もあげられており、多様な人と交流し意見交換したりすることで、保育のやりが

いにもつながると感じていることが推察された。 
 
⑨就業継続のために必要なこと 
【処遇・待遇等】 

＜金銭的な処遇改善＞、＜長期的に続く家賃補助＞という賃金に関することがあげられている。＜

働きやすい＞の環境として、＜休暇のとりやすさ＞、＜実労働時間の見直し＞、＜事務仕事の効率化

＞、＜業務範囲の明確化＞、＜保育士配置の整備＞がある。また、子育て中である人は、＜家庭との

両立＞をあげている。人手不足の中で、保育士配置に余裕がなく、それが事務仕事も含め一人の保育

士への業務過多となり、残業や持ち帰り仕事につながっていると考えられる。また、人手不足は、休

暇のとりにくさにもつながっていると思われる。 
 
【園の人間関係】 

＜人間関係の良さ＞をあげている人が多い。そして、園内に＜信頼できる同僚＞や、＜上司の協力

＞があることは、＜相談できる環境＞があることにもつながる。経験年数が浅い職員だけでは相談で

きる環境にはなりにくいことから、＜年齢層のバランスが取れた職員構成＞も必要だと考えていた。 
そして、良い人間関係があることで、＜保育観の共有＞や＜職員間の連携＞にもつながると考えられ

る。状況に応じた＜上司のリーダーシップ＞や＜中間管理職の役割＞が必要であることも指摘されて

おり、これらの要素が組み合わさって、＜園全体の質の向上＞にもつながっていくと考えられる。ま

た、人手過多や意識の低い職員が招く職務怠慢と保育の質の低下も指摘されている。 
 
【保育士自身のこと】 
保育士として働き続けられるためには、保育士自身が、保育の主体である＜子どもへの思い＞をも

ち、＜保育が楽しいという思い＞、＜保育への情熱＞や＜やりがい＞を感じられることが必要だと考

えている。子どもと関わる仕事であることから、＜体力＞も必要となる。＜コミュニケーション能力

＞の必要性もあげられていた。また、＜より深く学べる環境＞や＜研修参加＞等による＜専門的知識

と技術の向上＞の必要性も感じているようだ。 
 

【政策等】 
働きやすい環境を作るために＜保育士配置の基準の見直し＞が指摘されている。保育士の＜社会的

地位の向上＞、そのための＜保育士資格の厳格化＞の必要性があげられている。試験で保育士資格を

取得する場合にも実習を行う必要性＜試験保育士の実習制度＞についても言及されている。＜若年層

の保育職定着に対する方策＞、＜外部の相談機関＞や、自治体等からの＜園全体に対する支援＞も求

められている。 
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Ⅱ．保育士養成校で保育士資格を取得した保育士へのインタビュー 
 
１．研究の目的 
 保育士資格取得者が保育の担い手として定着するために必要な方策について示唆を得るため、試験

で保育士資格を取得し保育所等に保育士として就業している者と比較を行うために、保育士養成校で

保育士資格を取得した者を対象としたインタビュー調査を実施することとした。本調査を通じて、試

験による資格取得者の就業や継続に関して課題になっていることを明らかにし、就業及び継続意欲や

資質向上のための方策を提案する。 
 
２．研究方法 
（１）調査対象 
 保育士養成校で保育士資格を取得し、保育所等に保育士として就業している者を対象としたインタ

ビュー調査を実施した。調査対象は、現在（2019 年 3 月）、保育所等に保育士として就業している 14
名、その内の 5 名は男性である。 
 
（２）調査方法 

調査時期は、平成 30 年 12 月～平成 31 年 1 月である。対象者には、個人の属性等が分かるように、

インタビュー前にフェイスシートを記入してもらった。インタビューは、質問項目を設定し、それら

の質問について答えていただく構造化インタビューを 2～4 名でのグループ形式で実施した。質問項

目は以下の 9 点である。 
 ・保育士資格取得を希望した理由 
・保育士養成校で保育士資格を取得することにした理由 
・保育現場の就業先を決める（就活）プロセス 

 ・就業前に不安に感じていたこと 
・就業前に受けた支援 
・就業前に受けたかった支援 

 ・就業後に不安に感じていたこと 
・就業後に受けたかった支援 

 ・就業を継続するために必要だと感じていること 
 
（３）倫理的配慮 
 インタビュー開始前に、研究の目的と意義、研究方法、研究への参加協力の自由意志と拒否権、研

究結果の公表方法、研究に関する質問、意見の連絡方法について依頼書に基づき口頭で説明を行い、

同意を得た。 
 
３．結果 
 
 インタビュー調査を分析した結果、保育士養成校卒業後の経験から、14 名の対象者を 3 つに分類

することができた。3 つの分類は、以下の通りである。 
 
分類①：保育士養成校卒業後に同一保育所に勤務 
分類②：保育士養成校卒業後に幼稚園勤務経験あり 
分類③：保育士養成校卒業後に複数の保育所にて就業 
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インタビュー調査を分析した結果を、個人ごとに以下に示す。分析して生成されたカテゴリーの一

覧は図表 3-2-1 の通りである。 
 
図表 3-2-1 養成校保育士インタビューにおいて生成されたカテゴリーと語りの例 
質問

項目 カテゴリー 要約 語りの例 

保
育
士
資
格
取
得
を
希
望
し
た
理
由 

子どもと接することが好き 
年下の従兄弟とかかわる経験

があり、子どもが好きだという

気持ちを自然と持っていた 

元々従兄弟がいて、全員年下の子で。その従兄弟の家

族が共働きだったので幼稚園に通わずに私の家に預

けてて。私が幼稚園のとき、たぶん 4 歳のときに生ま

れてずっと一緒に関わっていて。おむつ替えてみたり

とか、一緒に遊んでるのをしてて。自然と子どもが好

きだなっていうのがちっちゃいときからあって。 

保育士に興味 中学生の時には保育士になり

たいと漠然と考えていた 
子どもが好きっていうふうに考えたので、中学のとき

に保育士になりたいなっていうふうに漠然と考えて。 

隣接職種の就職に有利 

大学の時に、教員実習で養護学

校に興味を持ち、保育士資格が

あった方が就職に有利だと聞

いたから 

四大のときに、一応、教員の免許を取っていたんです。

その中で、必修で養護学校に行ったときに、一応、そ

の知的障害のほうに、そちらで就職したいとシフトチ

ェンジしたんです。そのときに、ちょっといろんな話

を聞いたら、保育士資格があるといいということで、

取っておこうかと。 

就職に困らない 保育士資格があれば今後役に

立つと思った 

（幼稚園志望だと）「保育士資格もなきゃもう全然あ

なたは使い物にならないって言われちゃうよ」と聞い

て、保育士にならないとしてもまあ持ってたら今後役

に立つんだろうしっていう感じの、ちょっと軽い理由

で保育士を取得したかなって感じです。 

保育士就業への強い意志はな

い 
保育士として保育園で働くつ

もりはなかった 

ただ、保育士、保育園で働くつもりはまったくなかっ

たんで、資格として、一応、保育士資格があると、融

通が利くという話を聞いたんで。 

保育士になることが夢 

自分が保育園に通っていた時

に優しい先生や、元気で面白い

先生に出会い、保育士に憧れの

気持ちを抱いた 

私は保育園、通ってたんですけど、ほんとに保育園が

嫌いで。でもそのときの先生がすごい優しくって、こ

の先生すごい好きで。年長さんだけ他の隣町の保育園

になってしまったけど、でもその先生もすごい元気で

面白くて、またその先生にも憧れて、保育士さんもい

いな…。 

ピアノが使える職業 ピアノが使える職業である 

幼稚園からピアノをやっていたっていうのもあって、

ピアノを使える職業と、その小さいお子さんとかかわ

れる職業っていうので、やっぱり幼稚園か、保育園か

っていうがあって、目指した感じです。 

福祉に興味 小さい時から人のために働き

たいという思いがあった 

保育士の資格を取ろうと思った理由は、もともと私は

小さいときから福祉には興味があって何か人のため

に働きたいという思いをずっと持っていました。 

人間のことを勉強したい 子ども、ひいては人間のことを

勉強したいと思った 
子どものことというか、人間のこととか知りたいな、

勉強したいなと思って。 

国家資格 大学生のあいだに状況が変わ

り、保育士が国家資格になった 

大学の 4 年間と、働いている数年間の間で、かなり状

況も変わってきて、保育士が国家資格になったという

ところですとか。 

保育士への転職を考えた 一般職に就いたが、保育を諦め

きれなかった 

本当は保育のほうに行きたかったんですけれども、ち

ょっと学力がなくて（一般職に就いた）。やっぱり保育

士、保育、子どもとかかわる仕事を諦めきれず、この

ままでいいのかと。親せきに子どもがいてかかわって

いくうちに、やっぱりやりたいと思って。 

保育士資格なら取れるかもし

れない 
数学が苦手で看護師資格の取

得は難しい 

小学生ぐらいになって看護師になりたいなという思

いが強くなって、でも私、数学が本当苦手で、そこで

看護師は私は無理だと思って。 
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保
育
士
資
格
を
養
成
校
で
取
得
し
た
理
由 

 

受験大学自体への思い 受験大学への親の思いがあっ

た 

親もすごい行きたがってた大学だしってことで選び

ました。 

幼稚園免許と保育士資格が同

時に取得できる 

幼稚園免許と保育士資格が同

時に取得できる大学に進学し

ようと思った 

せっかく大学に行くなら、もう 1 個しか取れないとこ

ろじゃなくって 2 つ一気に取れるところに行っちゃ

って。 

卒業と同時に資格がもらえる 
勉強が苦手だったので、卒業と

同時に資格が取れたほうが可

能性が高いと思った 

勉強が苦手だったので、もう卒業で、学校でちゃんと

プログラムがあって、その中でちゃんと履修していっ

て、卒業と同時にちゃんと資格がいただけるのであれ

ば、そっちの援助があったほうが、可能性は高いって

いうところで、それ（国家試験）は考えませんでした。 

通いやすさ 家の近所に養成校があった 電車乗らないで行ける距離っていうとこで決めたん

です。 

学生生活を楽しみたい 学校に行きたいという思いが

あった 

特にいち早く社会に出ようとか、そんなふうに思って

ないで、友達ができたらいいなとか、そういうのも含

めて学校行きたいなっていう感じの。 
保育士を目指して大学に入学

していない 
保育士になりたいと思って大

学に入学したわけではない 
保育士になりたいありきで入ったわけではなかった

から。 

保育士試験で取得できること

を知らない 

大学入学前は保育士試験で取

れるということを知らなかっ

た 

保育士試験で取れるとかっていう意識がなかったか

もしれないです。 

ハローワークで勧められる ハローワークで保育士の職業

訓練を勧められた 
ハローワークのとこで職業訓練の一環で保育士の資

格が取れるっていうのがあって、それで。 

家族からのアドバイス 保育士の妹から養成校を勧め

られた 

自分の妹も保育士なんですけど、その妹にも保育士、

取りたいんだけど、独学で取るのってどうなのかなっ

て相談したときに、絶対学校通えるなら、通って取っ

ちゃったほうがいいよっていう話を聞いて。 

仲間ができる 養成校に入れば、仲間ができて

情報交換ができると思った 

養成校に入るので、そうすると仲間もできるので。そ

うすれば、ある程度、情報交換ができるという、そう

いった部分とかも考えていたかもしれないです。 

試験よりも確実に取得できる 
試験だと途中で勉強をしなく

なる可能性もあるが、養成校な

ら確実に資格が取得できる 

あとは、自分の性格も考えた上で、途中で、試験の勉

強をしなくなる可能性とかもやっぱりあるので。だっ

たら、もう確実に取れるほうを選んだほうが、結果、

短くなるのは、もう目に見えているので、もう専門学

校に入ろうというところと。 

友人からの情報 
友人が大学に通いながら夜間

に専門学校に通っており、養成

校についての情報があった 

高校のときのすごい親友が、大学に通いながら、途中

で、夜間（専門学校）に行き始めていたんです。とい

うのもあって、どんな環境かというのを、その人から

聞いていたというのも、安心して、迷わなかった理由

の一つかもしれないです。 

より多くのことを学べる 
試験で保育士になるより、養成

校のほうがより多くのことを

学べると思った 

やはり何もない状態で、試験だけ受けて、保育士とし

ていけるかというところよりも、専門のところの養成

校に行って、少しでも、知識やらを学べるというのも、

ある意味、一つ大きかったかとは。 

時間がほしい いろいろなことをする時間が

ほしい 

授業がつめつめで、厳しい、とにかく厳しい。やっぱ

りバイトをしてる余裕もないっていうところで、やっ

ぱ、いろんなことをやってみたかった時期でもあった

ので。その大学生の時代を考えると。なので、自分の

時間がほしいっていうところで、4 年生大学にしよう

かっていう考えを持ちました。 

卒後の給与に差がある 学歴で卒業後の給与に影響が

あると言われた 

短大よりは、大学、男としてっていうところは、ちょ

っと言われた記憶もあります。やっぱ短大卒と大学卒

では、給料面で差が出てくるっていう。「やっぱり、ど

の業界でもそれは一緒だ」って言われて。「保育士にな

る、ならないにしろ、大学はちゃんと、大学に行って

卒業しろ」って言われたのは、確かにあります。  
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就
職
活
動
の
プ
ロ
セ
ス 

実習園からの誘い 実習園でアルバイトをし、就職

を誘われて採用となった 

もともと実習園で 2 回ともそこに行かせていただい

て、家からも 5 分ぐらいの場所で、行ってみて 2 回終

わってからその園の方からアルバイトしない？と言

われて、それが 3 年生の終わりぐらいかですかね。そ

のままうちに来ない？という流れで一応、試験は受け

てもう合格みたいな感じだったので。 

就職相談会 就職相談会で今の保育園の園

長に出会い、見学に行った 

結局違う就職相談会のとこ行ったら今の保育園の園

長先生に会って。一応見学だけ行ってみようかなと思

って行った。 

園見学 

見学に行き、園長先生と一言話

しただけで、その園長先生と一

緒に働きたいと思い、その日に

受けることを決意した 

たまたま学校と家のちょうど中間地点だし、まあ、働

くとしたらそこら辺がいいなとか思って見に行った

んです。そして園に行って入った瞬間、園長先生が「こ

んにちは」みたいな感じで言ってくださった瞬間に、

うわ、この園長先生と一緒に働きたい。もう一言しか

しゃべってないんです。でも絶対この人と働きたいっ

て何かふいに思っちゃって。それでもうその見学した

日に、私、ここ受けますって。 
幼稚園時代の恩師が勤務して

いた 
自分の幼稚園時代に好きだっ

た先生が働いていた 
その保育園は私の幼稚園の先生が。お世話になってた

先生、その好きだった先生がいて。 

大学とのつながりがある安心

感 

園長は大学の教員の知り合い

で、大学の先輩もいて安心感が

あった 

○○先生の知り合いの園長先生…そうなんです。なので

安心かなと思って。先輩も 1 人、大学の先輩がいらっ

しゃったので、じゃあいいかなってことで。 

就職説明会 就職説明会に行き、バスツアー

や体験に誘われ、参加した 

で、そしたらちょっと○○の就活セミナーみたいな感じ

でいろんな企業がやってる保育園が に来ますみた

いな。何か就職説明会がありますって言われて。ああ、

じゃ、4 月、それ、せっかくだから行ってみようと思

って行って。そこってすごい、「バスツアー来ません

か」とか、「体験来ませんか」とか結構いろいろ誘われ

て。言われるがままにバスツアーにも行ったし、見学

にも行って。 

一般就職への迷い 実習後、保育士になるのをやめ

て一般企業にしようと思った 

何なら 4 年生のその 9 月の実習でもう保育士自体や

めちゃおうかなと思って。もう一般企業、今からだけ

ど一般企業に行こうかしらって思った。 

アルバイト先の保育士からの

助言 

保育士になることを辞めよう

と思った時に、アルバイト先の

保育士に引き止められた 

ずーっと 3 年ぐらい続けてた無認可の保育園、バイト

先の先生に、もうやめようと思うんですよ、もう実習、

めちゃめちゃつらかったし、常勤でやってく覚悟がな

くなりましたって言ったら。先生が、「いや、そんなこ

とないよ」みたいな、「そこが特殊なだけだから」みた

いな感じで。すごい引き止められて。 

保育園でアルバイト 

卒園した保育園で実習し、その

園でアルバイトをしていた 

私、ここが卒園した園なんです。だから実習もここ受

けさせてもらったりとか。その延長線上でバイトだっ

たんです、家のほうが。だから夏パートやったりとか。 

短大の系列園で実習やアルバ

イトをした 
実習とか、アルバイトとかも何カ月か短大の系列の保

育園でアルバイトとかもさせていただいたり。 

就職説明会に参加 短大に就職案内に来た園の講

演を聞くことができた 

先生がつながっている保育園が講演に来て、お話しし

に来てくれて。それが○○保育園っていう保育園で、ず

っとお話聞いてたら興味を持って。 

就職希望園で実習 
見学して印象のよかった園で

実習をさせてもらい、自分の特

技を認めてもらった 

（見学した）10 園の中でいいなっていうところに実

際に実習に行って、自分の特技であるダンスを部分実

習とかでやらさせてもらって。それで認めてもらえる

というか、いいねって言ってもらえるところが○○保育

園だったんです。 

就職課で相談 養成校の就職課で相談をした 就職の支援のとことか。そことかでいいとこあります

かって聞いたりとかして。 

実習支援室に相談 養成校の実習支援室に相談し

た 

委託だから公立から私立だから下調べはしましたけ

れどどんな園か分からなくて、実習支援室にこういう

のをお勧めされたんですけれどどう思いますかと聞

いて、そうしたらあそこはこういう園だからすごくい

いところよと言われて。 
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ゼミ教員に相談 ゼミの教員に相談した 
ゼミの先生にこういうところがあってと言ったら、あ

そこはいいところだと思うよといろんな先生に押さ

れてじゃあ受けてみますと受けて。 

HP で求人検索 
ホームページ等で調べ、公立な

らば守られていると思い、採用

の案内をみて受験した。 

自分的には正規で働きたかったから、そんな臨時職員

とかっていう形じゃなくって。結局そのときにホーム

ページとかで、やっぱ今のひどい働き方じゃなくて、

公立だったら守られてるかもっていうのを思って、採

用の案内を見て受けました。 

新聞広告 新聞の求人広告を見て応募し

た。 

ほんとにたまたま公立のそういう補助の仕事ありま

すってあって。ほんとに家で新聞読んでたら、○○って

いう求人、○○区の求人みたいのがあったんだね、多分。 

保育の面白さに気付かされる 職員が、保育が面白いという気

持ちにさせてくれた。 

すごいインパクトの強い方だったんだけど、すごく面

白そうっていう気持ちにさせてくれるような保育を

してる人で。いろんな個性の先生がいたけど、何かみ

んなすごい真剣に悩んだり。 

所長の勧め 公立保育所所長の知り合いの

園を勧められた。 

そのときの公立の園長先生がすごい顔の広い方で、こ

この当時の園長先生、○○さんと園長会か何かで知り合

いで声掛けてくれて、こっちの試験受けてみたら？っ

ていって。 
 
 
誘われた園に 妻の働く保育園の園長が新規

の園を開くため誘いがあった。 

嫁も保育士なんですけれども、その嫁の保育園の園長

先生が、「どこどこで、また新規の保育園が開くから、

ちょっと人が足りないから、旦那さんは行かない？」

みたいなことを言われて、それで、ちょっと面接だけ

でも行くかみたいな感じで、行った感じです。 

 
障がい児施設への就職希望 

大学の施設実習先から就職の

誘いを受けたが、配属先の障が

いの程度が軽度～重度のどこ

になるか分からなかった。 

僕は、もともと保育園をまったく考えていなかったの

で。その知的障害の施設、最後に実習した先で、「履歴

書を持ってくれば、もう取るよ」と言われていたとこ

ろがあったんです。けれども、そこが軽度、中度、重

度で分かれていて、重度になっちゃうと、もう完全に

介護の世界になっちゃうんで、そこが、ちょっとイメ

ージとずれていたんです。 

とりあえず働ければよい 
あまり深く考えずに、とりあえ

ず働ければいいやという感じ

だった。 

あんまりそこまで考える間もなく、その話が舞い込ん

できたんで、ちょっととりあえず一回、話だけでも聞

くかみたいな感じだったと思います。ただ、もうぼち

ぼち働かなきゃいけないと思っていたぐらいで、ちょ

っと、やさぐれていたんだと思います。とりあえず働

きゃいいやぐらいの感じです。 

保育観に合う園を希望 

自分の保育観と異なる園で働

いた経験から、やはり自分の保

育観と合う園でなければもた

ないと悟った。 

もともと自分がやりたい保育が、1 年目、最初の園で、

そこそこ確立していたんで。2 園目に行ったときは、

やっぱりかなりずれがあったんで。やっぱり自分が合

っているところじゃないともたないと思って、今に至

るみたいな感じです。 

ネットで園の保育内容や環境

を検索 

法人のトップがフェイスブッ

クに園の保育や環境などを上

げているのを見て、とても興味

を持っていた。 

その前から、フェイスブックとかで探して、ここの法

人がやっていることを、結構、○○さんが上げていたん

で、どんな保育をやっているんだとかは大体分かって

いたんで、興味がすごいあったんでという感じです。 

園長の保育観を聞く機会 
トップとなる人の保育観を直

接聞けたので、不安なく就職を

決めた。 

実際に、飲みに行って、話を聞いてというのもできた

んで。実際に、実質トップとなる人の保育観だったり

というのを、じかに聞けていたんで。ここに来るとき

は、不安はなかったです。 

保育理念に共感 

保育環境を見学しながらその

説明を受ける中で、園の保育に

興味を持ちここで働きたいと

思った。 

園庭とかも見せてもらったときに、何でこれをつくっ

たかというのを、ちゃんと「こういう理由があって」

と言ったのが、その理由は好きだとやっぱり思ったの

で。そういう理由で、子どものために、そういうもの

をつくっていくと聞いたときに、ここはやってみたい

というのを、逆に思ったので、もうこちらとしては、

ぜひお願いしますというかたちです。 

待遇の良さで公立を志望 
公務員なので公立保育園のほ

うが待遇などがいいと聞いて、

公立を希望し就職した。 

やっぱり、のちのちのことを考えると、公立の保育園

のほうが、待遇だったりとかがいいという話は聞くの

で、公務員ですので。受けるのはできるので、勉強と

かも、まったくしていない状態だったので、記念受験

みたいな感じで受けたんです。そうしたら、たまたま

受かっちゃったんです。受かった以上、行くかという。 
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派遣会社に登録 
保育士の人材派遣の求人サイ

トを見比べ、情報量の多い派遣

会社に登録した。 

その中でも、やっぱり力を持っている、東京のほう、

首都圏に結構、情報量も多かったりとか、しっかり根

付いているところが 2 つぐらいあったんで、その 2 つ

だけ登録をして。そのうちの 1 個が持ってきてくれた

のが、ここだったというかたちです。その人材派遣会

社を選ぶ上でも、見比べて。かなり見ました。 
特にこだわりはない 特にこだわりはなかった。 特に、ここで働きたいというのはなくて。 

就職課の求人情報 養成校に来ていた求人で探し

て就職した 
とりあえず、求人で探して、面接を受けて受かったん

で。 

通いやすさ 家から自転車で行ける近さが

決め手だった 
自転車で行ける距離だったので、やっぱり近場だった

のでというのが、一番でした。 

ハローワーク ハローワークに行った ハローワークも見たりとか。 

卒業校へは行き難い 
卒業した養成校へ相談に行こ

うかと思うも、行き難さと面倒

臭さを感じた 

前の学校にもちょっと行こうと思ったんですけれど

も、あれ、何で、また来たみたいな、そういうやり取

りが、ちょっと自分の中で面倒くさかったんで。 

自分で選ぶ 求人サイトに頼らず、自分で会

社を選んだ 

結果的に○○さん（求人サイト名）で選んだのが、結局、

A の会社だったんで、ちょっと人に頼んのはやめよう

と。結局、B の会社、自分で選んだ会社だったんで、

探して。人に頼るのはここでやめようと思いました。 

教員の勧め 教員に勧められた 

もう先生からもここを多分、○○先生が結構知り合いだ

ったので、すごいいいよみたいな感じで言われて結構

お墨付きだったので、それなら安心かなというのも自

分の中で思ったし。 

求人サイトで情報収集 ネットで保育士求人をみて情

報収集した 
ネットの保育士の限定の求人とかも見たりとかはし

た感じですね。  
   

就
業
前
の
不
安 

ピアノ経験の少なさ ピアノ経験が少なく、不安だっ

た 

まず実技の部分で、私、ピアノが、大学に入ってから

始めたのでほんとに不安で。たぶん保育園とか、幼稚

園もですけど、たぶんピアノは必須じゃないですか。 

保育技術のなさ 就職を前にし、自分には何もで

きるものがないと思った 

自分が、もう 4 月に例えば配属、ぽんとされます、そ

のときに自分が何できるかって何にもできるものが

やっぱり 4 月当初っていうか……3 月の終わりに何も

ないなと思って。 

保護者対応 

アルバイトで保護者対応を目

のあたりにしていたので、それ

が自分にできるのか不安だっ

た 

バイトさせてもらって目の当たりにしてる部分があ

って、あれ(保護者対応）を明日から私は。あれができ

るかしら、みたいな感じがすごくあったのはそうです

かね。 

社会に出る不安 社会に出ることへの不安があ

った 

資格は取れた、でも、じゃあどうするかってなったと

きに、まだ社会に自分が出れるかっていう不安という

か、不安もあったし、ちょっとぬるま湯に漬かってよ

うっていう気持ちもありながら。 

知らない園に就職する不安 他の園を受験する勇気が出な

かった 

そこから、じゃあ将来どうするかみたいなときに、他

(アルバイト先とは他の園）に行く勇気はなかったん

です、私。勇気というか、他の仕事をやるっていうの

も自分で想像つかなかったし、かといって他の園を受

けるっていうのも、私の中で挑戦する心もなく。 

給与や休暇日数 給与や休暇日数がどれくらい

あるのかが心配だった 

もともと別業種だけど仕事をしてたっていうのがあ

るんで、何だろう。お金、基本給が幾らだったりとか、

休みがどんぐらいあるのかだったりとか、結構そうい

うとこと。 

人間関係 
実習やアルバイトの経験から、

人とうまくやっていけるか不

安になった 

実習とか、アルバイトとかも何カ月か保育園でアルバ

イトとかもさせていただいたり、やっぱ実習を通して

だったりして、ちょっと保育園って怖いなって。憧れ

てたけど、いざ社会に出るってなったときに、やっぱ

り人とうまくやっていけるかというか、女の職場だけ

ど怖い。すごい怖くなっちゃって。 
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同期と比較されること 同期と比較されることへの不

安があった 

一応友達も一緒に入ったんですけれど、その友達のほ

うは自分よりもできるので、これは比較されたらどう

しようという不安もありました。もともと友達のほう

は要領がよくて成績もよくて、だからマイナスに考え

てしまったのですけれど、自分と比べて向こうのほう

がみたいに言われたら嫌だなというのはあって。 
 
乳児保育 乳児のことが分からなかった （それまで幼稚園勤務だったため）やっぱり乳児が分

からないっていうところで。 

幼稚園との違い 幼稚園と保育園の違いがある

だろうと思っていた 
たぶん、幼稚園と保育園のやっぱ入ってからもギャッ

プがあったけど、全然きっと違うものだろうから。 
勤務体系 シフト制は未経験だった それこそシフト制とかも未知だし。 

家庭との両立 子どもが体調不良の際に配慮

してもらえるか不安だった 

やっぱ子どもがいたので。何か、病気したときとかの

ことが、もういっちばん、ずっと引っかかって。熱出

して休めるかとかを、やっぱすごい確認してたんです

けど。でも、「おばあちゃんに預けて、働く先生が多

い」って最初に言われちゃって。実際、休めないのか

っていうのが、すごい不安でした。 

社会復帰への不安 
大学卒業後のブランクがあっ

たため、社会復帰への不安があ

った 

大学出てすぐとか学校出てすぐ、えい！って勢いよく

飛び込んだわけでもなかった分、どの仕事に就くに対

しても重かった、腰は。 

職場に馴染めるのか 職場に馴染めるか不安があっ

た ほんとになじめるかなとか、そういう不安。 

過大評価 

復職したら現場で保育したか

ったので、前の園での主任とい

う肩書きが邪魔しなければい

いなと多少思った 

前の園で主任をやっているんです。その肩書きが邪魔

しなきゃいいというのは。戻ったときは現場でやりた

かったんで、この人はすごくできるから、主任になっ

たんだみたいな、その肩書きで、高く見積もられてい

たら嫌だというのはありましたけれども。そのあたり

のプレッシャーがあったか、なかったかぐらいです。 

男性保育士が複数いるか 男性職員が複数いるかどうか

心配だった 

前（の職場）みたいな感じだったらどうしようとか。

女性が多かったんで、やっぱり男性はいるのかと思っ

て。男性がいたら、やっぱり相談とかも話しやすかっ

たりもするので。そこが一番重点的に。 

子どもとの関わり方 保育士として子どもと関われ

るかという不安があった 
やっぱり保育士としてその子どもと関われるかなと

いうのとか。 

就職後の生活への適応 就職後の生活への適応に不安

があった 

大学の最後は本当に休みが長くてそこからシフトが

どんどん始まる生活、その働くというところでの切り

替えじゃないですけれどそこに自分がついていける

かなというすごい不安はありましたね。 
    

就
業
前
に
受
け
た
支
援 

保育体験 見学の日にクラスに入り、保育

を体験した 

その見学の日にもう「入っちゃって」って言われて。

もう何か、見学するより実際の保育現場に入ったほう

が分かるからってことで。もう何も分からず、何をし

たらいいのかも分からず、もう先生の名前も分からな

いまま、布団敷いたりとか、子どもの着替え手伝った

りとかしたぐらいですかね。 

同窓の先輩の話を聞く機会 卒業生と LINE 交換をし、質問

をした 

先輩と（見学の）その日にはもう LINE を交換して。

有給とか取れますかとか、そういうのをちょっと聞い

たりもして。指導案とかどうしてるんですかとか聞い

たりして。で、何かイメージが付いて、みたいな。 

教員への相談 大学教員に就職希望の園につ

いて相談をした。 
で、大学の先生にも相談して。大丈夫ですかね、あの

保育園ってことで。 

就職課での相談 短大の就職課で相談をした 就職の支援のとことか。そことかでいいとこあります

かって聞いたりとかして。 

出身養成校での相談 職場を辞めたくて出身養成校

の教員に相談した 

ほんとにその園を辞めたくて大学の先生に相談をし

て。ほんとに今のままじゃっていう相談をして、辞め

たいって言って。先生にも、「ここはどうだ」とかって

いろいろ相談を乗ってもらってたんですけど。 
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実践的な学び 大学の授業で、実践的な講座

があるとよかった 

大学のときに授業の中でもうちょっと。ほんと、手

遊び 1 個とかでも、何かわらべ歌 1 個とかでもいい

ので、もうちょっと自分に身に付けられるものが、

もっともっとそういう講座……。どっちかっていえ

ば短大の子はやっぱすぐ出て、短大、専門の方、す

ぐ出てすぐ使えるもの、結構身に付けてるけど、大

学、4 大出た子って結構頭でっかちな感じで。 

保護者対応を学ぶ機会 保護者対応についてほとんど

大学で学ばなかった 

あと、私はもう就職してすぐ保育士ってところで、保

護者対応とか。1 年目で担任持っちゃって。自分より

もう全然年上のお母さんたちとどうしたらいいんだ

ろうかなみたいな。子どものこともまったく分からな

きゃ、親のことも分かんないし。どういうしゃべり方

をして、どういうふうに連絡帳を書いて、とかも分か

らなかったんで。保護者対応についてって、大学って

ほとんどやったこと……ないじゃないですか。だから

そういうのももうちょっと取り入れてもらえると。 

ピアノの実技・技能を高める

機会 

ピアノはバイエルだけでなく、

子どもの音楽、季節の歌など実

践的な内容にしてほしかった 

一応大学では授業はあるんですけど、バイエルを弾く

みたいな感じで。たぶん先生とも 15 分ぐらいしか。

バイエルのとか、どこまで弾けるようになったかって

いう。子どもの音楽とか全然やらずに。授業とか 1 回

もやらないでバイエルだけで終わって。で、試験とか

もバイエルを発表するっていう。子どもの音楽……、

ま、自分でやればいいんですけど、もうちょっと曲、

知りたかったなっていうのが、季節の歌とかも。 

早い時期からの就職指導 養成校の就職指導開始の時期

が遅かった 

9 月になって、公立と私立と社会福祉法人と企業と何

が違う、みたいなところから始まる子も結構いたの

で。3 年生のうちからそういう就活の支援もあると、

就職に対する不安っていうのがもうちょっと減った

のかな。もっと広くいろんなとこ見れた子も多かった

のかなっていうのがすごい思いました。 

養成校での求人情報の充実 公立も私立も両方の情報提供

がほしかった 

ずっと公立、公立みたいな、すごい言われて。洗脳じ

ゃないけど公立保育士なれみたいなこと、先生にずっ

と言われてて。だけどやっぱ公立も良さも今、働いて

みてやっぱ思うし。公立が向いてる子もいるけど、で

も私立はやっぱ私立で、ちゃんとそういう環境が整っ

てるとこであれば、やっぱその良さもあるしってなっ

たときに、大学が公立保育士になれっていうだけじゃ

なくって、そういう公立もいいし、私立もこういうと

ころがあっていいんだよっていうのも言ってあげた

らちょっと違うのかなって思って。 

実際の保育内容に関する情報 各園の保育の中身がもっと分

かればよかった 

今、思えば、もっと中身が、その各園のどんな保育を

やっているのかがより分かればいいのかとは思うん

ですけれども。＜中略＞ただ、保育園を選ぶのは、職

員とか人間関係のところに関しては、もう働いてみな

きゃ分からないですから。 

保育体験の機会 実際の保育の様子を見られる

ような支援があるとよい 

やっぱりもっと中に入っていって、実際のものを見ら

れるような支援というのは、あったらいいんだろうと

は思ったりしますけれども、実際、それは難しいのも

事実なので。 

社会人としての作法 
社会人としての作法を学んで

力をつけておくことも必要で

ある 

自分だけじゃなくて新しく入ってくる人とか見てい

ても社会人としての作法じゃないけれどそういうの

も、自分ができていたか分からないけれどそういうの

もちゃんと勉強というか学んで力をつけておくのは

社会人として必要だったのかなと。例えばその期限を

守るとか。働いていてその後輩と、若い子たちがやっ

ぱりそういう力がついていないのを見ると学校で何

していたのかなとか思って。 

書類関係 書くスキルも必要である 忘れているかもしれないけれどそういう書くスキル

とかそういうのも技術面じゃないですけれど。 
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保育技術のなさ 園でわらべうたをするが、全然

知らなかった 

不安というか、私の保育園が手遊びをしなくて。わら

べ歌を、もう、手遊びは NG みたいなもう。やってる

と怒られるくらい。わらべうたが、すごい園長が気に

入ってて。日本語の美しさとかが分かるってことで。

大学でわらべ歌をまったく知らずに来て。で、たぶん

手遊びっていっても○○とかで、大学の……○○とかで

知ってるような、ほんともう……やつしか知らなく

て。わらべ歌、全然知らないなと思って。 

専門的知識や技術への不安 0 歳児の食について悩んだ 

私、1 年目と 2 年目が 0 歳児クラスだったんですけ

ど、離乳食、食べさせるのって結構、そこが人生で初

めてじゃないです、うちでちょっとやったけど、そこ

が。でも 1 年目のときはすごいよく食べてくれる子し

かいなくって、何事もなく食べさせて。こんなもんか

と思って 2 年目に入ったら、何たって 2 年目、すごい

もう、入ってきて 1 歳、4 月で 1 歳ってなるのに、え？ 

離乳食のまだ初期ぐらいしか食べられないの？ み

たいな感じで。で、その後もすごい、クラス全員、6 人

全員が食で悩んで。食べさせ方も、もうほんとにいろ

んな工夫をしなきゃいけなくって。 

園理解が不十分 園の保育のやり方が分からな

い 

始まってからは 1 年目は自分のスキルというか、この

園のやり方も覚えなきゃ保育士としての仕事も覚え

なきゃというのもありながら何が何だか、覚えていた

つもりではいたけれどやっぱり法人によってという

か保育のやり方は委託 1 年目ということもあってい

ろんなところから先生が来ているからやり方がおの

おの違って。園としての方針とかやり方はあるけれ

ど、そこにたどり着くまでにどういうふうな方法を使

ってそこまで行けばいいのかも分からなくて、分から

ない、分からない。だけれど毎日はやってくるという

のがあって。 

保育士としての業務の遂行 実習では免除されていたこと

が日常となること 

実際の授業だと映像とか模型とか赤ちゃんの人形は

使ってやってはいるけれど実習とかではそんなに沐

浴（もくよく）とか。実習はそこまで踏み込んだこと

は、おむつ替えぐらいはあるけれど食事介助はちょっ

とだけやってみるとかだけれどそれが毎日となる。成

長する子どもを毎日、毎日見るといういろんなもので

頭がパンクしそうというのはありましたね。 

家庭との両立 子どもが体調不良の際に配慮

してもらえるか 

（子どもの）病気に関しては、さっきも言ったんです

けど、やっぱり快く休める感じではないので。病気休

暇みたいな、何か、できたって聞いたんですけど、そ

ういう制度が。何日か休めるみたいな。 

保育士としてのリズムに慣れ

ていない 
保育士としてのリズムに慣れ

ておらず、日々に追われていた 

日々、保育士としての多分リズムにも全然慣れきれて

いないから自分が本当に、今も思い出せないぐらい毎

日が追われていて保育士のリズムもそうだし子ども

との関係づくりもそうだし。 

書類の書き方 書類に書き方に苦手意識があ

った 
保育における書き方。書類の書き方についてだったの

で、ちょっと苦手意識があったから。 

保育ニーズの変化 保育に必要とされていること

が変わっていた 

現場を離れて、現場に戻ってからなんですけど、感じ

たことで。時代のその流れから、さっきも話したんで

すけど、保護者の受け取りかた。地域性も、多分ある

と思うんですけど、考え方、受け取り方、保育に必要

とされてることが、ちょっとずつ変化していってるっ

ていうのが、離れてて、全然かかわってなかったんで、

それはすごい感じました。 

職員の配置 
派遣職員とクラスを受け持っ

ており、仕事をほぼ一人でまわ

している状態である 

6 人、今、0 歳児なんですけど、6 人保育、6 人なんで

すけど、もう一人の人が派遣さんなので。月案もでき

ない、お便りもできない、お子さんもいらっしゃる。

なので製作とかも頼みづらい環境だったり、全部。 
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仕事内容を覚えること 仕事を覚えることへのプレッ

シャーがあった 

それ以外の仕事もやっぱり膨大だったのでそれを早

く覚えなきゃというプレッシャーもあったりとか、ど

んどんずるずるいった感じですかね。 
 
 
保育観のずれ 保育の考え方にズレがあり困

った 

2 つ目の園が、間が空いて戻ったところなんですけれ

ども、何て言うんですか、ちょっともう宗教っぽくて、

怖かったんです。＜中略＞もう、そもそも保育の考え

かたが全然ずれていたんで、さあ、どうしようと思い

ました。 

適切な保育方法 
子どもが優先になっておらず、

大人の都合で仕事をしている

状態が苦しかった 

子ども優先じゃないので、それは一番きつい。子ども

優先の保育をしたい。大人のあればっかり。 

一人ひとりの育ちをとらえる

力のなさ 
一人ひとりの子どもを見る力

が足りないことを感じた 

働き始めて 1 年目も 0 の担任していたんですけれど

自分の中で発達は理解しているふうであって実際働

いてみたら全然、自分は子どものこと分かっていない

なというのを真に受けたというか、思って、これぐら

いだからこれはできてとか今はこの子はまだできな

いと、その段階でとか一人一人を見る力が全然ついて

いないなというので勉強が本当に実になっていない

なというのを感じて。 
 

就
業
後
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他園の保育士との交流 
自分たちだけだと同じ考えに

なってしまうので、他の園の 
考え方も知りたい 

自分たちでは試行錯誤しながら今、やってるんです

けど。やっぱり同じ考えになっちゃうのかなって。

他の園の考え方とかも知りたいなって思います。 

保育技術習得のための講座 保育内容に関する実践的な研

修があるとよい 

実践的な保育内容、実践的なら遊びのそういうのを提

供してくれる研修とかがあったらちょっとはよかっ

たのかなと。 

各種研修等の情報・機会 研修の機会はあるが、制約があ

る 

公立のほうがたぶん研修ってすごい充実してて。 
私のほうって、研修、結構受けさせてもらえる、たぶ

ん私立とかの中だと受けさせてもらえてるほうなん

ですけど。やっぱあんまりそこまで多くの研修の内容

が来ないので自分で探さなきゃいけないし。まあ、探

せたとしても平日の、何ともいえない時間帯が多かっ

たりして行けなかったりだから。 

新人研修や園内研修等の機会 新人教育を丁寧にやってほし

かった 

職場での支援は新人教育をもうちょっとやってくれ

たら、もうそんな余裕がなかったのは今になって分か

るんですけれど、もう見て覚えなさいという感じだっ

たので。今は結構 2～3 年目の子が教えるというふう

な体制にはなれたんですけれど見て覚えなさいだか

ら、こっちにも子どもがいるし、でも大人を見なきゃ

いけない。もうちょっと丁寧にやってくれたらよかっ

たなというのはありました。 

パソコンの研修 パソコンの研修があるとよい 

あと書き物もなんですけれど、あと意外と保育士はパ

ソコンを使うんだなと。パソコンの研修じゃないです

けれどそれもあったら。 
クラス便りとか。あとカリキュラムとかもエクセルな

のでワードは打てばいいけれどエクセルの表の使い

方。エクセルの使い方とかは大学の授業でもあったん

ですけれど、結構数字のこういう表とかで、この枠の

中に文字を入れるというのがなかった気がするので

そういう研修があったらもうちょっとスピーディー

にできたのかなと。 

 
 
看護休暇 
 

看護休暇の制度を利用したい 

病気休暇みたいな、何かできたって聞いたんですけ

ど、そういう制度が。何日か休めるみたいな。そう、

子どもの病気とか、介護とか病気とか。でも実際、そ

れ使えるって聞いたことないし職場で。そういう制度

が、制度的にできてるけど、5 日間とか決まってるら

しいんですけど、国がつくった法律か何か知らないで

すけど、そういう。この病気休暇みたいな、年間、何

日取得できるみたいな。実際それができたところで、

「使える」って言われたことないし、そういう制度が

あることすら、最近知ったし。結局、休んだらもう有

給だし。そういう支援は受けたいって思いますけど。 
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学び直しの機会 

テーマをいくつかに絞って学

び直しのできる機会がほしい 

教習所のペーパードライバーとかの。何かちょっと軽

い気持ちで参加できる、何か保育士の、それこそまた

実技とかもそうだし。テーマは例えば幾つか絞って保

護者対応とか。専門……、知識面とか。とかあと、技

能とか、そういうのがあって。そういうの受けられた

ら、ちょっと学び直しじゃないけど。 
 やっぱり今の、そうか、1 歳ってえっと……、みた

いなそういう発達とかも、だんだん教科書って抜けて

っちゃうし。ってなったときに、あ、そっか、そっか

って思えるような何か復習ができる機会とかがもし

あったら。 

養成校で相談できる場 養成校の教員に相談できる場

があると違うと思う 

そういう意味ではほんとに大学があって。ある程度ま

だ知ってる先生方がいてっていうところではすごい、

会って話、して発散じゃないですけど。自分のもやも

やが分からないことを言って。でもこうこう、「保育園

はこういうところだからさ」とかって言ってもらっ

て、ああ、そうかとかそういうふうに、自分の中で解

消というか、落としていくっていう〓場〓があるとや

っぱ違うのかなって思います。 

指導計画の書き方 書き方や計画の仕方を学びた

い 

自分は書くのがすごい苦手だったので書類とかも今

もそうなんですけれど、そういう書く書き方とか計画

の仕方とか。 

現在の保育を学ぶ機会 
保育ニーズの変化に関する研

修があれば、再就職時でも保育

に入りやすい 

どう変遷して、変わっていってるのかを、そういう研

修みたいなのがあったら。時代の移り流れによる、そ

の変化みたいな。1 年ごとの。っていうのがあると、

すごく戻ってきたときに、入りやすいのかと。今、こ

ういう保護者のニーズが変わってきてるっていうよ

うな、話の研修とかがあると。心構えとして、びっく

りはしないかもしれないです。 
 

就
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人間関係の良さ 人間関係、誰と働くかが一番大

事だと思っている 

私も人間関係が一番かなと思って、一番はその同期に

すごい恵まれたので、結局その愚痴とか悩みとかも状

況を知らない人に説明するのは大変だけれど、同期だ

ったらあのときああだったねとかも気兼ねなく職場

の帰りとかでもその日のうちにお互いに言い合った

りとかしていたのでその共有できる。なので、それが

よかったのかなと思うし。仲いい先輩とか仲いい後輩

とかもいっぱいいたので、もしその先生たちがずっと

いたら私もまだ同じ職場にいたのかしれないなと今、

思うのでそこもそうですね。保育内容もそうだけれど

やっぱり誰と働くかはすごい大事だなと思っていま

す。 

信頼できる同僚 何でも相談できる相手がいる

ことはありがたい 

同期が多いので、4 人保育士、新任で、私含めて 4 人

いるので。話せる人っていうのがすごいありがたく

て。他の同級生の子とか聞いてると、やっぱ公立だと

1 人だったりしてて話す人がいないってことで。話す

人……、先輩ともすごい話せるんですけど、愚痴って

いうか、園長の話とかもできないなと思って。なので

同期って、話す相手がいるっていうのがすごいありが

たくて。 

心身の健康 気を張りすぎない、タフな精神

力が必要である 

先輩によく言われるのは、真に受け過ぎないほうがい

い、みたいな。タフな精神が……必要ってすごい言わ

れてて。園長とか保護者にすごい言われたときに、自

分、すごい駄目だなってすごい落ち込んじゃうんです

けど。「そんな、いいわよ、気にしなくて」みたいな、

「そんなのもう言わせとけばいいの」みたいな、すご

い言ってくださって。変な意味で、力抜いてもいいの

かなって。気、張り過ぎちゃうので。やっぱ保護者と

の対応だからトラブルもあったので。気、張っちゃう

んですけど。 
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忍耐 忍耐や我慢があれば、その先に

楽しいことがある 

あと忍耐、我慢。子どもの試しもそうですけれど試し

行動だったりとかも心が折れることはいろいろあっ

たりするんですけれど耐える。耐えた先には楽しいこ

とがあるなというのがやっと分かりました。ずっと 1、
2、3 年目とかはなんでこの子はこんなことやるんだ

ろうとか、なんであの先生にはこうなのにこの子は私

にはこうなんだとずっと思っていたんですけれど、そ

こを自分の気持ちをばーんとぶつけないでちょっと

聞いてみる。子どもの話を聞いてみて、聞いてこうい

うのだったんだという、そのぐっと怒りそうなところ

を一回静めるじゃないけれど耐えてその先をいけば

もう子どもとも大人とも円滑にコミュニケーション

は取れるんだなというのを感じましたね。 
 
 
 
 
 
笑いや笑顔 笑いや笑顔があると、毎日が楽

しく思える 

最近、必要だなと思うのは笑い、笑顔とか。余裕がな

いときは自分も笑っていないなと思って、笑っていな

いと子どもはそんなについてこないし、あまり近寄っ

てこない。こっちもまたそれに対していらいらしてし

まうというのもあって、最近はちょっと考え方を変え

て、なんでこの子こうなんだろうじゃなくて、こうい

うところを面白いなというのを見つけるようにして

みたら本当に余裕ができたからこそできたんだと思

うんですけれど、やってみたら楽しいなと。この子も

困った子だけれどこういうことがいいところだしと

か、プラスにプラスに考えられるようになりました。

そうすると結構、毎日楽しいなと思えますね。 

休暇の取りやすさ 
有休を取るのに制約があるが、

もっと自由に取れるようにな

りたい 

有休もある。あるっていうのは取れるけど、何ていう

のかな。他のとこ分かんないんですけど、うちは希望

のとこに書くんですけど、やっぱり制約があるからい

つでもじゃない。何ていうのかな。この日、会議があ

るとか、他の人とかのバランスもあったりとかして、

それでも取れてるほうだとは思うんですけど。月に 1
日ぐらいは何とか休みたいのはある。 

事務仕事の効率化 簡略化できる部分を簡略化す

る 

簡単にできるところは簡単にしたり。あと、うち、ア

ルバムも 1 人 1 人手作りのアルバムを作るんです。そ

う、だからこれってもうちょっとどうにか。簡略化で

きるところはもうちょっと。時代の波に乗るってい

う。そういうところもあれば。 

管理職の柔軟な考え 
管理職には、時代の波に乗れる

ような柔軟な考え方を持って

もらいたい 

そういう時代の波に乗れるような柔軟な考え方を、も

っと上の人たちに持ってもらいたいなっていうふう

なのがすごい思います、働いてて。 

仕事とプライベートの切り替

え 

土日は仕事を持ちかえらず、自

分の体を休むことが大事であ

る 

少し気、抜くことも大切なのかなって。で、プライベ

ートまで仕事、仕事ってなるのもあれかなと思って。

土日はもう何も考えずに、仕事も持ち帰らずに、自分

の体を休むってことがすごい大事だなと思って。 

金銭的な処遇改善 賃金が高ければ復職しようと

する機会にもなる 

すごい。やっぱ基本給上がればもうちょっと、賃金高

いならもうちょっと続けてみようかな、やっぱりもう

一回復職しようかなとか思う方、潜在保育士の方もも

う一回仕事しようかなって思う機会にもなるのかな

って思うし。 

長期的に続く家賃補助 
一般家庭でも家賃補助がある

ことで就職を決めたが、継続さ

れるか不安である 

結構、単身じゃないと出ないって区が多くて。ただ、

○○区は結婚してる一般家庭でも出るっていうのがあ

ったんで、○○区で探しました。いつなくなるか分かん

ない。 

相談できる環境 相談できる人がいる環境が大

事である 
相談できる人がいる環境が整っているというところ、

一点だよね。 

保育所最優先入所制度 子どもの保育所最優先入所制

度 

例えば、子どもを預けるにあたって、点数をものすご

いいっぱいくれる。市内で保育士として働くんだった

ら、最優先で子ども、一番入れたいところに入れてく

れるとか。そうです。そこまでやってる市はないのか

と思います。最優先入所とかは、最近、たまに聞くん

ですけど。 
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再就職者への時短制度の適用 再就職者でも時短で働けるよ

うなサポートがほしい 

ただ、育休を取った人は、そういう時短の制度がある

じゃないですか。でも、再就職した私は、そういう制

度がないから、就職先に困ったわけじゃないですか。

一回辞めちゃったから。そういう制度を受けられない

んです。時短の制度。辞めなかったら、時短で、シフ

トに入らずに。働ける。正職で。そう、育休中の人は、

子どもが同じ年齢、例えば 2 歳って、同じ年齢でも、

育休から復帰した人は、時短で働けるけど、私みたい

に、新たに仕事を探した人は、時短では働けないんで

す。子どもの年齢も同じなのに、そのサポートは受け

られない人と、受けられる人がいるっていうのは、す

ごい。理不尽だって思って。 

子どもや保護者からの感謝 
子どもや保護者から感謝の言

葉をもらった時にやっていて

よかったと思った 

卒園させたときに、やっぱりこの仕事ってすごいいい

仕事だなって思って。この子どもたちの成長を見守れ

たりだとか、「○○先生でよかった」とかっていうふう

に保護者の方とか、子どもに「大好き」って言っても

らったときに、やっぱすごいやってきてよかったなっ

て思ったので。 

社会的地位の向上 
保護者は小学校の先生の言う

ことは聞くが、保育士のことは

上から見ていると感じる 

保護者も小学校に行くと、その先生の話で、言われた

ことを聞くのに、保育士は、完全に上から見られるん

で。＜中略＞やっぱりもうちょっと、先生として認め

られるというのも、言いかたもちょっとおかしいです

けれども、社会的地位がもうちょっと上がるといいと

思います。 

働きやすさ 働きやすい職場環境が大事で

ある 

働きやすい職場環境。多分。お子さんお持ちの方も働

きやすいとか、例えば、若い子でも、地方から出てき

て都内で働きやすいとか。これも、福利厚生の充実に

つながってくると思うんですけど、住宅手当がちゃん

としっかりしてるとか。あとは、ちゃんと人間関係が

良好な環境とか。ちょっといろんな面での、職場環境

っていうところで、挙げさせてもらったんですけど。 

保育士配置の整備 
職員数が少なく、子どもとの関

わりが十分にできていないこ

とが問題である 

うちの園もほんとにぎりぎりなんです。何かほんと最

低で、効率を、効率をって言うから。ほんとに少ない

人数で見ろって。でも慌てるなって。そういう園長先

生なので、何か最近、私もこの保育園、何が駄目なん

だろうってすごい考えてるんですけど。一番は人が足

りない。入るとしても、環境が悪いためにパートしか

入らない。パート、もしくはアルバイトしか入らない。

やっぱ 2 歳とか、こだわりが出てくる時期に、固定し

た先生が長くいてあげられるっていうのができない。 

保育士資格の厳格化 

国家資格なのに、実質は養成校

を出ただけで簡単に取れるよ

うなシステムはやめてほしい、

これでは保育士の地位が低く

見られても仕方ないと感じる 

やっぱり国家資格なんで、養成校を出ただけで取れる

ようなシステムは、やめてほしい。それに甘んじて入

ってきているんですけれども。＜中略＞本当に専門に

行っているときに、ばかしかいないと思って、という

ぐらいばかでも、保育士資格は取れちゃうんです。だ

から、いつまでたっても、保育士としての地位が、や

っぱり国として認められないんだと思うんです。＜中

略＞資格を取るまでの、やっぱりこのプロセスが、あ

まりにもちょっと簡単すぎるというか。それは地位が

低く見られても、しょうがないと思う感じがするん

で、そこですか。けれども、だからそこが、もうちょ

っと国家資格らしくなれば、比例して、やっぱり給料

も上がっていくんじゃないかと思うんで。そこです

か。 

プライベートの充実 プライベートの充実が大切で

ある 

プライベートの充実。オン、オフをちゃんと使い分け

るっていうことですかね。あとは。いや、もう定時に

きちんと上がる。どんなに仕事がたまってようが、上

がる。ただ、仕事を、その中でこなす技術が必要には

なってくるとは、思うんですけど。 

専門的知識と技術の向上 保育に関する知識の蓄積が求

められる 
保育に関する知識を増やして、その引き出しをやっぱ

増やしていくことっていうところ。 

─ 169 ─



- 170 - 
 

就
業
継
続
の
た
め
に
必
要
な
こ
と 

 
 
家庭との両立 

プライベートの事情によって、

当番の形や時短制度など、柔軟

な対応ができるとよい 

当番とかも子育てしてる人もいろんな事情がある。遠

くから来てる人だったり、旦那さんの補助みたいのが

できない職種の人もいるじゃん。すごい忙しくとか。

あと両親が近くにいないとか。だからそれぞれあるか

ら、これは保育園の中の問題だと思うけど、当番の形

とかももっといろいろあってよくて、この時期はこう

いう特殊な事情があれば、例えば別に早番なくてもい

いとか、何かそういう。 

 
 
 
保育の原点に立ち返ること 

保育の原点に立ち返って、子ど

もから始めることでいい保育

ができる 

多分みんなもうなあなあでやっているというか、一応

目標とかはあるけれど結局、自分のことばかりじゃな

いですけれど、ということが往々にあるので。まず原

点に返って子どもとみたいな感じから始まって、みん

ながそこに多分行こうとしないといい保育はやっぱ

りできないし、なあなあじゃ駄目だし、人を思いやっ

ての行動とか、そういうところからもあると思うんで

すけれど、人としてみんなが改善していかなきゃいけ

ないのかなと。 

保育への情熱 
自分はこういう保育をしたい

んだという意思のある保育士

は、多少辛くてもやっていける 

逆に言うと、そこをちゃんと保育士として、自分はこ

ういう保育をしたいんだという意思を持って、保育士

の資格を取った人は、就職すれば、多分、多少つらく

ても、自分ではこういう保育をしたいんですという保

育を、やっていけると思うんです。それが、その保育

園に合っているかどうかというのも、なかなか難しい

問題ではあるんですけれども。＜中略＞だから、やっ

ぱり職員であったり、保育士になろうとしているほう

の意識も変わっていかないと、定着には通じないのか

というのは思うところもあります。 

福利厚生の充実 福利厚生の充実があるとよい 

福利厚生の充実。だから、さっき話してた、子どもが

病気だったりとか、そういうところもそうなんですけ

ど、保険だったりとか。例えば、スポーツジムの割引

みたいな。なので、そういうのがあってもいいのかっ

て。あとは、うちの会社はあるんですけど、ホテルと

か、そういう療養地じゃない、何だっけ、静養地みた

いな、そういうところの割引の。 

養成校教育の改善 
勉強しなくてもお金を払えば

資格が取れてしまう養成校の

現状を何とかしてほしい 

本当にびっくりしましたもん。勉強しなくても、普通

に取れちゃうんだと思って、金だけ払えばと思って。

だから、養成校自体も、もっとちゃんとしなきゃいけ

ないんだろうし、と感じました。 

子どもへの思い 目の前の子どもとの関わりを

大切にしたい 

やっぱり目の前にいる、今、5 歳をもっているんです

けれども、30 人とかかわりながら、今日はこういうこ

とがあったんだと。これは明日に生かしてみようと

か、もうそういうのを、やっぱり自分がされたら嫌な

ことは絶対しないようにして、その子と関係を結びな

がら、もう結んだら、これを試してみようとか。 
学び続ける意欲 毎日毎日が勉強である もうやっぱり毎日、毎日が勉強なので。 

保育観の共有 

保育や子どもの成長について

一緒に語り合える仲間がいて、

それができる環境があること

が助けになっている 

自分ではこう思っていると、話し合える人というの

は、かな＜中略＞自分はもともと子どもが好きだった

んですけれども、ただやっぱり子どもの成長を同じよ

うな考えで、一緒に語り合える仲間に出会えたのは、

間違いなくこの法人だったので。 

コミュニケ―ション能力 コミュニケーション能力が必

要である 

あと、コミュニケーション能力、伝えにくいことを伝

えられる技術。これは、目上の人にもそうですけど、

下にもそうだし、保護者の方にもそうだしっていうと

ころですか。 

お金はあまり気にしていない お金はあまり気にしていない あまりお金に関しては、そんなに気にしたことはない

んで。 
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分類①・養成校保育士 1：保育士養成校卒業後に同一保育所に勤務 
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か
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た支援

就業継続の
ために

必要なこと

  
最終学歴：4 年制大学（保育士養成校） 

4 年制大学卒業後、A 保育所に正規で就業。現在に至る。 
保育士資格取得を希望した理由は、＜子どもと接することが好き＞、＜保育士に興味＞である。＜

受験大学自体への思い＞もあり、養成校での資格取得をしている。 
就職活動のプロセスは、4 年次に＜実習園からの誘い＞を受け、面接を受けるが不採用になる。そ

の後＜就職相談会＞に来ていた A 保育所に＜園見学＞に行ったところ、偶然にも＜幼稚園時代の恩

師が勤務していた＞。また、大学教員が園長のことを知っていたこと、大学の先輩も働いていること

もあり＜大学とつながりのある安心感＞も相まって、A 保育所での就職を決めている。「実習園」と

いう「場」のつながり、見学先では「恩師」「大学教員」「大学の先輩」という「人」のつながりがあ

り、複数のつながりが安心感となり、就職先を決める後ろ押しとなっている。就業前の不安では、＜

ピアノ経験の少なさ＞をあげ、自らの苦手分野を不安に思っていた。就業後の不安では、＜保育技術

のなさ＞として、A 保育所で実践されているわらべうたについての知識がなかったことをあげており、

実践面での不安が就業前後にあったことが読み取れる。就業前に受けたかった支援では＜ピアノの実

技・技能を高める機会＞、＜保護者対応を学ぶ機会＞、＜実践的な学び＞といずれも保育実践に関す

ることをあげており、実践的な力を習得できるような支援を望んでいたことが分かる。就業前に受け

た支援では、＜保育体験＞、＜同窓の先輩の話を聞く機会＞、＜教員への相談＞をあげている。＜保

育体験＞については、見学時に半ば偶発的に行われたもので「実際の保育現場に入ったほうが分かる

からって。何も分からずクラスに入って手伝ったりした」と述べている。＜同窓の先輩の話を聞く機

会＞は、見学時に連絡先交換をし、園の様子を LINE で質問するなど個人的なやりとりをしたもので

あり、インフォーマルな支援とも言えるが、同窓というつながりがあってこそ受けることのできた支

援であろう。就業後に受けたかった支援では、＜他園の保育士との交流＞をあげ、「自園の保育だけで

なく、他園での保育方法や考え方を知りたい」と述べている。就業継続のために必要なことでは、＜

心身の健康＞が維持できるような＜休暇の取りやすさ＞、仕事を持ち帰らないといった＜仕事とプラ

イベートの切り替え＞、時には愚痴もこぼせるような＜信頼できる同僚＞の存在をあげている。 
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分類①・養成校保育士 2：保育士養成校卒業後に同一保育所に勤務 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：4 年制大学（保育士養成校） 

4 年制大学卒業後、A 保育所に正規で就業。現在に至る。 
 
保育士資格取得を希望した理由は、＜隣接職種の就職に有利＞、＜就職に困らない＞であり、養成

校での取得希望理由は＜幼稚園教諭免許と保育士資格が同時に取得できること＞であった。 
もともとは公立保育所就職を希望していたが、4 年生春に＜就職説明会＞、＜園見学＞に出向き、

後の就職先となる A 保育所の運営主体である株式会社から 6 月に内定を得ている。その後に公立保

育所を受験予定であったが、実習での経験からその思いは消え、保育士就職を辞めようかと＜一般就

職への迷い＞も生じている。しかし、内々定の園は辞退しないほうがよいと＜アルバイト先の保育士

からの助言＞を受け、結果的に A 保育所への就職を決意する。3 年間アルバイトをしていた保育所の

保育士の助言、つまり自らのことを理解しており、保育の経験もある者からの助言が、迷いを払拭す

る上で大きな影響を与えていたことが分かる。 
就業前の不安では＜保育技術のなさ＞、＜保護者対応＞をあげ、「バイトさせてもらって目の当た

りにしてる部分があって、あれを明日からできるのかいう感じがすごくあった」述べており、保育現

場のイメージがあったからこその不安であると推察する。就業後の不安でも＜専門的知識や技術への

不安＞をあげている。就業前に受けたかった支援では、＜保護者対応を学ぶ機会＞、＜実践的な学び

＞をあげ、現場での実践に直結する内容を養成校で学んでおきたかったと述べている。また＜早い時

期からの就職指導＞として、園選択の幅が広がるような指導を早い時期から受けておけば、ゆとりを

もって就職活動ができたと思うと述べている。就業後に受けたかった支援では、＜他園の保育士との

交流＞、＜保育技術習得のための講座＞、＜各種研修等の情報・機会＞をあげ、保育についての情報

交換や学びの場を求めていた。就業継続のために必要なことでは、＜事務仕事の効率化＞をあげ、そ

の実現には＜管理職の柔軟な考え＞が必要であり、そうしたことが＜仕事とプライベートの切り替え

＞や家庭との両立、ひいては就業の継続につながるのではと述べている。また職場の＜人間関係の良

さ＞があれば困難を乗り越えられること、＜金銭的な処遇改善＞も求められるべきと語っていた。 
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分類①・養成校保育士 3：保育士養成校卒業後に同一保育所に勤務  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：2 年制短期大学（保育士養成校） 
 短期大学卒業後、家業を手伝いながら母園である A 保育所でのアルバイトを経て、A 保育所の採用

試験を受ける。２回目の採用試験で採用となり、A 保育所で正規として就業。現在に至る。 
 
保育士資格は、＜保育士就業への強い意志はない＞が＜子どもと接することが好き＞、＜保育士に

興味＞といった理由から取得を希望している。養成校で資格取得を希望した理由は＜通いやすさ＞、

＜学校生活を楽しみたい＞であり、短大入学前は保育士資格を＜試験で取得できることを知らない＞

と述べている。 
 短大卒業後、家業手伝いをしながら母園の A 保育所で＜保育園で短時間アルバイト＞をしていた。

A 保育所では実習も経験している。アルバイトは 9 時～13 時の短時間であり、次第に保育が楽しい

と思うようになり、A 保育所の採用試験を受けるが不採用になる。しかし、将来を見据え正規で働き

たいと A 保育園で再度採用試験を受ける決意をし、採用に至っている。 
就業前の不安として、＜社会にでる不安＞、＜知らない園に就職する不安＞をあげている。社会に

出る自信がなく、他の園を受験する勇気がなかったと話しており、つながりのない場で働くことの不

安があったことが読み取れる。しかしながら、養成校卒業時には積極的に保育士として就業したい気

持ちではなかったが、母園であり実習も経験した園、すなわち自分を見守ってもらえるような環境で

短時間アルバイトといった負担の少ない形での経験を経たことで「保育が楽しい」という気持ちが育

まれたのではないだろうか。また一度の受験で採用が叶わなかったことが就業に対する気持ちを自問

する機会にもなっており、保育士就業への気持ちが無理のないステップを踏んで形作られていったの

ではと推察する。就業継続のために必要なことでは、＜休暇の取りやすさ＞、＜金銭的な処遇改善＞

をあげている。＜休暇の取りやすさ＞では土曜日出勤の代休取得について、また＜金銭的な処遇改善

＞では「家賃補助がもうちょっとあったらよい」と述べており、処遇改善・休暇取得の保障が就業の

継続に必要だと考えていることが分かる。 
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取
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金
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遇
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善
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分類①・養成校保育士 4：保育士養成校卒業後に同一保育所に勤務  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：2 年制短期大学（保育士養成校） 
 専門学校（子どもと関係のない専攻）卒業後、一般企業で就業。その後、離職者等再就職訓練の制

度を利用して短期大学で保育士資格を取得、A 保育所で正規で就業。現在に至る。男性。 
 
保育士資格取得を希望した理由は、＜子どもと接することが好き＞であり、趣味で子どもにダンス

を教えていたことから＜保育士に興味＞をもったためである。＜ハローワークで（養成校での離職者

等再就職訓練を）勧められる＞といった経緯と、保育士である妹から養成校で学んだほうがよいとの

＜家族からのアドバイス＞もあり、養成校での資格取得を希望した。 
在学中に、保育所を 10 園ほど＜園見学＞し、印象の良かった＜就職希望園で実習＞を行っている。

実習をする中で自分の特技を認められたこと、自身は男性であるが就職希望園の男性職員と話をする

中で、＜保育者や園の雰囲気＞の良さを感じたことが A 保育所での就職を決めた理由である。実習と

いう場を通し、直に園を知ることができたこと、園に自分の良さを理解してもらうことができた安心

感は就職先を決める上で大きなものであったと推察する。就業前に受けた支援として、実習前に良い

園がないか＜就職課で相談＞をしたことをあげている。 
就業前の不安としては、＜給与や休暇日数＞、＜人間関係＞をあげている。一般企業就業の経験が

あることから、基本給や休暇日数がどのくらいなのかという点に不安を感じていたと話している。ま

た、「人間関係であまり良い噂を聞かない」という語りもあり、保育現場に対する世間一般の否定的な

イメージも不安要因となっていたと考える。就業継続のために必要なことでは、＜長期的に続く家賃

補助＞をあげている。「家賃補助が単身世帯でないと出ない自治体が多い中、結婚している世帯でも

家賃補助が出ることも就職の決め手となった」と話していた。しかし「この補助がいつなくなるか分

からない不安がある」とも話しており、就業継続のためには、こうした金銭的な処遇が一時的あるい

は限定的なものではなく、家庭との両立といったことも視野に入れて継続されていくことが必要なの

ではないだろうか。 

一般企業就業 保育所就業
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分類①・養成校保育士 5：保育士養成校卒業後に同一保育所に勤務 

大
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談
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き
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る

社
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耐
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の
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さ
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事
に
役
立
つ

園
見
学

ゼ
ミ
教
員
に
相
談

同
期
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さ
れ
る
こ
と

保
育
技
術
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得
の
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め
の
講
座

パ
ソ
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ン
の
研
修

笑
い
や
笑
顔

保
育
士
取
得

 
最終学歴：4 年制大学（保育士養成校） 
 4 年制大学卒業後、A 保育所に正規で就業。現在に至る。 
 
 保育士資格を取得した理由は＜子どもと接することが好き＞、＜保育士に興味＞、＜仕事に役立つ

＞であり、養成校での資格取得は＜卒業と同時に資格がもらえる＞、＜試験で取得できることを知ら

ない＞であった。 
 就職活動のプロセスでは、養成校の＜就職課で相談＞を通し、自身が実習とアルバイトをしていた

園の紹介を受けた。採用の 4 月に公立から民間委託となる園だということもあり、養成校の＜実習支

援室に相談＞、＜ゼミ教員に相談＞をしているが、両者から良い園だと勧められたため、＜園見学＞

をした上で受験を決意し、採用となっている。就業前の不安では、＜社会人になること＞、＜同期と

比較されること＞をあげている。就業後の不安では＜園理解が不十分＞、＜保育士としての業務の遂

行＞をあげている。園理解が不十分な上に、民間委託一年目であったため、様々な園から赴任してき

た保育士がおり「やり方が各々違う」ため、どう保育をしたらよいのか分からない毎日だったという。

また、沐浴や食事介助等、実習では行わなかったことが日常となり「頭がパンクしそう」であったと

述べている。就職後に受けたかった支援では＜新人研修や園内研修等の機会＞、＜保育技術習得のた

めの講座＞、＜パソコンの研修＞をあげている。「（委託一年目で）そんな余裕がなかったのは今にな

って分かるんですけれど、もう見て覚えなさいという感じだったので」と当時を振り返っており、委

託直後の園で仕事を学んでいくことの大変さが読み取れる。就業継続のために必要なことでは＜人間

関係の良さ＞、＜忍耐＞、＜笑いや笑顔＞をあげている。子ども、先輩や後輩、保護者との人間関係

を円満にすること、そのためには怒りたくなるときに一旦耐えてみることが大切だと話している。ま

た、余裕ができ、笑顔で子どもの良いところを見つけるようになったら楽しいと思うようになってき

たと述べており、仕事に対する心の余裕が保育に良い影響を与えていることが推察される。 
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（１）まとめ・養成校保育士分類①（保育士養成校卒業後に同一保育所に就業） 
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①保育士資格取得を希望した理由 
資格取得希望理由は、＜保育士に興味＞（養成校保育士 1・3・4・5）、＜子どもと接することが好

き＞（養成校保育士 1・3・4・5）といった保育や子どもへの思いによるものが多くあげられ、5 名中

4 名が共通してこの 2 つの理由をあげていた。また、＜隣接職種の就職に有利＞（養成校保育士 2）、
＜仕事に役立つ＞（養成校保育士 5）、＜就職に困らない＞（養成校保育士 2）といった職業選択の際

に有利になるといったものもあげられていた。＜保育士就業への強い意志はない＞をあげた保育士は

「特にやりたいことがなかった」が＜子どもと接することが好き＞であったため保育士資格取得を希

望したと語っている（養成校保育士 3）。いずれの養成校保育士も子どもへの関心があり、その気持ち

の濃淡はあるものの、子どもに関する仕事に就こうと思い、その実現のために資格取得を希望してい

る点は共通していると言えよう。 
 
②保育士資格を養成校で取得した理由 
保育士資格を養成校で取得希望した理由は、＜受験大学自体への思い＞（養成校保育士 1）や＜通

いやすさ＞（養成校保育士 3）といった大学（短大）を選択した理由をあげたもの、＜学生生活を楽

しみたい＞（養成校保育士 3）といった学生生活の充実やその時間の確保を考えたもの、＜卒業と同

時に資格がもらえる＞（養成校保育士 5）や＜幼稚園免許と保育士資格が同時に取得できる＞（養成

校保育士 2）といった資格取得の確実性や効率性を考えてのものがあげられた。また、＜試験で取得

できることを知らない＞（養成校保育士 5）という回答もあった。また、子どもと関わる職業を考え

た時に職業訓練の一環として短大で資格取得ができることを＜ハローワークで勧められる＞といっ

た経緯と、保育士である家族から「絶対に通って取った方がよい」と＜家族からのアドバイス＞とが

あり、養成校での資格取得を決めたといったケースもあった（養成校保育士 4）。 
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③就職活動のプロセス 
養成校卒業後、同一の保育所に勤務している保育士が就業する園を決めるにあたり、実習がその契

機の一つとしてあげられる。養成校保育士 3・4 は、実習園で採用試験を受け、採用につながってい

る。養成校保育士 3 は実習園が母園でもあったため「他の園を受験する勇気が出なかった」と語って

いる。養成校保育士 4 は実習で「雰囲気の良さを感じることができた」と述べており、直に園を知っ

ているがゆえの安心感があったことが推察される。一方、養成校保育士 2 は公立園志望だったが実習

で悪い印象をもったことから、公立保育所を受験しない選択をしている。就活のプロセスで「合わな

い」と感じ、選択を変えることも、就業の継続を考えると重要なことであろう。養成校在学中は、実

習という現場経験の場があることで、自分の働きたい場はどのようなところなのか具体的な経験をも

って考えることができる機会をもつことができる。こうした経験が自分に合った場を選ぶ視点をもつ

ことにつながり、主体的に就職先を選択することにつながるとも言えるのではないだろうか。 
養成校保育士 1・5 の場合は、＜教員への相談＞をすることで教員からの助言が就職先を決める後

押しとなっていた。加えて、養成校保育士１の場合は、就業する園を決めるにあたり＜幼稚園時代の

恩師が勤務していた＞ことに加え、同窓の卒業生が働いていたこと、園長と教員は知人であったこと

といった複数のつながりがあったことも後押しとなっていた。養成校保育士 5 の場合は、＜実習支援

室に相談＞、＜ゼミ教員に相談＞をした上で、複数の教員から助言があったことで受験を決意してい

る。養成校では、教員は保育現場とのつながりを数多もっており、卒業生もほとんどが保育現場に就

職していく。在学中は自身のみならず同級生も保育ボランティア・アルバイト、実習など、様々な点

で保育現場とつながりがある環境に置かれており、経験を伴った情報を得やすい。在学中に就活をす

る場合は、そうした人や場を介し、比較的信頼度の高い園とつながりやすい環境であると言えるので

はないだろうか。 
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④就業前の不安 
 就業前の不安としては、＜ピアノ経験の少なさ＞（養成校保育士 1）、＜保育技術のなさ＞（養成校

保育士 2）、＜保護者対応＞（養成校保育士 2）、＜同期と比較されること＞（養成校保育士 5）といっ

た保育技術や経験の不十分さによる自信のなさや不安があげられた。＜社会に出る不安＞（養成校保

育士 3・5）、＜知らない園に就職する不安＞（養成校保育士 3）、＜人間関係＞（養成校保育士 4）と

いった未知の場や関係に対する不安、＜給与や休暇日数＞（養成校保育士 4）といった待遇に関する

ことがあげられた。養成校保育士４は社会人経験があり、生計を立てていくといった側面をイメージ

しやすかったのではないかと考える。 
 
⑤就業前に受けた支援 
就業前に受けた支援では、＜教員への相談＞（養成校保育士 1）、＜就職課での相談＞（養成校保育

士 4）といった養成校内での相談があげられている。また、就活中に保育所で受けた支援として、＜

保育体験＞（養成校保育士 1）、＜同窓の先輩の話を聞く機会＞（養成校保育士 1）があげられた。養

成校内での就職相談は、養成校に在籍しているからこそ受けられる支援である。これは＜同窓の先輩

の話を聞く機会＞についても当てはまり、養成校というつながりがあっての機会であると言える。養

成校保育士 2・4・5 は就業前に受けた支援について特にあげていない。「支援」と意識せずに受けて

いるものもあるだろうが、特段の「支援」受けなくとも就業へとつながっていたのだと推察する。 
 
⑥就業前に受けたかった支援 
就業前に受けたかった支援では、学びの機会に関するものとして、＜実践的な学び＞（養成校保育

士 1・2）、＜ピアノの実技・技能を高める機会＞（養成校保育士 1）、＜保護者対応を学ぶ機会＞（養

成校保育士 1・2）があげられていた。「子どもの音楽とか全然やらずに。バイエルだけで終わって。

もうちょっと曲、知りたかったなって」「保護者支援っていうのはあるけれど、実際にどう伝えればい

いのかっていうのはたぶん学んでないなと思って。」（養成校保育士 1）の語りからは、学んできたこ

とが現場での実践できる力となるまでには段差があることが読み取れる。また、就職指導に関するも

のとして、＜早い時期からの就職指導＞（養成校保育士 2）があげられ、「もっと 3 年生の後半ぐらい

からそういうやつがもっとあると、もっと広くいろんなところを見て、ゆとりを持ってもっと就職先

を決められた友達ももっといたのかな」と語られていた。 
 

⑦就業後に不安に感じていたこと 
就業後に不安に感じていたこととして、＜保育技術のなさ＞（養成校保育士 1）、＜専門的知識や技

術への不安＞（養成校保育士 2）があげられていた。また、＜保育士としての業務の遂行＞（養成校

保育士 5）、＜園理解が不十分＞（養成校保育士 5）があげられていた。養成校で専門的な知識を身に

つけ、実習も経験しているものの、「1 年目は自分のスキルというか、この園のやり方も覚えなきゃ保

育士としての仕事も覚えなきゃというのもありながら何が何だか」（養成校保育士 5）と語られている

ように、特に新人とよばれる時期は習得すべきことが多く、養成校から保育現場で働くということへ

の段差は決して滑らかなものではないことが推察される。 
 
⑧就業後に受けたかった支援 
 就業後に受けたかった支援では、＜パソコンの研修＞（養成校保育士 5）、＜保育技術習得のための

講座＞（養成校保育士 2・5）＜各種研修等の情報・機会＞（養成校保育士 2）、＜新人研修や園内研

修等の機会＞（養成校保育士 5）と学びの機会に関するものがあげられている。「あんまりそこまで多

くの研修の内容が来ないので自分で探さなきゃいけないし。まあ、探せたとしても平日の、何ともい
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えない時間帯が多かったりして行けなかったりだから」（養成校保育士 2）の語りからは、学びたい気

持ちがあっても研修を見つけ、そして受講することの困難さがあることが推察される。また＜他園の

保育士との交流＞（養成校保育士 1・2）では、「公立だと、研修とかで他の保育園の方とも会えると

思うんですけど。その（自分の）保育園しか知らないので。他の保育園との関わりとかもあったら、

その保育園の保育の仕方とかも学べるのかなって思います」（養成校保育士 1）のように、他園での保

育内容や考え方を知る情報交換の場を求めていることが分かる。 
 
⑨就業継続のために必要なこと 
【処遇・待遇等】 
＜金銭的な処遇改善＞（養成校保育士 2・3）があげられ、「先輩と『仕事こんなにしてるのに、言

ったら大企業の人より絶対一生懸命気を張って仕事してるのに、半分ぐらいしかもらってなくない？』

とか言って」（養成校保育士 2）の語りからは、仕事内容に給与が伴っていない現状への不満が読み取

れる。＜長期的に続く家賃補助＞では「単身じゃないと出ないって区が多くて。ただ、A 区は結婚し

てる一般家庭でも出るっていうのがあったんで、A 区で探しました。でもいつなくなるか分かんない」

（養成校保育士 4）と語っており、一時的・限定的ではない援助を望んでいることが分かる。 
 

【ワークライフバランス】 
＜休暇のとりやすさ＞（養成校保育士 1・3）、＜心身の健康＞（養成校保育士 1）、＜仕事とプライ

ベートの切り替え＞（養成校保育士 1・2）があげられている。「土日はもう何も考えずに、仕事も持

ち帰らずに、自分の体を休むってことが大事だなと思って」（養成校保育士 1）、「持ち帰っちゃいけな

いけど、持ち帰ってやっぱやる人もいるし。その持ち帰りがなければ、家庭との両立もできるってい

って続ける、やっぱ 30 代の方も増えるだろうし」（養成校保育士 2）の語りにみられるように、仕事

を持ちかえらざるをえない状況は、心身をリフレッシュすることの難しさや家庭との両立の困難さへ

とつながりかねない。「省けるところはそれこそパソコンとかに頼って。簡略化できるところはもう

ちょっと。時代の波に乗るっていう。そういうところもあれば」（養成校保育士 2）と語られているよ

うに、保育の手厚さを損なわずに＜事務仕事の効率化＞（養成校保育士 2）も必要なことであろう。

そのためには、＜管理職の柔軟な考え＞（養成校保育士 2）は不可欠であろう。 
 

【園の人間関係】 
保育には職場内の連携が不可欠であり、そこには＜人間関係の良さ＞（養成校保育士 2・5）や＜信

頼できる同僚＞（養成校保育士 1）の存在が重要だと考える。「周りの先輩とか後輩とか、みんな気に

してくれて。もうほんとに人間関係があったからこそ、今、楽しく働けてるっていうのがすごい大き

いので」（養成校保育士 2）とあるように、困難な状況にあっても周囲の支えがあることで乗り越えら

れることもあるだろう。 
 

【保育士自身のこと】  
＜笑いや笑顔＞、＜忍耐＞（養成校保育士 5）といった仕事への向き合い方・自己のあり方に関す

ることがあげられていた。「余裕がないときは自分も笑っていないなと思って、笑っていないと子ど

もはそんなについてこないし、あまり近寄ってこない。こっちもまたそれに対していらいらしてしま

うというのもあって」（養成校保育士 5）では、心の余裕がないことでの悪循環に陥ることが語られて

いる。心身共に余裕をもって働くことのできる環境作りが肝要であろう。  
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分類②・養成校保育士 6：保育士養成校卒業後に幼稚園勤務経験あり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：4 年制大学（保育士養成校） 
 4 年制大学卒業後、私立幼稚園に勤務。その後公立保育所に転職し、期限付き正規職員として勤務

しながら、同自治体の保育士採用試験を受験、合格し、現在に至る。 
 
保育士資格取得理由は、＜隣接職種の就職に有利＞、＜就職に困らない＞をあげ、養成校で資格取

得をした理由として＜幼稚園教諭免許と保育士資格が同時に取得できる＞ことをあげている。 
四年制大学卒業後、私立幼稚園に 4 年間勤務したが、次第に園の方針にずれを感じるようになった

こと、業務量の多さから、やりがいの薄れや体調の限界を感じ、転職を考えた。平日仕事のため、園

見学はできなかったため、＜HP で求人検索＞をし、公立保育士の期限付き正規職員の募集を見つけ、

受験をしている。「公立であれば不安定な精神状態や健康状態になったとしても守ってもらえるので

はないか」といった思いがあったと述べ、転職では心身のケアの充実といった点も重要視していた。

前職での「もうこのままだと体も壊れる」と感じた経験があってのことと推察する。就業前の不安で

は＜乳児保育＞、＜幼稚園との違い＞、＜勤務体系＞をあげている。乳児保育の経験がないこと、シ

フト制勤務を経験したことのない不安に加え、「幼稚園と保育園は全然きっと違うものだろうから。

保育園行って大丈夫かなっていうのはすごい不安だった」と述べ、幼稚園という場を経験しているか

らこそ「場の違いになじめるか」と不安を抱いていたのだと推察する。就業前に受けた支援では、＜

出身養成校での相談＞として転職活動を教員に相談したことをあげ、卒業後も養成校を相談の場とし

て拠りどころとなっていることが読み取れる。就業前に受けたかった支援では＜養成校での求人情報

の充実＞、＜実践的な学び＞をあげ、「座学も必要だけど、私はこういうことが得意だなっていう自信

を持って現場に行けるかってすごい違うかなって思う」と述べている。就業後に受けたかった支援で

は＜学び直しの機会＞、＜養成校で相談できる場＞をあげ、「自分のことを知っている教員に会って

話をすることで、もやもやが解消される場があるとやっぱり違うのかなって思う」と述べている。就

業継続のために必要なことでは、＜子どもや保護者からの感謝＞をあげ、そうした保育ができるため

の＜心身の健康＞、＜相談できる環境＞、終わりのない仕事であるがゆえに妥協する部分もつくり、

＜仕事とプライベートの切り替え＞をし、自分の時間を確保することが必要だと述べていた。 
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分類②・養成校保育士７：保育士養成校卒業後に幼稚園勤務経験あり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：4 年制大学（保育士養成校） 
 4 年制大学卒業後、私立幼稚園に勤務、結婚後に退職。その後、A 保育所に臨時職員として勤務、

退職後に出産。出産 2 年後に B 保育所の準職員となり、現在に至る。 
 
保育士資格取得を希望した理由は、＜子どもと接することが好き＞で、幼少期から続けている＜ピ

アノを使える職業＞であったためである。養成校で資格取得した理由として＜卒業と同時に資格がも

らえる＞をあげている。 
就職活動のプロセスでは、子育て中のため勤務シフトに入ることが難しいといった条件の中、就業

先を探したが、最初に＜園見学＞をした園ではシフトに入れないと採用不可と言われた。二園目の見

学をした園で 8 時半から 16 時半までの勤務条件で採用となった。就業前の不安では＜家庭との両立

＞をあげている。子どもが熱を出したときに休暇取得可能かを確認した際「おばあちゃんに預けて、

働く先生が多い」との返答だったため、「実際には休めないのでは」と不安に感じたと述べている。就

業後の不安でも＜家庭との両立＞をあげ、子どもが病気時は快く休める雰囲気ではなく、休暇制度は

「使えるって言われたこともないし、そうした制度があることすら最近知った。結局、休んだら有給」

と述べ、職場で看護休暇の運用が実際にはなされていないことが読み取れる。受けたかった支援では、

＜看護休暇＞、＜保育技術習得のための講座＞をあげている。「講習行きたいって思うけれど、夜しか

やってなかったり、保育園が終わってからのことになるので、行かれない」との発言からは、子育て

をしながら勤務外の時間に講習等を受講することの困難さが読み取れる。子育て中の者が学ぶ機会を

得ることは勤務内での研修として保障するなどの制度がなければ厳しい状況があることが推察され

る。就業継続のために必要なことでは＜保育所最優先入所制度＞、＜金銭的な処遇改善＞、＜再就職

者への時短制度の適用＞をあげている。＜金銭的な処遇改善＞については、再就職準備金や 5 年間限

定でのボーナス上乗せの制度があるが、期間が限定されており、給与自体が低いため、継続的に続く

制度であってほしいと述べている。また、育休復帰後の時短制度は、再就職者の場合は適用されない

ことの理不尽さにも触れており、子育てをしながら柔軟性をもって働くことのできる制度の整備を求

めていることを読み取ることができる。 
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（２）まとめ・養成校保育士分類②（保育士養成校卒業後に幼稚園勤務経験あり） 
 

養成校保育士

資格取得希望 養成校取得希望 保育所等就活

子
ど
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と
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ピ
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業
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職
種
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就
職
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就
職
に
困
ら
な
い

幼
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園
教
諭
免
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と
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育
士
資
格
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同
時
に
取
得
で
き
る

卒
業
と
同
時
に
資
格
が
も
ら
え
る

Ｈ
Ｐ
で
求
人
検
索

園
見
学

幼稚園勤務あり 2⼈

  
 
①保育士資格取得を希望した理由 
資格取得を希望した理由として、養成校保育士 6 は＜隣接職種の就職に有利＞、＜就職に困らない

＞をあげている。幼少期からの夢が幼稚園教諭であり「高校の担任の先生に『幼稚園の先生になりた

いんだったら、これからの時代、幼稚園と保育士両方持ってたほうがいいよ』と言われて」（養成校保

育士 6）、保育士取得を希望したというものである。また、養成校保育士 7 は＜子どもと接することが

好き＞、＜ピアノが使える職業＞をあげ、「幼稚園からピアノをやっていたっていうのもあって、ピア

ノを使える職業と、その小さいお子さんとかかわれる職業っていうので、やっぱり幼稚園か、保育園

かっていうがあって、目指した感じです」（養成校保育士 7）、自分の得意分野を生かすことができ、

且つ子どもと関わることのできる職業として資格取得を希望していた。 
 

②保育士資格を養成校で取得した理由 
養成校で資格取得した理由として、養成校保育士 6 は＜幼稚園教諭免許と保育士資格が同時に取得

できる＞をあげ、同時取得できる養成校を進学先として選んでいる。養成校保育士 7 は＜短大より就

学期間が長い＞、＜卒業と同時に資格がもらえる＞をあげ、「卒業と同時に、授業さえ受けてればもら

えたじゃないですか。それがやっぱ大きかったです」（養成校保育士 2）と述べ、社会に出るまでの時

間の猶予があることと、資格取得の確実性をあげていた。 
 
③就職活動のプロセス 
養成校保育士 6 は幼稚園勤務をしながら保育所への転職活動を行っており、平日仕事のため、園見

学はできなかったため、＜HP で求人検索＞をする中、公立保育所の産休代替の募集が目にとまり応

募をしている。「今のひどい働き方じゃなくて、自分が不安定な精神状態や健康状態のときに、公立だ

ったら守られているかもっていうのを思って、採用の案内を見て受けました」（養成校保育士 6）と語

っており、「守られている職場環境」を求めての園選択であり、選択には自らの勤務経験が影響してい

ることが読み取れる。養成校保育士7の場合は、子育て中であるという状況が園選択に影響している。
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＜園見学＞の際のやりとりについて、「見学行って、そのシフトに入らないっていうのが、やっぱり駄

目。2 つ目でいいよって言ってくれたので」（養成校保育士 7）と述べており、子育てをしながら働く

ことができる職場かどうかを考えた上で、園選択をしていることが読み取れる。双方ともに、園選択

において、養成校保育士分類①にみられた保育内容や雰囲気といった言葉はトランスクリプトには出

現しておらず、働く上での条件が多く語られていた。このことは、養成校保育士 6 は職場に知られな

いよう、また離職の空白期間を作らずに転職したかったこと、養成校保育士 7 は育児をしながら働く

ことのできる職場を探す、といった各々の条件や制約があったことも影響していること、また幼稚園

勤務経験から就業の継続に必要な条件についてのイメージをもって活動をしていたためではと推察

する。 
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心
身
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康

出
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養
成
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相
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幼稚園勤務あり 2⼈

 
 

④就業前の不安 
就業前の不安では、＜乳児保育＞（養成校保育士 6）といった幼稚園では経験していない分野につ

いての不安があげられていた。また＜幼稚園との違い＞として「幼稚園と保育園は、全然きっと違う

ものだろうから」（養成校保育士 6）と語っており、それまでの勤務経験があるからこその不安が読み

取れる。また、シフト制といった＜勤務体系＞（養成校保育士 6）についての不安があげられていた。

養成校保育士７はこうした不安をあげていないが、保育士７は臨時職員として保育所勤務経験があっ

たためと推察する。養成校保育士７は＜家庭との両立＞をあげており、「やっぱ子どもがいたので。何

か、病気したときとかのことが、もういっちばん、ずっと引っかかって」と子育てをしながらの就業

についての不安が大きかったことが窺われた。 
 

⑤就業前に受けた支援 
就職する前に受けた支援では、＜出身養成校での相談＞（養成校保育士 6）のみであった。保育士

７は就業前に受けた支援を特にはあげていない。 
 
⑥就業前に受けたかった支援 
就業前に受けたかった支援については、養成校保育士 6 は＜養成校での求人情報の充実＞、＜実践

的な学び＞をあげているが、これらは在学中時代に受けたかった支援であり、保育所就業前に受けた
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かった支援には言及していない。養成校保育士 7 は、就業前に受けたかった支援を特にはあげていな

い。 
 

⑦就業後に不安に感じていたこと 
就業後に不安に感じていたこととして、＜園理解が不十分＞（養成校保育士 6）があった。「保育士

７は＜家庭との両立＞をあげている。養成校保育士 6 は園の細かなルール一つ一つが気になり「すご

いもやもやした」と語っており、幼稚園現場を経験しているがゆえの違和感があったことが推察され

る。一方、養成校保育士７は＜家庭との両立＞をあげている。＜家庭との両立＞は就業前の不安とし

てもあげられており、就業後も不安を抱き続けていることが読み取られる。 
 

⑧就業後に受けたかった支援 
就業後に受けたかった支援では、「教習所のペーパードライバーとかみたいに。1 歳ってえっと…、

みたいな。そういう発達とかも、抜け落ちているところを復習できる機会があれば」（養成校保育士

6）と語り、養成校卒業から保育所就業までのタイムラグがあることでの＜学び直しの機会＞をあげ

ていた。＜保育技術習得のための講座＞（養成校保育士 7）では「技術的な講習に行きたいって、す

ごい思います。」と語り、自分の技術を高める機会がほしいといった思いが感じられる。また、＜養成

校で相談できる場＞（養成校保育士 6）では、「自分のもやもやとか分からないことを言って。こうだ

からさとかって言ってもらって、自分の中で解消というか、落としていくっていう場があるとやっぱ

違うのかなって思います」と語っている。養成校保育士７は＜看護休暇＞をあげており、子育てをし

ながらの就業継続ができるための支援の充実を望んでいることが推察される。 
 

⑨就業継続のために必要なこと 
【処遇・待遇等】 
＜金銭的な処遇改善＞として、「給与面がやっぱりすごく低いので。そのへんのサポートが、ボーナ

スを上乗せとか、今のとこ何年限定とかなんです。そういうのは、継続していってほしいって思いま

す」（養成校保育士 7）と語っており、継続的な支援が必要だと考えていることが分かる。 
 
【保育士自身のこと】 
養成校保育士 6 は、＜子どもや保護者からの感謝＞の言葉をもらったときにやりがいを感じること

語っており、そのためには＜仕事とプライベートの切り替え＞をすることで＜心身の健康＞を守るこ

とが大切であると語っている。「その終わりのない仕事、何をやったら終わりなのかも分からなくな

っちゃう。…そういう自分の時間の作り方がすごい必要なのかなって思います。」（養成校保育士 6）
と自身の経験を語っているが、そこからは仕事量の多さが心身の不調をきたしかねない状況があるこ

とが推察される。また、＜相談できる環境＞も＜心身の健康＞には大切であることもあげており、職

場環境の充実が求められよう。 
 

【制度の充実】 
＜保育所最優先入所制度＞＜再就職者への時短制度の適用＞（養成校保育士 7）があげられていた。

＜再就職者への時短制度の適用＞については、「辞めなかったら、時短で、シフトに入らずに働ける。

私みたいに、新たに仕事を探した人は、時短では働けないんです。子どもの年齢も同じなのに、その

サポートは受けられない人と、受けられる人がいるっていうのは、すごい理不尽だって思って」（養成

校保育士 7）と語っており、子育て中の再就職者に対する支援の充実を望んでいることが分かる。 
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分類③・養成校保育士 8：保育士養成校卒業後に複数の保育所にて就業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：4 年制大学（子どもと関係のある専攻・幼稚園教諭一種免許取得） 
 養成校卒業・保育士資格取得後、海外周遊を経て、A 公立保育所に非正規で就業。B 保育所に非正

規で就業した後、非正規から正規となり、現在に至る。 
 
 保育士資格取得を希望した理由は、＜人間のことを勉強したい＞と考えたためである。保育士養成

校で保育士資格の取得を希望した理由については、＜保育士を目指して大学に入学していない＞こと

や＜試験で取得できることを知らない＞ことが語られた。 
海外周遊を経た後、A 公立保育所には、＜新聞広告＞を見て応募し、就業に至った。A 公立保育所

に就業するに至り、卒業から時間が経っていたため、＜社会復帰への不安＞や＜職場に馴染めるのか

＞を就業前の不安として感じていた。しかし、就業前に受けた支援および就業前に受けたかった支援

は、いずれも＜特になし＞であった。現在の就業先である B 保育所への就業にあたっては、＜保育の

面白さに気付かされる＞中、＜所長の勧め＞があり応募する。しかし、当初、採用試験を受けるも不

採用になり、正規採用には至らなかった。しかし、非正規を経て、再度受験し、現在は正規で就業し

ている。 
就業後の不安や就業後に受けたかった支援については、＜特になし＞であったが、同僚保育士らの

保育に対する向き合い方を目の当たりにして、保育の面白さを感じたことが語られており、不安を解

消してくれる場があったのではないかと推察できる。 
就業継続のために必要なこととして、＜休暇の取りやすさ＞、＜長期的に続く家賃補助＞、＜金銭

的な処遇改善＞、＜保育士配置の整備＞、＜家庭との両立＞をあげている。これら 5 点については、

現在実現されていないわけではないが、休暇取得には制約があること、家賃補助は今後も継続される

かどうか不明であること、賞与が減額傾向にあること、保育士配置に余裕がないこと、多様な家族形

態に対応した制度がないこと等が語られており、将来への危機意識からあげられたのではないかと推

察できる。 
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分類③・養成校保育士 9：保育士養成校卒業後に複数の保育所にて就業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：2 年制短期大学（子どもと関係のある専攻・幼稚園教諭二種免許取得） 
 養成校卒業・保育士資格取得後、A 保育所に正規で就業。その後、B 保育所に正規で就業し、現在

に至る。 
 
 保育士資格取得を希望した理由は、＜保育士になることが夢＞であり、＜保育士に興味＞を持って

いたからである。保育士養成校で保育士資格の取得を希望した理由は、＜試験よりも確実に取得でき

る＞と考えたからであった。 
A 保育所には、短大系列の＜保育園でアルバイト＞の経験を積み、短大内での＜就職説明会に参加

＞した後、＜園見学＞を経て就業に至った。A 保育所に就業するにあたり、＜人間関係＞を就業前の

不安として感じていたが、就業前に受けた支援および受けたかった支援は＜特になし＞であった。 
A 保育所は 24 時間体制の園だったこともあり、リズムが合わず体調を崩して退職。現在の就業先

である B 保育所には、＜求人サイトで情報収集＞し応募、就業に至っている。 
就業後の不安としては、A 保育所においては、＜保育士としてのリズムに慣れていない＞ことがあ

げられ、B 保育所においては、＜職員の配置＞、＜書類の書き方＞、＜適切な保育方法＞があげられ

ている。A 保育所については、最初の就職先であった上、早番や夜勤等、慣れない勤務体制の中での

就業であったためだと考えられる。B 保育所における不安は、現在、派遣社員と共にクラスを受け持

っており、月案やお便りを一人で担当することを余儀なくされている現状も一因にあるのではないか

と推察できる。しかし、不安はあるものの、就業後に受けたかった支援は＜特になし＞であった。 
就業継続のために必要なこととしては、＜休暇の取りやすさ＞、＜金銭的な処遇改善＞、＜保育士

配置の整備＞の 3 点をあげている。語られた内容から、前 2 点は、複数の園に就職し、比較する中で

生まれたものだと考えられる。＜保育士配置の整備＞については、就業後の不安（＜職員の配置＞）

でも言及されており、保育士数を十分に確保する必要性を感じていることが分かる。 
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分類③・養成校保育士 10：保育士養成校卒業後に複数の保育所にて就業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：専門学校（子どもと関係のある専攻） 
 大学卒業後、保育士養成校である専門学校に入学。保育士資格取得後、A 保育所に正規で就業。一

般職アルバイト、B 保育所および C 保育所に正規で就業した後、現在に至る。男性保育士である。 
 
 保育士資格取得を希望した理由は、＜保育士就業への強い意志はない＞が、＜隣接職種の就職に有

利＞だと考えたためである。保育士養成校で保育士資格の取得を希望した理由は、＜試験よりも確実

に取得できる＞、＜友人からの情報＞、＜通いやすさ＞であった。 
最初の就業先は、養成校入学時にも情報提供してくれた友人に＜誘われた園に＞決めた。元々、＜

障がい児施設への就職を希望＞していたが、障がいの程度によっては、「もう完全に介護の世界にな

っちゃうんで、そこが、ちょっとイメージとずれていた」ことから、障がいのある子どもの＜加配保

育士として雇用＞してもらえる A 保育所への就業に至った。その後、一般職アルバイトをしていた

が、「（正規で）働かなきゃいけない」と考えていたところ、妻の勤務する保育園の園長に＜誘われた

園に＞＜とりあえず働ければよい＞と考え、就業することを決めた。B 保育所に就業するにあたり、

前の園での肩書の影響で、自分の力を＜過大評価＞されることに不安を感じていたが、実際に就職し

て感じた不安は、＜保育観のずれ＞であった。そのため、就職前に受けたかった支援として＜実際の

保育内容に関する情報＞をあげ、現在の就業先である C 保育所へは、＜誘われた園に＞決めた点は前

職と同様だが、＜保育観に合う園を希望＞し＜ネットで園の保育内容や環境を検索＞、＜園長の保育

観を聞く機会＞を得て、保育内容を理解した上で就業を決めたことが分かる。就業前に受けた支援、

および就業後に受けたかった支援は＜特になし＞であった。 
就業継続のために必要なこととして、＜金銭的な処遇改善＞、＜保育士資格の厳格化＞、＜社会的

地位の向上＞、＜養成校教育の改善＞、＜保育観の共有＞、＜相談できる環境＞をあげている。資格

が安易に付与されている現状から、養成校教育を含め、資格付与が厳格化されることにより、保育士

の地位や待遇が改善されると考えていることが推察できる。また、複数の園に就業した経験から、園

の保育観を理解した上で就業することの重要性を感じていることが分かる。 
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分類③・養成校保育士 11：保育士養成校卒業後に複数の保育所にて就業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：専門学校（子どもと関係のある専攻） 
 大学卒業後、一般職就業を経て、保育士養成校である専門学校に入学。保育士資格取得後、A 公立

保育所に正規で就業。一般職アルバイトを経て、B 保育所に正規で就業し、現在に至る。男性保育士

である。 
 
 保育士資格取得を希望した理由として、＜保育士に興味＞があったこと、＜子どもと接することが

好き＞、保育士資格が＜国家資格＞となったこと、＜保育士への転職を考えた＞ことがあげられた。

保育士養成校で保育士資格の取得を希望した理由は、＜試験よりも確実に取得できる＞、＜より多く

のことが学べる＞、＜通いやすさ＞、＜仲間ができる＞であった。 
養成校卒業後、＜待遇の良さで公立を志望＞し受験、A 公立保育所に就業することになった。しか

し、保育の中で、納得いく回答を得られないことが続き、退職に至る。その後、一般職アルバイトを

しながら、自分の目指す保育が実現可能な園を探す。現在の就業先である B 保育所には、派遣会社に

登録し、＜派遣会社の紹介で＞、＜園長の保育観を聞く機会＞を経て、＜保育理念に共感＞し就業に

至った。 
保育所就業にあたり、就業前の不安や就業前に受けた支援は＜特になし＞であった。ただ、就業前

に受けたかった支援として、＜保育体験の機会＞をあげている。次に、就業後の不安や受けたかった

支援も＜特になし＞としているが、これは、事前に用意するというよりも、「結局やっぱり、そこのや

りかたを学んで、後はどうするかだけ」と語っているように、現場に入って学ぶことしかできないと

考えていたためだと思われる。 
就業継続のために必要なこととして、＜社会的地位の向上＞、＜金銭的な処遇改善＞、＜働きやす

さ＞、＜保育への情熱＞、＜保育観の共有＞をあげている。「保育士になろうとしている方の意識も変

わっていかないと定着には」至らないのではないかと語っていることから、国や自治体、園側だけに

改善を求めるのではなく、保育士側もまた変わっていかなければならないと考えていることが分かる。 
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分類③・養成校保育士 12：保育士養成校卒業後に複数の保育所にて就業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：専門学校卒業（子どもと関係のある専攻） 
 高校卒業後、一般職就業を経て、保育士養成校である専門学校に入学。保育士資格取得後、A 保育

所に正規で就業。一般職就業を経て、B 保育所に正規で就業し、現在に至る。男性保育士である。 
 
 保育士資格取得を希望した理由は、＜保育士に興味＞があり、＜子どもと接することが好き＞だっ

たこと、＜保育士への転職を考えた＞からである。保育士養成校で保育士資格の取得を希望した理由

は、＜卒業と同時に資格がもらえる＞からであった。 
養成校卒業後、就業先の希望に＜特にこだわりはない＞中、＜就職課の求人情報＞から検索し、そ

の中で＜通いやすさ＞に合致した園（A 保育所）に就業している。しかし、保育から離れたくなり、

退職、一般職で就業するが、その後、やはり保育の仕事に就こうと決める。現在の就業先である B 保

育所には、＜ハローワークに行く＞も情報が得られず、＜卒業校は行き難い＞と感じたため、＜派遣

会社の紹介で＞就業に至る。 
就業するにあたり、＜男性保育士が複数いるかどうか＞や＜人間関係＞に不安があったため、派遣

担当者に相談して不安解消に努めた。十分に話をし、対応もしてもらったと感じているためか、就業

前に受けた支援および受けたかった支援については、＜特になし＞であった。また、就業してからの

不安および受けたかった支援についても、＜特になし＞であったが、不安なことや困ったことを相談

できる相手がいたことや、自ら積極的に研修にも参加していたことが語られており、その都度、不安

が軽減できる環境があったためだと考えられる。 
就業継続のために必要なこととして、＜学び続ける意欲＞、＜保育観の共有＞、＜子どもへの思い

＞、＜お金はあまり気にしていない＞ことをあげている。現行の保育理念を変えずにいてほしいと、

現就業先の法人への希望を語るほど、保育観の合致が重要だと考えていることが分かる。加えて、目

の前にいる子どもとの関わりを重視する語りから、金銭面以上に、自らの保育へ向かう意欲や子ども

への思いを大切なこととして捉えていることが推察できる。 
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分類③・養成校保育士 13：保育士養成校卒業後に複数の保育所にて就業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：4 年制大学卒業（子どもと関係のある専攻・幼稚園教諭一種免許取得） 
 養成校卒業・保育士資格取得後、A 株式保育所に正規で就業。B 株式保育所に正規で就業した後、

一般職アルバイトを経て、C 株式保育所に正規で就業。その後、D 株式保育所に正規で就業し、現在

に至る。男性保育士である。 
 
 保育士資格取得を希望した理由は、＜子どもと接することが好き＞で、＜保育士に興味＞を持った

からである。保育士養成校で保育士資格の取得を希望した理由は、＜時間がほしい＞、＜卒後の給与

に差がある＞、＜卒業と同時に資格がもらえる＞からであった。 
株式会社が経営している保育所への就職を希望し、A 株式保育所で就業。A 株式保育所と B 株式保

育所は、同株式会社によるもので、最初の就業から 2 年後に B 株式保育所へ異動となる。しかし、挑

戦したい夢があり、年齢的にも今しか実行できないと考え、保育所を退職。期間を限定し、一般職ア

ルバイトに就きながら活動を行う。その後、＜求人サイトで情報収集＞し＜園見学＞を経て、C 株式

保育所に就業。現場をしばらく離れていたこともあり、就業前の不安として＜保育技術のなさ＞をあ

げている。しかし、就職する前に受けた、および受けたかった支援は、＜特になし＞であった。 
その後、C 株式保育所を退職するが、就職サイトの情報に頼って応募したことで、実際がよく見え

ていなかったと感じ、現在の就業先である D 株式保育所への応募にあたっては、＜自分で選ぶ＞こと

を重視した。そして、就業後の不安として、＜保育ニーズの変化＞に対応できるかどうか、就業後に

受けたかった支援として＜現在の保育を学ぶ機会＞をあげている。 
就業継続のために必要なこととして、＜金銭的な処遇改善＞、＜福利厚生の充実＞、＜働きやすさ

＞、＜プライベートの充実＞、＜専門的知識と技術の向上＞、＜コミュニケーション能力＞をあげて

いる。株式会社という利点を生かし、保育職を離れたいと考える人が会社の他部署で働けるような環

境を整えることにより、離職者の減少につながるのではないかとも語っていた。 
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分類③・養成校保育士 14：保育士養成校卒業後に複数の保育所にて就業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終学歴：4 年制大学（子どもと関係のある専攻・幼稚園教諭一種免許取得） 
 養成校卒業・保育士資格取得後、A 保育所に正規で就業。その後、一般職就業を経て、B 株式保育

所に正規で就業し、現在に至る。 
 
 保育士資格取得を希望した理由は、＜福祉に興味＞があり、＜保育士資格なら取れるかもしれない

＞と考えたためである。保育士養成校で保育士資格の取得を希望した理由は、＜卒業と同時に資格が

もらえる＞、＜学生生活を楽しみたい＞からであった。 
最初の就業先である A 保育所には、＜実習園からの誘い＞があり、＜教員の勧め＞や＜通いやすさ

＞に後押しされて決めている。就業前の不安として、＜子どもとの関わり方＞だけではなく、大学生

活との違いが大きい＜就職後の生活への適応＞や＜人間関係＞があげられている。就職前に A 保育

所で実習やアルバイトもしており、受けた支援は＜特になし＞であった。しかし就職後、＜一人ひと

りの育ちをとらえる力のなさ＞や＜保育士としてのリズムに慣れていない＞こと、＜仕事内容を覚え

ること＞に不安を感じていた。「今も思い出せないくらい毎日が追われていて」と語るように、多忙な

毎日から抜け出すために退職、一般職に就業する。 
現在の就業先である B 株式保育所には、＜ハローワーク＞に足を運んだり、＜求人サイトで情報収

集＞をし、就業に至った。就業前に受けたかった支援としては、＜書類関係＞、＜ピアノの実技・技

能を高める機会＞、＜社会人としての作法＞があげられているが、特に、後者は、新人ではなくなっ

た今だからこそ、客観視してみえてきたのではないかと考えられる。そして、就業後に受けたかった

支援として、＜指導計画の書き方＞、＜保育技術習得のための講座＞をあげている。 
就業継続のために必要なこととしては、誰と働くかが大事だとして＜人間関係の良さ＞を、また、

自分のことばかりではなく、＜保育の原点に立ち返ること＞をあげ、「子どもと」共にあることから始

まり、みんなでいい保育に向かっていけるように互いに改善していく必要性について指摘している。
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（３）まとめ・養成校保育士分類③（保育士養成校卒業後に複数の保育所にて就業） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①保育士資格取得を希望した理由 
 保育士資格取得を希望した理由として、複数が＜子どもと接することが好き＞、＜保育士に興味＞、

＜保育士への転職を考えた＞をあげている。「もともと子どもが好きだったんで」、「子どもとかかわ

る仕事がしたいと思っていた」（養成校保育士 11）の語りのように、進路を選択する以前に日常的に

子どもと関わる機会があり、保育士という職業に興味を持ったことが保育士資格取得を希望した理由

となっている（養成校保育士 9・11・12・13）。また、＜保育士への転職を考えた＞人は、保育士にな

りたかったが諦めた過去を持っており（養成校保育士 11・12）、保育士資格が国家資格となり、男性

が入学可能な保育士養成校が増えてきたという社会変化も相まって、取得を希望するに至っている。 
 一方、「何か資格を取りたいみたいな、漠然とした感じだったかな」（養成校保育士 8）、「何か自分

に資格を持ちたいと思って」（養成校保育士 14）というように、何らかの資格取得に興味を持ったこ

とから、保育士資格取得を希望する人もいる。「保育士というのを当時は選んだのかなと思います」

（養成校保育士 14）という語りから分かるように、保育士資格ではない資格が選択される可能性もあ

った。「保育士になりたい」（養成校保育士 9）、「保育士を目指そう」（養成校保育士 13）と考える人

もいるが、＜保育士就業への強い意志はない＞人もおり（養成校保育士 10）、保育士資格取得を希望

する動機には違いがみられる。 
 
②保育士資格を保育士養成校で取得した理由 
 保育士資格を保育士養成校で取得した理由として、＜卒業と同時に資格がもらえる＞（養成校保育

士 12・13・14）、＜試験よりも確実に取得できる＞（養成校保育士 9・10・11）ことがあげられてい

る。「試験だと、受かる保証はないじゃないですか」（養成校保育士 11）の語りのように、保育士試験

を受験するよりも、確実に資格を取得することができるという点が重視されていることが分かる。た

だし、＜試験で取得できることを知らない＞人もおり（養成校保育士 8）、必ずしも保育士試験との比
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較から養成校での取得を決めるわけではないと思われる。また、＜通いやすさ＞をあげた人（養成校

保育士 10、11）は、比較的自宅から通える範囲内に、養成校があったことが、養成校で保育士資格を

取得した理由の一つとなっていた。 
 
③就職活動のプロセス 
 就業する園を決めるにあたり、＜実習園からの誘い＞や＜教員の勧め＞（養成校保育士 14）、＜就

職課の求人情報＞（養成校保育士 12）を参考にしたり、短大内の＜就職説明会に参加＞（養成校保育

士 9）する等、養成校に関連した媒介を活用している人もいるが多くはない。特に、二度目以降の就

職活動においては、＜卒業校は行き難い＞と感じている人もおり（養成校保育士 12）、＜求人サイト

で情報収集＞する人もいる（養成校保育士 9・13・14）。＜通いやすさ＞（養成校保育士 12、14）は、

「やっぱり近場だったのでというのが、一番でした」（養成校保育士 12）と、最初の就業先を選択す

る際の優先項目となっているが、継続就業には至っていない。 
二度目以降の就業先を決めるにあたり、派遣会社に登録し、＜派遣会社の紹介で＞就業先を決める

人（養成校保育士 11、12）もいれば、複数の園で就業しているが、すべて＜誘われた園に＞就職して

いる人（養成校保育士 10）もいる。ただし、他の養成校保育士同様、複数回目の就職活動では、＜園

長の保育観を聞く機会＞を持つ等、慎重に就業先を選択していることが分かる。＜園見学＞（養成校

保育士 9、13）や＜ハローワーク＞に行く人（養成校保育士 12、14）もいるが、積極的に活用してい

るわけではなく、「あれ、何かない」（養成校保育士 12）と情報不足を知る結果となることもある。 
就業先を決める要因として、二度目以降の就業においては、「やりたい保育をぶれられないんで、や

っぱり自分が合っているところじゃないと持たない」と＜保育理念に共感＞できることを大事に考え

（養成校保育士 10）、「自分のやりたい保育というのがやっぱりあるので」（養成校保育士 11）と＜保

育観に合う園を希望＞していることから、自分が目指す保育ができるか否かが大切にされていること

が分かる。複数の就業先を経て、比較対象ができたことにより、より一層自らが求める保育の形が明

確になり、就業先を選択する際の指針となっていることが推察できる。 
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④就業前の不安 
 いずれの場合も就業前の不安は＜特になし＞と回答している人もいる（養成校保育士 11）。他方、

退職し、新たな園に就業するからこそ生まれている不安もあるように思える。「再就職の時は、ほんと

に保育の世界に戻れるのかどうか、自分が身につけた、それまでにある程度身につけたスキルが、今、

通用するのかどうかとは、すごく気になりました」という語りからは、今求められる＜保育技術のな

さ＞（養成校保育士 13）に対する不安が読み取れる。＜人間関係＞（養成校保育士 9、12、14）は、

実習や前職での経験から、あるいは新しい人間関係に対する不安としてあげられていたが、就業前に

派遣担当者に相談して不安解消につながっていた人もいた（養成校保育士 12）。 
 
⑤就業前に受けた支援 
 就業前に受けた支援については、特には語られていない。 
 
⑥就業前に受けたかった支援 
就業前に受けたかった支援としては、＜特になし＞（養成校保育士 8、9、12、13）の回答の他に、

「もっと中身が、その各園がどんな保育をやっているのかがより分かればいい」、「もっと中に入って

いって、実際のものを見らえるような支援」と、＜実際の保育内容に関する情報＞（養成校保育士 10）
や＜保育体験の機会＞（養成校保育士 11）があげられており、事前に現場の実際を知るための情報や

機会を求めていることが分かる。その他、＜書類関係＞、＜ピアノの実技・技能を高める機会＞、＜

社会人としての作法＞（養成校保育士 14）もあげられたが、同じ保育士からの指摘であり、他の保育

士からはあまり語られていない。 
就業前の不安、就業前に受けた、および受けたかった支援については、多く語られていない。不安

として語られた内容があったとしても、支援について、関連した回答があがるわけではないことが分

かる。養成校保育士 11 は、受けたかった支援をあげてはいるが、「実際、それは難しいのも事実なの

で」とも語っており、要望が必ずしも実際に結びつかないと考えて回答しなかった人もいるのではな

いかと考えられる。また、養成校保育士 10 も受けたかった支援をあげているが、「職員とか人間関係

のところに関しては、もう働いてみなきゃ分からないですから」と就業前に対応できるものと、対応

が難しい支援とがあることが示唆されている。 
 
⑦就業後に不安に感じていたこと 
 就業後に不安に感じていたことは＜特になし＞とした人（養成校保育士 8・11・12）の中には、「困

ったことは、常に相談して、保育のことも相談していたので」（養成校保育士 12）と、不安はあった

かもしれないが、その都度解決することができる環境にあったため、「特になし」と回答している人も

いた。一方で、「今も思い出せないぐらい毎日が追われていて」（養成校保育士 14）の語りにあるよう

に、＜保育士としてのリズムに慣れていない＞環境で、＜仕事内容を覚えること＞のプレッシャーに

直面しながら、さらに、子ども＜一人ひとりの育ちをとらえる力のなさ＞に不安を感じて保育をして

いた人もいた。その他、複数の園で就業した経験から、自身と園との＜保育観のずれ＞の有無や大き

さに敏感になったり（養成校保育士 10）、「考え方とか、方向、家族のあり方とかが、ちょっと変わっ

ていってる」と、求められる＜保育ニーズの変化＞（養成校保育士 13）に戸惑ったりしながら、復職

していった過程もうかがえた。 
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⑧就業後に受けたかった支援 
 就業後に受けたかった支援として、上述の不安に感じていたことと関連しているカテゴリーは＜現

在の保育を学ぶ機会＞（養成校保育士 13）の 1 つのみであった。就業前に受けたかった支援と同様、

就業後に受けたかった支援においても、複数が＜特になし＞と回答し（養成校保育士 8、9、10、11、
12）、具体的な支援をあげたのは 2 名のみであった（養成校保育士 13、14）。しかしながら、先述し

たとおり、語られなかったことを、受けたかった支援がなかったと結論付けることには留意が必要だ

と思われる。「やっぱり現場でやりながら身に付ければいいという感覚なんで」（養成校保育士 10）、
「自分でこういうものが学びたいと思うのがあれば、やっぱり行くべきだと思う」（養成校保育士 11）
と、現場で実践を通して学ぶことや学びたいと思うことに対して、自ら行動することが指摘されてお

り、実際、「研修は自分が行きたい研修があったら、積極的に行くようにはしていたので」（養成校保

育士 12）と回答した人がいることから、受け身の姿勢で支援が提供されるのを待つのではなく、現状

の中で、自分に必要なものを探し、選択しながら、取り入れているのではないかと推察される。 
 
⑨就業継続のために必要なこと 
【処遇・待遇等】 
 ＜お金はあまり気にしていない＞という人もいる（養成校保育士 12）が、＜金銭的な処遇改善＞

（養成校保育士 8、9、10、11、13）、＜長期的に続く家賃補助＞（養成校保育士 8）、＜福利厚生の充

実＞（養成校保育士 13）等、賃金に係わることが複数あげられており、重視されていることが分かる。

加えて、＜休暇のとりやすさ＞と＜保育士配置の整備＞は養成校保育士 8 および 9 による指摘であ

り、保育士数の増減が休暇の取りやすさに影響しているのではないかと推察される。＜働きやすさ＞

（養成校保育士 11、13）の実現には、さまざまな要素が相互に作用し合っているため、バランスを保

つことが求められているといえる。 
 
【園の人間関係】 
＜働きやすさ＞（養成校保育士 11、13）の実現には、職場の＜人間関係の良さ＞（養成校保育士

14）も大切である。園内に、＜相談できる環境＞（養成校保育士 10）があることで、抱えていた不安

が解消されることがあるということは先述したとおりである。また、保育内容や保育方法の土台にな

る＜保育観の共有＞（養成校保育士 11）があることは、「一緒に語り合える仲間」との出会い（養成

校保育士 11）ともなり、就業継続に一役買っていると考えられる。 
 

【保育士自身のこと】 
保育士として働き続けることが可能になるためには、保育士自身が、＜保育の原点に立ち返ること

＞（養成校保育士 14）を忘れず、保育の主体である＜子どもへの思い＞（養成校保育士 12）や、＜

保育への情熱＞（養成校保育士 11）および＜学び続ける意欲＞（養成校保育士 12）を持つことが必

要だと考えている。その際、自身と＜保育観の共有＞（養成校保育士 10、12）も軽視できない点であ

る。また、子どもはもちろん、同僚や保護者、地域住民など、さまざまな人たちと関わる仕事である

ことから、＜コミュニケーション能力＞（養成校保育士 13）も必要となる。さらに、＜専門的知識と

技術の向上＞（養成校保育士 13）に励む必要性を感じていることも分かる。他方、＜プライベートの

充実＞（養成校保育士 13）についても言及があり、＜家庭との両立＞（養成校保育士 8）も重要な点

としてあげられている。 
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【政策等】 
国家資格であるにもかかわらず、試験などを受けることなく、資格が取得できる現状から、＜保育

士資格の厳格化＞や＜養成校教育の改善＞（養成校保育士 10）の必要性についても指摘されている。

これらが改善されることにより、保育士の＜社会的地位の向上＞（養成校保育士 10、11）が達成さ

れ、さらには、上述の処遇・待遇面にも良い影響を及ぼすのではないかとの期待がみえる。 
 
４．養成校保育士のまとめ 

 
①保育士資格取得を希望した理由 

養成校保育士 資格取得希望

幼稚園勤務あり 2⼈ 複数園勤務 7⼈養成校卒業⇒同⼀保育所に勤務 5⼈
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保育士資格取得理由では、3 分類の共通カテゴリーは＜子どもと接することが好き＞（養成校保育

士 1・3・4・5・7・11・12・13）、＜隣接職種の就職に有利＞（養成校保育士 2・6・10）であった。

同一保育所勤務と幼稚園勤務ありの共通カテゴリーは＜就職に困らない＞（養成校保育士 2・6）、同

一保育所勤務と複数園勤務の共通カテゴリーは＜保育士に興味＞（養成校保育士 1・3・4・5・9・11・
12・13）、＜仕事に役立つ＞（養成校保育士 5・14）、＜保育士就業の強い意志はない＞（養成校保育

士 3・10）であった。＜子どもと接するのが好き＞、＜保育士に興味＞は子どもや保育への関心から

の理由であるが、＜隣接職種の就職に有利＞、＜就職に困らない＞、＜仕事に役立つ＞は、保育士以

外の職業選択も考えてのものであり、養成校での資格取得が就業につながらない可能性もある。また

＜保育士就業の強い意志はない＞が回答者 14 名中 2 名いた点も養成校での資格取得と就業を考える

上で、着目すべき事柄であろう。養成校での資格取得希望と就業を希望することとは一致していない

場合も一定数ある可能性は否めず、今後の養成教育の課題を孕んでいよう。 
非共通カテゴリーは、幼稚園勤務経験者は＜ピアノが使える職業＞（養成校保育士 7）をあげてい

た。複数園勤務者は＜保育士になることが夢＞（養成校保育士 9）、＜福祉に興味＞（養成校保育士

14）、＜人間のことを勉強したい＞（養成校保育士 8）、＜国家資格＞（養成校保育士 11）、＜保育士

への転職を考えた＞（養成校保育士 11・12）、＜保育士資格なら取れるかもしれない＞（養成校保育

士 14）をあげ、他の属性にはないカテゴリーが複数みられた。養成校保育士 8 は、何かしらの資格を
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取得したいという漠然とした思いと＜人間のことを勉強したい＞という思いとあり、保育士資格取得

を希望している。養成校保育士 14 は、人のために働きたいという思いがあり、看護師を志したが断

念し＜保育士資格なら取れるかもしれない＞と資格取得を希望した経緯がある。卒業後、養成校保育

士 8 は非常勤職員として働く中で保育の面白さに気づき、他園での非常勤職員を経て正規職員となっ

ている。養成校保育士 14 は正規職員として保育所就業後、一般職を経て保育職に戻っており、双方

ともに保育から離れる期間を経験している。 
 

②保育士養成校で保育士資格を取得した理由 
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さ

 
 養成校での資格取得理由では、3 分類の共通カテゴリーは＜卒業と同時に資格がもらえる＞（養成

校保育士 5・7・12・13・14）であった。同一保育所勤務と幼稚園勤務ありの共通カテゴリーは＜幼

稚園教諭免許と保育士資格が同時に取得できる＞（養成校保育士 2・6）であり、同一保育所勤務と複

数園勤務の共通カテゴリーは＜通いやすさ＞（養成校保育士 3・10・11）、＜学校生活を楽しみたい＞

（養成校保育士 3・14）、＜試験で取得できることを知らない＞（養成校保育士 5・8）であった。ま

た、＜学生生活を楽しみたい＞は、資格取得以外の目的もあわせて養成校での取得を希望しているこ

とが推察される。また、＜卒業と同時に資格がもらえる＞といった資格取得の確実さも養成校での取

得の大きな理由となろう。また、＜幼稚園教諭免許と保育士資格が同時に取得できる＞も養成校での

取得のメリットと言える。一方、＜国試験で取得できることを知らない＞者もおり、試験での取得は

選択肢になかったことが窺われる。 
複数園勤務者のみにみられたカテゴリーは複数あった。＜仲間ができる＞をあげた養成校保育士 11

は、一般職就業を経て養成校に入学しており、仲間ができることで保育の情報交換ができることをあ

げている。保育職を志すものが周囲にいることでのネットワーク形成も養成校での資格取得ならでは

のメリットであろう。＜卒後の給与に差がある＞（養成校保育士 13）は 4 年制大学卒業による学歴

のメリットを考えての選択であることが読み取れる。その他、＜試験よりも確実に取得できる＞（養

成校保育士 9・10・11）、＜より多くのことを学べる＞（養成校保育士 11）、＜時間がほしい＞（養成
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校保育士 13）等が複数園勤務グループのみにあげられていた。 
 このように、養成校での資格取得理由は、期間をかけて学ぶことによる学びの充実だけでなく、学

生生活という時間と場があることによる自己充実や、ネットワーク形成といった意義があること、ま

た資格取得の確実さ、隣接免許を同時取得できる利便性に加え、学歴取得による卒後の待遇の違い等、

多岐にわたる意義が含まれていることが推察される。 
 
③就職活動のプロセス 
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就職活動のプロセスでは、3 分類に共通するカテゴリーは＜園見学＞（養成校保育士 1・2・5・7・

9・13）であった。＜園見学＞は 6 名の保育士が言及しており、就職活動のプロセスで多くのものが

園見学を経験していることが窺われる。同一保育所勤務者では＜就職課で相談＞（養成校保育士 4・
5）、＜ゼミ教員に相談＞（養成校保育士 5）、＜実習支援室に相談＞（養成校保育士 5）と養成校内で

の相談があげられているが、複数園勤務者では＜卒業校へは行き難い＞（養成校保育士 12）があげら

れている。在学中は養成校内での相談を日常的に受けることが可能であるが、卒業後は足を運ぶのを

躊躇する者も多いであろう。しかしながら、養成校には求人の情報もあり、教員とのつながりで信頼

のおける園とのつながりをもっている場合も多い。在学中の学生への情報提供や相談はもちろんだが、

卒業生への情報提供や離職後のケアなどもできる環境を整えることも課題となる点ではないだろう

か。複数園勤務者は、＜所長の勧め＞（養成校保育士 8）、＜誘われた園に＞（養成校保育士 10）と

いった保育所所長や知人からの紹介がきっかけとなっているものがあるが、これは他の属性ではみら

れなかった。また、＜新聞広告＞（養成校保育士 8）、＜求人サイトで情報収集＞（養成校保育士 9・
13・14）といった方法のほか、＜ハローワーク＞（養成校保育士 12・14）、＜派遣会社の紹介で＞（養

成校保育士 11・12）といった求人の仲介となる場を利用しての方法がみられたことが特徴であった。

これらの方法は多くの情報の中から、様々な求人に触れることができるメリットがある。中には細や

かなマッチングを行っている場もあり、長く働きたいと思えるような園に出会えることもあるだろう
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が、選択眼がなければリスクを伴うことも否めないだろう。一方、＜園長の保育観を聞く機会＞(養成

校保育士 11)、＜ネットで園の保育内容や環境を検索＞（養成校保育士 10）といったものもあり、複

数園勤務経験から、自分の思いに合った園を探そうとする姿勢があってのプロセスであると考える。

就業継続には、自分に合う園を探し、主体的に就業先を選ぼうとする姿勢が欠かせないものなのでは

ないだろうか。 
 
④就業前の不安 
 

養成校保育士 就業前の不安

人
間
関
係

知
ら
な
い
園
に
就
職
す
る
不
安

社
会
に
出
る
不
安

保
育
技
術
の
な
さ

給
与
や
休
暇
日
数

ピ
ア
ノ
経
験
の
少
な
さ

保
護
者
対
応

同
期
と
比
較
さ
れ
る
こ
と

幼
稚
園
と
の
違
い

乳
児
保
育

勤
務
体
系

家
庭
と
の
両
立

過
大
評
価

男
性
保
育
士
が
複
数
い
る
か

職
場
に
馴
染
め
る
か

社
会
復
帰
へ
の
不
安

子
ど
も
と
の
関
わ
り
方

就
職
後
の
生
活
へ
の
適
応

人
間
関
係

保
育
技
術
の
な
さ

幼稚園勤務あり 2⼈ 複数園勤務 7⼈同⼀保育所に勤務 5⼈

  
 
就業前の不安では、同一保育所勤務と複数園勤務に共通するカテゴリーは、＜保育技術のなさ＞（養

成校保育士 2・13）、＜人間関係＞（養成校保育士 4・9・12・14）であった。幼稚園勤務経験者 2 名

は、保育所就業前に幼稚園勤務を経験しているため、保育技術のなさや人間関係に関する不安は少な

かったものと推察する。＜人間関係＞については、「いい噂を聞かない」（養成校保育士 4）といった

一般的なイメージからの不安や、「同期や初対面の子とうまくやっていけるか」（養成校保育士 14）と

いった自己の人間関係の構築についての不安もあれば、「実習やアルバイトを通して、ちょっと保育

園って怖いなって。人とうまくやっていけるか怖い」（養成校保育士 9）と、それまでの保育所での経

験により否定的なイメージをもっているものもあった。 
＜保育技術のなさ＞、＜ピアノ経験の少なさ＞（養成校保育士 1）、＜子どもとの関わり方＞（養成

校保育士 14）は、就業前の自分の経験や技術で保育現場での実践ができるのかといった、求められる

ものに自分の力が未だ伴っていないことによる不安でもあるだろう。養成校での学びや経験の充実が

求められるところであろうが、保育士の成長プロセスを考えると、就業後に習熟していく部分も大き

いところもあることの認識を養成校生も就業先も持つことも必要なのではないだろうか。また、＜社

会に出る不安＞（養成校保育士 5・13）、＜知らない園に就職する不安＞（養成校保育士 3）、＜社会

復帰への不安＞（養成校保育士 8）、＜職場に馴染めるか＞（養成校保育士 8・13）など新しい環境に

出ていくことの不安もあげられていた。学生から社会人への移行にともなう不安は他の職種にも共通
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するものであろうが、加えて＜就職後の生活への適応＞（養成校保育士 14）、＜勤務体系＞（養成校

保育士 6）にあるような「シフトがどんどん始まる生活」に適応する不安もあげられており、保育所

特有の勤務体系への不安もあることが推察される。 
一方、＜給与や休暇日数＞（養成校保育士 4）、＜過大評価＞（養成校保育士 10）は前職がある保

育士からあげられていた。＜幼稚園との違い＞、＜乳児保育＞は幼稚園勤務経験のある養成校保育士

6、＜家庭との両立＞は子育て中である養成校保育士 7 からあげられており、それぞれの背景や状況

によって異なる不安の存在が推察される。 
 
⑤就業前に受けた支援 
 就業前に受けた支援について答えたものは 2 名であり、養成校保育士 14 名中、12 名は「特になし」 
あるいは無回答であり、多くのものは何らかの「支援」を受けずに就業していた。分類間で共通する 
カテゴリーはなかった。 
就業前に受けた支援についてあげられたものは、同一保育所勤務者では＜教員への相談＞（養成校

保育士 1）、＜就職課での相談＞（養成校保育士 4）、＜保育体験＞（養成校保育士 1）、＜同窓の先輩

の話を聞く機会＞（養成校保育士 1）、幼稚園勤務経験者は＜出身養成校での相談＞（養成校保育士 6）
であった。しかしながら、＜教員への相談＞、＜就職課での相談＞については、就職活動のプロセス

で言及のあった養成校保育士もおり、これらを「支援」と捉えるかどうかは回答者によってズレがあ

ると考える。ここであげられた支援は制度として提供される「支援」というよりも、人によっては「支

援」と捉えないようなインフォーマルな支援であるとも考えられる。逆に言えば、養成校に在籍して

いることで、自然に支援を受ける環境や資源があり、無意識のうちに就業への支援を受けることがで

きていたと考えることもできよう。 
 
⑥就業前に受けたかった支援 
就業前に受けたかった支援として、分類間に共通するものとして、＜実践的な学び＞（養成校保育

士 1、2、6）と＜ピアノの実技・技能を高める機会＞（養成校保育士 1、14）があった。「座学が多い

かな」（養成校保育士 1）、「ほんと、手遊び 1 個とかでも、何かわらべうた 1 個とかでもいいので、も

うちょっと自分に身に付けられるものが、もっともっとそういう講座」（養成校保育士 2）という語り

からは、保育士養成校を卒業したとしても、実践面における学習が十分だとは言えない状況がうかが

える。一方で、短期大学や専門学校では、「パネルシアターを授業で作ったりとか、バルーンをみんな

でやってみたり（中略）就職してすぐ自分の力とか引き出しになるようなカリキュラム」が組まれて

いる（養成校保育士 6）と、実践面における学習が充実しているとの言及もあり、各養成校の講義内

容の違いが、就業前に必要とされる支援内容に影響を与えているのではないかと考えられる。 
 ＜早い時期からの就職指導＞（養成校保育士 2）、＜養成校での求人情報の充実＞（養成校保育士

6）、＜実際の保育内容に関する情報＞（養成校保育士 10）および＜保育体験の機会＞（養成校保育士

11）と、就職支援に関するカテゴリーが同様にあがっているが、複数園にて就業経験のある人（養成

校保育士 10、11）は、保育内容および保育環境の「実際」に注目した語りをしていた。異なる園で就

業した経験があるからこそ、自分が必要とするものが明確になり、より具体的な支援内容が生まれて

きたのではないかと推察できる。 
就業前に受けたかった支援については、多く語られているわけではない。「特になし」と回答した人

や、関連する語りのなかった人もおり、内容によっては、実現が難しいだろう、対応できないだろう

と考えられ、回答を控えた可能性もある。そのため、語られたものを対象に分析を加える際には、語

られなかったものについての留意が必要だと思われる。 
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⑦就業後に不安に感じていたこと 
就業後に不安に感じていたこととして、分類間に共通するものとして、＜園理解が不十分＞（養成

校保育士 5、6）があった。養成校保育士 5 の「園としての方針とかやり方はあるけれど、そこにたど

り着くまでにどういうふうな方法を使ってそこまで行けばいいのかも分からなくて。だけれど毎日は

やってくるというのがあって」という語りからは、保育士 1 年目の不安が如実に表れている。他方、

「前、働いてた幼稚園は子どもたちが体づくりもできてたっていうのもあって、もう鉄棒は全然自分

でぐるぐる回るし。そんなとこ（保育者は）絶対付かない、みたいな。そういう概念もなかったから」

（養成校保育士 6）のように、幼稚園における考え方やルールとの違いに不安を感じている人もいた。

このことから、保育士のそれまでの経験によって、不安となる内実は異なるものの、園理解の状況や

程度が不安につながるということが推察できる。 
同一保育所に就業している人は、＜保育技術のなさ＞（養成校保育士 1）や＜専門的知識や技術へ

の不安＞（養成校保育士 2）、幼稚園勤務経験者は、＜家庭との両立＞（養成校保育士 7）、複数園勤

務経験者は、＜職員の配置＞（養成校保育士 9）や＜保育ニーズの変化＞（養成校保育士 13）につい

て言及があった。後者は、前 2 属性と比べて、保育士自身の持つ資質や能力、背景など個人に向けら

れた不安というものというよりも、規模の大小の違いはあるものの、保育を取り巻く環境に向けられ

た不安だと考えられる。複数園勤務者であることから、時間や空間を移動することによる環境の変化

を感じることとなり、それらにどのように対応するかが、不安や課題として認識されているのではな

いかと推察できる。しかし、就業後の不安についても、多く語られているわけではない。「特になし」

と回答した人や、関連する語りのなかった人もいた。 
 
⑧就業後に受けたかった支援 
就業後に受けたかった支援として、＜保育技術習得のための講座＞（養成校保育士 2、5、14）が、

3 分類に共通するカテゴリーとしてあげられる。「実践的なのが。乳幼児の遊びとか、確かに実践的な

ものがあったらよかったのかなと思います」（養成校保育士 5）、「実践的な保育内容、実践的な遊び

（中略）を提供してくれる研修とかがあったらちょっとはよかったのかな」（養成校保育士 14）とい

う語りから、日々の保育の中で用いることができる実践的な技術を学びたいと考えていることが分か

る。その他、＜パソコンの研修＞（養成校保育士 5）や＜指導計画の書き方方＞（養成校保育士 14）、
＜現在の保育を学ぶ機会＞（養成校保育士 13）なども関連する内容だといえる。これらの支援内容

は、先述した⑦就業後に不安に感じていたことともつながりがみられ（例えば、＜保育技術のなさ＞

に対応して＜保育技術習得のための講座＞、＜保育ニーズの変化＞に対応して＜現在の保育を学ぶ機

会＞）、就業後に感じた不安に対して支援がなされぬまま、現在に至っているのではないかとも推察

できる。また機会が提供されたとしても、育児などの理由により、実際には、「そういう講習行きたい

って思うんですけど、あったとしても、やっぱ夜とかしかやってなかったり、保育園が終わってからの

ことになるので、やっぱり行かれない」（養成校保育士 7）と受講できない状況もあることが分かる。 
次に、3 分類のカテゴリーを概観すると、幼稚園勤務経験者のカテゴリーには、＜看護休暇＞（養

成校保育士 7）と家庭を想起させるものや、＜学び直しの機会＞、＜養成校で相談できる場＞（養成

校保育士 5）と養成校を想起させるものが含まれている。「看護休暇」について、現在育児中の養成校

保育士 7 は、「実際それができたところで、「使える」って言われたことないし、そういう制度がある

ことすら、最近知ったし。結局、休んだらもう有給だし。そういう支援は受けたいって思いますけど。」

と、受けたい支援が具体的にあり、その制度が実際にあることが明らかであったとしても、制度を利

用できない矛盾した現状について言及している。また、就業先に学びなおしたり相談したりする場が

ないと感じている養成校保育士にとって、養成校は「自分の中で解消していく場」（養成校保育士 6）
として機能していると考えられる。 
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⑨就業継続のために必要なこと 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
就業継続のために必要なこととして、3 分類に共通するカテゴリーは、＜金銭的な処遇改善＞（養

成校保育士 2、3、7、8、9、10、11、13）、2 分類に共通するものとして、＜人間関係の良さ＞（養成

校保育士 2、5、14）、＜心身の健康＞（養成校保育士 1、6）、＜休暇の取りやすさ＞（養成校保育士

1、3、8、9）、＜仕事とプライベートの切り替え＞（養成校保育士 1、2、6）、＜長期的に続く家賃補

助＞（養成校保育士 4、8）、＜相談できる環境＞（養成校保育士 6、10）があげられた。 
 
【処遇・待遇等】 
 ＜お金はあまり気にしていない＞という人もいる（養成校保育士 12）が、就業継続のために必要な

こととして最も多かった回答が＜金銭的な処遇改善＞（14 名中 8 名）であった。また、先述した＜長

期的に続く家賃補助＞以外にも、幼稚園勤務経験者は、育児をしている関係で、＜保育所最優先入所

制度＞（養成校保育士 7）について言及、他にも、＜福利厚生の充実＞（養成校保育士 13）等、賃金

に係わることが複数あげられており、就業継続のために必要不可欠なものだと考えられていることが

分かる。 
また、＜休暇のとりやすさ＞（養成校保育士 8）や＜仕事とプライベートの切り替え＞、＜プライ

ベートの充実＞（養成校保育士 1）については、「有休もある。あるっていうのは取れるけど、何てい

うのかな。（中略）やっぱり制約があるからいつでもじゃない」や「持ち帰っちゃいけないけど、持ち

帰ってやっぱやる人もいるし。その持ち帰りがなければ、家庭との両立もできるっていって続ける、

やっぱ 30 代の方も増えるだろうし」と、大きな課題が残されていることも明らかになった。 
処遇・待遇等について、国レベルから、市区町村、あるいはそれぞれの園レベルに至るまで、取り

組みがなされている中、本来取得することが義務化されている有給休暇ですら取得申請することを躊

躇う現状があり、加えて、仕事とプライベートの切り替えが容易にはできない中、家庭との両立も容

易ではないだろうことがみえてくる。 
 

養成校保育士 就業継続のために必要なこと
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【園の人間関係】 
園における＜人間関係の良さ＞は、「保育内容もそうだけれどやっぱり誰と働くかはすごい大事だ

なと思っています」（養成校保育士 14）の語りにあるように、就業継続のために重要な鍵を握ってい

るといえる。「子どもともそうなんですけれど、働くためにはと考えたら大人との人間関係、先輩だっ

たり後輩だったり保護者だったり大人との人間関係を円満にするように」（養成校保育士 5）する必要

があり、良好な人間関係が構築されることで、保育士の＜心身の健康＞にもつながっていく。また、

＜人間関係の良さ＞は、＜保育観の共有＞するためにも必要なことだと考えられる。としかし、「先輩

によく言われるのは、真に受け過ぎないほうがいい、みたいな。タフな精神が…必要ってすごい言わ

れてて」（養成校保育士 1）と、本来、お互いに築いていく関係が、一方に「タフな精神」を必要とす

るバランスの悪い現状があることも分かる。＜相談できる環境＞があることで、「話せる人っていう

のがすごいありがたくて。（中略）話す相手がいるっていうのがすごいありがたくて」という語りにあ

るように、＜信頼できる同僚＞（養成校保育士 1）との出会いにより、就業が継続されることもある

のではないかと思われる。 
 
【保育士自身のこと】 

保育士として働き続けることが可能になるためには、保育士自身が、＜保育の原点に立ち返ること

＞（養成校保育士 14）を忘れず、保育の主体である＜子どもへの思い＞（養成校保育士 12）や、＜

保育への情熱＞（養成校保育士 11）および＜学び続ける意欲＞（養成校保育士 12）を持つことが必

要だと考えている。また、子どもとのやりとりには、＜笑いや笑顔＞、＜忍耐＞（養成校保育士 5）
が求められることもあるが、逆に、「（卒園時に）「「○○先生で良かった」とかっていうふうに保護者の

方とか、子どもに「大好き」って言ってもらったときに、やっぱすごいやってきて良かったなって思

ったので」と、＜子どもや保護者からの感謝＞（養成校保育士 6）によって、就業の継続につながる

こともある。さらに、子育て中である人（養成校保育士 7）からは、＜家庭との両立＞があげられて

いる。 
 
【政策等】 

国家資格であるにもかかわらず、試験などを受けることなく、資格が取得できる現状から、＜保育

士資格の厳格化＞や＜養成校教育の改善＞（養成校保育士 10）の必要性について指摘されている。こ

れらが改善されることにより、保育士の＜社会的地位の向上＞（養成校保育士 10、11）が達成され、

さらには、上述の処遇・待遇面にも良い影響を及ぼすのではないかとの期待がみえる。また、＜再就

職者への時短制度の適用＞については、子育て中である（養成校保育士 7）から指摘されている。 
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Ⅲ．試験で保育士資格を取得した保育士が就業している施設長および保育団体へのインタビュー 

 
１．研究の目的 

 保育士資格取得者が保育の担い手として定着するために必要な方策について示唆を得るため、保

育士試験による資格取得者を採用した経験がある施設の施設長等、および保育団体の関連事業担当

者にインタビュー調査を実施することとした。 
 本調査を通じて、試験による資格取得者の就業や継続に関して課題になっていることを明らかに

し、就業及び継続意欲や資質向上のための方策を提案する。また、保育人材確保および就業継続の

観点からの保育士試験の課題についても示唆を得る。 
 なお、以下では、保育士試験に合格して保育士資格を取得した保育士を「試験保育士」、指定保育

士養成施設において必要な科目を履修し卒業することにより保育士資格を取得した保育士を「養成

校保育士」と表記する。 
 
２．研究方法 

（１）調査対象 

 保育士試験による資格取得者を採用した経験がある施設の施設長または採用担当者を対象とした

インタビュー調査を実施した。調査対象として、現在多くの、もしくは複数の試験保育士を雇用し

ている関東の 5 法人を抽出した。法人 A、B、C、D は保育所を有し、法人 E は保育所の他、乳児

院や児童養護施設を有している。また、3 つの保育団体の関連事業担当者にインタビュー調査を実

施した。 
（２）調査方法 

【施設の施設長または採用担当者】 
調査時期は、平成 30 年 12 月～平成 31 年 1 月である。基本的な質問項目を設定し、対象者の語

りの流れによって柔軟に質問項目の追加や変更を行いながら進める半構造化インタビューを実施し

た。質問項目は以下の 4 点である。 
 ・試験で保育士資格を取得した方を採用するに至った経緯やプロセス 
 ・試験で保育士資格を取得した方の就業までの研修等やその必要性について 
 ・就業継続のために必要な研修や支援、それに対して課題に感じていること 
 ・保育士試験内容の内容について思うことや課題だと感じていること 

【保育団体の関連事業担当者】 
調査時期は平成 31 年 1 月～2 月である。基本的な質問項目を設定し、対象者の語りの流れによっ

て柔軟に質問項目の追加や変更を行いながら進める半構造化インタビューを実施した。質問項目は

以下の 2 点である。 
 ・保育士の確保や就業継続を支援するために必要な施策について 
・試験で保育士資格を取得された方が保育士として就業するために必要な施策について 

（３）倫理的配慮 

 インタビュー開始前に、研究の目的と意義、研究方法、研究への参加協力の自由意志と拒否権、

研究結果の公表方法、研究に関する質問、意見の連絡方法について依頼書に基づき口頭で説明を行

い、同意を得た。 
 
３．結果 

 インタビュー調査を分析した結果を法人ごとに以下に示す。分析して生成されたカテゴリーの一

覧は図表 3-3-1 の通りである。  
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図表 3-3-1 生成されたカテゴリーと語りの例 
 小カテゴリー 要約 語りの例 

採
用
の
経
緯
や
プ
ロ
セ
ス 

試験保育士と養成校保育士を同様に

捉えている 
試験保育士も養成校保育士も同

じ資格を持つ方と捉えている 

試験で保育士資格を取得された方というカテゴリ

ーではなく、もうこの保育士資格を持っている方と

いう捉え方なので、その資格取得に至った経緯、方

法までは強く着目はしておりません。 

就業後の試験保育士と養成校保育士

に差を感じない 
試験保育士と養成校保育士に差

をあまり感じていない 

子どもへの対応とか関わりについてというか、保育

士の資質っていいますか、その辺を大事にしていま

すので、特に試験で取ったからっていうことでの差

はあまり感じてはいないです。 

試験保育士は意欲が高いと評価 試験保育士は学びたい意欲が高

い方が多い 

意識の高い方は、試験を受けた方は高い方が多いで

すね。学び始めるとすごく吸収してっていうところ

はありますね。いろんなものを吸収して頑張ってい

きたいっていう、そういう意識がすごい高いです

ね。頑張り屋さんが多いんだろうなって。 

子どもに関する職業に就いた経験が

ある方が就業 

社会福祉士や児童指導員等の任

用資格を持っている人、前職で児

童指導員等で働いていた人が国

家試験を受けつつ就業 

もともと社会福祉士の資格であるとか児童指導員

等の任用資格を持ってアルバイトという形で入っ

てきたり、前職では児童指導員等で働けていた乳児

院からの異動で来られた方で、じゃあ国試を取ると

いうことの中でアルバイトをしてもらいながら、そ

の間に取ってもらうということで。 

研
修
等
や
そ
の
必
要
性
／
継
続
に
必
要
な
支
援
、
課
題 

雇用側の受入姿勢 

試験保育士と養成校保育士を同

様に新人職員としてとらえ、大前

提としてできなくて当たり前と

いう姿勢で迎える 

新卒で入ってくるスタッフも試験パス組も同じく

新人だというので全部最初から伝えようっていう

のでこちら側も思っているので、大前提できなくて

当たり前っていうところでお伝えはしているとこ

ろで安心感を覚えていただいているのかなという

のはあります。 

面接時の確認 
面接で応募者の保育観を引き出

し、その価値観が合えば就業後に

も問題がない 

私どもはどちらかというと子どもが主体でってい

う活動をこれからも大切にしていきたいと思うの

で、教え込むっていうところがやりたいっていうの

であればちょっとミスマッチかなとかっていう、そ

のご自身の中にある保育観を少し引き出しながら

面接をさせていただいています。 

就業前の研修 

園の方針を理解していただくた

めの研修を行う。試験では一律の

ことを学んでいるため、園ごとに

特徴や違いがあるということを

理解してもらう必要がある 

この園の方針とかそういうのは理解していただか

ないとっていうのでね。試験だとそういうところま

ではなかなか勉強してないと思いますので、それを

まず理解していただいて、この園ではどういうこと

を大事にしてやってるのかとか、そこらへんはまず

は必要なのかなというふうに思いますね。1 つの園

ごとに本当に違うんだよっていう。 

就業前の現場研修 就業前に配属園で研修を行う 

採用が決まった日からのその入職までの切りのい

いところでアルバイトという有給の研修制度で現

場、その配属園に慣れていただいたりっていうこと

はします。 

OJT 
（職場の上司や先輩が、後輩に対し仕事

に必要な知識・技術・技能・態度などを

指導し、修得させることによって全体的

な業務処理能力や力量を育成すること） 

OJT として職員が教え、慣れて

もらう。すると少しずつ自分の判

断で動けるようになり子どもへ

の対応も出切るようになる 

OJT という形で職員が教えていくっていうような

ことで慣れてもらうっていうことですかね。ある程

度ルーティンになるので、それに応じて大体動いて

いただければその役割とか仕事ができるので、まず

はそれに慣れていただくっていうところで、研修の

代わりになると思うんですけどね。後半になってく

ると、自分の判断でかなり動けるようになると思う

んです、子どもの一人一人の特徴もだんだん分かっ

てくるので。 

就業後の研修 
日々の業務での悩みやうまくい

っていることを職員皆で共有す

る体制を取っている 

悩んでいることとうまくいっていることをみんな

で共有しながらやるっていうのにも資格とか卒業

とかパートとか正規とか関係なくやっているので、

そういう意味での研修は比較的やっているかもし

れないですね。 

職場の人間関係 職場内の人間関係のつまずきが

離職につながる 

チームワークを作っていくことが大事なんだろう

なと思うんですよね。人間関係でつまずくことが離

職理由としては高くなってますからね。 

メンター制度 
採用後 3 年間はメンター制度を

とり相談しやすい体制をとって

いる 

採用後 3 年はメンター制度っていって新しく入っ

てきた人を職場の直接的な先輩ではない先輩。だか

ら例えばクラスを組んでいる同じクラスにいるそ
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の先輩ではなくてちょっと別の先輩がいろいろ相

談役になってあげて、あなたたちはメンター、メン

ティーだよていって相談したいときには何でも相

談しなっていうようなことをやってみたり。要はそ

のコミュニケーション不足をなるべく補えるよう

に。 

チューター制度 先輩職員やクラスのリーダーが

チューター制の形で育成する 

まずこの場所に慣れるとか、子どもたちの関わりに

どう入っていけるかというのをチューター制で、先

輩職員とかクラスのリーダー等がその方の育成に

対して関わる。 

仕事上の不安等を話す機会 思いや不安を確認しフォローす

る 

今の思いとかどこが不安なのかっていうのはもう1
対 1 で時間をかけて、じゃあこうだから、じゃあこ

うしてみようかっていうのは資格を取得された方

法に限らずどういう方でもそれは大事に。 

業務負担の軽減 
初めからクラス担任は難しいと

判断し、排泄や食事の介助から始

めてもらう 

業務内容によると思うんです。いきなり子どもの対

応でクラスの何かを任されると、それは難しいと思

うんです。実習を経験した人のほうがそれはいいと

思うんですけれども、子どもに関わるっていう意味

では実習の意味でもフォローに入っていただいて

補助的なことで子どもの世話をするというか、トイ

レ介助だったりとか食事の世話だったりとかをす

る中で子どもに慣れていくっていうとこでは、それ

が実習の代わりになるのかな、研修の代わりになる

のかなとは思ってるんですよ。 

担当クラスを固定 入るクラスを固定しルーティン

を学んでもらう 

1 歳児、今日は 5 歳児とか、幼児組とかあんまり移

動するともう混乱しちゃうので、固定の所でルーテ

ィンを学んでもらうっていうことが。どう関わって

いいかも分かんないでしょうから、そこらへんの配

慮はこちらもなるべくしていきたいなというふう

に思ってるんですよね。 

子どもへの共感的な対応を学ぶ 

試験保育士は子どもへの対応に

戸惑うことがある。保護者として

我が子と関わることとは違う共

感的な対応が難しい 

子どもへの対応でペーパーで学ぶのと実際の子ど

もの反応とか、それに応じた対応とかが戸惑うと思

うんですよね。お子さん育てた方はある程度ご経験

あるかもしれませんけども。でも、今保育指針が変

わって共感的な対応って重視されてますよね。あの

辺が難しいかな。自分のお子さんとは違いますから

ね。応答的に共感的に受容しながらまた返していく

っていうそのやりとりをっていうところがね。 

手遊び等の保育技術を学ぶ 手遊び等の保育技術を学んでほ

しい 

試験で来た方ってやっぱり乳児の手遊びだとか、そ

ういうのはあんまり。知らないんですよ。だから、

そこも学んでもらう必要があると思いますので。 

グループワークを経験する 
学校のようにグループワークを

行うなどみんなで学ぶことが必

要 

そういう学校みたいにみんなで学ぶっていうのが

必要だと思うんですよ。そこでグループワークをや

ったりとか。試験だと一人ですから。 

金銭的な処遇改善 金銭的な処遇改善 やっぱりそのお金と、それからコミュニティーとい

うか人間関係。端的にお金。 

福利厚生 食堂や寮等の福利厚生 
まあ食堂もありますしね、うちは職員食堂があった

りするんですよ。ご飯を提供していますからね。あ

とは寮もありますし。 

保育士資格取得のための費用補助 法人が保育士資格取得のための

費用を補助 

保育士に関しても、もちろん出ます。児童養護さん

で児童指導員の資格を持ちながらやっていて、やっ

ぱり幼児が入所としては割合がやっぱりどうして

も増えてくるので、幼児の部分の部分で知りたいと

いうので国試で取りたいという方は申し出が来る

ので、それはそれでぜひ取ってくださいというので

やっぱり勧めていますね。 

保育士関連資格取得のための費用補

助 
法人が社会福祉士等の資格を取

得するための費用を補助 

資格を取るということに対して法人が助成をして

いますので、通信で社福を取る方というのは何人

か。法人として費用補助をするんです。 

職員数を増やす 職員数を増やさなければならな

い 

職員数をもっと入れておかなきゃいけないんだろ

うなというのはあります。それでも措置費での運用

であったりすると社会的養護はなかなか厳しいで

すから。なので、それを法人でカバーできるような

形の財源、財力があれば一番いいんですけれど。 
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実習経験がないことによる違い 
実習を経験していないこと、実習

録を書いた経験がないことの違

いがある 

基本的には実習を経ていないというところが大き

いですよね。いろんな日々の実習を積み上げてきた

中で現場からいろんな、自分でノートをいっぱい書

いて、それをまた点検してもらってというような経

験はないというところがありますので。 
試験保育士が養成校保育士に引け目

を感じている 
試験保育士は自分が学校を出て

いないことを引け目に感じる 
やっぱり自分は試験だ、学校を出てないっていうの

がどこかにあるみたいで。 

試
験
内
容
に
つ
い
て 

保育現場で必要なことと合っていな

い 

科目「実習」：変調は敷居が高い。

現場では子どもに合わせて行う

ため必要ない 

その場で変調しなさいっていうのは敷居が高いん

じゃないですかって思いました。だって歌ってみれ

ば子どもがいつもどれぐらいの高さで歌ってるか

なんて分かるはずなので。 

試験回数を増やす 試験回数を増やす 

もっと回数やればいいと思って。今、年 2 回じゃな

いですか。だけどもっとやればいいと思う。つまり

国家試験で取る人って取りたいと思って取る人だ

から、すぐ取れるなら早く取りたいっていう人がき

っと多い。 
保育現場での勤務経験による科目免

除 
保育現場での勤務経験による科

目免除 
例えば非常勤で経験があったら何年は免除でこの

科目が免除されるとか。 

受験資格として保育現場での体験を

課す 

国家試験の受験資格として現場

での体験と実習録のようなもの

を課す 

希望をすれば国試を受ける前に実習じゃないです

けれども、何らかの形の。実習ノートが必要とか、

体験とかというようなのは何日間か課すとか、そう

いったものは必要かもしれないですよね。国試の受

験資格としてですよね。 

保育現場での体験・見学 保育現場での体験・見学 

1日どこかで体験してくるとか、実習っていうより、

そういうのもあってもいいのかもしれないですね、

それは。1 日どこかで体験して、1 日どこかで見学

でもいいんですけども。 

保護者支援の内容を増やす 保護者支援が大事なためその内

容を増やす 

保護者支援ももうちょっと今あったほうがいいか

なっていうふうには思うんですけどね。多分これか

ら大事なってくると思う。保護者対応は非常に難し

くて、いろんな方いて、そういった方への対応もあ

る程度ペーパー上でもいいからこういう、学んでも

らえると。びっくりしちゃいますから。 

乳児院で必要な乳児に特化した部分

が少ない 
乳児院で必要な乳児に特化した

部分が少ない 

乳児の部分に特化した部分って、やっぱりちょっ

と、さくっともちろん語ってはいますけれども、生

後5日とか1週間ぐらいの子からスタートするとい

うのは、乳児院だからなんですけれども。 

論述問題を増やす 
自分の考えを書くことが必要に

なるため論述問題を増やす。養成

校ではある程度やっている 

もっと記述があってもいいのかなとは思うんです

けども。もうちょっと論述するような。記録がなか

なか書けないかなと思うんですよね、日誌とか。連

絡帳とかもあるんですけども、そういった自分の考

えを書くっていうようなところでも。そこはちょっ

と試験の内容でも多少はあるといいかななんて思

ってるんですけどね。どうしても付きまとって、書

き物が保育士はね。そこらへんは養成校はある程度

やってらっしゃるんでしょうけど。 

記録の書き方を知らない 
実習の経験がないと記録の基本

的な書き方を知らない。短大・専

門学校卒も苦労する 

実習ノートの付け方であるとか記録の取り方です

よね。学校でやっぱり徹底的にやられていればまだ

あれなんですけれども。短卒とか保専とかもそうで

すけれども、頑張ってもちろんそこも指導はしてく

れていますけれども、それをやっぱり現場で書いて

もらったときに、なかなかこの子大変だよねってい

うようなのはもちろんあったりします。それは、国

試の場合は書き方をやっぱり知らない、基本的には

知らないというか。 

そ
の
他 

保育士配置基準の整備 
現在の配置基準では保育士の負

担感が大きく就業しようという

気にならない 

そもそも保育士大変っていう配置基準なのは負担

感が増して、やっぱり私にできるかしらっていうよ

うに見えるのかなって最近思っていて。海外の視察

とか行くと結構充実した設置基準で一人一人の子

どもがきちんと見れるなっていう時間と配置基準

だったりするんですけど。 

職場の人間関係 

就業前の不安が養成校保育士と

同様に「人間関係」であり、そこ

をどうクリアにするかがポイン

ト 

養成校上がりの子と一緒な部分で人間関係が一番

不安な要素になっているので、そこがなじむ、なじ

まないを非常に気にしている人たちがどうこれを

クリアにするかも一つポイントなのかなと。 
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業務負担の軽減 責任が重くならないような配置

や短時間勤務にする 

一番は責任を軽くする。子どもができて、それでわ

が子ができるとそれこそ子どもを保育園に預ける

親の気持ちがすごく分かってしまう。分かってしま

うとその親の気持ちに応える責任が重すぎて保育

士できないって人が多い、すごく多いんです、潜在

保育士の中に。その人たちが責任感じなくてもいい

よっていうような採用の仕方をしていく。責任をあ

んまり感じなくていいためには短時間勤務で。 

家賃制度 家賃制度 家賃制度もあって、どうにか十分暮らしていけるだ

けのことがありますし。 
養成校からの実習生が採用になるケ

ースが多い 
養成校からの実習生が採用にな

るケースが多い 
実習に来た方が「ここがいい」って言う方にはその

ままこちらで。 

試験保育士も採用したい 保育士が足りないため試験保育

士も採用したい 

保育士が足りないっていうところでは、現場として

もなるべくそういった試験を受けた方にも入って

いただければと思いますし。社会人経験がある方は

やっぱりそんだけのいろんな経験されてるってこ

とでは強みになると思いますので、そこはぜひ自信

持って現場に入っていただければ。 

試験保育士への周知は難しい 試験保育士への周知は難しい 
新規でいらっしゃる、そういったものは試験保育士

とかでもなかなか呼び掛けは難しいですよね。養成

校以外の方を対象にというのはね。 
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（１）法人 A 

 ＜試験保育士と養成校保育士を同様に捉えて＞おり、採用に関しても、試験保育士向けの説明会

などは開催していない。また、＜就業後の試験保育士と養成校保育士に差を感じない＞ようである。 
 試験保育士と養成校保育士を区別せず、「新卒で入ってくるスタッフも試験パス組も同じく新人で

あって、できなくて当たり前」という、資格取得方法を問わず丁寧に育成する姿勢がある。そのた

め、＜就業前の現場研修＞や＜OJT＞、＜就業後の研修＞は、養成校保育士と同様に行われている。 
 さらに、潜在保育士が就業するために必要な事項として、＜保育士配置基準の整備＞、＜職場の

人間関係＞を良好にしていくことの 2 点が挙げられた。「現在の配置基準では保育士の負担感が強

く、就業を諦めることにつながっているのではないか」「養成校の学生と一緒で人間関係が一番不安

な要素になっているのではないか」と述べているように、これらを解決していくことが潜在保育士

の就業につながるのではないかという意見であった。 
 
図表 3-3-2 法人 A のインタビュー調査結果の概要 
 小カテゴリー 

採用の経緯やプロセス 試験保育士と養成校保育士を同様に捉えている 
就業後の試験保育士と養成校保育士に差を感じない 

研修等やその必要性 

面接時の確認 
雇用側の受入姿勢 
就業前の現場研修 
OJT 

継続に必要な支援、課題 就業後の研修 
試験内容について 特になし 

その他（潜在保育士が就業するために必要な事項） 保育士配置基準の整備 
職場の人間関係 

 
（２）法人 B 

 ＜試験保育士と養成校保育士を同様に捉えて＞おり、むしろ、＜試験保育士は意欲が高いと評価

＞している。資格取得方法を問わず、＜就業前の現場研修＞や＜就業後の研修＞等が行われ、また、

「今の思いやどこが不安なのかっていうのを 1 対 1 で時間をかけて大事に」と述べているように、

＜仕事上の不安等を話す機会＞を設けている。 
 保育士試験については、科目【実習】について、＜現場で必要なことと合っていない＞のではな

いかという意見があった。具体的には、「歌の変調を行ったり、コードネームを覚えることなどは、

現場ではさほど必要でない」ということである。 
 さらに、人材確保のために必要な事項として、＜家賃制度＞を保障することが挙げられた。これ

は、資格取得方法を問わず、保育士を確保するために必要な事項だということである。 
 
図表 3-3-3 法人 B のインタビュー調査結果の概要 
 小カテゴリー 

採用の経緯やプロセス 試験保育士と養成校保育士を同様に捉えている 
試験保育士は意欲が高いと評価 

研修等やその必要性 
就業前の現場研修 
仕事上の不安等を話す機会 
就業後の研修 

継続に必要な支援、課題 
就業前の研修 
就業前の現場研修 
就業後の研修 

試験内容について 保育現場で必要なことと合っていない 
その他（人材確保について） 家賃制度 
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（３）法人 C 

 ＜試験保育士と養成校保育士を同様に捉えて＞おり、むしろ、＜試験保育士は意欲が高いと評価

＞している。そのため、資格取得方法を問わず、＜就業前の現場研修＞や＜就業後の研修＞等が行

われている。 
 就業継続のための課題として、＜職場の人間関係＞を良好にしていくことが挙げられ、「相談した

いときには何でも相談」することができる＜メンター制度＞を導入している。また、＜金銭的な処

遇改善＞も就業継続に不可欠な事項として意見が挙がった。これらの支援ついても、養成校保育士

も同様である。 
 保育士試験については、現状の年 2 回より＜試験回数を増やす＞べきとの意見があった。これは、

資格取得者を増やすためである。また、＜保育現場での勤務経験による科目免除＞を行うことで、

資格取得者が増えるのではないかとの意見も挙がった。 
 さらに、潜在保育士が就業するために必要な事項として、＜業務負担の軽減＞が挙げられた。資

格取得後にブランクのある方が就業する場合、初めからクラス担任を受け持つことには抵抗がある

ため、補助的業務から開始できるとよいとのことである。 
 
図表 3-3-4 法人 C のインタビュー調査結果の概要 
 小カテゴリー 

採用の経緯やプロセス 試験保育士と養成校保育士を同様に捉えている 
試験保育士は意欲が高いと評価 

研修等やその必要性 就業前の研修 
就業前の現場研修 

継続に必要な支援、課題 

就業後の研修 
職場の人間関係 
メンター制度 
金銭的な処遇改善 

試験内容について 試験回数を増やす 
保育現場での勤務経験による科目免除 

その他（潜在保育士が就業するために必要な事項） 業務負担の軽減 

 
（４）法人 D 

 ＜試験保育士と養成校保育士を同様に捉えて＞おり、＜就業後の試験保育士と養成校保育士に差

を感じない＞とのことである。しかし、それは「業務内容による」ようである。養成校保育士とは

＜実習経験がないことによる違い＞があり、子どもへの食事や排泄介助であれば差を感じないが、

初めからクラス担任を任せることは難しいと考えている。 
 そのため、法人 D では、就業前や就業後に、養成校保育士とは別の支援を行っている。まず、＜

就業前の研修＞では、施設を理解してもらうための研修を行う。施設の方針や理念など、施設ごと

に異なるということは、国家試験の一律の学習ではわからないのではないかと考えているためであ

る。また、就業後には、子どもの食事や排泄介助等の補助的業務から始められるように職員を配置

し、＜OJT＞を行う。その際、＜担当クラスを固定＞し、仕事内容を覚えやすくするような工夫も

しているようだ。そのような中で先輩職員の動きを見て学び、＜子どもへの共感的な対応＞等を体

感し、指示を受けて動くことから徐々に自分の判断で動くことができるようになるとのことであっ

た。さらに、＜手遊び等の保育技術を学ぶ＞必要性を感じ、外部で行われている研修への参加を促

している。研修においては、自分の意見を表したり他者の意見を聞くなどの＜グループワークを経

験＞してほしいという施設長の思いもあるようだ。保育所では、チームで話し合いながら業務を行

うことが重要なことであるため、研修でそのような機会を持ってほしいと考えている。 
 試験保育士が就業継続するための支援としては、＜業務負担の軽減＞の他、＜仕事上の不安等を
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話す機会＞を設けている。＜試験保育士が養成校保育士に引け目を感じている＞ことがわかり、こ

のような機会を設けることになったようである。 
 保育士試験については、保育所の書類作成時に自分の考えを書くことが求められることが多いた

め、＜論述問題を増やす＞べきではないかとの意見があった。また、保育所では保護者支援が重要

となっており、＜保護者支援の内容を増やす＞べきとの意見も挙がった。さらに、＜保育現場での

体験・見学＞を課すことで、受験者の保育現場へのイメージが広がるのではないかとのことであっ

た。 
 人材確保については、現状、＜養成校からの実習生が採用となるケースが多い＞ようである。し

かし、保育士不足であることから、＜試験保育士も採用したい＞と考えている。 
 
図表 3-3-5 法人 D のインタビュー調査結果の概要 
 小カテゴリー 

採用の経緯やプロセス 試験保育士と養成校保育士を同様に捉えている 
就業後の試験保育士と養成校保育士に差を感じない 

研修等やその必要性 

実習経験がないことによる違い 
就業前の研修 
OJT 
業務負担の軽減 
担当クラスを固定 
子どもへの共感的な対応を学ぶ 
手遊び等の保育技術を学ぶ 
グループワークを経験する 

継続に必要な支援、課題 

業務負担の軽減 
職場の人間関係 
仕事上の不安等を話す機会 
試験保育士が養成校保育士に引け目を感じている 

試験内容について 
論述問題を増やす 
保護者支援の内容を増やす 
保育現場での体験・見学 

その他（人材確保について） 養成校からの実習生が採用になるケースが多い 
試験保育士も採用したい 

 
（５）法人 E 

 調査を実施した中で唯一、乳児院や児童養護施設を有する法人Eであるが、採用の経緯としては、

＜前職で子どもに関する職業に就いた経験がある方＞が保育士国家試験を受験しながら就業するケ

ースが多い。法人としても資格取得を望んでおり、＜保育士資格取得のための費用補助＞を行って

いる。また、スキルアップのために必要となる社会福祉士や言語聴覚士等の＜保育士関連資格取得

のための費用補助＞も行っており、就業継続の意欲につながっている。 
 養成校保育士とは＜実習経験がないことによる違い＞を感じており、それは特に書類作成の際に

顕著となる。しかし現状では、特段の研修や支援は行っていない。＜OJT＞や＜就業後の研修＞、

先輩職員が育成に携わる＜チューター制度＞等は、養成校保育士にも同様に行われている。 
 就業継続に必要な支援としても、資格取得方法を問わず、＜仕事上の不安等を話す機会＞を設け、

職員食堂や寮等の＜福利厚生＞を充実させている。今後の課題としては、＜職員数を増やす＞こと

が挙げられた。現状の職員数では、一人の職員に対する業務負担が重いと感じているようである。 
 保育士試験については、＜受験資格として保育現場での体験を課す＞必要性が挙げられた。また

その際には、実習録に代わるような記録作成を課すべきとし、そこには、＜記録の書き方を知らな

い＞という試験保育士の課題を解決したい思いがあるようである。しかしながら、記録の書き方に

ついては、四年制大学卒業生に比べ、短期大学や専門学校の卒業生についても課題を感じているよ

うだ。また、乳児院で働くためには乳児についての知識を身に付ける必要があるが、＜乳児に特化
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した部分が少ない＞という意見もあった。 
 人材確保については、現状、養成校の学生向けに就職説明会を開催しており、＜試験保育士への

周知＞をどのように行えばいいかわからず、難しいと感じているようであった。 
 
図表 3-3-6 法人 E のインタビュー調査結果の概要 
 小カテゴリー 
採用の経緯やプロセス 子どもに関する職業に就いた経験がある方が就業 

研修等やその必要性 

実習経験がないことによる違い 
OJT 
チューター制度 
就業後の研修 

継続に必要な支援、課題 

保育士資格取得のための費用補助 
保育士関連資格取得のための費用補助 
就業後の研修 
職場の人間関係 
仕事上の不安等を話す機会 
職員数を増やす 
福利厚生 

試験内容について 
受験資格として保育現場での体験を課す 
乳児院で必要な乳児に特化した部分が少ない 
記録の書き方を知らない 

その他（人材確保について） 試験保育士への周知は難しい 
 
（６）保育団体 

①試験保育士の就業および継続における課題と必要な支援 

 試験保育士が就業する際の課題として、2 つの団体から実習経験＜保育現場での体験・見学＞が

ないことがあげられた。「いざ現場に出たときに、何をしていいか分からないということが、一番多

くて。見学なり、実習を踏んでいただければ、現場に入りやすい」と語られている。実習での経験

の中で、実習日誌を書くことによる子ども理解の重要性についても指摘されていた。また、「私たち

受ける側も、試験保育士であっても、養成校からの卒業者であっても、同じように保育士として受

けてしまうんですね。実際には保育園に入ったときの、具体的なマニュアルがあると、試験合格で

来られた方たちは、戸惑わなかっただろうっていうふうに」とも語られており、同じ資格保持者で

あっても、実習経験のない試験保育士に必要な支援の必要性を感じていることが示唆される。 
 
②保育人材確保および継続における課題と改善の方向性 

 課題として、まず、＜金銭的な処遇改善＞や＜福利厚生＞の充実という給与面のことがあげられ

る。現在、金銭的な処遇改善が図られながらも、賃金平均からの格差を保育士が感じているとのこ

とであった。 
2 つ目には、働きやすい環境がある。時間的・物理的な側面として、子どもとのノンコンタクト

タイムを確保することによる＜業務負担の軽減＞、休暇や育休のとりやすいさ、時短勤務のしやす

さがある。「子育てをしながらとなると、正規から『辞めたい』という声が出てくる」、「育休にして

もなかなか保育士が見つからない」、「明日の保育の準備だったり、日誌や計画を書くことだったり

を家に持ち帰って」と語られている。人材不足であるために、働き方の見直しをすることが難しく、

それが原因で退職する人も出てくる。このような状況が、人材確保および継続において悪循環を招

いているとのことであった。働きやすい環境の人的側面として、＜職場の人間関係＞がある。職員

間のコミュニケーションが上手くいかないと辞めることにつながりやすいが、保育士が相談しにく

い環境だと感じていることも多いため、団体として施設長に配慮や工夫をお願いしているという話

もあった。 
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 3 つ目として、保育士資格の社会的位置づけの低さが指摘されている。それを改善するための方

策として、国家試験の導入、保育士資格の階層制、保育士資格の更新制、そして、リカレント教育

の充実があげられていた。 
 

４．考察 

（１）試験保育士の就業および継続における課題 

 法人 A、B、C では、試験保育士と養成校保育士を同様に捉え、就業や継続において同じような

対応を行っていることがわかった。それは、両者ともに同じ保育士資格であることから、当然のこ

とと言えるかもしれない。全国保育士養成協議会が行った施設長へのインタビュー調査１）において

も、「試験保育士と養成校保育士の資質に差があるという意見はほとんどなかった」という結果が見

られる。具体的な意見としては、「養成校と試験で資格をとった人との違いはあまり感じない。その

人の人間を見る力であったりとか、理解する力だとか、コミュニケーション力だったりとか、そう

いうところがすごく大きい」と述べられている。 
 しかし、本調査において、法人 D では、両者を同様に捉えながらも、実習経験がないことによる

違いを感じている。保育所の生活の流れを理解していないこと、子どもへの共感的な対応ができな

いことなどから、就業後すぐにクラス担任を任せることは難しいと考えている。また、法人 E にお

いては、実習およびその際の記録作成を経験したことがないため、就業後には書類作成に苦労する

ということがわかった。 
 さらに、法人 D では、試験保育士が養成校保育士に引け目を感じていることがわかり、職場の人

間関係を良好にしていくことが課題として挙げられた。法人 C、E においても、資格取得方法に関

わらずであるが、職場の人間関係が課題となっている。 
 
（２） 試験保育士の就業および継続のために必要な支援 

 前項で述べた通り、法人 A、B、C では、試験保育士と養成校保育士に対して同様の支援を行っ

ており、どの法人においても、就業前の現場研修や就業後の研修を実施していることがわかった。

どのような資格取得方法かに関わらず、就業前に保育現場で研修を行うことや、就業後に継続的に

研修を行うことが、就業や継続のために必要だと言える。 
 実習経験がないことによる違いを感じている法人 D では、就業前や就業後、養成校保育士とは別

の支援を行っている。就業後には、補助的業務を行いながら、先輩職員の動きを見て学ぶことがで

きる職員配置にしている。子どもへの共感的な対応などは、実習等の現場体験を通すことで理解で

きることであるため、就業後の職員配置は実習の代わりになるように考えているのではないだろう

か。実習経験の差に課題を抱えている施設があった場合、それをどのように埋めるかは、現在のと

ころ、各施設に任されている。また、このような実習経験のない試験保育士への支援の必要性につ

いては、保育団体からも同様の指摘があった。 
 また、法人 D では、仕事上の不安等を話す機会を設けている。それは、前項で述べた通り、試験

保育士が養成校保育士に引け目を感じ、職場の人間関係に課題が見られるからである。同様に職場

の人間関係に課題が見られる法人 C ではメンター制度を、法人 E ではチューター制度を導入し、先

輩職員に相談できる体制を整えている。また、法人 B でも、管理職員が仕事上の不安等を聞く機会

を設けているとのことであった。このように、就業継続のためには、上司や先輩職員に相談できる

機会や体制を整備する必要がある。 
 さらに、法人 C では、金銭的な処遇改善、法人 E では、福利厚生の充実が、就業継続のために必

要な支援として挙げられた。これらは、試験保育士にも養成校保育士にも必要な支援と言えるだろ

う。 
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（３） 保育士試験の課題 

 法人 C、D、E からは、保育現場での実習や体験、見学を導入する必要性について意見が挙がっ

た。上述したように、実習経験については、保育団体からも同様の指摘があった。現場経験を受験

資格とするのか、現場経験によって一部の科目を免除するのか、または試験科目の一つとして現場

での実習等を取り入れるのか、考え方は様々である。しかし、いずれも、保育士として就業するた

めには保育現場での体験が必要だと考えているのだろう。 
 また、法人 D と E からは、「記録」や「記述」の面について指摘があった。保育現場では書類作

成が多くあり、それらの業務に対応できる人材が必要となるため、試験に論述問題を多く取り入れ

るべきという意見が一つある。また、やはり、保育現場での体験を行い、そこに実習録に代わる課

題を設けることで、記録の書き方を学んでほしいという意見もあった。保育現場での体験とともに

記録作成も必要なのではないだろうか。 
 さらに、保育所においては保護者支援も重要な業務の一つであり、法人 D からは保護者支援の内

容を増やすべきとの意見があった。また、乳児院を有する法人 E からは、乳児に特化した部分が少

ないとの意見があった。保護者支援はもちろん、0 歳児からの支援は保育所でも重要視されており、

これらの内容を見直す必要があると考えられる。 
 
（４）保育人材確保における課題と改善の方向性 

 保育人材確保のため、各法人では様々な工夫を行っている。人材確保、もしくは潜在保育士掘り

起こしにおける改善策として、次のような示唆を得た。 
まず、職場の人間関係を良好にすることである。試験保育士も養成校保育士と同様に、職場の人

間関係が不安要素であるため、その点を解消していくことが就業につながると思われる。人間関係

を良好にしていくための方策としては、先に述べたように、上司や先輩職員に相談できる機会や体

制を整備することなどが挙げられる。保育団体も、保育士が相談しにくい環境にあることを把握し

ており、施設長に配慮や工夫をお願いしているという話があった。 
 次に、金銭的な処遇改善や家賃制度の保障である。処遇や待遇の改善については、保育団体から

も同様の指摘があった。この点を保障しないことには、十分な人材確保は見込めないだろう。また

これについては、各法人の努力だけでは限界のある問題である。 
 そして、保育士配置基準の整備である。現在の配置基準では保育士一人当たりの業務量が多く、

負担感が強いため、就業を諦めることにつながっている。配置基準を整備することにより、保育士

一人ひとりの負担感が軽減され就業につながるだけでなく、十分な職員配置によって保育の質を改

善することにもなり、子どもや保護者にとっても安心できる施設となるのではないだろうか。 
 最後に、保育士資格の社会的位置づけの向上である。そのための方策として、国家試験の導入、

保育士資格の階層制、保育士資格の更新制、そして、リカレント教育の充実があげられている。 
 
 

引用文献 
 
1）全国保育士養成協議会（2016）「保育士養成のあり方に関する研究 研究報告書」 
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Ⅳ．総合考察 

 
１．保育士資格取得や保育所等への就業に必要な支援 

（１）試験保育士の資格取得希望から就業後までの課題と支援 
【保育士資格取得希望理由と試験で取得した理由】 
 試験で保育士資格を取得した場合は、子育て経験等の中で子どもと関わる楽しさを感じ、保育士に

興味をもったことが保育士資格取得のきっかけとなっていた。しかし、保育士資格を取得するまでの

プロセスによって、資格取得を希望する動機に違いがみられる。【分類①・保育所就業後に保育士資格

取得】の場合は、保育所に就業する中で保育士という仕事にやりがいを感じたことが動機になってい

る一方で、資格保持者と格差を感じたこともその要因となっていた。無資格であることから、金銭面

や仕事内容に不満を感じ、自分も責任のある仕事を担いたいという思いがある。【分類②・保育士資格

取得後に保育所等就業】の場合は、＜保育士資格なら取れるかもしれない＞や＜子育て経験を生かせ

る＞という意識もあり、保育士は就業に直結しやすい職業でありながら、挑戦しやすい資格であると

考えていることが推察された。保育士の専門性への認識不足や保育士資格の社会的位置づけの低さが、

このような意識の背景にあると考えられる。保育への思いや意識の低さは、保育職への未就業だけで

なく、就業継続を阻むことにもつながると考えられる。また、保育士の専門性への認識不足は、保育

現場経験のなさが要因の一つとなっていると考えられることからも、資格取得前もしくは後に、保育

現場での実習経験の必要性があると考える。【分類③・幼稚園勤務経験あり】・【分類④・大学在学中に

取得】の場合には、これからもしくは今後も子どもと関わる仕事をしたいと考えた時に、保育士資格

を取得する必要性を感じていた。 
 試験で取得したのは、＜働きながら＞【分類①：試験保育士 2・3・4・5・6・7・8・9・10、分類

②：試験保育士 12・16・17・19、分類③：21・22・23】、＜子育てをしながら＞・＜家庭との両立＞・

子育て中による＜学校への通学の困難さ＞・＜育児休暇中＞【分類①：試験保育士 1、分類②：試験

保育士 12・13・14・15・20、分類③：24】、＜在学中に＞【分類④・25・26・27】という理由があ

げられている。【分類①・保育所就業後に保育士資格取得】の場合は無資格で保育所、【分類②・保育

士資格取得後に保育所等就業】の場合は一般職等、【分類③・幼稚園勤務経験あり】の場合には幼稚園

で働きながら、試験の準備をしていた。また、子育て等の理由で家庭と両立しながら資格を取得した

いと考えた人もおり、特に【分類②・保育士資格取得後に保育所等就業】の場合に多い（9 人中 5 人）。

子育て等の理由で家庭と両立しながら資格を取得したいと考えた人もいるということは、家庭と両立

しやすい職場環境であることが保育所等への就業につながると考えられる。 
 
【就職活動の実態】 
 自ら積極的に情報収集や園探しをするというよりも、派遣会社（試験保育士 1・2・3・4・6・9）や

知人（試験保育士 7・8・11・12・14・23・26）の紹介がきっかけとなる場合が多く、誘われた施設

にそのまま就業する人もいる。紹介をきっかけとした場合にも＜保育理念に共感＞（試験保育士 3・
12・23・26）して就業先を決めた人もいるが、自ら積極的に探す方法が分からなかったり、多数の求

人の中から園探しをすることに困難さを感じていることも、その背景にあると推察される。また、就

業先の保育内容・方法のあり方に、こだわりを持ててない人もいるのではないかと考えられる。特に

【分類②・保育士資格取得後に保育所等就業】の場合には、実習等での保育現場経験がないために、

保育理念、保育内容・方法等の保育実践に係わる視点から園を探すことは難しいのではないかと思わ

れる。本調査における保育士試験合格者への質問紙調査の結果（第２部）では、保育士として勤務す

る保育現場が内定している方の中で、職場を選定する上で、重視した項目である「運営・理念」を回

答している人は 11.1％であった（図表 2-1-53）。中根（2014）は、保育方針が就業継続を左右する要
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因になることを指摘している 1）。就業継続のためにも、自分に合った園探しをするための説明会の開

催等、きめ細やかな支援が求められる。さらに、【分類①・保育所就業後に保育士資格取得】の人は、

就業中の保育所に資格取得後も就業継続する人もいるが多くはない（11 人中 4 人：試験保育士 4・6・
7・10）。資格を取得したことで、正規職員となることを目指し他園に異動した場合も考えられるが、

保育観のずれや人間関係の悪さ等が理由で他園に異動する場合もあるだろう。 
 
【就業前の不安の軽減および就業のための支援】 
保育士資格を取得するまでのプロセスによって、就業前の不安には違いがみられる。【分類①・保育

所就業後に保育士資格取得】の場合は、11 人中 7 人が資格取得をきっかけに正規として就業するに

至っているが、＜正規員としての責任＞や＜保育士としての責任＞を感じ、＜担任を持つこと＞、＜

書類関係＞、＜事務仕事の量＞、＜保育の専門的内容＞、＜保護者対応＞、＜ピアノ実技経験の少な

さ＞を不安に感じている。このように、資格取得前から保育所での就業経験がある場合でも、正規と

なることで新たに生じる不安があることがわかる。そのため、就業前に受けたかった支援として、担

任としてのクラス運営のあり方、保育計画の立て方、保護者対応等の正規として働くうえでの＜保育

体験の機会＞があげられている。実際に就業する際には、非正規から正規として担う業務内容が緩や

かになるような支援も求められる。【分類②・保育士資格取得後に保育所等就業】の場合は、正規採用

でないことや担任をもたないことが就業するうえでの不安軽減につながっている。一方で、＜経験不

足＞等から、＜担任をもつこと＞や＜正規職員としての責任＞に不安を感じている。このようなこと

から、【分類②・保育士資格取得後に保育所等就業】の場合には、保育や保育士の仕事の実際等を知る

ための＜保育体験の機会＞を就業前に受けたかった支援としてあげている。また、就職先を決めるた

めの<就職先での体験実習>もあげられている。これは、上述の【就職活動の実態】で指摘した実習等

での保育現場経験がないことによる、保育理念、保育内容・方法等の保育実践に係わる視点の乏しさ

とも関連していると思われる。【分類③・幼稚園勤務経験あり】の場合にも、幼稚園での実践経験があ

っても、実習等も含めて保育所での現場経験がないことから、＜保育所の生活＞や＜乳児保育＞につ

いて不安を感じており、保育所の生活の実際や 3歳未満児の保育を知るための＜保育体験の機会＞が

求められている。 

施設長のインタビューからは、就業前の現場研修や就業後の研修を実施していることがわかった。

どのような資格取得方法かに関わらず、就業前に保育現場で研修を行うことや、就業後に継続的に研

修を行うことが、就業や継続のために必要だと考えていることが示唆される。試験保育士の場合には、

実習未経験を補うために、就業前や就業後に養成校保育士とは別の支援を行っている法人もあった。

就業後には、補助的業務を行いながら、先輩職員の動きを見て学ぶことができる職員配置にしている。

このような実習経験のない試験保育士への支援の必要性については、保育団体からも同様の指摘があ

った。また、本調査における保育士試験合格者への質問紙調査の結果（第２部）でも、回答者の約 7
割が実習や研修の必要性をあげている。さらに、東京都の保育士実態調査においても、試験保育士は、

現場体験（実習経験）がないことが試験合格による資格取得者の「保育士」という仕事に対する不安

を生み、就業意欲を阻害していることが指摘されている 2）。しかしながら、上述したように、保育士

資格を取得するまでのプロセスによって、求めている保育体験の内容に違いがある。ただ実習等の保

育体験ができればよいのではなく、試験保育士一人ひとりのそれまでの経験等を踏まえて、就業の不

安軽減や就業意志につながるための一人ひとりに応じた保育体験のあり方を考慮する必要がある。し

かしながら、実習経験の差に課題を抱えている施設があった場合、それをどのように埋めるかは、現

在のところ、各施設に任されている。 
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【就業後の不安と不安軽減のための支援】 
 どの分類においても、経験不足や責任の重大さに不安を感じながらも、＜相談できる余裕がない＞

環境であったり、＜相談相手がいない＞状況の中で、＜適切な保育方法＞が分からないまま保育をし

ている実態が推察された。また、保育所等に就業している養成校保育士も同様の環境に置かれ、同様

の不安を感じている人がいることも推察される。＜適切な保育方法＞が分からないまま保育をしてい

る状況の中で、＜適切な保育方法を検討する場＞、＜園独自の実践知を知る機会＞、＜相談できる環

境＞、＜経験談を聞く機会＞、＜園外の人に相談できる機会＞、＜他園の試験保育士との交流＞等の

不安の解消につながる支援や環境の必要性が語られていた。 
 

（２）養成校保育士の養成校入学から就業までの課題と支援 
【養成校就学と保育士資格取得】 
養成校で保育士資格を取得する場合は、入学から卒業までに一定の就学期間があり、その中で保育

士資格取得に必要な科目を習得していく。講義、演習、実習と様々な形態で段階を踏んで学びを深め

ていくことができることは、資格による保育士資格取得とは異なる点である。しかし、本調査の結果

では、養成校での保育士資格取得理由として「学びの充実」を求めている者（養成校保育士 11 のみ）

は少なく、多岐にわたる理由があげられていた。資格取得の確実さや利便性、ネットワークの形成と

いった、卒後の保育現場で働くことに有利な条件となることを考えたものもあれば、学生生活という

時間と場があることによる自己充実や社会に出るまでの猶予を求めてのものもあり、資格取得以外の

目的もあわせて養成校で学ぶことを選択していることが見えてきた。また、資格取得理由についても、

養成校入学時に就業への強い思いを持っている者もいれば、漠然とした思いの者もいることが分かっ

た。保育士としての就業に強い思いを持って入学している者はその気持ちを失わず、漠然とした気持

ちの者は保育士として就業したいという気持ちが育まれるような学びの機会や支援が養成校には求

められよう。 
 

【養成校教育の質向上の必要性】 
養成校保育士の中には、養成校での学びの現状に批判的な声もあった。「本当にびっくりしました

もん。勉強しなくても普通に取れちゃうんだと思って、金だけ払えば。だから、養成校自体も、も

っとちゃんとしなきゃいけないだろうし。（中略）やっぱりこのプロセスが、あまりにもちょっと簡

単すぎる。それは地位が低く見られても、しょうがないと思う感じがするんで。もうちょっと国家

資格らしくなれば、比例して給料も上がっていくんじゃないかと思うんで」（養成校保育士 10）に

は、保育士の社会的地位の向上には養成校教育の改善が必要であるという思いが語られていた。ま

た、「ただ何となく、保育士になろうという人が多いのも事実なんです。だから、子どもに対して本

気じゃない人が、保育士になるという現実がやっぱりあって。そうしたら、やっぱり続かないで

す」（養成校保育士 11）というに語りから、保育士就業に対する思いが漠然としたものならば、就業

の継続は難しいと捉えていることが分かる。 
昨今は保育士求人倍率が高く、養成校には多くの求人が集まるため、養成校学生が保育士として

の就業先を見つけることはそう困難なことではない。しかし、就業継続を考えるならば、「子どもに

対して本気」になれるよう、養成校時代に保育への思いや意識が形作られていることが重要なので

はないだろうか。保育への思いや意識は、子どもや保育士の出会いを重ねながら就業後も変化し続

けていくものであろうが、その根幹となる部分は養成校時代での学びの影響が大きいのではないか

と考えられる。 
養成校は数年間の修学期間があり、それが試験による取得との違いである。そこでは、知識の習

得だけでなく、知識や技術を直に子どもとかかわりながら実践する場を経験することや、保育士に
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なるものとしての人間性を育んでいくこと等、多様な学びの機会をもつことができる。また、保育

への理解を深め、学びのある保育体験や実習経験ができるためには、保育士養成校に保育現場との

つながりや協働の姿勢が不可欠である。学生一人ひとりに教員が向き合い、学生同士学び合いなが

ら育つことができる養成校という場が、質の高い保育を体現できる保育士の養成へとつながってい

くことのできるよう、現場と協働しながら、一人ひとりの学生、そして卒後の保育士の育ちを丁寧

に支えていくことが養成校の役割であり、養成校保育士の就業や継続へつながる支援となると思わ

れる。 
 
【保育所等の就業への支援】 
養成校在籍中は、実習以外でも様々な点で保育現場とのつながりをもつことができる。保育現場と

つながりをもつ教員からの助言、卒業生とのつながり、ボランティア等での現場とのつながり、様々

な点で保育現場とつながりのある環境に置かれている。また、数多の求人が集まり、学内の就職課な

どの紹介や学内での就職説明会や相談会など、多様な機会を利用しやすい環境にある。本調査の結果

でも、卒業後に同一保育所に就業している保育士は、実習や教員といった大学とのつながりが就業先

をつなぐ接点となっているケースがみられた。しかし、養成校を卒業した後に就職活動をしようとし

たときには、こうした機会を利用しにくい現状も調査ではみえてきた。求人を得る手段は養成校を介

することは少なく、保育関係者や知人からの紹介を経て就業先を決めるケースがみられた。また、新

聞広告のほか、ハローワーク・派遣会社・求人サイト等自分とは直接のつながりがない第三者が仲介

となる場を利用しての方法をとる者もいた。「卒業校へは行き難い」という声もあり、養成校とのつな

がりを介しての園選択をすることは難しい状況が読み取れた。卒業生が再就職等をするときの支援が

できる体制の充実も求められる。 
 
（３）就業継続への課題と支援 
 就業継続に必要なことについては、試験保育士も養成校保育士も熱心に語っていた部分であった。

試験保育士と、養成校保育士で、語られた内容に差はみられなかった。また、保育団体へのインタビ

ューからも同様の指摘があった。多数のカテゴリーが抽出されたが、それらを大きく 5 点（①職場環

境の整備、②組織の中での関係性の支援、③ワークライフバランスの実現、④保育への思い、⑤制度

の充実）に分けて述べることとする。 
 
①職場環境の整備 

保育士からは、「うちの園もほんとにぎりぎりなんです。効率を、効率をって。ほんとに少ない人数

で見ろって。一番は人が足りない。入るとしても、環境が悪いためにパートしか入らない。」という語

りがあった。そこには、働く環境が悪いため正規職員が集まらず人手不足の状況であること、最低限

の人員配置で保育をしているため、子どもに十分な対応ができない状況があり不本意に感じているこ

とが読み取れる。こうした状況は、保育士は疲弊し、そうした状況が続けば離職する者が出る、人手

不足の状況になれば休暇が取れない、ますます保育士は疲弊していく、と負のスパイラルに陥る可能

性も否定できないだろう。保育団体からは、子どもと関わらないノンコンタイムについての話があっ

たが、なかなか実現できない状況にある背景には、上記のような負のスパイラルに陥っている可能性

もある。このような状況に陥らないためには、職場環境の整備に何が必要なのであろうか。 
保育士へのインタビューで語られたものの一つに、＜事務仕事の効率化＞がある。東京都保育士実

態調査中間まとめ 3）では、就業前後のイメージの変化として、「保育以外の業務の多さ」は就業後に

「多い」とより感じるようになる（就業前 76.9%→就業後 90.9%）ことが示されており、この部分は

実際に現場を経験しないと実感しにくい部分ではないだろうか。子どもとの関わりに効率を求めるこ
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とは保育の質の低下をまねきかねないことから、他の部分の業務の見直しとして＜事務仕事の効率化

＞があげられるのだろう。ICT の活用よる効率化、業務内容の整理、事務職を担当する保育士以外の

職員の配置等、多方面からの取り組みが求められる。「子ども優先じゃないので、それは一番きつい。

子ども優先の保育をしたい。」といった語りにみられるように、子どもへの思いが犠牲にならない職

場環境を整備していくことが就業の継続、同時に保育の質の保障につながるのではないかと考えられ

る。 
 

②組織の中での関係性の支援 
 「もうほんとに人間関係があったからこそ、今楽しく働けてるっていうのがすごい大きいので」、

「相談できる人がいる環境が整っているというところ」という保育士の語りからも、＜人間関係の良

さ＞、＜信頼できる同僚＞の存在は保育士の精神的な支えであるとともに、相談や助言を通して互い

が成長していくことができるなど、大きな意味を持つ。保育には職員間の連携が欠かせないことから

も、良好な人間関係を築くことや、日ごろから保育への思いを職員間で共有していることは重要なこ

とである。施設長や保育団体のインタビューからも、メンター制度やチューター制度の導入し、相談

しやすく、人間関係を良好に保つための努力をしている園の存在も語られている。 
一方で、今回の保育士の語りの中では、「2 年目のときに組んだのが 1 年目の子で、自分もまだ 2 年

目なのにこっちの指導もしなきゃいけない、いっぱいいっぱいで」、「新人教育をもうちょっとやって

くれたら。もう見て覚えなさいという感じだったので」のように、新人が育つだけの土壌が足りない

現状も垣間見られた。新人育成ができるような環境や人員配置、学び合えるような組織づくりも必要

である。園内のメンター制度、協働型園内研修を通じた相互理解や主体性の醸成といった組織づくり

や管理職のマネジメント等も重要な点である。就業が継続し、経験を重ねる保育士が増えていくこと

で、新人が育つ土壌ができ、また次の新人を育てていくことができる、と職場内の育ち合いの良き循

環がなされていくためには、保育士個人への支援のみならず、組織自体への支援を充実させていくこ

とも重要であろう。 
 
③ワークライフバランスの実現 

「残業は当たり前ですし、『何で残業しないで帰るの』みたいな空気もありますし。やっぱりそうい

うところの、労務条件というのを整えられるようなシステムをつくっていかないと。これは園単位と

してじゃなく、多分、国としてつくっていってあげないと、かなり厳しいだろうというところはあり

ます」と、残業の常態化が保育士から語られ、労務条件の整備は園だけの問題だけでなく、制度とし

て整えていくことが必要だと考えていることが分かる。「持ち帰っちゃいけないけど、持ち帰ってや

る人もいるし」というような、仕事の持ち帰りの背景には、勤務時間内で終えることができない業務

の多さが背景としてあることが推察される。こうした業務過多の上、「休みは全然ないので。有給は一

応あるんですけど。リフレッシュする時間もないので」といった休暇の取りにくさもあれば、ワーク

ライフバランスの実現は程遠いだろう。帰宅後には自分の時間を持ち、疲れた時には休暇を取得でき

ることは労働者として当然の権利であるが、保育という仕事の特性上、人員に余力がなければ、柔軟

に休暇取得をすることは難しいことも事実である。また、「職員が十分にいるっていうのが無駄なこ

とじゃなくて、ぎりぎりの担任だけいて勤務の体制を回すじゃ育たないのよ。みんな疲れちゃうから。

ちょっと余分っぽい人がいるほうが子どもって安心して穏やかだよね。」という保育士の語りからも、

余裕のある人員配置は、心身の健康だけでなく、子どもの安定にもつながることが読み取れる。 
また、家庭をもち、子育てをしながらキャリアを重ねていく保育士への支援も、就業の継続には必

要なことである。本調査の結果では、試験保育士が保育士資格取得を希望したきっかけの一つとして

子育て経験があり、特に【分類②・保育士資格取得後に保育所に就業】の場合には＜家庭との両立＞

─ 220 ─



- 221 - 
 

をしながら保育現場への就業を望んでいる状況が推察された。養成校保育士からは、子育てで保育を

離れた保育士が再就職する際の困難さもみえてきた。「子育てしてる人もいろんな事情がある。この

時期はこういう特殊な事情があれば、例えば別に早番なくてもいいとか」というように、個別の状況

に応じた配慮ができる体制を求める声も挙がっていた。業務量の多さに加え、保育時間の長さをカバ

ーする複雑な勤務体系の管理といった、労務管理の部分も重要になる。 
 
④保育への思い 
 試験保育士、養成校保育士共に、その語りからは保育への思いが感じ取られた。こうした思いは、

保育の質につながる重要な部分であり、就業継続の大きなモチベーションとなると考えられる。こう

した思いを育むことができるためには、「自分の思いを話し合える人というのは、かなりこの保育園

もいるので。その環境は、かなり助かっている部分はもちろんあります。他の園にも、系列園にもか

なりいるので。」というように、＜保育観の共有＞や保育への思いを共有できる同僚や仲間は心の支

えとなり、また互いの成長にもつながる存在になる。 
保育への思いは、学び続ける意欲にもつながるものでもあろう。「食べさせ方とか、こういう工夫を

するといいっていうのは、意外と保育士向けになくって。結構検索してヒットしたやつに行く、みた

いな感じで」という語りからは、学ぶ場を主体的に探しており、よりよい援助のために学びたいとい

う強い意欲が感じられる。学び続ける意欲が実現されるような研修の機会は、保育へのモチベーショ

ンを保つために重要なものであると考える。「実際に経験してから、座学で学ぶと、やっぱり入ってく

ることも多いと思うんです」という保育士の語りからは、就業後の学びの場の重要性が読み取れる。

理論と実践の往還は、試験保育士、養成校保育士ともに重要であり、研修やリカレント教育の場の充

実も求められる。 
 
⑤制度の充実 
 ＜金銭的な処遇改善＞は、多くの保育士からその必要性について語られたことである。「私も先輩

に『何が必要だと思います？継続するために』って 5 人に聞いたら、4 人が『金だ』って言って」等、

金銭面の処遇への不満はストレートな言葉で語られている。「それに見合うだけの給料がもらえない

んだったら、続けていてもしょうがないと思うし、シンプルに生活ができないという人もいるだろう

し。」という語りからは、生活の困難さから離職せざるをえない状況もあることが推察される。こうし

た金銭的な処遇改善については、「給与面のサポートはあっていいとは思うんですけど、それをずっ

と続けてほしいとは思います」等、継続的な支援を望んでいることが分かる。また、「資格を取るまで

の、やっぱりこのプロセスが、あまりにもちょっと簡単すぎるというか。それは地位が低く見られて

も、しょうがないと思う感じがするんで。もうちょっと国家資格らしくなれば、比例して、やっぱり

給料も上がっていくんじゃないかと思うんで」からは、保育士資格の厳格化が、保育士の社会的地位

の向上、そして金銭的な処遇改善に結びついていくと考えていることが読み取れた。また、保育団体

からは、保育士資格の社会的位置づけの低さを改善するための方策として、国家試験の導入、保育士

資格の階層制、保育士資格の更新制があげられていた。 

 

＜引用文献＞ 
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第４部 総合的考察 

 
 

Ⅰ. 調査結果の概要 
 

１. 自治体における保育士確保施策について 

自治体の HP から閲覧することができた各種支援事業等を保育士確保施策の基本となる 3 本の柱

の項目に焦点をあてて類別し全体の傾向をみたところ、3 本の柱として分類した各種支援事業等で

は全体の割合の結果からも読みとれるように、再就職支援（就職支援）に関する取組が多かった。 
人材育成と就業継続支援に関することについては、自治体独自の財政措置により保育士配置をは

じめ、処遇改善、キャリアアップ研修会の奨励、参加のための補助・支援等が実施されていた。イ

ンタビューによると、働きやすさや処遇を整えるための各種支援等の必要性と共に、保育士の仕事

や処遇等のネガティブなイメージを是正し、保育士として働くことの魅力を広く伝え続けていくこ

となどが人材確保のために必要であるとされていた。 
再就職支援に関することについては、就職相談会等が保育士養成校の学生等を対象としているも

のが多く、気後れしてしまう潜在保育士等も少なくないとのことであった。小規模の相談会等の方

が、再就職・就職希望者が足を運ぶ施設数が多く、採用や内定に結びつく可能性が高まるようであ

るという話もあった。実際の保育現場体験等への参加機会においては平日の開催が多くなるため、

参加者数の確保が課題となっていることがうかがわれた。一方で、インターネットを活用した求人

情報等の発信を積極的に導入する傾向にあるとのことであった。試験で保育士資格を取得した保育

士や潜在保育士等も含め、再就職・就職希望者に対する保育現場体験や保育実習等を実現可能にす

るためには、施設側の受入態勢の支援とあわせて、実際に参加する再就職・就職希望者の託児を保

障することも支援の一つとなると考えられる。 
需要と供給のマッチング等に関わることについては、近年、多様な就業時間等のニーズに応じる

べく、コンシェルジュやコーディネーターによるマッチング支援事業を丁寧且つ細やかに遂行して

いる自治体も増えつつあり、今後より積極的に進められていくと考えられる。 
自治体として、意見・思い・懸念されることなどについて、各自治体では再就職・就職希望者へ

の就業の斡旋、保育士貸付制度、優先利用、宿舎借り上げ等の補助・支援等の情報の発信を実施し

てはいるが、実際に自治体の HP を見ている潜在保育士等が少ないかもしれないことや、試験で保

育士資格を取得した保育士や潜在保育士等へ情報が及んでいないかもしれない等の懸念が聞かれた。

また、当節増加する有料職業紹介所、人材派遣会社等の利用に関して、法人等が莫大な費用負担を

少しでも軽減させたいことから、自治体への補助金要請等の声があがってきているとのことだった。

今後、自治体としては養成校や保育団体等との連携をより強め、保育の魅力を伝えるための支援等

の内容もさらに深めていきたいとの意向がみられた。自治体が今後も努力を要する点としては、求

人情報や各種支援事業等の情報が潜在保育士にまで伝わるような手段をはじめとし、受入側と働く

側のニーズの相互の理解と調整、保育士個々人のケア、保育士間のコミュニティづくりの方法や機

会の保障、施設側へのアドバイザー派遣やコンサルタント事業等の保育士人材確保のための「働く

職場の環境改善」であろう。「働きやすさ、やりがい、処遇」の 3 つ環境改善のための支援を行う

努力の必要性への言及もあった。 
 施策の取り組み方としては、保育士確保施策の基本の柱に関わる各種支援事業等について、自治

体としての考え方や支援事業等の内容には垣根のようなものはなく、複数の趣旨を重ね合わせ、絡

ませ合いながら、繋がりをもって一体的に思案され、総合的な考えの中で人材確保に関わる多種多

様な取組が実施されているといえる。 
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２.保育士試験合格者の就職状況等に関する調査 

 保育士試験合格者に対する質問紙調査においては、次のような結果が得られた。 
 第一に、「保育士として就業する意思」について、84.1％の者が就業する意思を持っていることが

明らかになった。就業の理由としては、「子どもと関わる仕事がしたい」が最も多かったが、次に多

かったのは現在「保育補助」をしていて資格が必要となった、というものであった。最終学歴につ

いて、学歴が高くなるほど就業する意思が下がる傾向がみられた。また、就業する意思のない者に

最も多い理由は、現職を辞める予定がない、というものであった。一般的な保育士の低賃金イメー

ジによる就業の阻害はそれほどないことがうかがわれた。 
第二に、「保育士として働く場合に求める条件や重視する点」については、「仕事量が適正」「休暇

が保障」等、勤務環境や職場環境に関する項目を選択する者が多かった。希望する年収として最も

多かったのが 200 万円～300 万円の範囲で、これは国税庁が示した平均給与（432 万円）と比べる

と明らかに低い。適度な仕事量の中で得られる現実的な年収を想定して回答したという側面がある

と考えられる。また、「家事や子育て、介護に理解ある職場」を求める者も約 6 割おり、就職支援

を行う際に考慮すべき点の一つといえるだろう。 
 第三に、「保育士として働きたい職場」については、認可保育所が 65.5％と最も多かったが、そ

れに次ぐのが、小規模保育所、事業所内保育所といった地域型保育事業や、保育所以外の児童福祉

施設に関わる現場であった。保育士試験合格者の就職支援を行う際、地域型保育事業や保育所以外

の児童福祉施設を意識した支援も必要かもしれない。子どもに関係のある学科を卒業した者の方が、

そうでない者に比べて保育所以外の児童福祉施設を希望する傾向がみられ、保育士の職務内容の多

様性について学ぶ機会の有無が影響している可能性がある。 
 第四に、「保育士試験を受験した動機」については、「子どもと接することが好きだった」「保育士

に興味があったから」が上位であるが、「いつか役に立つかもしれない」という回答が半数近くあっ

た。特に、保育士として就業する意思がない者に限ると、この回答が最上位であった。 
第五に、保育士として働く場合の不安については、感じる者が全体の三分の二程度であったが、

その不安の理由として最も多かったのは「労働条件、労働環境」で、「保育・子育て・実習等の経験

の不足」を上回っていた。むしろ、「就業経験の有無」の方が不安に関わっており、就業経験がある

者の方が不安が低く、なかでも保育現場での就業経験がある者が最も不安が低かった。子どもと関

わった経験が不安と関連することがうかがえる。また、「小学生と未就学の子ども」をもつ者の不安

が相対的に高く、子育て期の試験合格者に、子育て支援の視点からのサポートが必要なこともわか

る。 
 第六に、「保育士として働くときに、学ぶ必要があると思うこと」については、「障害のある子ど

もへの支援」「保育や子育てに関する保育事情」等の、保育士しての業務の中でもより高い専門性が

求められる項目が最上位であった。その他、半数以上の者が、保育実技や保育の方法（環境構成・

指導計画の作成等）に関わる項目について学ぶ必要を感じており、保育士試験合格者が保育士とし

て就職する前に、実習、研修等の機会を保障し、これらの不安の低減を図ることの必要性が示唆さ

れる。 
 第七に、「保育現場における実習や研修」については、回答者の約 7 割が実習や研修を必要と考

えており、希望する場所は認可保育所が約 7 割と最上位であった。年齢別にみると、30 歳代以下に

比べて 40 歳代以上の方が、実習や研修の必要性を感じている者が多い。概して「保育士として働

くことへの不安」が高い者の方が、実習や研修の必要性を感じている。実習や研修を必要と考える

理由としては、「経験が無く不安」「保育士としての業務内容を理解したい」等が上位である。期間

は約半数が 2 週間未満を望んでいるが、養成校における保育所実習が、保育実習ⅡまたはⅢ（選択

必修科目）を含めて概ね 4 週間確保され、指導計画立案等、具体的な保育実践まで想定した実習内

容になっていることを踏まえると、保育士試験合格者が望む実習や研修のイメージは、養成校にお
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ける保育実習とは異なったものであるかもしれない。 
第八に、「保育士として実際に働くための就職支援」については、「保育の知識や技術を習得でき

る講座」が、56.3％と半数以上であった。就業予定の園において、職場に慣れるための一定期間が

確保されていることを望む傾向があることがわかる。また、「やや必要である」を加えると 8 割近

い者が就職後も相談できる窓口や機関があることを望んでいた。 
 第九に、「内定先」については、保育士試験に合格した時点で、すでに内定先の現場がある者は四

分の一であり、そのうちの約四割が認可保育所であった。内定先の選定の際重視したことについて、

認可保育所に内定している者は、運営方針や給与を重視していた。 
 
３. 保育士資格の新規取得者が保育の担い手として定着するために必要な方策 

ここでは、試験で保育士資格を取得した保育士へのインタビュー、保育士養成校で保育士資格を

取得した保育士へのインタビュー、試験で保育士資格を取得した保育士が就業している施設長およ

び保育団体へのインタビューをもとに考察した。 
 第一に、保育士資格取得や保育所等への就業に必要な支援について検討する。 

試験保育士の資格取得希望から就業後までの課題と支援について、まず、保育士資格取得希望理

由と試験で取得した理由をみてみると、子育て経験等の中で子どもと関わる楽しさを感じ、保育士

に興味をもったことや、保育所に就業する中で保育士という仕事にやりがいを感じたことが動機に

なっている一方で、資格保持者と格差を感じたこともその要因となっていた。＜保育士資格なら取

れるかもしれない＞や＜子育て経験を生かせる＞という意識もあり、保育士は就業に直結しやすい

職業でありながら、挑戦しやすい資格であると考えていることが推察された。保育への思いや意識

の低さは、保育職への未就業だけでなく、就業継続を阻むことにもつながると考えられる。また、

保育士の専門性の観点から、資格取得前もしくは後に、保育現場での実習経験の必要性があると考

えられる。子育て等の理由で家庭と両立しながら資格を取得したいと考えた人もおり、家庭と両立

しやすい職場環境であることが保育所等への就業につながると考えられる。 
 就職活動の実態については、派遣会社や知人の紹介がきっかけとなる場合が多く、誘われた施設

にそのまま就業する人もいる。実習等での保育現場経験がない者は、保育理念、保育内容・方法等

の保育実践に係わる視点から園を探すことは難しいのではないかと思われる。就業継続のためにも、

自分に合った園探しをするための説明会の開催等、きめ細やかな支援が求められる。 

 就業前の不安の軽減および就業のための支援については、資格取得前から保育所での就業経験が

ある場合でも、正規となることで新たに生じる不安があり、就業前に受けたかった支援として、担

任としてのクラス運営のあり方、保育の計画の立て方、保護者対応等の正規として働くうえでの＜

保育体験の機会＞があげられている。非正規から正規として担う業務内容が緩やかになるような支

援も求められる。＜保育体験の機会＞も就業前に受けたかった支援としてあげられている。就職先

を決めるための<就職先での体験実習>もあげられている。 

就業前の現場研修や就業後の研修を実施している施設長がいることもわかった。就業前に保育現

場で研修を行うことや、就業後に継続的に研修を行うことが、就業や継続のために必要だと考えて

いることが示唆される。実習経験のない試験保育士への支援の必要性については、保育団体からも

同様の指摘があった。 
就業後の不安と不安軽減のための支援については、多くの人が、経験不足や責任の重大さに不安

を感じながらも、＜相談できる余裕がない＞環境であったり、＜相談相手がいない＞状況の中で、

＜適切な保育方法＞が分からないまま保育をしていたりする実態が推察されることを踏まえて検討

しなければならない。これは養成校保育士も同様であろう。 

第二に、養成校保育士の養成校入学から就業までの課題と支援について検討する。 
まず、養成校就学と保育士資格取得について、養成校での保育士資格取得理由は、多岐にわたっ
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ていた。資格取得の確実さや利便性、ネットワークの形成といった、卒後の保育現場で働くことに

有利な条件となることを考えたものもあれば、資格取得以外の目的もあわせて養成校で学ぶことを

選択していることが見えてきた。また、資格取得理由についても、養成校入学時に就業への思いに

は幅があり、いずれもが保育士就業へとつながるような学びの機会や支援が養成校には求められる。 
その際、養成校教育の質向上の必要性が求められることになる。養成校保育士の中には、養成校

で保育士資格が簡単に取れてしまうことが社会的地位を低く留めているという指摘があり、「国家資

格らしく」あるために養成校教育の改善が必要であるという思いが語られていた。現場と協働しな

がら、質の高い保育を実践できるように一人ひとりの学生や保育者の育ちを丁寧に支えていくこと

が養成校の役割であり、養成校保育士の就業やその継続へつながる支援となると思われる。 
 保育所等の就業への支援について、卒業後に実習先の保育所等に就業している保育士は、大学と

のつながりが就業先との接点となっているが、既卒者の場合、こうした機会を利用しにくい現状も

ある。卒業生が再就職等をするときの支援ができる体制の充実も求められる。 
 第三に、就業継続への課題と支援について検討する。 
 就業継続に必要なことについては、5 点（①職場環境の整備、②組織の中での関係性の支援、③

ワークライフバランスの実現、④保育への思い、⑤制度の充実）に整理できる。 
①職場環境の整備 
人手不足により働いている保育士が疲弊するといった状況に陥らないためには、一つに、＜事務

仕事の効率化＞がある。ICT の活用よる効率化、業務内容の整理、事務職員の配置等、多方面から

の取り組みが求められる。子どもへの思いが犠牲にならない職場環境を整備していくことが就業の

継続、同時に保育の質の保障につながるのではないかと考えられる。 
②組織の中での関係性の支援 
＜人間関係の良さ＞、＜信頼できる同僚＞の存在は保育士の精神的な支えであるとともに、相談

や助言を通して互いが成長していくことができるなど、大きな意味を持つことがわかる。施設長や

保育団体のインタビューからも、メンター制度やチューター制度を導入し、相談しやすく、人間関

係を良好に保つための努力をしている園があることがわかる。一方で、新人育成ができるような環

境や人員配置、学び合えるような組織づくりも必要である。園内のメンター制度、協働型園内研修

を通じた保育の質を高める組織づくりや管理職のマネジメント等も重要な点である。 
③ワークライフバランスの実現 

インタビューから、保育者が労務条件の整備は園だけの問題だけでなく、制度として整えていく

ことが必要だと考えていることが分かる。勤務時間内で終えることができない業務の多さが背景と

してあることが推察される。余裕のある人員配置が、心身の健康だけでなく、子どもの安定にもつ

ながることがうかがわれた。家庭をもち、子育てをしながらキャリアを重ねていく保育士への個別

に配慮された支援や柔軟な働き方も、就業の継続には必要なことである。 
④保育への思い 
 試験保育士、養成校保育士共に、保育への思いが就業継続の大きなモチベーションとなると考え

られる。また＜保育観の共有＞や保育への思いを共有できる同僚や仲間は心の支えとなり、また互

いの成長にもつながる存在になる。それは、学び続ける意欲にもつながると考えられる。学び続け

る意欲が実現されるような研修の機会は、保育へのモチベーションを保つために重要なものである

と考える。理論と実践の往還は、試験保育士、養成校保育士ともに重要であり、研修やリカレント

教育の場の充実も求められる。 
⑤制度の充実 
 ＜金銭的な処遇改善＞は、多くの保育士からその必要性について語られた。保育士資格の厳格化

が、保育士の社会的地位の向上、そして金銭的な処遇改善に結びついていくとする語りがあった保

育団体からも、保育士資格の社会的位置づけの低さを改善するための方策として、国家試験の導入、
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保育士資格の階層制、保育士資格の更新制があげられていた。 

 
Ⅱ．調査結果からの示唆及び提案 

 

 調査結果の検討から整理して提案を行うならば、保育士の確保及び定着のための枠組みについて

次のようなことが示唆される。 

 第一に、保育士試験による資格取得者について、制度として実習あるいはそれに準ずる現場経験

を提供することと、就業前及び就業後の相談体制を整えることが必要であろう。また、その前に、

個々の保育現場を知るという意味で、気軽にさまざまな保育所を訪問できるなど、現場に触れて、

個々の園の雰囲気を確かめられる機会があることも有益であろう。その際、保育者養成校の教員が、

例えば園を見るためのチェックポイントなどについて助言するような取り組みや、養成校の実習支

援の部署が相談など試験保育士の実習の一部を支援するような関与の仕方も考えられる。試験保育

士にせよ養成校保育士にせよ、保育者になりたい者と、現場及び養成校とが相互に関わり合えるよ

うな仕組みが促されることが望ましいと思われる。 

第二に、行政の積極的な取り組みが欠かせないだろう。待機児童が多い地域を中心に既に様々な

工夫がなされているが、それは保育士不足を解消しなければならないという切実な事情に基づいて

いることが多いように思われる。子どもの最善の利益を保障するために保育の質を高めるという目

的の下で、行政が、潜在保育士の掘り起こしにとどまらない、その専門性を十分に踏まえた段階的

な研修体系等を整備して、試験保育士の成長の過程を見通した支援を行うことが必要であろう。こ

うしたコストが、就業及び就業継続につながる可能性を高めると考えられる。その際、専門性に関

わる部分については、養成校と連携して進めてくことが効果的であろう。また、試験保育士を保育

現場に誘導するために、例えばインターネット上に、保育所その他の児童福祉施設一つ一つの理念

や目標、内容、処遇、勤務形態のバリエーション、職員構成や離職率、研修実施状況、福利厚生等

の情報と、各養成校が支援可能な範囲と、求職者のニーズに関する情報などが交換されるプラット

フォームを構築することが、求職者のワークライフバランスも踏まえたマッチングとその支援にも

有効であろう。 
第三に、ここまであげてきたようなさまざまなプロセスには、保育に関連する学問的背景を備え

た研究者、つまり養成校教員の関与が不可欠であろう。養成校教員の積極的な関与が保育士養成校

としての目に見える評価につながるような仕組みを構築し、その水準を維持・向上させる組織的な、

あるいは地域レベルでの取り組みが進むことが、翻って養成校の教育の質の向上につながる可能性

が高い。逆に言えば、養成校が積極的にその教育の質の向上に取り組むことが養成校保育士だけで

なく試験保育士の不安軽減や専門性向上につながる、そうした関係性をシステムとして整えること

が求められる。各養成校が単体で取り組むというよりは、大学、短期大学、専修学校等の種別や個々

の養成校それぞれの特徴を生かして、地域内で連携・協働し、行政機関及び保育現場とも協働しな

がら、相互の負担も分散させながら、養成校が保育士のリカレント教育も含むキャリア発達のハブ

となるようなシステムを創り上げていくことが一つの方法であろう。それが保育の質を高め、保育

士の専門性の向上を促し、保育士をやりがいのある仕事とすることにつながる。 
第四に、子どもの最善の利益を保障するための、垣根のないシステム―試験保育士と養成校保育

士、保育現場と養成校、保育現場と行政、行政と養成校など―の構築を促すためには、そのハブと

なりうる養成校が明確な形で評価され、またその取り組みに国が財政支援をするなどして、先進的

なモデルケースの創造を促すことが必要であろう。そのうえで、そうしたいわばテストが検証され

て制度として整備されていくことが求められる。 
 第五に、現在都道府県が所管している保育士試験について、国が所管する一体的な仕組みにして

いく、さらには養成プラス国家試験というあり方も視野に入れて検討していく必要があるだろう。
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また試験保育士と養成校保育士がその専門的学修の差にもかかわらず同一資格であることや、意欲

と資質のある試験保育士の方が、教育の質に課題のある養成校保育士より優れているといったこと

があることを踏まえて、あるいはそれが個人差ということに吸収されてしまうような保育士の専門

性の状況があるなかで、例えば、試験保育士と 2 年養成の基礎的な保育士を同等とし、4 年養成の

より専門的な保育士資格を設けたうえで、基礎的な保育士資格プラス経験と講習によってより専門

的な資格を取得するなど、保育士資格の階層化に処遇と職責を適合させた仕組みを構築し、保育士

等キャリアアップ研修とつなげていくことで、専門性の確立とそのキャリアパスを整えていくこと

が必要ではないだろうか。保育士資格の専門性をより高いものとして設定することは、保育士不足

の折になり手が減るのではないかという危惧を伴うことになるが、調査からも見て取れるように、

保育士が専門性の高い職業とはみなされないような状況が人材不足につながっている可能性があり、

定着にあたって保育の質や同僚性が求められているということは、それらに問題があると離職につ

ながるということであろう。単なる理想論ではなく、子どもの最善の利益を保障する保育士を質・

量ともに配置できる状況を創り出すためには、試験保育士、養成校保育士、潜在保育士等のいずれ

もが、安心して成長できる、制度、行政、地域、施設、養成校とそれらの間のつながりという環境

を構成していくことが、現実的にも有効であると考えられる。 
 こうした課題は今や喫緊の課題といえる。これらについて、総合的な検討に取り掛かり、着実に

進めていくことが求められる。 
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構成員一覧（50 音順） 
（所属・職名は平成 31 年 3 月 31 日現在） 

 
平成 30 年度子ども・子育て支援推進調査研究事業 

「保育士試験合格者の就職状況等に関する調査研究」 
 
 
＜研究全体会会議構成員＞ 
網野 武博 （元東京家政大学教授） 
齊藤 多江子（保育士養成研究所副所長･日本体育大学准教授） 
佐藤 那美 （保育士養成研究所研究員） 
髙橋 貴志 （保育士養成研究所副所長・白百合女子大学教授） 
増田 まゆみ（湘南ケアアンドエデュケーション研究所所長） 
矢藤 誠慈郎（全国保育士養成協議会常務理事・岡崎女子大学教授） 

 
 
＜ワーキング部会構成員＞ ◎部会長 
（１）質問紙調査部会 
◎髙橋 貴志 （保育士養成研究所副所長・白百合女子大学教授） 
 大熊 美佳子（秋草学園短期大学専任講師） 
 小原 敏郎 （共立女子大学教授） 
 片川 智子 （鶴見大学短期大学部専任講師） 
 野田 敦史 （高崎健康福祉大学准教授） 
 細井 香  （東京家政大学准教授） 
 目良 秋子 （白百合女子大学准教授） 
 
（２）聴き取り調査部会 
◎齊藤 多江子（保育士養成研究所副所長・日本体育大学准教授） 
 伊藤 恵里子（千葉明徳短期大学准教授） 
 遠藤 純子 （昭和女子大学専任講師） 
 河田 聖良 （日本体育大学助教） 
 當銘 美菜 （目白大学助教） 
 南陽 慶子 （こども教育宝仙大学専任講師） 
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設問１ あなた自身について 
１． あなた自身のことについてお答えください。 

１） 性  別 1.  女性      2.  男性 

２） 年  齢 1.  20 歳代    2.  30 歳代    3.  40 歳代    4.  50 歳代    5.  60 歳代以上 

３） 居 住 地 
※現在お住まいの所在地について下記にお答えください。 
（        ）都・道・府・県  （             ）市・区・町・村 

４） 同居に 

ついて 

※同居されている方について下記の中であてはまる番号すべてに○をつけてください。 
1.  配偶者      2.  未就学の子ども   3.  小学生          4.  中学生      

5.  高校生以上   6.  自身の父母      7.  配偶者の父母    8.  同居者なし   
9.  その他（        ） 

 

２． あなたの最終卒業学校についておうかがいします。（現在学生の方は、卒業見込みとしてお答えください。） 

１） 最終卒業学校 

（学生の方は見込み） 

※在学中の方は現在通っている学校の番号に○をつけてください。 
1.  中学校     2.  高等学校    3.  短期大学    4.  ４年制大学  
5.  大学院    6.  専修学校      7.  その他（             ） 

２) 卒業年 
（卒業見込み年） 

※卒業した年をお答え下さい。在学中の方は卒業予定年をお答えください。 
西暦（       ）年 

３） 専  攻 
※該当者の方のみ回答 

※上記１）において最終卒業学校を「3.短期大学 4. 4 年制大学、5.大学院、6. 専修学校、 
7. その他」と回答した方のみお答えください。 
1.  子どもと関係がある専攻（学部・学科等）  

 2.  子どもと関係がない専攻（学部・学科等） 
 

３． 保育士試験の受験回数は何回目ですか。（１つのみ回答） 

1.  初めて   2.  ２回目   3.  ３回目   4.  ４回目   5.  ５回目   6.  ６回以上  

 

４． あなたの職業についておうかがいします。 

１） 現在またはこれまでに、何らかの職業に就いていたことはありますか。 

1.  現在就いている     2.  過去に就いていたことがある     3.  就いたことはない 

            

２) 設問１の４の１）において「1.現在就いている」を回答した方は勤務形態について○をつけてください。 

1.  常勤      2.  非常勤       3.  その他（           ） 

 
３） 設問１の４の１）において、「1.現在就いている」または「2.過去に就いていたことがある」と回答した方にのみおうかがいします。現

在あるいは過去に保育現場(保育所・施設等)における就労経験はありますか。「１．はい」と回答した方はその種別についてもお

答えください。（複数回答可） 
1.  はい  種別： 1.  認可保育所 2.  認可外保育施設  

 3.  小規模保育所 4.  事業所内保育所 

 5.  認定こども園  6.  地域子育て支援拠点（子育て広場等） 

 7.  放課後児童クラブ 
（通称:学童クラブ） 

8.  家庭的保育（保育ママ）   

 9.  居宅訪問型保育 
（ベビーシッター等） 

10．企業主導型保育事業所 

 11.  保育所以外の児童福祉施設 
（児童養護施設や乳児院等） 

12. その他（           ） 

2.  いいえ  
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４） 設問１の４の１）において「3.就いたことはない」と回答した方にのみおうかがいします。現在は何をされていますか。 

（１つのみ回答） 

   1.  家事や子育て、介護などをしている    2.  学生である    3.  特に何もしていない 
4.  その他（                    ） 

 

５． 現在あなたが保有している資格・免許等について、あてはまるものすべてに○をつけてください。(複数回答可) 

1.  社会福祉士       2.  介護福祉士       3.  精神保健福祉士     4.  看護師     
5.  幼稚園教諭       6.  小学校教諭       7.  中学校教諭        8.  高等学校教諭   
9.  特別支援学校教諭   10.  子育て支援員       11.  放課後児童指導員     12.  ベビーシッター  

13.  その他（                   ） 

 

設問２ 保育士として就業する意思について 
１． あなたは保育士として働く意思はありますか。 

1.  働く意思がある    2.  働く意思はない 
 

２． 設問２の１の回答理由を具体的にお答えください。  

 

 

 
 
３． あなたが保育士として働く場合に求める条件や重視する点をおうかがいします。 

次の選択肢の中からあてはまると思う項目すべてに○をつけ（ ）には具体的な数字を併せてご記入ください。(複数回答可) 
1. 勤務日数  

週（   ）日  
2.  勤務時間 

1 日（  ）時間（  ）分 
3. 通勤時間  

片道（   ）分以内 
   

4. 給与等  
年収（    ）万円以上 

5.  雇用形態（正規職員採用） 6.  雇用形態 
（パート・非常勤採用） 

   
7.  福利厚生が充実していること  8.  異動がないこと 9.  仕事量が適正であること   

   
10.  休暇（育児、慶弔、有給等）が 

保障されていること 
11.  残業代が支払われること 12.  保育士の人数が適正または

充実していること 
   
13.  キャリアアップが可能である 

こと 
14.  家事や子育て、介護に理解ある職 

場であること 
15.  やりがいを感じられること 

   
16.  健康状況の改善  17.  生涯働ける職場であること  18.  働くことが可能な家庭の状 

況  
   
19.  施設の運営（保育）方針があっ

ていること 20.  求人情報の提供 21.  研修等への参加 
   
22. その他（           ） 

 
４． 設問２の１において「1.働く意思がある」と回答した方にのみ、おうかがいします。あなたは保育士として、以下のうち、どの職場で働

きたいと思いますか。次の選択肢の中から、あてはまると思う項目すべてに○をつけてください。(複数回答可) 
1.  認可保育所 2.  認可外保育施設  3.  小規模保育所 

4.  事業所内保育所 5.  認定こども園  6.  地域子育て支援拠点（子育て広場等） 

7.  放課後児童クラブ 
（通称:学童クラブ） 

8.  家庭的保育（保育ママ） 9.  居宅訪問型保育（ベビーシッター等） 

10.  企業主導型保育事業所 11.  保育所以外の児童福祉施設（児童養護施設や乳児院等） 

12.  その他（                          ） 
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５． あなたが保育士試験を受験した動機あるいは理由は何ですか。 
次の選択肢の中から、あてはまると思う項目すべてに○をつけてください。(複数回答可) 

1. 職務上の指示命令により 2. 同僚や友人からのアドバイスを受けて  

3. 無資格で保育所（園）等で働いており資格が 
必要になった（ほしくなった）から 4. 在学中の学校の方針により 

5. 保育士への転職を考えたから  6. 職業選択の幅を広げるために 

7. 保育士試験の一部科目免除の指定を受けている

学校を卒業している（在学していた）から 8. 保育士に興味があったから 

9. いつか役に立つかもしれないと思ったから  10. 大学、短大、専修学校等の養成課程で修学する 
自信がないから 

11. 子どもと接することが好きだったから 12. 保育実習を行わずに取得できるから 

13. 自分のペースで勉強し取得したいから 14. 保育士資格なら取れるかもしれないと 
思ったから 

15. 養成課程の費用を節約したいから 16. 就職に困らないと思ったから 

17. 何も資格を持っておらず人から認められたいと
思ったから 18. 親や家族など人に勧められたから 

19. 子育て経験を生かせると思ったから  20. 将来の自分の子育てに役立つと思ったから 

21. 働きながら勉強して資格を得られるから  22. 養成課程よりも楽に取得できるから  

23. 養成課程における人間関係（友人関係等）が 
面倒だったから 24. 学歴（学士や〇〇学校卒業など）は特に必要 

なかったから  
25. その他（具体的に                                                                           ） 

 
設問３ 就業に際する不安について 
１． あなたは、実際に保育士として働く場合、働くことに不安を感じますか。設問２の１の回答に関わらず、お答えください。 

（１つのみ回答） 
 

1.  感じない  2.  あまり感じない  3.  どちらともいえない  4.  やや感じる  5.  感じる 
 
２． 設問３の１の回答理由について具体的にお答えください。 

 

 

 
 
３． あなたは、実際に保育士として働くにあたり、以下のような知識や技術を学ぶ機会が必要だと思いますか。次の選択肢の中から、

あなたが学ぶ必要があると思うものすべてに○をつけてください。（複数回答可） 
 

  
４． 保育現場における実習や研修について、あなたが思うことについておうかがいします。 

１） 保育士試験合格後、あなたは実際に保育士として働くにあたり保育現場における実習や研修は必要だと思いますか。 
1.  必要だと思う   2.  必要ないと思う   3.  どちらともいえない 

  
上記において「1.必要だと思う」と回答した方のみ２)～４)の質問にお答えください。 
 
２） どのような施設で実習や研修を行えばよいと思いますか。（１つのみ回答） 

  

 

 

1. 保育や子育てに関する最新
の保育事情 2. 保育所保育指針 3. 子どもの発達  

4. 音楽や身体表現、造形など
の保育実技 5. 指導計画・支援計画などの

保育計画の作成方法 6. 乳児の保育方法  

7. 遊びや生活を援助する保育
の環境構成 8. 安全管理や事故防止 9. 食育やアレルギーへの対応 

10. 感染症防止などを含む 
保健衛生  11. 保護者との関係づくりの 

方法 12. 障害のある子どもへの支援 

13. 園と小学校との連携  14. パソコン操作について 15. 職場でのコミュニケーション 
方法 

16. 園内研修などでの発表・研究方法（事例のまとめ方、発表方等） 17. その他（         ） 

1.  認可保育所     2.  小規模保育所          3.  事業所内保育所     
4.  認定こども園    5.  幼稚園             6.  地域子育て支援拠点（子育て広場など） 

7.  放課後児童クラブ（通称:学童クラブ）               8.  企業主導型保育事業所 
9.  保育所以外の児童福祉施設（児童養護施設や乳児院等）   10.  その他（             ） 
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３） 実習や研修はどのくらいの期間行えばよいと思いますか。（1 つのみ回答） 
1.  １日        2.  ２～３日         3.  ４日～１週間未満    4.  １～２週間未満 
5.  ２～３週間未満   6.  ３週間～１ヶ月間未満   7.  １ヶ月間以上 

  
４） あなたが実習や研修を必要だと思う理由について、次の選択肢のうちあてはまるものすべてに○をつけてください。 

（複数回答可） 
1.  保育現場における経験がなく不安なため 2. 園（施設）の生活と１日の流れを理解したいため 

3. 子どもの発達過程を学びたいため 4. 音楽や身体活動などの保育実技を習得したいため 
5. 園（施設）の保育内容を理解したいため 6. 園（施設）の保育環境を理解したいため 

7. 
子どもの健康や安全に対する援助を学びたい 
ため 

8. 子どもの生活や遊びに対する援助を学びたいため 

9. 保育記録の作成方法を学びたいため 10. 指導計画などの保育の計画を理解したいため 
11. 保育士の業務内容を理解したいため 12. 保育士の職業倫理を理解したいため 
13. 職員間の分担や連携のあり方を理解したいため 14. その他（                  ） 

 
５． あなたは保育士として実際に働くために、どのような就職支援が必要だと思いますか。それぞれの質問項目において、最もあ 

てはまると思う番号に○をつけてください。 

質問項目 
必
要
で
は 

な
い 

あ
ま
り 

必
要
で
は
な

い 

ど
ち
ら
で
も

な
い 

や
や
必
要
で

あ
る 

必
要
で 

あ
る 

1.  保育の知識や技術を習得できる講座 1 2 3 4 5 
2.  園・施設の就職担当者と面会できるセミナー  1 2 3 4 5 
3.  採用条件や試験などの求人情報の提供 1 2 3 4 5 
4.  就労予定の園・施設における職場体験 1 2 3 4 5 
5.  個別相談ができる窓口や機関  1 2 3 4 5 
6.  就職後も相談できる窓口や機関 1 2 3 4 5 

 

設問４ 内定先について 

1． 本試験に合格し、保育士資格が取得できた場合、保育士として勤務する保育現場が、現時点で内定していますか。 

1.  内定している       2.  内定していない 

 

２． 設問４の１において「１.内定している」と回答した方のみ１)～２）の質問にお答えください。 

 
１）内定した保育現場の種別について、あてはまるものに○をつけてください。 
 

1．認可保育所 2．認可外保育施設 3．小規模保育所 

4．事業所内保育所 5．認定こども園 6．地域子育て支援拠点 
（子育て広場等） 

7．放課後児童クラブ 
（通称：学童クラブ） 8．家庭的保育（保育ママ） 9．居宅訪問型保育 

（ベビーシッター等） 

10．企業主導型保育事業所 11．保育所以外の児童福祉施設 
（児童養護施設や乳児院等） 

12．その他 
（            ） 

  
２）上記の就職先を選ぶにあたり、重視したことについて具体的にお答えください。  

 
 
 
 

 
アンケートは以上です。ご協力いただき、ありがとうございました。 
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平成 30 年度 子ども・子育て支援推進調査研究事業（厚生労働省） 

保育士試験合格者の就職状況等に関する調査研究 

研究報告書 

平成 31（2019）年 3 月 

一般社団法人 全国保育士養成協議会 
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